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下ノ坪遺跡は、平成6年度から8年度にかけて発掘調査を行い、今回の「下ノ坪遺跡Ⅲ」をもち

まして、現地調査及び整理作業のすべてを終えることとなりました。

調査の成果といたしましては、四仙騎獣八稜鏡やガラス小玉をはじめとする貴重な遺物が出土し

ており、遺構でも官衝的な掘立柱建物跡をはじめとし、竪穴住居跡等、野市町の歴史だけでなく、

高知県の歴史を解明するうえでも貴重な資料が数多く発見されました。

この「下ノ坪遺跡」I～Ⅲ報告書が、学術的に多くの研究者に活用されることはもちろんのこと、

学校教育や、生涯教育、或いは多くの町民の方々に広く活用していただきたいと思います。

また、下ノ坪遺跡の発掘調査が野市町の歴史を紐解く契機となり、1人でも多くの方々が埋蔵文

化財に関心を持たれて、より一層の文化振興の一助となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、下ノ坪遺跡調査にあたって、高知県文化財団埋蔵文化財センターの調査員、

並びに整理作業員、調査にご協力を頂いた地権者、地元関係者のみなさまのお陰を持ちまして、下

ノ坪遺跡報告書が無事完結できましたこと、心よりお礼申し上げます。そして、今後も更なる野市

町の文化財行政に対するご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

平成12年3月

野市町教育長　安岡晋平



例　　　言

1本書は、野市町教育委員会が平成6、7、8年度に実施した農業農村活性化農業構造改善事業

上同地区区画整理工事に伴う下ノ坪遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2　下ノ坪遺跡は、高知県香美郡野市町上岡字下ノ坪に所在する。

3　発掘調査は平成7年1月5日から3月15日、同6月7日から平成8年3月28日、同4月8

日から7月16日まで実施した。

4　総調査面積は6，230nfであり、各年度、調査区ごとの面積は第I章のとおりである。

5　調査体制

（1）平成6、7年度

小松　大洋（野市町教育委員会社会教育課　社会教育主事）

池揮　俊幸（高知県文化財団埋蔵文化財センター　調査員）

（2）平成8年度

小松　大洋（野市町教育委員会社会教育課　社会教育主事）

出原　恵三（高知県文化財団埋蔵文化財センター　調査第3係長）

池澤　俊幸（　　　　　　　　同　　　　　　　　　　調査員）

行藤たけし（　　　　　　　　同　　　　　　　　非常勤職員）

6　本書の編集は吏谷大介が行い、執筆は以下のように分担した。

第I・Ⅲ章（小松）

第Ⅲ章（吏谷）

第Ⅳ章　1．（池澤）

2．（更谷）

第Ⅴ章　下ノ坪遺跡出土の鍛冶、鋳銅関連遺物の金属学的調査（大澤・鈴木）

7　本報告書を作成するにあたっては、鍛冶・鋳銅関連遣物の金属学的調査について大澤正己氏

鈴木瑞穂氏の手を煩わせ玉稿を頂いた。

8　発掘現場作業員は下記の方々である。記録的な暑夏と二度の冬を通して、精力的に作業に従事

された方々に対し、記して敬意を表す。

貞岡重道・佐野宣重・佐々木龍男・吉川徳子・吉川誠喜・大黒貞之・町田恵子・森田彩子・

岩崎一歩・近江川和成・楠瀬正人・田代　勝・田島一徳・浜田吉宏・松木宏史・竹村保夫・

森本久美・村武　重・大和田延子・内田愛子・内田晴美・池宣　宏・小松一仁・石川　功・



岡内美行・筒井　正・松崎邦久

9　重機による表土剥ぎ、排土運搬、埋め戻し、測量については共運工業の石川康人、石川武史、

小松和則、森岡和信、秋山純一の便宜、助力を得た。

10　遺物整理、報告書作成においては下記の方々の協力を得た。記して感謝の意を表したい。

岩貞泰代・岩本須美子・大原喜子・尾崎富貴・川久保香・浜田雅代・松木富子・森　綾子・

矢野　雅・山口知子・山本由里

11検出遺構のナンバーは、「下ノ坪遺跡Ⅲ」独自のナンバーである。

12　本報告書の図版番号は各区ごとにつけてある。

13　出土遺物、その他図面類の関係資料は野市町教育委員会で保管している。

14　本書の図版及び文章中の方位はM・N（磁北）で掲載している。下ノ坪遺跡のT・N（真北）

は磁北から東方向に40　4′　56．51〝である。

15　H区包含層・拡張I区包含層・拡張Ⅱ区包含層の呼称については、本文中ではH区・拡I・Ⅱ

包含層と略させてもらう。なお、H区より南側拡張区を拡I、北側を拡Ⅱと呼ぶ。

＼
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第I章　調査に至る経過と調査の経過及び方法

野市町下ノ坪遺跡は、「農業農村活性化農業構造改善事業上同地区区画整理工事」に伴う緊急発
＼

掘調査として平成6年度から平成8年度にかけて発掘調査を行ったものである。下ノ坪遺跡のある上

岡地区は、稲作、ハウス園芸の盛んな地域であるが、農道及び水路の整備が遅れており、野市町と

上岡地区土地改良区が農林水産省の補助を受け5．2haを整備することになった。

平成6年度には道路と水路の施工予定部分を試掘調査し、その結果東半全域で良好な遺構と包含

層が遺存し、時期も複合していることが判明した。これを受けて関係部局が検討した結果、耕地部

分については遺構及び包含層に影響しない工法を採用して、本調査区を道路及び水路予定部分に限

定し、A、B、D、E区の発掘調査を行った。

平成7年度の調査は6月7日から開始し、C、F、G、H、J、K区の調査を実施した。当時の耕作状況

により調査区の設定には一定の制限があったが、調査を進めた結果、F区西端で古墳時代掘立柱建

物や弥生時代竪穴住居、J区で弥生時代竪穴住居や多量の土器を伴う大溝を検出、H区では多量の遺

物を含む包含層と、古代及び弥生時代の多数の遺構群を検出した。

平成8年度の調査は4月8日から実施し、残りの調査区を調査した。南部は対象区北部とは様相が

異なり、遺構・包含層が対象区西端の物部川堤防直下まで遺存することも判明した。M、0区では弥

生時代を中心とした遺構群が検出され、当遺跡の全域に集落が展開する事が確認された。また、H

区では古代の大型掘立柱建物の一部が複数検出されていたため、本来の調査予定地外にも調査区を

拡張した結果、掘立柱建物群や八稜鏡を検出した。

現地説明会は7月14日に行い、7月16日に機材を撤収し発掘調査を終了した。

確認された遺跡全体の面積は約45，000r武発掘調査対象面積は7，265nfで、うち6，230m2について

発掘調査を実施した。

出土遺物の整理及び報告書の作成については、各調査区における遺物の出土量や時期的なまとま

りを勘案して、A、B、D、M、0区を平成8年度に「下ノ坪遺跡I」として刊行し、C、E、F、H、J区

については平成9年度に「下ノ坪遺跡Ⅱ」として刊行している。今回は、G、K、L、N区及びⅥ区、拡

張区の包含層について行い、これをもって下ノ坪遺跡の報告を完結する。

拡張策の面積は下表の通りである。

調査区面積表

調 査 区 A区 B 区 C区 D区 E区 F‘区 G区

面積 （単位扉） 102 175 112 250 175 290 194

調査 区 H区 J区 K区 L区 M 区 N 区 0区

面積 （単位扉） 2，931 552 158 138 472．5 81 405

1



第Ⅱ章　遺跡周辺の地理・歴史的環境

1．地理的環境

下ノ坪遺跡のある野市町は、県中央部に広がる高知平野の東端に位置し県下三大河川のひとつ物

部川の下流域に発達した扇状地上にあり、南北約6km、東西約4km、面積23．15km2、人口16，000人を

超える町である。西は物部川をほぼ境として南国市、東は香我美町と隣接し、北は烏ケ森山系によ

り土佐山田町と分けられる。南は赤岡町、吉川村の2町村と境を接し南端部より約0．3km南で土佐

湾にのぞむ。

南部には、県都高知市と県東部を結ぶ国道55号線が東西に走っており、高知市より車で約30分と

交通の便もよく、県都のベッドタウンとして人口も年々増加しており近年発展し続けている。

主要産業としては、江戸時代、野中兼山により潅漑施設が整備され、かつては豊富な水を生かし

た米作の穀倉地帯であったが、現在は近郊型の園芸農業が盛んとなっている。

自然地理学的には北東部に聞楽山系の山岳地と物部川左岸側に分布する、古期扇状地を呈する野

市台地よりなっている。この間楽山系は、秋葉山系と烏ケ森山系の2つからなり野市町の約3分の1

強の面積をしめる。

秋葉山系は町の北東、香我美町の境にある聞楽山（標高368．2m）より南西方向に高度を減じ、町

のほぼ中心の三宝山（別名金剛山、標高213．9m）の南西方向で野市台地の下に沈む。その秋葉山系

の北方に平行して烏ケ森山系があり同じく、南西に向かって高度を減じて、物部川にその山脚を浸

食されている。

その山地の下に広がる野市台地は古期扇状地性の氾濫源であり、現在の市街地をのせ、海抜高度

約40、10mと北から南へ高さを減じている。また、台地の西端部分は5mほどの段丘崖となって沖積

平地となっている。下ノ坪遺跡は、この沖積平地上にあり海抜12mを測る。

これらの台地は、秋葉山系の西端部の三宝山の山麓部でさえぎられた物部川の堆積物が南東側へ

向かって放出されたためできた扇状地性堆積物によって形成されたものである。

物部川が現在の流路を形成したのは、中近世以降のことであり、それ以前はいくつもの流路から

なっていたが、中世になるとそれまで多数存在していた中流路の幾つかが堆積作用によりつまって

いき、大きな自然堤防が形成され現在の流路になったと考えられる。

この物部川はその昔から交通の手段として使われていたと考えられており、今回の調査でも興味

深い結果となった。

2．歴史的環境

下ノ坪遺跡のある野市町は、北部に山塊を背負い南部に平野部が開けている。西は一級河川物部

川に隔てられ東は香宗川がほぼ町境と重なっている。物部川は野市町をはじめ、高知平野東部の平

野を潤しているが、近世以前においては現在よりも西部を流れており下流に大小の自然堤防を形成

し、多くの縄文時代後期以降の遺跡が立地している。その中でも、田村遺跡は弥生時代における南

四国最大の拠点集落として知られている。下ノ坪遺跡の南面約2kmの地点に位置している。



No 遺 跡 名 時　 代 No 遺 跡 名 時　 代 NQ 遺 跡 名 時　 代

1 下 ノ 坪 遺 跡 弥 生 ～奈良 11 亀　 山　 窯　 跡 平　　　 安 21 宝　 鏡　 寺　 跡 中　　　　 世

2 北　 地　 遺　 跡 弥　　　　 生 12 溝 渕 山 古 墳 古　　　 墳 22 岩 村 遺 跡 群 弥生 ～中世

3 高　 田　 遺　 跡 平　　　 安 13 アゴデン白岩窯跡 平　　　 安 23 シロイ畠遺跡 古墳 ～中世

4 下　 井　 遺　 跡 平 安 ・中世 14 大　 谷　 城　 跡 中　　　　 世 24 石　 神　 遺　 跡 弥生 ～平安

5 西 野 遺 跡 群 弥生・古墳・奈良 15 大　 谷　 古　 墳 古　　　 墳 25 立 田土居城 跡 中　　　　 世

6 探　 渕　 遺　 跡 縄文 、近世 16 山　 下　 遺　 跡 平安 ・中世 26 寺 ノ 前 遺 跡 弥生 ～中世

7 深　 渕　 城　 跡 中　　　　 世 17 本　 村　 遺　 跡 弥　　　　 生 27 高　 添　 遺　 跡 弥生 ～平 安

8 西 上 野 遺 跡 弥　　　　 生 18 大 崎 山 古 墳 古　　　 墳 28 平　 杭　 遺　 跡 弥生 ・古 墳

9 探 渕 北 遺 跡 弥生 ～中世 19 中山田土居城跡 中　　　　 世 29 カントヲリ遺跡 縄文・古墳一平安

10 母 代 寺 遺 跡 平 安 ・中世 20 東野土居遺跡 古墳 ～平安 30 田 村 遺 跡 群 縄 文 、近 世

Fig．1下ノ坪遺跡の位置と周辺の地図
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また、その北部の上流右岸の土佐山田町にはひびのき遺跡（1）（弥生時代～古墳前期）、その対岸

には林田遺跡（2）（弥生～室町）がある。東部を流れる香宗川流域にも、弥生時代初期の土器が発見

されるとともに多量の木器が出土した香我美町の下分速崎遺跡（3）や十万遺跡（4）がある。

町内にも数多くの遺跡があり、最も古いものには探渕遺跡（5）の縄文晩期までさかのぼる。弥生時

代になると遺跡数が飛躍的に増大し町内全域に分布する。特に物部川流域は著しく、下ノ坪遺跡よ

り最も近いものとしては東に北地遺跡が隣接しており、北に西野遺跡、深渕遺跡、深渕北遺跡と広

く分布している。また東部には先に述べた香我美町の下分速崎遺跡と同一遺跡と考えられる曽我遺

跡（6）が香宗川流域に広がっており、その北側聞楽山地の麓にはガラス製の勾玉も出土した弥生中

期の高地性集落の性格をもつ本村遺跡（7）がある。聞楽山地には中期末の笹ケ峰遺跡や、土器、貝殻、

獣骨、魚骨などが出土した後期末の鬼ケ岩屋洞窟遺跡もある。

古墳時代の遺跡も物部川、香宗川南流域に広がり集落が営まれていたことがうかがえる。古墳も

聞楽山地に数多くみられ、特に竹ノ内山（溝渕山）古墳は、当時の原形に最も近い状態で残存して

いる横穴式石室の円墳で青銅環、直刀等が出土している。その他にも2次にわたる埋葬面が確認さ

れ金環、馬具等多量の貴重な副葬品が出土した大谷古墳（8）をはじめ、小山谷古墳、大崎山古墳が

ある。また、町内北部の佐古地区にも日吉山古墳群や父養寺古墳等、そして今は消滅しているが上

分古墳の存在により、地方豪族のいたことが推察される。

古代の遺跡としては、下ノ坪遺跡の北約1kmに深渕遺跡がある。深渕遺跡は先にも述べたように

縄文時代からの複合遺跡であるが、古代の出土物は二彩陶器、緑粕陶器、墨書土器、硯、蛇尾等が

出土している。また深渕遺跡は瓦窯跡の指摘もあり、円面硯や風字硯も発見され、官衝的性格を持

つ遺跡であったと考えられる。また佐古地区の亀山にも窯跡があり、そこで作られた瓦は平安京大

極殿、藤原氏の氏寺である法勝寺に使用されていたことがわかっており、もっぱら中央向けの官窯

であったと思われる。その瓦の運輸を考えると下ノ坪遺跡とも深い関係があったと考えられる。こ

のことは、当時の野市町が中央と深いつながりを持ち重要な地であったことを示している。

中世になると、中原秋家、秋道が地頭となり、香宗我部氏と名乗り勢力をふるった。しかし、関

ケ原合戦後山内氏入国によりその所領を失い、その後の一国一城制でその居城である香宗城は取り

壊された。現在は八幡社と土塁の一部を残すのみである。その南東には菩提寺の宝鏡寺跡と歴代の

墓と観音堂がたっている。また、戦国時代の城では佐古地区に前ノ山城、また土佐山田町との境に

烏ケ森城がある。

（1）岡本健児・鹿田典夫「高知県ひびのき遺跡」　土佐山田町教育委員会1997年

（2）宅間一之・山本哲也・森田尚宏「林田遺跡」　土佐山田町教育委員会1985年

（3）高橋啓明・出原恵三「下分速崎遺跡発掘調査概報」　香我美町教育委員会1987年

高橋啓明・出原恵三「下分速崎遺跡発掘調査概報」　香我美町教育委員会1989年

（4）高橋啓明・出原恵三・吉原達生「十万遺跡発掘調査報告書」　香我美町教育委員会1988年

（5）高橋啓明・出原恵三・吉原達生「深渕遺跡発掘調査報告書」　野市町教育委員会1989年

（6）高橋啓明・吉原達生「曽我遺跡発掘調査報告書」　野市町教育委員会1989年

（7）坂本憲昭「本村遺跡発掘調査報告書」　野市町教育委員会1993年

（8）山本哲也「大谷古墳」　（財）高知県文化財団1991年

4





第Ⅲ章　調査の成果

1．G区

（1）調査区の概要と基本層準

①調査区の概要（Fig．3）

調査対象地中央北寄り、南北に長い調査区である。南北約70m、幅約2．7m、面積194nf

を測る。

②基本層準（Fig．3）

北壁：I層　　耕作土。

Ⅱ層　　旧耕作土。

SD17－1　黒褐色粘質土。

SD17－2　黒褐色粘質土に灰黄色粘質土（地山）をブロック状に含む。

SR3－1　灰色粘質土に暗赤褐色粘質土粒を含む。

SR3－2　　砂礫層。

SR3－3　　褐灰色粘質土。

SR3－4　　黒褐色粘質土に黄色粘質土をブロック状に含む。

SR3－5　　黒褐色粘質土、淡黄色粘土、砂礫がブロック状に混ざる。

SR3－6　　黄褐色粘質土（地山）に黒褐色粘質土をブロック状に含む。

（2）遺構と遣物

①掘立柱建物跡（Fig．4）

SB4（Fig．4）

調査区北寄りに位置している。1×2間の柱間を確認できたが、大部分が調査区外に出て

おり、全容は不明である。径30～40cm、深さ20～30cmの柱穴である。出土遺物はみられな

かった。

SB5（Fig．4）

調査区北側と中央部の中間付近に位置する。方位はN－11㌔Wである。梁間は2間で1．82

m、桁行は2間1．98m以上の東西棟である。径20～30cm、深さ10～30cmの柱穴である。出土

遺物はみられなかった。

SB6（Fig．4）

調査区北側と中央部の中間付近でSB5に近接する。1間×2間の柱間を確認できたが、正確

な規模は不明である。径30～38cm、深さ20～30cmの柱穴である。出土遣物はみられなかっ

た。

（塾柵列跡

SA3（Fig．4）

調査区北寄りに位置する南北方向に2．8mの柵列跡で、方位はN－17㌔Wを測る。柱掘形
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は径24～40cm、深さ14～30cmである。出土遺物はみられなかった。

SA4（Fig．5～7）

調査区北側と中央部の中間付近に位置する東西方向に3．8mの柵列座で、方位はN－34㌧

Wを測る。柱掘形は径24～66cm、深さ30～60cmである。

出土遺物は、土師器底部（1）、弥生土器鉢（90）、同壷（91）、石包丁（104）である。

③溝跡

SD17（Fig．4）

調査区北寄り、西壁沿いで検出した南北方向の溝で、約15mを確認した。方位はN－6㌔

Wである。出土遺物はみられなかった。

④自然流路

S R3

遺構東側の段丘斜面下端に沿って検出された流路で、A区SRlやC・E・F・H区SR2とは一連

のものとみられる。本遺跡の古代の存続期を通じて機能した後、シルトによって埋没して

いる。概して、下層に砂礫層、上層にはシル下層が存在し、下層には古代前期の遺物が多

い。古代後期の遣物の多くは、上層より出土している。66Lグリッド付近では土器集中であ

るユニット7が検出されたが、その詳細については第Ⅳ章の考察に記す。

⑤P21（Fig．4）
l

SB6の西側に位置している。長軸50cm、短軸40cmの楕円形で、深さ24cmを測る。出土遺物

は須恵器裏口縁部（Fig．7図95）である。
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G区　遺物観察表（土器）

種

類

F ig

N o ．

挿 図

番 号

出 土 地 点 器　 種

法　 量 （cm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

口 径 器 高 胴 径 底 径

土

師

器

F ig ．5 1 S A 4 底 部 （0 ．8 ） 7 ．8

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を 含 む 。 に

ぷ い 橙 色 。 外 面 ナ デ 、 底 部 回 転 へ ラ 切 り。 内

面 ナ デ 。

ク 2 S R 3

高 台 付

．皿

1 3 ．6 （2 ．2）

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 梱 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ

ス を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 全 体 に ナ デ 。 外 面 口
縁 端 部 は 最 後 に 横 ナ デ を し た よ う で 僅 か に 下

方 へ 粘 土 が 出 る 。 底 部 の 切 り 離 し は 不 明 で あ

る が 、 ヘ ラ 切 り で あ る と 思 わ れ 、 丁 寧 に ナ デ

競 豊 鮎 開 音 莞 提 謂 夏 空 完 三 晶 漕 き誓

っ て ひ き 出 す 。 そ の 後 接 合 部 外 側 を ヘ ラ 状 工
具 で 削 っ た た め シ ャ ー プ な 角 を な す 。

ク 3 ク 皿 1 2 ．8 1．8 7 ．3

チ ャ ー ト の 細 粒 砂 を 多 く 含 み 、 ザ ラ つ い た 器

表 。 火 山 ガ ラ ス 含 む 。 内 面 の 色 調 は 口 縁 部 に

ぷ い 橙 色 、 体 部 淡 い 黄 色 、 底 部 は 黒 斑 と 漸 移

的 に 変 化 。 体 部 横 ナ デ 、 口 縁 部 下 外 面 は 横 ナ

デ に よ り 外 反 す る 。 体 部 と 底 部 の 境 は 不 明 瞭 。
底 部 へ ラ 切 り 後 ナ デ 、 粘 土 紐 痕 残 す 。 口 縁 部

内 面 は 内 傾 す る 面 な い し僅 か な 凹 状 を 呈 す る 。

内 底 横 ナ デ 後 ナ デ 。

〃 4 ク 皿 1 1 ．6 （1 ．7 ） 6 ．9

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 細 粗 粒 砂 、 火 山 ガ ラ

ス を 含 む 。 浅 黄 橙 色 。 外 底 へ ラ 切 り後 ナ デ 。
他 は 横 ナ デ 及 び 回 転 ナ デ 。

〃 5 ク 一＝lニご勾互 1 0 ．0 （3 ．5 ） 6 ．6

チ ャ ー ト 、 長 石 の 細 粒 砂 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租

粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を 含 む 。 全 体 に ナ デ で 仕 上

げ る が 、 そ れ 以 外 は 不 明 。

ク 6 ク 皿 1 3 ．4 1 ．6 7 ．4

チ ャ ー ト の 細 粒 砂 を 少 量 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租

粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を 少 量 含 む 。 精 選 さ れ た 胎

土 。 橙 色 。 外 面 口 縁 部 1 5 m m 幅 で 強 く 丁 寧 な ナ

デ 、 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 、 弱 い ナ デ 。 内 底 一

定 方 向 の ナ デ 。

〃 7 ク 皿 1 2 ．2 1 ．9 8 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 粗 粒 砂 、 微 量 の 雲

母 片 を 含 む 。 橙 色 。 体 部 内 外 面 に 強 く丁 寧 な

横 ナ デ 。 外 底 回 転 へ ラ 切 り 後 弱 い ナ デ 。 内 底

指 圧 と ナ デ 、 内 底 が 白 っ ぽ く 重 ね 焼 き さ れ た

と 思 わ れ る 。

ク 8 ク 皿 1 3 ．0 2 ．6 7 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 粒 砂 を 少 量 、 火 山

ガ ラ ス 微 細 粒 を 含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 全 体

に 薄 く 、 軽 く 仕 上 が る 。 な め ら か な 器 表 。 外

面 口 唇 部 薄 く 尖 り気 味 。 体 部 は 回 転 力 を 有 効

に 利 用 し て 横 ナ デ に よ り 引 き 出 す 。 外 底 へ ラ

切 り後 余 分 な 粘 土 は 一 部 削 り と り重 ね て ナ デ

も 行 っ て い る た め 比 較 的 整 っ て い る 。 内 底 横

ナ デ 。

ク 9 〃 皿 1 2 ．7 （2 ．9 ） 8 ．4

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ

ス を 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 外 面 口 緑 部 強 い 横
ナ デ 、 外 底 へ ラ 切 り 後 比 較 的 丁 寧 な ナ デ 。 他

は 全 て 横 ナ デ 。 内 面 中 位 の み 回 転 ケ ズ リ の 可

能 性 あ り 。

ク 1 0 ク 杯 2 ．5 7 ．2

少 量 の チ ャ ー ト細 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス 、 赤 色 風

化 礫 の 細 租 粒 砂 を 多 く 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。

外 底 へ ラ 切 り 後 ナ デ 。 他 は 全 て 横 ナ デ 。

ク 1 1 ク 杯 1 2 ．5 3 ．0 8 ．9

チ ャ ー ト の 細 租 粧 砂 、 微 量 の 火 山 ガ ラ ス を 含

む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 外 底 へ ラ 切 り 後 比 較 的 丁

寧 な ナ デ 、 体 部 と の 境 に 一 部 粘 土 の は み 出 し

が み ら れ る 。 内 底 接 合 部 に 強 い 横 ナ デ 、 中 央

部 は 多 方 向 の ナ デ 。 そ の 他 は 横 ナ デ 。

ク 1 2 ク 杯 1 2 ．2 2 ．7 8 ．0

チ ャ ー ト の 細 粒 砂 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、

火 山 ガ ラ ス を 含 む 。 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。 外 底

へ ラ 切 り 後 ナ デ 、 幅 2 m m 程 の 平 行 庄 痕 。 内 底
回 転 ナ デ 、 中 央 に 一 定 方 向 の ナ デ 。 内 外 面 荒

れ あ り 。

ク 1 3 ク 杯 1 2 ．2 3 ．0 7 ．9

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ

ス を 含 む 。 橙 色 。 内 外 面 横 ナ デ 。 外 底 回 転 へ

ラ 切 り 後 、 比 較 的 丁 寧 な ナ デ 。 底 部 円 盤 成 形 。

内 底 落 ち 込 む 。

．ケ 1 4 ク 杯 1 2 ．1 3 ．1 7 ．4

チ ャ ー ト の 細 粒 砂 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を

僅 か に 含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 浅 黄 橙 色 。 底

部 円 盤 成 形 。 外 底 回 転 へ ラ 切 り 後 ナ デ 、 幅 1

c m の 平 行 痕 。 内 底 一 定 方 向 の ナ デ 。 他 は す べ
て 横 ナ デ 。
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F ig ．5 1 5 S R3 杯 13 ．4 2 ．6 8 ．1

チ ャ ー トの細 粒 砂 、 微 量 の 赤 色 風 化 礫 の 細 粒

砂 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 と丁

寧 な調 整 に よ り、 器 表 は滑 らか な 感 触 。 にぷ

い 橙 色 。 休 部 回 転 ナ デ 、 胴 下 部 は独 立 した 横
ナ デ を行 い 、 凹 部 を 形 成 しよ う と す る意 図 が

うか が え る 。 外 底 回 転 へ ラ切 り後 比 較 的 丁 寧

な ナ デ 。 内 底 回転 ナ デ 。 全 体 に登 美 。

ク　 ・ 1 6 ク 杯 1 2 ．1 2 ．9 8 ．4

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を 含 む 。 租

粒 砂 が 多 くざ らつ い た 手 触 り。に ぷ い 黄 橙 色 。

外 面 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 比 較 的 丁 寧 な ナ デ 。

内 面底 部 一 定 方 向 の ナ デ 。内 面 胴 部 に 摩 擦 痕 。

〃 1 7 〃 杯 （1 2 ．2 ） 3 ．0 7 ．4

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ

ス を 含 む 。 精 選 さ れ た胎 土 。 に ぷ い 黄 橙 色 。
外 面 胴 下 部 凹 む 。 外 底 へ ラ切 り後 比 較 的 丁 寧

な ナ デ 、 幅 2m m の 平 行 痕 。 他 は横 ナ デ 。

ク 1 8 ク 杯 12 ．2 3 ．0 7 ．0

チ ャ ー トの 細 租 粒 砂 、 少 量 の 赤 色 風 化 礫 細 租

粒 砂 、 長 石 の 細 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 橙

色 。全 体 、特 に体 部 は 比 較 的 薄 手 の 仕 上 が り。

体 部 横 ナ デ 。 底 部 分 割 成 形 、 多 方 向 の ナ デ 。

内 底 横 ナ デ 。左 右 で プ ロ ポ ー シ ョ ン が異 な る 。

ク 1 9 ク 杯 13 ．2 （3 ．1 ） 7 ．8

チ ャ ー トの細 租 粒 砂 、 赤 色 風 化 礫 の 細 粒 砂 、

火 山 ガ ラス を 含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 に ぷ い

黄 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。 外 底 へ ラ切 り後 多 方 向

の ナ デ 、 周 縁 部 の 一 部 は 削 り調 整 さ れ て い る

可 能 性 あ り、一 部 接 合 痕 を 残 す 。内 底 横 ナ デ 、
中 心 に短 い ナ デ 。

外 面 に黒 斑 。

ク 2 0 ク 杯 （1 1 ．2 ） 2 ．7

ヽ

8 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、 長 石 細 粒

砂 、 火 山 ガ ラ ス を 含 む 。 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。

外 底 へ ラ切 り後 比 較 的 丁寧 な ナ デ 、 幅 4 ．5 ～6 ．

5 mm の 平 行 庄 痕 が 認 め られ る。他 は 全 て横 ナ デ 。

内 面 は 器 表 の 荒 れ が 激 しい が 擦 痕 が 認 め ら れ

る。

ク 2 1 ク 杯 （12 ．2 ） 2 ．7 8 ．2

チ ャ ー トの細 租 粒 砂 、．微 量 の 火 山 ガ ラ ス を含

む 。 細 粒 砂 が 多 くザ ラつ い た 手 触 り。 に ぷ い

黄 橙 色 。 外 底 へ ラ切 り後 比 較 的 丁 寧 な ナ デ 。

内 面 接 合 部 に 強 い 横 ナ デ 、 内 底 回 転 ナ デ 後 中

央 に短 い ナ デ 。 幅 5 ～ 7 m m程 度 の 粘 土 紐 巻 上

成 形 。 他 は全 て横 ナ デ 。

ク 2 2 ク 杯 （1 2 ．0 ） 3 ．0 7 ．4

チ ャ ー トの 細 租 粒 砂 、 赤 色 風 化 礫 の 細 粒 砂 、

火 山 ガ ラ ス を僅 か に 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 底

回転 へ ラ切 り後 ナ デ 。 幅 5m m の 平 行 痕 。 内 底 一

定 方 向 の ナ デ。 他 は す べ て 横 ナ デ 。

ク 2 3 ク 杯 12 ．8 3 二0 8 ．4

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ

ス を含 む 。 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。 外 底 へ ラ切 り
後 比 較 的 丁 寧 な ナ デ 。 内 面 体 部 擦 痕 。‾内 底 接

合 部 に 強 い 横 ナ デ 。

ク 2 4 ケ 杯 11 ．4 2 ．9 8 ．0

チ ャ ー トの 細 粒 砂 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、

火 山 ガ ラ ス を 含 む 。 微 細 な 気 孔 が 多 くザ ラつ

い た肌 合 い 。 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。 外 底 へ ラ切
り後 弱 い ナ デ 、 粘 土 紐 痕 が 残 る 。 内 底 横 ナ デ

後 ナ デ。 内面 や や 摩 耗 。

ク 2 5 ク 杯 11 ．6 3 ．6 6 ．5

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 細 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を

含 む 。 浅 黄 橙 色 。 外 底 螺 旋 状 の ヘ ラ 切 り痕 を

残 す 、 弱 い ナ デ 。 粘 土 紐 接 合 痕 は観 察 で きな

い 。 内 面 口 縁 部 横 ナ デ に よ り弱 い 稜 を な す 。
他 は 全 て 横 ナ デ。

〃 2 6 ク 杯 12 ．2 3 ．5 8 ．0

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ

ス を 含 む 。 橙 色 。 外 底 へ ラ切 り後 比 較 的 丁 寧
な ナ デ 。 内 底 回転 ナ デ 。他 は全 て 横 ナ デ 。 体

部 内 面 に （藁 の よ う な ）繊 維 状 庄 痕 。 内 面 口

縁 端 部横 ナ デ に よ り稜 を 生 じる 。

ク 2 7 ク 杯 12 ．4 3 ．0 8 ．0

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ

ス を 含 む 。 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。 外 底 へ ラ 切 り

後 ナ デ 。 内底 横 ナ デ 。 内 底 は 黒 く、 外 底 は 白

い 。

ク 2 8 ク 杯 11 ．6 3 ．2 7 ．8

チ ャ ー ト細 粒 砂 、 少 量 の 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒

砂 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。

外 底 へ ラ切 り後 ナ デ 。 内 底 は 回 転 ナ デ 、 体 部

との 境 に 明瞭 な段 差 を もつ 。

ク 2 9

I

】

ク 杯 ．（1 2 ．0 ） 3 ．4 7 ．5

チ ャ ー トの 細 租 粒 砂 、 長 石 の 細 粒 砂 、 少 量 の

赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。

橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。 外 底 へ ラ 切 り後 、 比 較 的

丁 寧 な ナ デ 。 内 底 螺 旋 状 の 横 ナ デ 、 中 央 に 短

い ひ とナ デ 。 輯 櫨 右 回 り。
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F ig ．5 3 0 SR 3 杯 1 2 ．0 3 ．0 7 ．6

チ ャー トの 細 粒 砂 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、

火 山 ガ ラ ス を含 む 。 浅 黄 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。

外 底 へ ラ切 り痕 と幅 1 9 mm の 粘 土 紐 痕 が 認 め ら

れ る 。 弱 い ナ デ 。 内底 回 転 ナ デ 。

ク 3 1 〃 杯 1 2 ．6 3 ．1 7 ．3

チ ャー トの 細 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 精 選

さ れ た 胎 土 。 橙 色 。 外 面 口 縁 端 部 横 ナ デ し内

面 に 稜 が で き る 、 体 部 横 ナ デ 、 胴 下 部 強 い横

ナ デ で 浅 い が 明 瞭 に 凹 む 、 外 底 幅 1 1 mm の 粘

土 紐 痕 、 ヘ ラ切 り痕 が 顕 著 に 認 め ら れ る 。 幅

1 5 mm 間 隔 で 3 本 の 平 行 庄 痕 が 認 め られ る 。

内 底 粘 土 紐 の 接 合 部 に 指 圧 しな が ら の 横 ナ デ

を加 え 中 央 に短 い ナ デ 。

ク 3 2 ク 杯 1 2 ．1 2 ．9 7 ．6

チ ャー トの 細 粒 砂 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、

火 山 ガ ラ ス を含 む 。 橙 色 。 外 底 へ ラ切 り後 ナ

デ 。 わ ず か に粘 土 紐 痕 が 残 る 。 内 面 口 縁 端 部

の 半 分 以 上 で 内 側 に 弱 い 稜 を な す 。 他 は 全 て
横 ナ デ 及 び 回 転 ナ デ 。輯 櫨 右 回 り。

ク 3 3 ク 杯 1 2 ．0 （3 ．0 ） （8 ．2 ）

チ ャ ー トの 細 租 粒 砂 、 少 量 の赤 色 風 化 礫 袖 租

粒 砂 、火 山 ガ ラス を含 む 。ザ ラ つ い た肌 合 い 。

に ぷ い 黄 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。 外 底 周 縁 部 比 較

的 丁 寧 な ナ デ 。 内 底 接 合 部 に 強 い 横 ナ デ を加

え る。 接 合 部 で 欠 損 。

ク 3 4 ク 杯 12 ．6 3 ．1 7 ．5

チ ャ ー トの 細 粒 砂 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、

火 山 ガ ラ ス を含 む 。 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。 外 面

器 表 の 荒 れ が 著 しい 。 内底 は 回転 ナ デ 、 体 部

と の境 に 明 瞭 な 段 差 あ り。粘 土 の は み 出 しや 、

調 整 の不 整等 が 少 な く整 っ た 仕 上 が り。

〃 3 5 ク 杯 12 ．4 3 ．0 8 ．4

で

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 、 少 量 の 長

石 細 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 に ぷ い橙 色 。

多 量 の チ ャ ー ト細 粒 砂 を含 み ザ ラ つ い た 肌 合

い 。 体 部 横 ナ デ 。 内 外 底 に 接 合 痕 を残 す 。 外

底 へ ラ 切 り後 ナ デ と思 わ れ る 。 籾 庄 痕 が 認 め

られ る。 内底 横 ナ デ 。 全 体 に 歪 み あ り。

〃 3 6 ク 杯 13 ．1 3 ．1 8 ．2

チ ャ ー トの 細 粒 砂 、 微 量 の 赤 色 風 化 礫 の 細 粒

砂 、 少 量 の 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 精 選 さ れ た 胎

士 。 に ぷ い 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。 外 底 へ ラ 切 り

後 ナ デ 、 幅 2 ～3 mm の 平 行 庄 痕 を残 す 。 内 底 回

転 ナ デ 。 若 干 歪 み あ り。

ク 芋＿・て ケ 杯 13 ．0 2 ．6 6 ．8

チ ヤ ⊥ トの 細 粒 砂 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粧 砂 、

火 山 ガ ラス を 含 む 。 体 部 横 ナ デ 。 外 底 へ ラ切

り後 ナ デ 。 内 底 回 転 ナ デ 、 中 央 に 一 方 向 の ナ

デ 、 幅 6 mm 程 の 単 位 が 螺 旋 状 に見 え る 。 内 面 口

唇 部 や や 稜 が で きる 。

〃 3 8 ク 杯 12 ．1 3 ．2 7 ．7

チ ャ ー ト、 赤 色風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ

ス を含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 橙 色 。 体 部 横 ナ
デ 。 外 面 に 3 ～ 4 条 の 輯 櫨 目。 外 底 へ ラ切 り

後 ナ デ 、幅 1 ～ 2 mm の 平 行 庄 痕 を明 瞭 に残 す 。

内 面 底 部 ・体 部 ・接 合 部 に粘 土 紐 接 合 部 が 観

察 され る 。 内 底 回 転 ナ デ 後 一 定 方 向 ナ デ を 比

較 的 広 く施 す 。

ク 3 9 〃 杯 12 ．9 3 ．3 7 ．1 ・

チ ャ ー トの 細 租 粒 砂 、 少 量 の 赤 色 風 化 礫 細 租

粒 砂 、火 山 ガ ラ ス を 含 む 。橙 色 。体 部 横 ナ デ 。

口 縁 端 部 丁 寧 な横 ナ デ で 内 面 に 稜 を な す 。 外

底 接 合 痕 とヘ ラ切 り痕 が 明 瞭 、 周 縁 部 に粘 土

は み 出 し等 な く整 っ て い る こ とか ら 、 周 縁 部

と立 ち 上 が りは ナ デ で仕 上 げ られ て い る と 考

え られ る 。 し か し底 部 と体 部 の 境 は 明 瞭 。 内

底 横 ナ デ 、 中央 部 に一 定 方 向 の ナ デ 。 全 体 に

薄 手 の 仕 上 が り。

ク 4 0 〃 杯 1 2 ．0 ・．（3 ・0） 7 ．9

チ ャー トの 細 粒 砂 ～ 租 粒 砂 、 少 量 の赤 色 風 化

礫 の 細 租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 体 部 横 ナ デ 。 外

底 へ ラ切 り後 ナ デ 。 内底 回 転 ナ デ 。 左 右 両 側

が 反 り返 っ た よ う に歪 む 。 口縁 端 部 内 面 に小

さ な 繊 維 状 痕 。 や や 焼 成 不 足 で で 器 表 の 荒 れ

が 激 しい 。

ク 4 1 ク 杯 1 2 ．5 3 ．4 8 ．0

チ ャー トの 細 租 粒 砂 、 長 石 細 粒 砂 、 火 山 ガ ラ

ス を含 む 。 橙 色 。 外 面 体 部 横 ナ デ 、 底 部 へ ラ
切 り後 ナ デ 、 幅 7 mm 程 度 の 平 行 庄 痕 を認 め 、 粘

土 紐 痕 が 残 る。 内 面 体 部 回 転 を 利 用 した 擦 痕

あ り、 ヘ ラ 削 りの 可 能 性 あ り。 底 部 回 転 を利

用 した ナ デ 。

ク 4 2 ケ 杯 1 2 ．0 4 ．6 7 ．6

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、 少 量 の 長

石 細 粒 砂 を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 面 体 部 横 ナ

デ 及 び 強 い横 ナ デ 、 底 部 幅 6 m m の 粘 土 紐 痕 残

る 、 外 底 へ ラ切 り後 ナ デ 、 周 縁 部 上 反 す る。

内 底 回転 ナ デ 後 中央 に ひ とナ デ 。
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種

類

F ig

N o．

挿図

番号
出土地 点 器　 種

法　 量 （cm）
特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

口径 器高 胴径 底径

土

師

！

器

i

i i

F ig．5 4 3 S R3 杯 13．2 4．3 7．0

チ ャー トの細粒 砂、 赤色風 化礫 の細 租粒砂 、
火山 ガラス を含 む。 にぷ い黄橙色 。凹 凸少な
く、器壁 は均 一、粘土 の はみ甘 L もな く歪 み

もな し、ナ デの痕跡 も整 う。全体 に技法 の熟
練 を感 じる。外 底へ ラ切 り後 ナデ。 内底横 ナ

デ。他 は横ナ デ。

ク ．4 4 ク ．杯 ．（12．6） 3．3 7．4

チ ャー ト、長石 、火 山ガ ラス含む。 にぷ い黄

橙 色。外 面 口唇 部ナ デに よ り内 に稜 、外底 へ

ラ切 り後 周縁部 のみ ナデ、粘 土紐痕 残 る。 内
底 回転 ナデ。他 は全 て横 ナデ。

ク 4 5 ク 杯 （13．1） 5．0 7．8

チャー トの細租粒 砂、 長石細粒 砂、 赤色風 化
礫 の細租粒 砂、 火山 ガラス を含 む。 にぷ い橙
色 。底部 円盤成 形。外底 へ ラ切 り後 ナデ。 内
底 は比較 的丁寧 なナ デ。他 は丁寧 な横 ナ デ。

輯櫨右 回。

〃 4 6 ク 杯 （13．0） 4．6 7．8

チャー ト、赤色風 化礫 、長石 の細粒砂 、火 山

ガラス を含 む。橙 色。外 底へ ラ切 り後 比較 的
丁寧 なナ デ、周縁 部で粘土 はみ出 し2 ～3mm 間
隔 の平行庄 痕が45mm幅 で認め られ る。内底横

ナ デ、体部横 ナ デ。内外 に接合 痕が認 め られ
る。

ク 4 7 ク 杯 12．7 4 ．3 7．8

チ ャー ト細租 粒砂 、長石細 粒砂 、少量 の赤色
風化礫 の細粒 砂、 火山 ガラス を含 む。 外底へ

ラ切 り後、比 較的丁 寧 なナデ、 幅 5 mm の平行
痕。内底 中央 にひ とナデ。他 擢横 ナ デ。

〃 4 8 〃 杯 13．0 （3 ．8） 8．3

チ ャー ト細租粒 砂 、少量 の赤色風 化礫 、長石

の細粒砂 、火 山ガラス を含む。にぷ い黄橙色。
休部横 ナデ で外 面 には整 った 6 条 の ピッチの
小 さい韓 種 目が残 る。外底 へ ラ切 り後比較 的

丁寧なナ デと思 われる。

ク 4 9 ク 杯 13．8 4．1 7 ．4

チ ャー トの細租粒 砂 、赤色風 化礫 、長石 の細
粒 砂、 火山 ガラス を含 む。 にぷい橙 色。外 面
体 部 に幅5～6m mの弱 いが良 く揃 った輯 種 目 を

残 す。外 底へ ラ切 り後 ナデ と思 わ れる。 内面
底部 と体部の境 の約3mn上方 に弱 い稜 をな し、
境 の部分 を横 ナデす る。内面体部横 ナデ。

F ig．6 5 0 ク 杯 12 ．0 j ・1 7．8

チ ャー ト、赤色風 化礫 の細租粒砂 を含 む。

浅 黄橙色 。内外面横 ナ デ。外底 に 回転 へ ラ切
り痕 、周辺はナ デ調整 。

ク 5 1 ク 杯 12．5 3．4 8．4

チ ャー ト細 粒砂 を少量 、赤色風化 礫 の細 租粒

砂 を含 む。精選 された胎 土。浅黄 橙色 。内外
面横 ナデ 。外 底 回転 へ ラ切 り、弱 い ナデ。底
部 円盤成 形。

ク 5 2 ク 杯 10．9 3．5 6．6

チ ャー トの細 租粒砂 、少量 の赤色風 化礫 の細
粒砂 を含 む。 にぷ い黄橙色 。外底 へ ラ切 り後
主 に周縁部 ナデ。 幅 3 ． 5 mmの平 行痕 が認め

られる。胴 下郡へ ラ先 を押 しあ てた ような凹
凸が認め られる。内底横ナ デ後 ナデ。

〃 5 3 〃 杯 12．5 3．5 7．0

チ ャー トの細租 粒砂 を少量 、長石細 粒砂 、赤
色風化礫 の細租 粒砂 、火山 ガ ラスを含む 。 に

ぷい黄橙 色。 内外面横 ナデ。 外底 に回転 へ ラ
切 り、 ナデ。胎 土 中に食物繊 維 を少 量含 んで

いた もよう。

ク 5 4 ク 杯 （11．8） 3．1 6．4

チ ャー トの細租粒 砂 、少 量 の長石細粒 砂 、赤
色風 化礫 の細租粒 砂 、火山 ガラス を含 む。橙

色 。体部横 ナ デ。外底幅 7～9m mの粘土 紐痕 と

ヘ ラ切 り両方 の痕 跡が残 る、一 部 に粘 土 はみ
出 し、弱 いナ デ仕 上 げ、平行庄 痕が認 め られ

る。内底 粘土紐痕 、 回転 ナデ 、中央 に一定 方
向のナデ。

〃

l

5 5 i ク 底 部 （1．7） 7．4

チャー ト、赤色風 化礫 の梱 租粒砂 、 少量の長

石細 粒砂 、火山 ガ ラス含 む。 にぷい黄 橙色 。
体部 横ナ デ。外底 へ ラ切 り後比較 的丁 寧 なナ

デ、幅2mm単位 の平行庄痕 。内定 右回転 のナデ。
体部 との接 合部 は強い 回転 ナ デを施 し庄 着 し

ている。左 右の プロポーシ ョンが異 なる。

ク 5 6 ク 底部 （1．9） 712

チ ャー トの細 粒砂 、少量 の赤色風 化礫 の租粒
砂 を含 む。 精選 された胎土 。橙 色。体部 横 ナ

デ。外底へ ラ切 り後弱いナ デ。内底 回転ナ デ。
底部 は指圧 しなが らの回転 ナデ に よって成形

され た と見 られ、断 面で は薄い層 状 に剥 離、
欠損 している。
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土

師

器

i

l

l

F ig．6 5 7 S R 3 底 部 3．0 7．°4

チ ャー ト、 長石の細粒 砂 、赤色風 化礫 の細租

粒砂 、火山 ガラス を含 む。 にぷ い橙色 。上部
調整不 明。脚 部横 ナデ。特 に内面 は強 い横 ナ

デ。

ク 5 8 ク 底部 （2．1） 6．9

チ ャー トの細租粒砂 を含 む。橙色 。全 面赤彩。

焼成 良好。底 部内外 は丁寧 なナ デ。高台 内外
は横 ナデ。

ク 5 －9 ク 底部 （3．2） 7．8

チ ャー トの細粒砂 、 少量 のチ ャー ト租粒砂 、
赤 色風 化礫 の細 租粒砂 、火 山ガ ラス を含 む。

精 選 された胎土 。 にぷい橙色 。体部横 ナデ。
外 底へ ラ切 り後 、ナ デ。内底 回転 ナデ。接 合
部 に強 い横ナ デ。高 台内外 とも強 い横 ナデで
特 に接合部の 内外 は強い横 ナデ。

ク 6 0 ク 底部 （2．3）

チ ャー トの細租粒 砂 、赤色風 化礫 の細 粒砂 、
火山 ガラス を含 む。精 選 された胎土 。 にぷ い
黄橙 色。器表 の荒れが激 しいため不明瞭だが 、
内面 は極 めて平滑 で磨 きの可 能性が あ る。接
合面 に断面三角形 の溝 が 1 ～ 2 条認 め られ る。

高 台は強い横ナ デ。

ク 6 1 ク 底 部 （3．2） （8．0）

微 量の チャー ト細 租粒砂 、赤色風 化礫 の細租

粒砂 、火 山ガ ラス を含 む。精 選 され た胎土 。
橙色 。外 面 は体部 ～高台へ連続 した面をなす。
外底 へ ラ切 り後 ナデ、高 台及 びその接合 部 は
強 い横 ナ デ。内底粘 土紐接 合部 に指圧 しなが

らの螺旋状横 ナデ。

ク 6 2 ク

皿

底部
（1．8） 17．0

チ ャー トの細租 粒砂 を含 む。橙 色。全面赤彩。
体部調整不 明。高台 は幅約 1cm の粘土帯 を貼付

し、 内側 に向か って挽 きだす。高 台及 びその
接合部付近 には横 ナデ痕が み られる。

ク 6 3 ク

杯

底部
（1．6） 6．8

微量のチ ャー ト、微量 の赤 色風 化礫 の細粒砂 、
火山 ガラス を含む。 にぷ い黄橙色 。精選 され
た胎土 。外底 へ ラ切 り後弱 いナ デ、周縁 にや

や粘土 が はみ 出 してい る。 内底 は中央か ら周
縁 へ向け ての回転 ナデ。他 は全 て横 ナデ。

〃 6 4 ケ 底部 （2．5） 5．6

チ ャー ト、赤色風 化礫 の細租 粒砂 、長石細粒
砂 、火 山ガ ラス を含 む。橙色 。外底 は 回転 糸
切 りで 回転 は右 回 り。内底周 縁部 、体部 との
境 を中心 に強 い横 ナ デに よる凹みが 2 条 以上

見 られ る。欠損 部は摩 耗が激 しい。他 は調 整
不 明。全面器表 の荒れが激 しい。

〃 6　5 〃 底部 （1．5） 7．3

チ ャー ト、赤色風 化礫 の細粒砂 、火 山 ガラス
含 む。橙色 。体部横 ナデ。外底 粘土紐 痕 とへ

ラ切 り痕 が残 る。幅4～7mmの 平行圧痕 が認 め
られる。内底回転 ナデ後 ナデ。

ク 6 6 ク

杯

底 部

（2．1） 7．6

チ ャー トの細粒砂 、赤色風 化礫 の細租粒 砂 、

火 山ガ ラスを含 む。精選 され た胎土。橙 色。
体部横 ナデ。外 底へ ラ切 り痕 、粘 土紐痕残 る。
周縁 に弱 いナデ。 内底 回転ナ デ、中央粘 土紐
をオサエ。 幅6～8m mの粘 土紐 を使 用 した と思

われ る。

ク

6 7 i

I

ク

杯

底部

（3．5） 7．7

微量 のチ ャー ト、赤 色風化 礫の細租 粒砂 、火

山ガ ラス を含 む。にぷい黄橙色 。体 部横 ナデ。
外底密 なヘ ラ切 り痕 と粘土紐 痕 を残 す。 周縁
部の みナデ、外 側 に粘土が はみ 出す。内底 横

ナデ後一定方 向のナデ。

ク

l

6 8 ！

l

ク

杯

底部
（3 ．1） 8 ．2

チ ャー トの細粒砂 、赤 色風化 礫 の細 租粒砂 を
含 む。精 選 された胎土 。浅黄 橙色。 外面全 面

に赤彩。体部横 ナデ。内底 回転 ナデ。

黒

色

土

器

ク 6 9 〃 椀 15．2 （2．0）
チ ャー トの細粒砂 、多 量の角 閃石微細 粒 を含
む。極 めて精 良な胎土 。焼成 堅緻。 にぷ い黄
橙 色。外 面へ ラ削 り。 内面 回転へ ラ磨 き、 口
縁端 部に横ナ デ痕残 る。

ク 7 0

】

〃 椀 14 ．4 （4．0）

石 英、 チャー ト細 粒砂 ～微量 の租粒砂 、 自雲
母 片、黒色 細粒砂 を含 む。精選 され た胎土 。

にぷい橙色 。外面 口縁端 部横 ナデ部 と同 じ幅
で 黒色化 してい る。内面 回転 へ ラ磨 き、 口縁
端部 に1条 の沈線 が認め られる。

土
師
器

〃 7 1 ク

高杯

脚

（6．6）

チャー ト、赤色風 化礫 の細 粒砂 、火 山ガ ラス
含 む。精選 され た胎 土。在 地胎 土。 にぷい橙

色 。外 面 は上← 下へ の削 り。内 面 には粘土紐
巻上 及 び搾 り目が残 る。外 面 に も接合痕 が一
部観察 で きる。

須

恵
器

ク 7 2 ク 杯

1

14．8 3．1

チ ャー ト、黒色粒 の細粗粒砂 を含 む。灰 白色。
内外面 回転 に よるナデ、底部 ナデ。
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挿図

苛 号
出土地点 器　 種

法　 量 （cm ）
特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

口径 器高 胴径 底径

須

恵

器

Fig．6 7 3 SR 3 蓋 （1．3）
チ ャー ト、長 石 の細 粒砂 、赤色風 化礫 黒変 の
細粒砂 を含 む。灰色 。外面 ナ デ。宝珠 の凹 凸
も回転ナ デに よって形が ひ き出され る。内面

はナ デによって平 らに仕上 げている。

ク 7 4 ク 蓋 （1．8）
チ ャー トの袖租粒 砂、黒色粒 をわずか に含 む。

．灰 白色 。外面 削 り。 内面 ナデ、天 井部 に指頭庄痕 を認 める。

ク 7 5 ク 蓋 1．7 1 5．5

チ ヤ「 ト、火 山 ガラスの租粒 砂 をわずか に含

む。灰 色。外 面ナ デ、天井部 左←右 方向 のへ
ラ削 り、 口唇部 ナデて面 を とる。内面ナデ。

〃 7 6 ク 蓋 （2．0）
チ ャー ト、黒 色粒 の租 粒砂 を含 む。灰 白色 。
外 面回転 によるナデ、口唇部 ナデで面 をとる。
内面回転 によるナデ。

土

師

器

〃 7 7 ク 羽釜

チ ャー ト細粒砂 ～小礫 、赤色 風化礫 の細租粒
砂 、長石 の細粒砂 、 火山 ガラス含 む。 にぷい
橙 色。外 面口縁 部及 び鍔接合 部 に横 ナデ 、体

部 は多方 向のパ ケ、鍔 下部 に横 方 向のパ ケ。
内面体部 に指頭庄 痕が 認め られ る。 内面が 赤
色 （化）

ク 7 8 〃 羽釜 21．2 （5．5）

チャー トの細粒砂 ～小礫 、赤 色風化礫 の細租
粒砂 、火 山ガ ラスを含 む。橙色 。鍔 は指で庄
着 した とみ られ 、上面 に約 4 cm 間隔 で指頭庄
痕が 残 る。体部 はナデ。外 面 にはそ れ以前 に

縦パ ケが施 された可能性が ある。

外 面鍔 端 部以 下 に煤

け。

〃 7 9 ク 羽釜 25．4 （5．0）

破砕 され たチ ャー ト、長石 、赤色風 化礫 細租
粒砂 、少量 の石英小 角礫 、火山 ガ ラス 、微量

の角 閃石、雲 母片含 む。灰 黄褐色 。鍔 直下の
接 合部 は オサ エ後、 鍔下面 に強 いナデ。 その
他 、鍔 及 び口縁 端部 は強い横 ナ デを施 し、各

々の端 部 に丸 くお さめ られ た突 出をつ くる。
内面は平滑 に仕上 げ られてい る。

外面 鍔 端部 以 下 に煤
け。

〃 8 0 ク 羽釜 29．4 （3．5）
チ ャー トの細租粒 砂 、赤色風 化礫 の細 粒砂 、
火山 ガラス を含 む。 にぷい黄橙 色。 鍔下面接
合 部 に強い横 ナデ。他 は横 ナデ。指頭 庄痕 が

認め られる。

土
師
器

〃 8 1 ク 嚢 27 ．5 （5．5）
チ ャー ト、赤色風 化礫 の細 租粒砂 、 火山 ガラ

スを多 く含 む。 にぷい橙 色。 内外 と も多方 向
の、粗雑 なナデ。

！須

恵

器

！

ク 8 2 ク ＝土ゴ・璽 （9．2） 5．0

長石 の細粒砂 を含 む。精選 された胎土 。灰 白
色。頚部 内外 面横ナ デ。 内面の接合部直 下約1

cm に削 り。若干の 自然粕 を認める。

ク 8 3 ク 士ヨ互 （6．1） 11．0

少量 のチ ャー ト細粒 砂、微 量の チ ャー ト小角
礫 、赤 色風化 礫 （内面の還 元面 では黒色 化）
を含 む。精選 され た胎土。 にぷ い黄橙色 。外

面体部 は前 もって横位 の削 り、横 ナデ 。内面
体部 の一部 は斜 め上 方 にナデ上が る。高 台 は
内外 とも強い横 ナデ。外面 は焼 成時 に酸化 し、

にぷい黄橙色 を呈する。

ク 8 4 ク ＝土ご璽E （6．5） 12 ．0

チ ャー トの細粒砂 ～小礫 、長 石の細粒 砂 を含
む。灰 白色。外 面下胴 部横方 向及 びやや左 上

が りの削 り。 内面下胴‾部 横 ナデ。 内底 に中央

一に向か う条痕が認 め られる。高 台部 強い横 ナ
デ。

ク 8 5 ク －＝ヒ句互 （8．3） 9．2
チ ャー ト、石英 、黒色粒 を僅 かに含 む。灰 白
色 。外面 ナデ、底 部強 いナデで 凹む 、高台底
部 凹む。内面ナデ。

ク 8 6 ク

高杯

脚

（2．9） 8．8
チ ャー ト、黒色粒 の細租粒 砂 をわず かに含 む。
灰黄 色。外 面ナ デ、端部 強 くナ デ凹む 。内面
ナ デ。

〃

I

8 7 ク

高杯

脚
（7．5）

チ ャー トの細 粒砂 ～小礫 、長石 の細 粒砂 、火
山 ガラス を含 む。灰 色。脚 部外面 と裾 内面 は
横 ナデ。 内面 の裾 よ り上部 に搾 り目を残 す。
左方 向 に捻 りなが らナデ成 形。脚 内 と杯 部外
底 には、螺旋 状の 回転ナ デ痕。脚 部内面 は平

滑 に仕上 げる。

I

〃 8 8 ク 鉢 20．6 1 1．3 （9．0）

少量 のチ ャー ト細租粒 砂、黒 色粒 を含 む。精

選 された胎土 。灰 白色。外面 特 に上 半 を中心

に仕上 げの弱 い横 ナデが凸部 にか かる。 体～
口縁部 は粘土紐 巻 き上げ。直 径 9 cm 程度 の粘
土板 を底部 と し糸切 りは未調整。

ク 8 9 ク 嚢 21．0 （6．2）

チ ャー トの細租粒 砂 、黒粒 （赤色風 化礫 の変
色 した もの） を含む 。精良 な胎 土。外 面 口縁

部 全域 に横ナ デ、端部 に強 い横 ナ デ。内面肩
部 に 回転 ナデ 、口縁部 と肩部 に 自然粕 が かか

る。
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種

類

F ig

N o．

挿図

番 号・
出土地点 器　 種

法　 量 （cm ）
特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

口径 器高 胴径 底径

弥

生

土

器

Fig．6 9 0 SA 4 鉢 23．8 （8．7）

チ ャー ト、黒色粒 の租粒砂 ～小礫 、長 石の小
礫 、赤色風 化礫 の細 租粒砂 を含 む。浅黄 色。
外面 ナデ 、口唇部 ナデ で面 をと り下方へ 僅か

に拡 張、頚 部に指頭 庄痕 わ有 す る。内面 口縁
部パ ケ ＋ナデ、頚部 パ ケをナデ消 す、肩 部接
合痕顕著 。胴 部ナデ、器表 の荒れが激 しい 。

F ig．7 9 1 S A4 ＝量こゴ・璽E 16．1

チ ャー ト、赤 色風化礫 の細 租粒砂 長石 の租 粒
砂 ～小 礫 を含 む。橙 色。外 面口唇 部ナ デ、口
縁部横 ナデ 、頚部 か ら胴部 にか けて縦パ ケ。
内面 口縁 部 ナデ、頚 部パ ケ後ナ デ、接 合痕 及
び指頭 庄痕顕 著、胴 部へ ラケズ リ＋ナ デ、接
合痕強 くナデる。

外 面胴部 に黒斑 。

製

塩

土

器

〃 9 2 S R 3 チ ャー ト、赤 色風 化礫 の細租 粒砂含 む。浅 黄
橙 色。内面布庄痕 。摩耗あ り。

ク 9 3 ク

チ ャー トの細粒砂 ～小 礫、長石細粒 砂 を含 む。

明褐灰色 。内面布 庄痕 。口縁 端部 は削 ぎ落 と
す。固 く焼 き締 まる。

ク 9 4 ク

チ ャー ト、石英 の租粒砂 ～小礫 を含 む。 にぷ

い黄橙 色。内面布 目。器 表の荒れが激 しい。

須
恵

器
ク 9 5 P 2 1 嚢

チ ャー ト、黒色粒 、火 山ガ ラス、長石 、石英
をわずか に含 む。灰 白色 。外面肩 部か らタタ

キ後左 ←右 方向 にパケ、 口縁部横 ナデ 。内面

口縁 部、頚部 ナデ 、肩部 同心 円文状 の あて具
痕。

遺物観察表（土錘・石器）

F ig

N o ．

挿 図

番 号
出土 地 点 器　 種

法　 量 （cm ）
特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

全 長 全 幅 全 厚 孔 径 重 量 （g ）

F ig ．7 9 6 S R3

管 状

土 錘
3 ．0 2 ．0 1 ．9 0 ．6 9 ．1

チ ャ ー トの 細 粒 砂 を少 量 含 む 。 精 選 さ れ た 胎
土 。 にぷ い 黄 橙 色 。 芯 を用 い て 成 形 。 両 端 は

面 を とる 。

A－a類

ク 9 7 ク

管 状

3 ．7 1．6 1 ．7 0 ．5 7 ．3

チ ャ ー トの細 租 粒 砂 を含 む 。精 選 さ れ た胎 土 。

．－　　ヽ　　　　　　　　　　　　十ト　　　　　　　　　　　　　、　′
両 端 は摩 耗 、 欠

土 準 にぷ い橙 色 。 心 を用 い て成 形 。 損 して い る。

A －a類

ク 9 8 〃

管状

3 ．7 2 ．6 2 ．5 0 ．7 1 8 ．9

チ ャ ー トの 細 粒 砂 を 含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。

づ・　や　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　、　′　　　　　　上山
両 端 は 摩 耗 。 外

土 錘 に ぷ い 橙 色 。 心 棒 を用 い て 成 形 。 両 粕 は狭 い

面 を と る。

面 の 一 部 に 黒
斑 。 A －b 類

ク 9 9 ク

管 状

土 錘
3 ．7 2 ．7 2 ．5 0 ．7 1 9 ．7

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ

ス 、 微 量 の 砂 岩 小 礫 を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 芯
を用 い て 成 形 。 両 端 は 面 を と る。

A －b 類

ク 1 0 0 ク

管 状

土 錘

4 ．．4 1 ．8 1 ．7 0 ．7 13 ．5

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を含 む 。 に

ぷ い 黄 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。 両 端 は 面 を と
る。

A －b 類

ク 1 0 1 ク

管 状

4 ．5 2 ．7 2 ．6 0 ．9 18 ．5

チ ャ ー トの 細 粒 砂 を少 量 、 赤 色 風 化 礫 の細 租 破 損 して 出土 。

土 錘 粒 砂 、 微 亘 の 泥 石 欄 租 粒 砂 を 含 む 。 芯 を用 い

て成 形 。

全 体 に ロ ー リ ン

グ を 受 け て い
る 。 A－b 類

ク 1 0 2 ク

管 状

6 ．8 4 ．4 4 ．5 1．4 10 8 ．8
チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 を少 量 含 む 。

・■　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一や　　　　　　＿上山

一 部 欠 損 。

土 錘 にぷ い 黄 橙 色 。外 面 ナ ァ 。両 粕 部 は 面 を と る。 A －e類

〃 1 0 3 ク

有 溝

7 ．9 （3 ．8 ） 4 ．0 10 7 ．9

チ ャ ー トの 細 粗 粒 砂 、 少 量 の 赤 色 風 化 礫 の 細

、′－L　　　　　　　　　 ．小一　　　　　A

溝 部 の 一 方 は大

にコ
土 錘 粒 砂 、 火 山 カ フ ス を 己む 。 片 面 に粗 い パ ケ 自

ら し き痕 を残 す 。 2 条 の 溝 を有 す る 。

き く欠 損 。

B －1類

遺物観察表（石器）

F ig

N o．

挿 図

番号
出土地点 器　 種

法　 量 （cm ）
材 質 特　　　　　　　　 徴

全長 全 幅 全厚 重量 （g）

F ig．7 1 0 4 S A4
打製

石 包丁
8．8 5．7 1．1 8 1 頁岩

片面 に 自然画 を残す 。片 面 に剥離面 。両側を挟 る。
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2．日区包含層・拡張l区包含層・拡張Il区包含層

前回の「下ノ坪遺跡Ⅱ」で、H区・拡張I区・拡張Ⅱ区の遺構及び遺構出土の遺物については報

告されている。ここでは、前回一部しか紹介できなかった包含層出土の遺物について報告したいと

思う。なお、H区包含層・拡張I区包含層・拡張Ⅱ区包含層の名称であるが、H区・拡I・Ⅱ包含

層と略させてもらう。

H区・拡I・Ⅱ包含層からは古代に属する土師器・須恵器が比較的多量に出土している。中でも

皿・杯・蓋が多く出土しているので、本文中で若干のまとめをした。また、H区・拡I・Ⅱ包含層

からは土錘も多量に出土しており、このことについては、考察でふれることとする。

（1）器種組成

土師器に対して須恵器出土量が多く、口緑部の点数では、土師器

が723点、須恵器1919点を数える。以下、土師器と須恵器に分けて、

各器種毎に特徴を述べる。

①土師器

口緑部から形態分類をすると、皿125点、杯165点、蓋421

点、壷1点、嚢10点、高杯1点に分類することが出来た。中で

も比較的まとまった量が出土している、皿・杯・蓋について

は若干の細分類をおこなう。

表1土師器・須恵器割合表

表2　土師器口綾部器種別点数割合表

a）皿

土師器皿の口緑部（もしくは完形）は、723点中、125点を数え全体の17％を占める。

分類は下表を参照にしてもらい、タイプ別の点数と割合についてのみふれていく。

表3　土師器「皿」形態分類1（高台の有無　全125点）

分類 1 特　 徴 点数

皿 A 高台が つかない。平底 。 31．

皿 B 高台がつ く。 2

皿 C 高台 の有無不 明な もの。 9 2

皿A類が皿B類に比べると圧倒的に多い。皿Cとした皿口縁部については、欠損度が大きく、
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全体形が不明であり、高台の有無についても不明である。

表4　土師器「皿」形態分類2　（ロ緑部形態分類）

分類 2 埠　 徴

a 端部がやや尖 り、内面が内傾する面か弱 く凹む。

b 端部が屈曲し内面が凹む。

C 端部を丸 くおさめる、素口縁。

f 端部外面が外方へ突出、．あるいは肥厚。

g 明確 に外反。

以上、上記の表に従って平底である皿A類31点の分類をおこなうと、以下の通りである。

皿A類

皿A－aに属するものは4点を数え、

皿A－bに属するものは8点を数え、

皿A－Cに属するものは10点を数え、

皿A－fに属するものは4点を数え、

皿A一gに属するものは5点を数え、

皿B類

2点が確認されるのみである。

図示できるものは、Fig．8図8の1点である。

図示できるものはない。

図示できるものは、Fig．8図2，4，5，9，10の5点である。

図示できるものは、Fig．8図1の1点である。

図示できるものは、Fig．8図4の1点である。

皿C類

皿C類は、残存部が口緑部のみである。形態分類をおこな

うと、a類に属するもの8点、b類に属するもの32点、C類に属

するもの31点、f類に属するもの11点、g類に属するもの10点

であった。

表5　土師器皿口綾部分類割合表

b）杯

土師器杯の口綾部（もしくは完形）は、723点中、165点を数え全体の25％を占める。

分類は下表を参照にしてもらい、タイプ別の点数と割合についてのみふれていく。

表6　土師器「杯」形態分類1（高台の有無　仝165点）

分類 1 特　 徴 点数

杯 A 高台がつか ない。平底。 17

杯 B 高台がつ く。 4

杯不 明 不 明な もの。 144
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表7　土師器「杯」形態分類2　（ロ綾部形態分類　仝165点）

分類 2 特　 徴 点数

b 端部が屈曲し内面が凹む。 36

C 端部を丸 くおさめる、素口縁。 108

g 明確に外反。 19

そ．の他 上の 3 者に属さないもの。 2

杯A類

杯A－bに属するものは2点を数え、図示できるものは、Fig．8図20の1点である。

杯A－Cに属するものは15点を数え、図示できるものは、Fig．8図15，19の2点である。

次に高台のつくB類のみ、高台の形状に着目して分類をしてみる。

表8　土師器「杯」形態分類3　（B類　高台形態分類）

分 類 3 特　 徴 点 数

1 下 の 2 者 に属 さ ない もの 。 1

5 高 さや厚 さが や や 大 。 断面 が 長 方 形 。 2

6 基部 に対 して 先 が 細 い 。 1

杯B類

杯B－C－1類に属するものは1点を数え、図示できるものは、Fig．8図24の1点である。

杯B－C－5類に属するものは2点を数え、図示できるものは、Fig．8図25の1点である。

杯B－C－6類に属するものは1点を数え、図示できるものは、Fig．8図23の1点である。

次に杯不明であるが、残存部が口縁部のみで脚部が不明な

ものを、口縁部での形態分類をおこなった。まず日録部形態

がb類に属するものは34点、C類に属するものは89点、g類に属

するものは19点、その他に属するものは2点であった。

表9　土師器杯口縁部分類割合表

C）蓋

土師器蓋の口縁部は、723点中、421点を数え全体の58％を占める。

分類は表10、11を参照にしてもらい、タイプ別の点数と割合についてのみふれていく。
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表10　土師器「蓋」形態分類1（仝体形　全421点）

分類 1 特　 徴 点数

蓋 － 1 天井部 か ら口縁 まで連 続 した湾曲。器高が高い。 8

蓋 一 2 天井部 か ら屈 曲＿して口縁部 にいたる。 4

蓋 － 3 天井部 か ら口縁部 にかけて平坦 。 10

蓋その他 全体形が不 明な もの。 399

表11土師器「蓋」形態分類2（口綾部形態　仝421点）

分 類 2 特　 徴 点 数

a 外 面 が 凹 む。 5

b 外 面 に按 を も って 屈 曲。 外 面 が 面 を なす 。 48

C 下 方 へ の 突 出 が 少 ない 。 端 部 の 稜 が 弱 く丸 み を もつ もの もあ る。 94

そ の他 上 の 3 者 に属 さ ない もの 。 274

土師器蓋分類1で、その他に属するものについては、口縁部形態ではその他に含むこととする。

蓋1類（8点）

蓋1－aに属するものは1点を数え、

蓋1－bに属するものは4点を数え、

蓋1－Cに属するものは3点を数え、

蓋2類（4点）

蓋2－bに属するものは2点を数え、

蓋2－Cに属するものは2点を数え、

蓋3類（10点）

蓋3－bに属するものは5点を数え、

蓋3－Cに属するものは5点を数え、

蓋その他（399点）

図示できるものは、Fig．8図30の1点である。

図示できるものは、Fig．8図29の1点である。

図示できるものは、Fig．8図32の1点である。

図示できるものは、Fig．8図27の1点である。

図示できるものは、Fig．8図28の1点である。

図示できるものは、Fig．8図33，34の2点である。

図示できるものは、Fig．8図31の1点である。

蓋その他は、残存部が口縁部のみで全体形が不明

なものであり、口緑部での形態分類のみをおこなっ

た。まず口綾部形態がa類に属するものは4点、b

類に属するものは37点、C類に属するものは84点、

その他に属するものは15点である。

口縁部形態も不明な蓋口綾部点数は259点を数え

る。
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（参須恵器

須恵器口縁部は、細片を含むと1919点が確認できた。口縁部から形態分類をすると、皿161点、

杯565点、蓋827点、壷22点、賓136点、鉢17点、高杯33点、全体不明なも¢158点に分類すること

が出来た。この中でも比較的まとまった量が出土している、皿・杯・蓋については若干の細分類

をおこなう。

a）皿

土師器皿の口緑部（もしくは完形）は、1919点中、

161点を数え全体の8％を占める。

分類は下表を参照にしてもらい、タイプ別の点数

と割合についてのみふれていく。

表14　須恵器「皿」形態分類1（高台の有無　仝161点）

分類 1 特　 徴 点数

皿 A 平底？ 16 0

皿 B 高台が つ く。 0

皿 C 高台 の有無不 明な もの。 1

表13　須恵器口綾部器種別点数割合表

表15　須恵器「皿」形態分類2　（ロ緑部形態分類　仝161点）

分 類 2 特　 徴 点 数

b 端 部 が 屈 曲 し内面 が 凹 む 。 22

C ・ 端 部 を丸 くお さめ る 、 素 口縁 。 68

d 端 部 の 断面 が 方 形 。 20

e 端 部 が 内傾 す る面 を なす 。 5

f 端 部 外 面 が 外 方 へ 突 出 、 あ る い は肥 厚 。 45

そ の 他 上 の 5 者 に属 さ な い もの。 1

皿A類

皿A－bに属するものは22点を数え、図示できるも

のは、Fig．8図41，45の2点である。

皿A－Cに属するものは68点を数え、図示できるも

のは、Fig．8図43の1点である。

皿A－dに属するものは20点を数え、図示できるも

のは、Fig．8図37，44の2点である。

皿A－eに属するものは5点を数え、図示できるもの

は、Fig．8図38の1点である。

皿A－fに属するものは45点を数え、図示できるも

のは、Fig．8図39，42の2点である。 表16　須恵器皿口綾部分類割合表

皿C類

皿C－その他に属するものは1点のみであり、図示できるものはない。
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b）杯

須恵器杯の口縁部は、1919点中、565点を数え全体の29．4％を占める。

分類は下表を参照にしてもらい∴タイプ別の点数と割合についてのみふれていく。

表17　須恵器「杯」形態分類1（高台の有無　仝565点）

分類 1 特　 徴 卓数

杯A 高台がつか ない。平底。 62

杯 B 高台がつ く。 26

杯 C 底部 よ り湾 曲 して立 ち上が る。 断面が丸 みを もつ。 1

杯不明 不明 である。 4 76

表18　須恵器「杯」形態分類2　（口縁部形態分類　全565点）

分 類 2 特　 徴 点 数

C 端 部 を丸 くお さ め る 、素 口縁 。 443

g 明 確 に外 反 。 119

そ の 他 上 の 2 者 に属 さ ない もの。 3

T‘

杯A類（平底の杯）

杯A－Cに属するものは55点を数え、図示できるものは、Fig．9図55，56，58，59，60，63の6点で

ある。

杯A一gに属するものは7点を数え、図示できるものは、Fig．8，9図47，61の2点である。

次に高台のつくB類のみ、高台の形状に着目して分類をおこなう。

表19　土師器「杯」形態分類3　（高台形態分類　仝26点）

分 類 3 特　 徴 点 数

1 端 部 を内 外 又 は外 方 へ 拡 張 。 端 部 が 凹状 。 6

2 端面 が 凹 、 あ る い は角 を 摘 み 出 す 。 9

3 端 部 を 内側 へ 拡 張 。 1

4 端 部 を拡 張 しな い 。方 形 の 断面 。 7

5 高 さ や厚 さが や や大 き く、 断面 が 長 方 形 。 2

6 基 部 に対 して先 が細 い 。 1

杯B－C類

杯B－C－1類に属するものは2点を数え、図示できるものは、Fig．8，9図48，57の2点である。

杯B－C－2類に属するものは8点を数え、図示できるものは、Fig．9図53の1点である。
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杯B－C－3類に属するものは1点を数え、

杯B－C－4類に属するものは5点を数え、

杯B－C－5類に属するものは2点を数え、

杯B－C－6類に属するものは1点を数え、

杯B一g類

杯B一g－1類に属するものは4点を数え、

杯B一g－2類に属するものは1点を数え、

杯B一g－4類に属するものは2点を数え、

杯C類

1点のみ確認できた。

図示できるものは、Fig．9図52の1点である。

図示できるものは、Fig．8図49の1点である。

図示できるものはない。

図示できるものはない。

図示できるものはない。

図示できるものは、Fig．8図50の1点である。

図示できるものはない。

杯不明

杯不明であるが476点を数える。口緑部での形態分

類をおこなうと、まず口縁部形態がC類に属するもの

は368点、g類に属するものは105点、その他に属する

ものは3点である。

表20　須恵器杯口縁部分類割合表

C）蓋

須恵器蓋の口綾部（もしくは完形）は、1919点中、827点を数え全体の43％を占める。

分類は下表を参照にしてもらい、タイプ別の点数と割合についてのみふれていく。

表21土師器「蓋」形態分類1（仝体形　仝827点）

分類 1 特　 徴 点数

蓋 － 1 天井部か ら口縁 まで連続 した湾 曲。器高が高 い。 104

蓋 － 2 天井部か ら屈 曲 して口縁 部 にい たる。 104

蓋 － 3 天井部 か ら口縁 部 にかけて平坦。 92

蓋 － 4 2 段 の稜 をなす もの。 12

蓋 その他 仝体 形が不 明な もの。 515

表22　土師器「蓋」形態分類2（口綾部形態　蓋4・その他除く　300点）

分類 2 特　 徴 点数

a 外面が凹む。 32

b 外面に稜をもって屈曲。外面が面をなす。 158

C 下方への突出が少ない。端部の稜が弱 く丸みをもつものもある。 104

その他 上の 3 者に属 さないもの。 6
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蓋1類

蓋1－aに属するものは16点を数え、

蓋1－bに属するものは66点を数え、

蓋1－Cに属するものは22点を数え、

蓋2類

蓋2－aに属するものは7点を数え、

蓋2－bに属するものは46点を数え、

蓋2－Cに属するものは48点を数え、

図示できるものは、Fig．9図72の1点である。

図示できるものは、Fig．9図67，83の2点である。

図示できるものは、Fig．9図由，85の2点である。

図示できるものは、Fig．9図81の1点である。

図示できるものは、Fig．9図68，74，87の3点である。

図示できるものは、Fig．9図73の1点である。

蓋2－その他に属するものは3点を数え、図示できるものはない。

蓋3類

蓋3－aに属するものは9点を数え、図示できるものは、Fig．9図69の1点である。

蓋3－bに属するものは46点を数え、図示できるものは、Fig．9図70，71の2点である。

蓋3－Cに属するものは34点を数え、図示できるものは、Fig．9図75，84の2点である。

蓋3－その他に属するものは3点を数え、図示できるものはない。

蓋4類

蓋4に属するものは12点を数え、図示できるものは、

Fig．9図74，76，77の3点である。

蓋その他

蓋その他に属するものは513点を数え、全体形が不

明なものである。
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H区・拡I・Ⅱ　包含層遺物観察表（土器）

種

類

F i g

N o ．

挿 図

番 号

出 土 地 点 詩　 壇

法　 量 （qm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

口 径 器 高 胴 径 底 径

土

師

器

F i g ．8 1 包 含 層 皿 15 ．0 1 ．5 1 0 ．8

チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 、 長 石 を 含 む 。

浅 黄 橙 色 。 外 面 ナ デ 、 体 部 は 強 い ナ デ に よ り

輝 く な り 口 綾 部 は 肥 厚 す る 、 底 部 回 転 へ ラ 切

り 後 ナ デ 。 内 面 ナ デ 。

ク 2 ク 皿 16 ．0 2 ．5 1 1 ．0 チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。

〃 3 ク 皿 18 ．2 2 ．4 1 4 ．1

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 に ぷ

い 黄 橙 色 。 ロ 縁 部 は 僅 か に 外 反 し な が ら 端 部

で 上 方 に 立 ち 上 が る 。 口 縁 部 内 面 に 沈 線 を 認

め る 。

ク 4 一ク 皿 14 ．8 1 ．7 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。 ロ 縁 部 外

面 く の 字 状 に 屈 曲 す る 。器 表 の 荒 れ が 激 し い 。

ケ 5 〃 皿 17 ，2 2 ．5 チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 僅 か に 含 む 。

浅 黄 橙 色 。 洗 練 さ れ た 胎 土 。

ク 6 〃 皿 18 ．0 2 ．6 1 3 ．2

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 に ぷ

い 黄 橙 色 。外 面 ナ デ 、 指 頭 庄 痕 が 認 め ら れ る 。
内 面 口 縁 部 ナ デ に よ り 沈 線 が 認 め ら れ る 。 内

外 面 と も 器 表 の 荒 れ が 激 し い 。

〃 7 ケ 皿 14 ．8 2 ．2 赤 色 風 化 礫 の 租 粧 砂 を 含 む 。 橙 色 。 口 縁 部 は

外 反 す る 。

〃 8 一ケ 皿 16 ．5 2 ．0 1 1 ．5 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 、 小 礫 を 多 く 含 む 。 に ぷ

い 黄 橙 色 。 器 表 の 剥 離 が 激 し く 観 察 不 可 能 。

ク 9 ク 皿 19 ，0 2 ．6 チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。

に ぷ い 橙 色 。器 表 の 荒 れ が 激 し く観 察 不 可 能 。

ク 1 0 ク 皿 2 0 ．0 1 ．7 チ ャ ー ト の 租 粒 砂 を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 器 表

の 荒 れ が 激 し い 。

赤 彩 。

一ク 1 1 ク 皿 2 0 ．7 2 ．6 1 6 ．2

チ ャ ー ト の 租 粒 砂 を 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 内

外 面 ナ デ 。 口 縁 部 は 僅 か に 屈 曲 し 、 内 面 に 沈

線 を 認 め る 。

ケ 1 2 一ケ 皿 17 ．8 2 ．6

チ ャ ー ト 、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。

外 面 口 唇 部 強 い ナ デ で 面 を 取 り外 方 に 肥 厚 す

る 、 そ の 他 は ナ デ ＋ ヘ ラ 磨 き 、 底 部 回 転 へ ラ

切 り 後 ナ デ ＋ ヘ ラ ミ ガ キ 。 内 面 ナ デ 。

ノシ 1 3 ク 皿 3 0 ．4 1 ．9 2 0 ．8

チ ャ ー ト 、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。

ロ 縁 部 内 面 に 沈 線 を 認 め る 。 高 台 は 断 面 逆 三

角 形 。

赤 彩 。

一ケ 1 4 ク 璽E 8 ，4 は 3 ） チ ャ ー ト 、赤 色 風 化 礫 の 租 粧 砂 を 含 む 。 橙 色 。

器 表 の 荒 れ が 激 し く観 察 不 可 能 。

〃 1 5 〃 土不 10 ．2 3 ．4 6 ．6 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 器

表 の 剥 離 が 激 し く 観 察 不 可 能 。 上 げ 底 風 。

ク 1 6 ク 珂こ 15 ．0 3 ．3

チ ャ ー ト 、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。

内 外 面 ナ デ 。 底 部 回 転 へ ラ 切 り痕 。 ロ 縁 部 内

面 強 い ナ デ に よ り 沈 線 状 に な る 。

一ケ 1 7 ク 杯 1 3 ．5 4 ．5 1 0 ．0

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～ 租 粒 砂 を

含 む 。 明 赤 褐 色 。外 面 高 台 に 接 合 痕 を 認 め る 、

高 台 強 い ナ デ 、 端 部 は 外 方 に 摘 み 出 し 内 側 を

強 く ナ デ る 、 底 部 へ ラ 切 り痕 が 残 る 。 内 面 口

縁 部 に 凹 線 が 僅 か に 残 る 、 内 外 面 と も 器 表 の

荒 れ が 激 し い 。 内 外 面 と も 赤 彩 が 見 ら れ る 。

ク 1 8 ク 杯 1 2 ．0 3 ．5 7 ．6 チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 浅 黄

橙 色 。 内 外 面 ナ デ 。

一ケ 1 9 ク 杯 1 4 ．7 5 ．0 1 0 ．2 チ ャ ー トの 租 粒 砂 を 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 内

外 面 ナ デ 。 外 面 に 平 行 庄 痕 を 認 め る 。

一ク 2 0 ク 杯 1 6 ．0 3 ．6

チ ャ ー ト の 租 粒 砂 ～ 小 礫 を 含 む 。に ぷ い 橙 色 。

内 外 面 ナ デ 。 ロ 縁 部 は 大 き く 外 反 し 、 内 面 に

沈 線 が 認 め ら れ る 。 口 唇 部 は 強 い 横 ナ デ で 面

を な す 。 内 面 に 粘 土 紐 痕 が 認 め ら れ る 。

ク 2 1 ク 杯 1 2 ．0 3 ，4 8 ．0

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。

内 外 面 ナ デ 。 底 部 へ ラ 切 り 痕 。 器 表 の 荒 れ が

激 し い 。

ク 2 2 ク 杯 1 3 ．8 4 ，1 9 ．0

チ ャ ー ト の 細 租 粒 砂 を 僅 か に 含 む 。浅 黄 橙 色 。

内 外 面 ナ デ 。 外 面 平 行 庄 痕 が 認 め ら れ る 。 器

表 の 荒 れ が 激 し い 。

ク 2 3 ク 杯 1 7 ．0 5 ．3 1 1 ．6 泥 岩 、 赤 色 風 化 礫 の 租 粧 砂 ～ 小 礫 を 含 む 。 に

ぷ い 黄 橙 色 。器 表 の 剥 牡 が 激 し く 観 察 不 可 能 。

ケ 2 4 ク 杯 1 6 ．6 4 ．9 1 0 ．9

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。

外 面 ナ デ 。 高 台 の 貼 付 部 は 強 い ナ デ 。 貼 付 痕

明 瞭 。
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種

類

F ig

N o ．

挿 図

番 号

出 土 地 点 器　 種

法　 量 （Ⅷ ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

口 径 器 高 胴 径 底 径

土

師

器

F ig ．8 2 5 包 含 層 杯 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を僅 か に含 む 。 器 表 の 荒

れ が 激 し く観 察 不 可 能 。

ク 2 6 〃 鉢 1 6 ．8 6 ．6 1 0 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 浅 黄

橙 色 。 口 綾 部 は 僅 か に 外 反 す る 。 高 台 の 貼 付

痕 顕 著 。 器 表 の 剥 離 が 激 しい 。

ク 2 7 ク 蓋 1 6 ．4 3 ．1

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 、 火 山 ガ ラ ス の 租 粒 砂

含 む 。 橙 色 。 内 外 面 ナ デ 。 外 面 上 部 反 時 計 回

りの 削 り。 口縁 部 内 面 に沈 線 。

ク 2 8 〃 蓋 （2 ．7 ） 1 9 ．2 チ ャ ー トの 租 粒 砂 を 含 む 。 灰 黄 色 。 屈 曲 部 の

稜 が 明 瞭 。器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

ケ 2 9 ク 蓋 1 3 ．8 （2 ．0 ） チ ャー トの細 租 粒 砂 を僅 か に含 む b 明赤 褐 色 。

外 面 へ ラ磨 き 。 内 面 器 表 の 剥 離 が 激 しい 。

ク 3 0 ク 蓋 （1 ．8 ） 1 6 ．0 チ ャー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。橙 色 。

外 面 上 部 反 時 計 回 りの 削 り。 他 は ナ デ 。

口 綾 部 に黒 斑 。

〃 3 1 ノシ 蓋 2 2 ．1 （1．9） 赤 色 風 化 礫 の 小 礫 を含 む 。 橙 色 。 器 表 の 荒 れ

が 激 し く観 察 不 可 能 。

ク 3 2 ク 蓋 2 3 ．9 （2 ．7） チ ャー トの租 粒 砂 を多 く含 む 。にぷ い黄 橙 色 。

外 面 上 部 削 り。 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

ク 3 3 ク 蓋 チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。

外 面 時 計 回 りに削 り。 笠 部 径 18 ．2 cm 。

〃 3 4 〃 蓋

チ ャ ー トの 粗 粧 砂 を 多 く含 む 。に ぷ い 黄 橙 色 。

外 面 に列 点 文 か 。 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。 笠 部

径 2 1 ．5 cm 。

〃 3 5 ク 高 杯 24 ．0 2 ．3

チ ャー ト、 泥 岩 の 租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 外 面

反 時 計 回 りの 削 り。 内 面 ナ デ 。 口 唇 部 強 い ナ

デ で 面 を と り外 方 に僅 か に 膨 ら む。

須

恵

器

ク 3 6 一ケ 皿 8 ．5 2 ．0 5 ．1 チ ャ ー トの 粗 粒 砂 を含 む 。 灰 白 色 。 底 部 へ ラ

切 り痕 を 認 め る。

ケ 3 7 ク 皿 15 ．8 2 ．0 13 ．3

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を含 む 。 灰 色 。 内

外 面 ナ デ 。 底 部 へ ラ切 り。 口唇 部 は 強 い ナ デ

で 面 を な す 。

〃 3 8 〃 皿 18 ．3 1 ．9 13 ．6 チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を含 む 。 内 外 面 ナ

デ 。 外 面 に平 行 庄 痕 が 認 め られ る。

〃 ‘3 9 一シ 皿 16 ．4 2 ，7

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 粗 粒 砂 、小 礫 を含 む 。 灰

色 。 外 面 ナ デ 。 内 面 丁 寧 な ナ デ 。 底 部 粘 土 紐

痕 が 認 め られ る 。

ク 4 0 一ケ 皿 2 2 ，4 2 ．4 1 7 ．0

チ ャ ー ト、 石 英 の細 租 粒 砂 を少 量 含 む 。 精 選

さ れ た 胎 土 。 灰 黄 色 。 外 面 口 縁 部 ナ デ 、 立 ち

上 が り部 に 1 条 の 凹 線 が 認 め ら れ る 、 底 部 に

断 面 三 角 形 の 粘 土 塊 を貼 り付 け る 。 内 面 口 緑

部 に 1 条 の 凹 線 を認 め る。 全 体 に 器 表 の 荒 れ

が 激 しい 。．同 一 個 体 と思 わ れ る も’の が 他 に 2

点 出 土 して い る 。

ク 4 1 〃 皿 1 3 ．2 1．5 9 ．6 チ ャ ー トの 租 粒 砂 を 含 む 。 内 外 面 ナ デ 。 底 部

へ ラ切 り痕 。 口縁 部 は 上 方 に た ち 上 が る。

ク 4 2 ノケ 皿 14 ．8 2 ．2 1 2 ．1 チ ャ ー ト、 長 石 、 黒 色粒 の 租 粒 砂 を 含 む 。 灰

黄 色 。 内 外 面 ナ デ 。 ロ 縁 部 外 反 す る 。

ク 4 3 ノケ 皿 2 6 ．4 1 ．6 24 ．8 チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を 含 む 。 灰 白 色 。

底 部 反 時 計 回 りの 削 りも

ク 4 4 〃 皿 14 ．7 2 ．1 1 2 ．7

チ ャ ー トの 租 拉 砂 を わ ず か に 含 む 。 灰 色 。 内

外 面 ナ デ 。 底 部 へ ラ削 り、 粘 土 紐 痕 が 認 め ら

れ る 。 ロ 縁 部 内 面 に沈 線 。 口 唇 部 は 強 い ナ デ

で 面 をな す 。

ク 4 5 〃 皿 16 ．0 2 ．6

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。 黄 灰 色 。 内 面 平行

痕 が 認 め られ る 。 ロ縁 部 内 面 強 い 横 ナ デ に よ

り凹線 状 に な る。

〃 4 6 ク 皿 28 ．6 （3 ．2 ）

チ ャー トの 細 租 粒 砂 、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を 少 量

含 む 。 灰 白色 。 外 面 立 ち 上 が りの 一 部 に粘 土

の は み 出 しが 認 め ら れ る 、 底 部 にヘ ラ切 り状

の 痕 跡 が 残 る 。 内 面 口綾 部 に 凹 線 が 認 め ら れ

る 、 体 部 は 暗 い発 色 。 焼 成 軟 質 。 摩 耗 が 著 し

い。

ケ 4 7 ク 坤こ 9 ．0 3 ．1 5 ．4

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 を 含 む 。 灰 色 。

外 面 ナ デ 、 平 行 庄 痕 が 認 め ら れ る 。 外 底 へ ラ

切 り後 ナ デ 。 内 面 ナ デ 。

ク 4 8 ク 杯 12 ，8 3 ．8 7 ．6

チ ャ ー ト、 長 石 の 租 粒 砂 を含 む 。 灰 色 。 内 面

回転 ナ デ 。 底 部 へ ラ切 り痕 。 中 央 部 、 底 か ら

押 し上 げ られ る 。
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種

類

F ig ．

N o ．

挿 図

番 号

出 土 地 点 券　 種

法　 量 （qm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

口 径 器 高 胴 径 底 径

須

恵

器

F ig ．8 4 9 包 含 層 杯 1 2 ．6 （3 ．7） 8 ．5

チ ャ ー トの 租 粒 砂 ～ 小 礫 を 含 む 。 灰 白色 。 内

外 面 ナ デ 。 外 面 平 行 庄 痕 。 底 部 へ ラ 切 り痕 。

高 台 の 接 合 痕 顕 著 。

ク 5 0 ク 杯 1 4 ．2 3 ．7 1 0 ．6

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を僅 か に含 む 。 灰 白色 。 内

外 面 ナ デ 。 高 台 底 部 は 強 い ナ デ に よ り断 面 が

凹 む 。

F ig ．9 5 1 ク 杯 1 1 ．4 3 ．9 7 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を僅

か に 含 む 。 黄 灰 色 。 内 外 面 ナ デ 、 外 面 に 幅 約

3 mm の 平 行 痕 が 3 条 認 め ら れ る 。 口 縁 部 僅 か

に外 反 。 高 台 は断 面 逆 三 角 形 を呈 す る 。

ク 5 2 Jケ 杯 1 1 ．8 4 ．2 7 ．5

チ ャ ー ト、 長 石 の 租 粒 砂 を含 む 。 灰 白色 。

外 面 ナ デ 、 平 行 庄 痕 が 認 め られ る。 底 部 へ ラ

切 り。 高 台 は細 い 。 内 外 面 と も に粘 土 の 付 着

物 が 多 い 。

ク 5 3 〃 杯 1 4 ．4 3 ．5 1 0 ．0

チ ャー ト、黒 色粒 の 袖 租 粒 砂 を わ ず か に含 む 。

灰 白色 。 内 外 面 ナ デ 。 底 部 反 時 計 回 り に ヘ ラ

削 り。 高 台 底 部 は 強 い ナ デ で 断 面 が 凹 む 。

ク 5 4 ク 杯 1 3 ．2 4 ．1 9 ．6 チ ャ ー ト、黒 色粒 の 袖 租 粒 砂 を わ ず か に含 む 。

灰 白 色 。 内 外 面 ナ デ 。 高 台 底 部 は 凹 む 。

ク 5 5 ケ 杯 1 2 ．3 3 ．6 8 ．4

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 を僅 か に 含 む 。

精 選 さ れ た 胎 土 。 灰 色 。 外 面 ナ デ 、 胴 下 部 に

平行 庄 痕 が 認 め ら れ る 、外 底 へ ラ 切 り後 ナ デ 。

内面 丁 寧 なナ デ 。

〃 5 6 〃 杯 1 2 ．8 3 ．5 9 ．6

チ ャー ト、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 ～ 小 礫 含 む 。 灰

白 色 。 外 面 ナ デ 、 外 底 へ ラ切 り後 ナ デ 。 内 面

ナ デ 。 内 外 に火 ダ ス キ が 認 め ら れ る 。

一ケ 5 7 〃 杯 1 3 ．3 3 ．5 9 ．6

黒 色 粒 の租 粒 砂 を 多 く含 む 。 灰 白色 。 内 面 は

回転 ナ デ 。 底 部 反 時 計 回 り の ヘ ラ切 り。 高 台

底 部 は 強 い 横 ナ デ で 断 面 が 凹 む 。

ク 5 8 〃 杯 1 2 ．6 3 ．4 7 ．4

チ ャ ー ト、黒 色 粒 の袖 租 粒 砂 ～租 粒 砂 を含 む 。

灰 白 色 。 外 面 ナ デ 、 胴 部 に 平 行 圧 痕 、 胴 下 部

に幅 3 ．5 mm の平 行 痕 が 認 め ら れ る 。 外 底 へ ラ切

り後 丁 寧 にナ デ 消 す 。 内 面 ナ デ 。

〃 5 9 〃 杯 14 ．0 3 ．7 8 ．6

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 粗 粒 砂 、 黒 色 粒 の

租 粒 砂 を 少 量 含 む 。 灰 白 色 。 外 面 ナ デ 、 胴 部

約 1 5m m 幅 、 胴 下 部 に3 mm 幅 の平 行 痕 が 認 め ら れ

る 。 外 底 へ ラ切 り後 丁 寧 な ナ デ 。 内 面 ナ デ 。

内底 指 頭 庄 痕 が 認 め られ る 。

ク 6 0 ク 杯 13 ．5 3 ．9 8 ．5

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を含

む。 灰 白 色 。 内 外 面 ナ デ 。 外 底 へ ラ切 り後 ナ

デ。

ク 6 1 ク 杯 14 ．6 4 ．4 10 ．2

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 細 租 粧 砂 を 含 む 。 灰 色 。

外 面 ナ デ 、 ロ 縁 部 外 反 す る 。 外 底 へ ラ 切 り後

ナデ 。 内 面 ナ デ 。

〃 6 2 ク 杯 17 ．0 4 ．2 9 ．2

チ ャ ー ト、黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 を 含 む 。灰 白色 。

外 面 口 唇 部 は 強 い ナ デ で 面 を とる 、 高 台 は丁

寧 な ナ デ で 端 部 は 面 を な す 、 底 部 へ ラ切 り痕

を丁 寧 に ナ デ 消 す 。 内 面 口 縁 部 に 沈 線 を 認 め

る。 全 体 に 丁 寧 な つ く り。

ク 6 3 一ケ 坤： 13 ．1 4 ．2 9 ．0

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 細 粒 砂 ～ 粗 粒 砂 含 む 。 灰

白色 。 内 外 面 ナ デ 。 外 底 へ ラ切 り後 丁 寧 な ナ

テP。

ク 6 4 〃 杯 14 ．0 4 ．2 8 ．2 チ ャ ー ト、長 石 の 粗 粒 砂 を僅 か に 含 む 。灰 色 。

内 外 面 ナ デ 。 底 部 内 面 回転 に よる ナ デ 。

〃 6 5 ク 杯 13 ．7 4 ．6 9 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 、 黒 色 粒 の租 粒 砂 を含

む 。 灰 色 。 内外 面 ナ デ 。 口 縁 部 は や や 外 反 す

る。

ク
す
6 6 〃 杯 18 ．7 6 ．2 14 ．2

チ ャ ー ト、黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 をわ ず か に含 む 。

黄 灰 色 。 内外 面 ナ デ 。 高 台 外 面J ま強 い 横 ナ デ

で 僅 か に 凹 む 。

ケ 6 7 ク 蓋 13 ．1 1 ．8

チ ャ ー ト、長 石 、赤 色風 化 礫 の租 粧 砂 を含 む 。

黄 灰 色 。 内 外 面 ナ デ 。 外 面 天 井 部 は 反 時 計 回

りの 削 り。 内 面 天 井 部 に 「×」 の 記 号 が 認 め

られ る。 摘 み 径 2 ．1cm 。

ク 6 8 ク 蓋

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 を含 む 。 灰 色 。

外 面 天 井 部 削 り、 そ の 他 は ナ デ 。 内 面 ナ デ 、

粘 土 紐 痕 が 認 め ら れ る 。 口縁 部 は 面 を な す 。

笠 部 径 1 2 ．9皿 。摘 み 径 2 ．1 cm 。

イ′ 6 9 ク 蓋 13 ．6 （1 ．0）

チ ャー トの粗 粒 砂 を含 む。灰 白色 。内 面 ナ デ 。

外 面 器 表 の 荒 れ が 激 し く観 察 不 可能 。 口 唇 部

強 い ナ デ 。

外 面 自然 粕 。
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種

類

F ig

N o ．

挿 図

番 号

出 土 地 点 券　 種

法　 量 （cm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

口 径 器 高 胴 径 底 径

須

恵

器

F ig ．9 7 0 包 含 層 蓋 13 ．9 1 ．7 チ ャ ー トの 粗 粒 砂 を含 む 。灰 色 。内 外 面 ナ デ 。

周 縁 部 擦 痕 。 摘 み 径 2 ．4 cm 。

ク 7 1 ク 蓋 13 ．9 1 ．9

チ ャ ー トの租 粒 砂 を わ ず か に含 む 。 灰 白 色 。

外 面 ナ デ 、 屈 曲 部 に 幅 約 2 mm の 平 行 痕 が 認 め

ら れ る 。 内 面 ナ デ 、 天 井 部 は 丁 寧 な ナ デ 。 摘

み 径 2 ．3 cm 。

Jシ 7 2 〃 蓋 1 4 ．0 1．6

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を含 む 。 灰 色 。 内

外 面 ナ デ 。 口 縁 部 強 い 横 ナ デ で 凹 む 。 内 面 天

井 部 に粘 土 紐 痕 が 認 め ら れ る 。

〃 7 3 ク 蓋 1 3 ．5 2 ．1

チ ャー ト、泥 岩 の 租 粒 砂 ～ 小 礫 を含 む 。灰 色 。

外 面 へ ラ ケ ズ リ ＋ ナ デ 。 内 面 天 井 部 へ ラ ケ ズ

リ後 ナ デ 、 そ の 他 は ナ デ 。 口 縁 部 は ナ デ で 面

を と る。 摘 み 径 2 ．3cm 。

ケ 7 4 〃 蓋 2 ．9

チ ャ ー ト、 長 石 、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 を僅 か に

含 む 。 灰 白色 。 内 外 面 と もナ デ 。 全 体 に ね じ

れ る 。 笠 部 径 13 ．9cm 。 摘 み 径 2 ．6 cm 。

ク 7 5 ク 蓋 14 ．7 1 ．9

チ ャ ー ト、黒 色 粒 の細 粒粒 砂 を含 む 。灰 白 色 。

内外 面 と もナ デ 。 接 合 痕 が 認 め ら れ る。 生 焼

け 。摘 み 径 2 ．3cm 。

ク 7 6 〃 蓋 14 ．4 2 ．1 チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を 含 む 。 灰 色 。 口

縁 部 は S 字 状 に屈 曲 す る 。

ク 7 7 一ケ 蓋 15 ．0 1 ．3 黒 色 粒 の租 粒 砂 を 含 む 。 灰 色 。 外 面 パ ケ ＋ ナ

デ 。 内 面 ナ デ 。 口縁 部 は S 字 状 に屈 曲 す る 。

ク 7 8 ク 蓋 16 ．0 1 ．6 チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 粗 粒 砂 を含 む 。 灰 黄 色 。

外 面 屈 曲 部 か らロ 緑 部 に か け て 大 き く凹 む 。

Jケ 7 9 ケ 蓋 （2 ．8）

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を含 む 。 灰 色 。 外

面 反 時 計 回 りに ヘ ラ ケ ズ リ。 内 面 多 方 向 に ナ

デ 。 笠 部 径 1 3 ．1 cm 。

ク 8 0 ク 壷 蓋 （2 ．6） 15 ．0 チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。 灰 白色 。 内 外 面 ナ

デ に よ る庄 痕 顕 著 。

ク 8 1 ク 蓋 20 ．0 2 ．0

チ ャ 「 ト、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を 含 む 。 灰 白色 。

外 面 天 井 部 反 時 計 回 りの 削 り。 内 面 ナ デ 、 天

井 部 に 同 心 円 文 状 の あ て 具 痕 が 認 め ら れ る 。

口縁 部 は 強 い 横 ナ デ で 凹 む 。

ク 8 2 〃 蓋 4 ．1

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粧 砂 を含 む 。 灰 黄

色 。 器 表 の 荒 れ が 激 し い 。 笠 部 径 1 8 ．6 cm 、 摘

み 径 3 ．1cm 。

土 師 器 の 可 能 性 あ り。

〃 8 3 ク 蓋 16 ．3 （2 ．6 ） チ ャ ー ト、 長 石 の 租 粒 砂 を含 む 。 灰 色 。 内 外

面 と もナ デ 。 平 行 庄 痕 が 認 め られ る 。

ク 8 4 〃 蓋 18 ．3 2 ．7 チ ャ ー ト、黒 色粒 の 租 粒 砂 を 多 く含 む。灰 色 。

内 外 面 ナ デ 。

〃 8 5 ケ 蓋 2 ．5

チ ャ ー ト、黒 色 粒 の 租 粒 砂 を僅 か に含 む 。 灰

色 。 天 井 部 外 面 ケ ズ リ。 内 面 ナ デ 。 天 井 部 内

面 粘 土 紐 痕 。 笠 部 径 18 ．9 cm 、摘 み 径 2 ．9 cm 。

〃 8 6 ク 蓋 2 2 ．7 （1．8 1 チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 粗 粒 砂 を含 む 。 灰

黄 色 。 内 外 面 ナ デ 。

〃 8 7 ク 蓋 2 ．0

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の粗 糖 砂 を 含 む 。 灰 色 。 内

外 面 丁 寧 な ナ デ 。 内 面 天 井 部 に 「オ 」 の 字 状

の ヘ ラ記 号 が 認 め ら れ る 。 笠 部 径 1 3 ．8 。 摘 み

径 2 ．3cm 。

ク 8 8 ク 高 杯 13 ．0 4 ．6 黒 色 粒 、 泥 岩 の租 粒 砂 を 含 む 。 灰 白 色 。 内外

面 と もナ デ 。

〃 8 9 ク 高 杯 25 ．8 チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を含 む 。 灰 色 。 内

外 面 ナ デ 。 口唇 部 強 い ナ デ で 凹 線 状 に な る 。

ク 9 0 ケ 高 杯 （3 ．4 ） 7 ．4

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 を わ ず か に 含 む 。 灰 黄

褐 色 。 内 外 面 ナ デ 。 底 端 部 は 下 方 に突 出 し横

ナデ で面 をな す 。

〃 9 1 ク 高 杯 （3 ．1 ） 10 ．9

黒 色 粒 、 長 石 の 細 租 粒 砂 を 含 む 。 灰 色 。 内 外

面 と もナ デ 。 下 端 部 は 下 方 に突 出 させ 面 を な

す 。

自然 粕 。

〃 9 2 ク 高 杯 脚 （6 ．5） 1 0 ．7

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 ～租 粒 砂 含 む 。

灰 色 。 外 面 ナ デ 、 据 部 平 行 痕 が 認 め ら れ る、

底 端 部 強 い横 ナ デ で 面 を取 り下 方 に突 出す る 。

内 面 ナ デ 。

〃 9 3 ク 高 杯 脚 （8 ．7 ） 12 ．7

チ ャ ー ト、 長 石 、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 ～ 租 粒 砂
含 む 。 灰 白色 。 外 面 回 転 に よ る ナ デ 、 平 行 圧

痕 が 認 め られ る 、 胴 下 部 に幅 3 mm の 平 行 痕 が

認 め ら れ る 、 底 端 部 強 い 横 ナ デ で 面 を な し下

方 に突 出 す る。 内 面 ナ デ 。
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種

類

F ig

N o ．

挿 図

番 号

出土 地 点 器　 種

法　 呈 （cm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

口 径 器 高 胴 径 底 径

須

恵

器

F ig ．9 9 4 包 含 層 高杯 脚 （1 1 ．4 ） 1 0 ．3

チ ャー ト、 黒 色 粒 の 粗 粒 砂 ～ 小 礫 を 含 む 。 灰

色 。 脚 部 外 面 回転 ナ デ 、 約 1 0 ～ 15 皿m の 平 行 庄

痕 が 認 め られ る 、 底 端 部 強 い横 ナ デ で 凹 み 、

下 方 に 突 出 す る。杯 部 ・脚 部 と もに 内 面 ナ デ 。

ク 9 5 ク 亜 11 ．7 （4 ．5）

チ ャー ト、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 ～ 粗 糖 砂 含 む 。

灰 色 。 外 面 回転 に よ る ナ デ 、 ロ 縁 部 は 幅 約 1

qm の貼 付 口縁 で ナ デ 、肩 部 に列 点 文 を有 す る。
内 面 回 転 に よ る ナ デ 、 頸 部 に接 合 痕 が 認 め ら

れ る 、 肩 部 へ ラ ケ ズ リ。

ク 9 6 ノシ ヨ蛋 12 ．0 （4 ．5）

チ ャ ー ト、黒 色 粒 の 租 粒 砂 を少 量 含 む ム灰 色 。

外 面 ナ デ 、 口唇 部 強 い ナ デ で 凹 む 、 肩 部 タ タ

キ 。内面 ナ デ 、肩 部 に 同心 円 文 状 の あ て 具 痕 。

自 然粕 が 僅 か に残 る 。

ク 9 7 ケ 亜 9 ．3 （6 ．0 ）

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を含 む 。 灰

色 。 内 外 面 ナ デ 。 口 縁 上 端 郡 は 強 い 横 ナ デ で

凹 む 。 頸 部 内 面 に接 合 痕 を認 め る。

外 面 自 然 粕 。

ク 9 8 ク 璽E 9 ．8 （6 ．9 ）

チ ャ ー ト、黒 色 粒 の細 租 粒 砂 ～租 粒 砂 を含 む 。

灰 白 色 。 外 面 回 転 に よ る ナ デ 、 口 唇 部 強 い横

ナ デ で 面 を 取 り上 方 に僅 か に拡 張 す る 。 内 面

ナ デ 、 口 縁 部 強 い 横 ナ デ で や や 凹 む 。

ク 9 9 ノク 寛 17 ．0 （6 ．6 ） 長 石 、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 を僅 か に 含 む 。 灰 白

色 。 内外 面 ナ デ 。 口唇 部横 ナ デ で 面 を なす 。

内 外 面 自 然粕 。

ク 1 0 0 〃 璽E 8 ．8 長 石 、 雲 母 の 租 粒 砂 を含 む 。 灰 色 。 内 外 面 ナ

デ 。 口唇 部 は 横 ナ デ で 面 を な す 。

ク 1 0 1 〃 軍 10 ．5

チ ャ ー ト、 男 色 粒 の 梱 租 粒 砂 ～租 粒 砂 、 火 山

ガ ラ ス の細 租 粒 砂 を含 む 。灰 白 色 。外 面 ナ デ。

内 面 回転 に よ るナ デ 。

〃 1 0 2 〃 璽 19 ．1 （4 ．1 ）

チ ャ ー トの粗 粒 砂 を含 む 。灰 色 。内外 面 ナ デ、

平 行 庄 痕 が 認 め ら れ る。 口 唇 部 強 い 横 ナ デ で

面 を なす 。

F ig ．10 1 0 3 ノシ 嚢 35 ．6

チ ャ ー ト、 石 英 の 租 粒 砂 ～ 小 礫 、 黒 色 粒 砂 の

榔 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 灰 色 。 外 面 口

唇 部 ナ デ 、 ロ 縁 部 ナ デ 、 体 部 夕 タ キ 。 内 面 ロ

縁 部 は 強 い ナ デ で 凹 む 、 体 部 に 同 心 円 文 状 の

あ て 具 痕 。

〃 1 0 4 〃 嚢 22 ．1 （6 ．9 ）

チ ャ ー ト、 長 石 、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 を僅 か に

含 む。 黄 灰 色 。 外 面 肩 部 パ ケ 後 タ タキ 、 肩 部

に年 度 の 貼 付 痕 が 認 め ら れ る 、 頸 部 よ り上 は
横 ナ デ 。 内 面 タ タ キ の あ て 具 痕 を ナ デ 消 す 、

口 唇 部 は強 い 横 ナ デ で 面 を なす 。

ク 1 0 5 〃 嚢 4 3 ．2 （6 ．7 ）

赤 色 風 化 礫 、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を含 む 。 灰 色 。

外 面 横 ナ デ で 調 整 後 2 条 の ヘ ラ状 原 体 に よ る

凹 線 を 施 し 、 そ の 上 に 列 点 文 を施 す 。 内 面 横

ナ デ 。口縁 部 に 粘 土 帯 を貼 り付 け横 ナ デ す る 。

〃 1 0 6 ク 嚢 2 0 ．8 （23 ．9 ） 3 8 ．0

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を 含 む 。灰 色 。 頚

部 以 下 の 外 面 は タ タ キ 後 横 パ ケ 。 頚 部 以 上 の

外 面 横 ナ デ 。 内 面 同 心 円 文 状 あ て 具 痕 を横 ナ

デ 。 内 面 肩 部 の あ て 具 痕 跡 は ナ デ 消 され て い

る 。 口 唇 部 は面 を な す 。

ク 1 0 7 ク 鉢 2 2 ．0

チ ャー ト、 泥 岩 、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を含 む 。 灰

色 。 内 外 面 ナ デ 。 ロ 綾 部 は 大 き く外 反 し 、 上

端 部 は 強 い 横 ナ デ で僅 か に凹 む 。

〃 1 0 8 ク 鉢 2 3 ．0

長 石 、火 山 ガ ラ ス 、黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 を含 む 。

灰 白色 。 内 外 面 ナ デ 。 口 唇 部 は 強 い横 ナ デ で

凹 む 。

ク 1 0 9 〃 鉢 3 6 ．7 （5 ．8 ）

黒 色 粒 、 長 石 の租 粒 砂 を含 む 。 灰 白色 。 外 面

横 パ ケ 後 ナ デ 。 内 面 ナ デ 。 口 唇 部 強 い 横 ナ デ

で 面 を な す 。

里
芭

土

器

一ケ 1 1 0 ク 杯 16 ．6 （4 ．2 ）

黒 色 粒 の細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 灰 黄

褐 色 。 外 面 口綾 部 ナ デ 、 指 頭 庄 痕 が 認 め ら れ

る 。 内 面 ナ デ 。

須

恵

器

〃 1 1 1 一ケ 円面 硯 16 ．5

休 部 に 2 つ の す か しが 認 め ら れ 、 そ の 間 に 2

条 の 沈 線 を 施 す 。 脚 端 部 は 弱 い ナ デ で 調 整 。

海 部 とロ 縁 郡 が 欠 損 。

〃 1 1 2 〃 風 字 硯 （9 ．7 ）

灰 色 。壁 部 は1 ．2 cm の 立 ち上 が りが 見 られ へ ラ

ケ ズ リで 調 整 。 断 面 逆 三 角 形 。 正 観 。 逆 台 形

の脚 を有 す る 。 陸 部 は摩 耗 。

弥

生

土

器

〃 1 1 3 〃 壷 23 ．8 （2 ．3 ）

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 の 小 礫 を 含 む。

に ぷ い 黄 橙 色 。 内 外 面 ナ デ 。 口 唇 部 は 上 方 に
摘 み 出 し強 い ナ デ で 面 を な す 。
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種

類

Fig

N o．

挿 図

番号
出土地点 券　 種

法　 量 （om）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考
口径 器高 胴径 底径

弥
生
土

器

F ig ．10 1 1 4 包含層 嚢 22．7 は 8）
チ ャー トの親 柱砂、小礫 を含 む。にぷ い褐色。
外面 口縁部 ハケ状原体 による、列点文 が残 る。
内面 横パ ケ。口唇 郡強 い横 ナデ で、上 部 に拡
張 し面 をなす。

ケ 1 1 5 ク 丸輌
全 長

2．6

全幅

4 ．3

仝厚

0．7

重 量

15．2

平面形 は楕 円形 を縦 に2／3に分割 した様 相 を呈
す る。各面 ともに、 よ く磨 かれ てお り裏 面 に

は2孔 を1対 とする潜 り孔が3 ヶ所認 められる。
表面 は非常 に きれ いに磨 かれて いるが、裏 面
はやや粗 い。
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H区・拡I・Ⅱ　包含層遺物観察表（土錘）

F ig

N o ．

挿 図

番 号

出 土 地 点 器　 種

法　 量 （c m ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

全 長 全 幅 仝 厚 孔 径 重 量 （g ）

F i g ．1 1 1 1 6 包 含 層 管 状 土 錘 4 ．4 1 ．6 0 ．5 0 ．5 8 ．3

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～ 小

礫 を 少 量 含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 浅 黄

橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。 端 部 は 摩 耗 す

る 。

片 側 端 部 の 一 部 欠

損 。

A －a 類

ク 1 1 7 ク 一ケ 4 ．5 1 ．5 1 ．6 0 ．6 8 ．9

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 粗 粒 砂 ～ 小

礫 を 含 む 。 浅 黄 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。

両 端 は 摩 耗 す る 。

A －a 類

〃 1 1 8 ク 〃 5 ．5 1 ．4 1 ．5 0 ．5 8 ．0

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～ 租

粒 砂 を 少 量 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 芯 を

用 い て 成 形 。 両 端 は 摩 耗 す る 。

端 部 の 一 部 欠 損 。

A －a 類

一ケ 1 1 9 イ′ 〃 4 ．9 1 ．6 0 ．6 0 ．5 9 ．0

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～ 租

粒 砂 を 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 芯 を 用 い

て 成 形 。 側 部 に く ぼ み を 認 め る 。 端 部

は 摩 耗 す る 。

端 部 の 一 部 欠 損 。

A －a 類

ケ 1 2 0 ク ク 4 ．1 2 ．0 2 ．0 0 ．6 1 5 ．2

チ ャ ー ト の 細 租 粒 砂 ～ 小 礫 を 含 む 。 に

ぷ い 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。 端 部 は 窄

む 。

A －b 類

ケ 1 2 1 ク 〃 4 ．4 1．9 2 ．0 0 ．6 1 5 ．8

チ ャ ー ト の 細 租 粒 砂 を 少 量 含 む 。 精 選

さ れ た 胎 土 。 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。

両 端 は 広 い 面 を と る 。 側 部 に 指 頭 庄 痕

を 認 め る 。

A －b 類

ケ 1 2 2 ク ケ 4 ．4 2 ．1 1 ．8 0 ．5 1 6 ．7

チ ャ ー ト の 細 租 粒 砂 を 少 量 含 む 。 精 選

さ れ た 胎 土 。 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。

両 端 は 面 を と る 。

A －b 類

ク 1 2 3 〃 〃 5 ．3 1．9 0 ．7 0 ．7 1 3 ．5

チ ャ ー ト の 細 租 粒 砂 ～ 粗 粧 砂 を 含 む 。

に ぷ い 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。 摩 耗 が

激 し い 。

片 側 端 部 の 一 部 欠

損 。

A －b 類

ク 1 2 4 ク 〃 4 ．7 2 ．0 2 ．1 0 ．5 1 8 ．4

チ ャ ー ト 、 黒 色 粒 の 細 租 粧 砂 、 火 山 ガ

ラ ス を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 芯 を 用 い て

成 形 。 両 端 は 面 を と る 。

A －b 類

ク 1 2 5 ク 一ケ 5 ．2 1．5 1 ．7 0 ．5 1 1 ．9

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫

を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。

両 端 は 摩 耗 す る 。

A －b 類

ク 1 2 6 〃 ク 5 ．3 2 ．1 1 ．8 0 ．4 1 3 ．2

チ ャ ー ト の 細 租 粒 砂 を わ ず か に 含 む 。

に ぷ い 黄 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。 両 端

は 摩 耗 す る 。 片 側 の 端 部 は 面 を な す 。

側 部 は 膨 ら み を も つ 方 と 膨 ら み が 少 な

い 方 が あ る 。 指 頭 庄 痕 が 認 め ら れ る 。

側 部 の 一 部 に 黒 斑 。

片 側 端 部 の 一 部 欠

損 。

A －b 類

〃 1 2 7 ノク ク 5 ．0 1．9 1 ．9 0 ．6 1 6 ．3

チ ャ ー ト の 租 粒 砂 ～ 小 礫 、 赤 色 風 化 礫

の 細 租 粒 砂 を 含 む 。 浅 黄 色 。 芯 を 用 い

て 成 形 。 両 端 は 摩 耗 す る 。

片 側 端 部 の 一 部 欠

損 。

A －b 類

ク 1 2 8 ク ク 5 ．1 2 ．0 2 ．1 0 ．6 1 8 ．9

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を わ

ず か に 含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 芯 を 用

い て 成 形 。 両 端 は 狭 い 面 を と る が 片 方
は 摩 耗 で や や 丸 み を 帯 び る 。

側 部 約 1／2 に 黒 斑 。

A －b 類

ク 1 2 9 ク ク 4 ．9 2 ．1 2 ．2 0 ．7 1 9 ．2

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を 少

量 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。

側 部 に 指 頭 庄 痕 を 認 め る 。 両 端 は 摩 耗

す る 。

A －b 類

ク 1 3 0 〃 ク 5 ．1 2 ．1 2 ．2 0 ．6 2 0 ．9

チ ャ ー ト の 細 租 粒 砂 を 少 量 含 む 。橙 色 。

芯 を 用 い て 成 形 。 両 端 は 面 を と る 。 側

部 に 形 成 時 に で き た く ぼ み が 残 る 。

A －b 類

ク 1 3 1 〃 ク 5 ．0 2 ．3 2 ．2 0 ．5 2 2 ．4

チ ャ ー ト 、 黒 色 粒 の 細 粗 粒 砂 を 少 量 含

む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 浅 黄 橙 色 。 芯 を

用 い て 成 形 。 端 部 で は 孔 が 中 心 よ り ず

れ る 。 両 端 は 面 を と る 。

側 部 の 一 部 に 黒 斑 。

A －b 類

〃 1 3 2 ク ク 5 ．0 2 ．2 2 ．1 0 ．6 2 3 ．3

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を 少

量 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。

両 端 は 広 い 面 を な す 。 側 部 の 片 方 は 膨

ら み を も つ が も う 一 方 は も た な い 。 側

部 に 指 頭 庄 痕 が 認 め ら れ る 。

A －b 類

ク 1 3 3 ク 〃 5 ．2 2 ．0 2 ．1 0 ．7 1 7 ．9

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫

を 多 く 含 む 。 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。

両 端 は 摩 耗 す る 。器 表 の 荒 れ が 激 し い 。

A －b 類

〃 1 3 4 ノン ′ケ 5 ．2 2 ．2 2 ．1 0 ．6 2 3 ．5

チ ャ ー ト 、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 を 少 量 含

む 。 に ぷ い 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。 両

端 は 面 を と る 。

A －b 類

ク 1 3 5 ク ク 1 0 ．3 2 ．3 0 ．7 0 ．8 1 8 ．8

チ ャ ー ト の 欄 租 粒 砂 を 少 量 含 む 。 精 選

さ れ た 胎 土 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 芯 を 用 い

て 成 形 。 端 部 に く ぼ み を 認 め る 。

端 部 の 一 部 欠 損 。

A －b 類
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F ig

N o ．

挿 図

番 号

出土 地 点 器　 種

法　 量 （cm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

全 長 全 幅 仝 厚 孔 径 重 量 （g ）

F ig ．11 1 3 6 包 含 層 管 状 土 錘 5 ．6 2 ．1 0 ．7 0 ．6 2 0 ．9

チ ャ ー トの 袖 租 粒 砂 を わ ず か に含 む 。

精 選 さ れ た 胎 土 。 橙 色 。 芯 を 用 い て 成

形 。 両 端 は 面 を と る。

端 部 の 一 部 欠 損 。

A －b類

〃 1 3 7 ク ク 5 ．5 2 ．2 1 ．9 0 ．7 22 ．0

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～ 租

粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 芯 を用 い

て 成 形 。側 部 はナ デ の 後 指 で 押 さ え る 。

両 端 は摩 耗 す る 。

片 側 端 部 の 一 部 欠

損 。

A －b 類

〃 1 3 8 ノク 〃 5 ．9 2 ．3 2 ．2 0 ．7 23 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～ 租

粒 砂 を 含 む 。 浅 黄 橙 色 。 芯 を 用 い て 成

形 。

側 部 の 一 部 に 黒 斑 。

端 部 片 側 の 一 部 欠

損 。A －b類

〃 1 3 9 ク ク 6 ．0 2 ．3 2 ．3 0 ．8 23 ．1

チ ャ ー トの 粗粒 砂 ～ 小 礫 を 含 む 。橙 色 。

芯 を用 い て 成 形 。 両 端 は 狭 く面 を とる

が 摩 耗 して い る 。

片 側 端 部 の 一 部 欠

損 。

A －b 類

ク 1 4 0 〃 ケ 5 ．5 2 ．5 2 ．5 0 ．7 27 ．9

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を わ

ず か に含 む 。黒 褐 色 。芯 を用 い て成 形 。

両 端 は狭 い面 を と る 。 側 部 に 条 痕 が 残

る 。

A －b 類

ク 1 4 1 ク ケ 6 ．1 1 ．7 1．7 0 ．7 16 ．0

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 ～小

礫 を少 量 含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 に ぷ

い 黄 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。 端 部 は摩
耗 す る 。片 側 端 部 に 指 頭 庄 痕 を 認 め る 。

片 側 端 部 の 一 都 欠

損 。

A －b 類

ク 1 4 2 ク 一ケ 6 ．7 2 ．0 2 ．1 0 ．6 2 6 ．0

チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫 、

火 山 ガ ラ ス を多 く含 む 。 に ぷ い橙 色 。

芯 を用 い て 成 形 。器 表 の 荒 れが 激 しい 。

側 部 約 1／2 に黒 斑 。

A －b類

ク 1 4 3 ノケ ク 7 ．1 1 ．9 1 ．8 0 ．6 2 3 ．3

チ ャ ー トの 欄 租 粒 砂 ～ 租 粒 砂 を少 量 含

む。 精 選 さ れ た胎 土 。 に ぷ い 橙 色 。 芯

を用 い て 成 形 。

片 側 端 部 の 一 部 欠

損 。

A －b類

ノケ 1 4 4 ク ク 5 ．1 2 ．6 2 ．4 0 ．8 3 1．9

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 、 黒 色 粒 の 細 租

粒 砂 を 含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 にぷ い

黄 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。 両 端 は面 を

とる 。

A －C類

ク 1 4 5 〃 〃 4 ．6 3 ．1 2 ．8 1 ．0 35 ．2

チ ャ ー トの細 租 粒 砂 を わ ず か に 含 む 。

精 選 さ れ た 胎 土 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 芯 を

用 い て 成 形 。 両 端 は 面 を と る 。 指 頭 庄

痕 が 認 め ら れ る 。

A －C 類

ノン 1 4 6 ク 〃 4 ．7 3 ．0 2 ．8 0 ．9 33 ．6

チ ャ ー トの 細 粗 粒 砂 、 火 山 ガ ラス を 少

量 含 む 。 精 選 され た 胎 土 。 黒 色 。 芯 を

用 い て 成 形 。 両端 は 面 を と る 。

A －C 類

ク 1 4 7 ク 一ケ 4 ．8 3 ．2 3 ．1 1 ．1 4 0 ．3

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 を 含 む 。

に ぷ い 黄 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。 両 端

は 面 を と る。 側 部 ．に指 頭 圧 痕 顕 著 。

側 部 に 黒 斑 。

A －C 類

ク 1 4 8 ク ク 5 ．0 3 ．0 3 ．0 0 ．8 4 0 ．9

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を わ
ず か に含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 芯 を 用 い

て 成 形 。 全 体 に 丁 寧 な ナ デ 。 両 端 は 面
を とる が 摩 耗 して い る 。 指 頭 圧 痕 が 認

め ら れ る 。

A －C 類

〃 1 4 9 ク ク 4 ．9 3 ．1 3 ．1 0 ．9 40 ．4

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、 火

山 ガ ラス を 少 量 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。

芯 を用 い て 成 形 。 両 端 は 面 を と る。 側

部 に庄 痕 が 認 め られ る。

A －C類

ク 1 5 0 ク ク 5 ．3 3 ．4 3 ．5 1．4 48 ．0

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 、小 礫

を多 く含 む 。灰 白 色 。芯 を用 い て成 形 。

両 端 は 摩 耗 す る 。器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

A －C 類

ク 1 5 1 〃 ク 5 ．2 3 ．1 3 ．0 0 ．8 4 4 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 を わ

ず か に 含 む 。 精 選 さ れ た胎 土 。 浅 黄 橙

色 。芯 を用 い て成 形 。両 端 は面 を とる 。

孔 部 に 搾 り 目 を 認

め る 。

A －C 類

F ig ．12 1 5 2 ク 〃 5 ．8 3 ．2 3 ．1 1 ．0 4 4 ．7

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の欄 租 粒 砂 ～ 小

礫 を少 量 含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 に ぷ

い 黄 橙 色 。 芯 を 用 い て 成 形 。 両 端 は摩
耗 す る 。 指 頭 圧 痕 が 認 め ら れ る 。

A －C 類

〃

1 5 3 ク 〃
6 ．8 2 ．7 2 ．4 0 ．8 30 ．9

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 、 火

山 ガ ラ ス を含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 に

ぷ い 黄 橙 色 。 芯 を用 い て成 形 。 両 端 は

狭 い 面 を と る が 摩 耗 し て い る 。 側 部 が

わ ず か に 欠 損 。

A －C 類

ケ
1 5 ‾4

ク 〃 6 ．0 2 ．6 2 ．6 0 ．8 3 4 ．3

チ ャー トの 細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を含

む 。 灰 黒 色 。 芯 を用 い て 成 形 。 両 端 は

わず か に 面 を と る。指 頭 圧 痕 を 認 め る 。

A －C 類

〃 1 5 5 〃 〃 6 ．2 2 ．7 2 ．9 0 ．7 3 6 ．4

チ ャ ー トの 租 粒 砂 ～ 小 礫 、 赤 色 風 化 礫

の 租 粒 砂 を 含 む 。 にぷ い 黄 橙 色 。 芯 を

用 い て 成 形 。 両 端 は 摩 耗 す る 。 全 体 に

器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

片 側 端 部 の 一 部 欠

損 。

A －C類
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F ig

N o ，

挿 図

番 号

出土 地 点 券　 種

法　 量 （cm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考
全 長 全 幅 仝 厚 孔 径 重 量 （g ）

F ig ．1 2 1 5 6 包 含 層 管 状 土 錘 5 ．5 2 ．2 2 ．1 0 ．9 30 ．7

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 、 租 粒 砂

を少 量 含 む 。 灰 色 。 芯 を用 い て 成 形 。

側 部 は ヘ ラ状 原 体 で 面 を と り断 面 八 角
形 を呈 す る 。 両 端 は 狭 い 面 を とる が 摩

耗 す る 。

須 恵 質 。

A －C 類

ケ 1 5 7 ク 〃 6 ．3 3 ．3 3 ．3 1 ．0 60 ．5

チ ャ ー トの 細 粒 粒 砂 を少 量 含 む 。 精 選

され た 胎 土 。灰 色 。 芯 を用 い て 成 形 。
端 部 は ナ デ に よ り面 を と る。

片 側 端 部 の 一 部 欠

損 。

A －d 類

〃 1 5 8 一ケ 〃 6 ．0 4 ．2 4 ．1 1 ．4 87 ．7

チ ャ ー トの 細 租 粒 砂 ～ 小 礫 、 赤 色 風 化

礫 の 細 租 粒 砂 を含 む 。 灰 白 色 。 芯 を用

い て 成 形 。 両 端 は摩 耗 す る。

A －d 類

〃 1 5 9 ク ク 7 ．8 4 ．0 3 ．8 1 ．2 （9 8 ．0 ）

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 拉 砂 ～ 租

粒 砂 を含 む。黄 灰 色 。芯 を 用 い て 成 形 。

両 端 部 は 摩 耗 と欠 損 に よ り観 察 不 可 能 。

孔 部 に 搾 り 目 が 認

め ら れ る 。

A －d 類

ク 1 6 0 ク 〃 6 ．7 3 ．2 3 ．0 0 ．9 （6 1 ．8）

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 拉 砂 ～ 小 礫

を 多 く含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 側 部 に 指

頭 庄 痕 が 認 め ら れ る 。端 部 は摩 耗 す る 。

片 側 端 部 の 一 部 欠

損 。

A －d 類

ケ 1 6 1 ク 〃 6 ．6 4 ．4 4 ．4 1 ．6 1 18 ．5

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 、 黒 色 粒 の細 租

粒 砂 ～租 粒 砂 を 含 む 。 黄 灰 色 。 芯 を用

い て成 形 。両 端 は 面 を と るが 摩 耗 す る 。

側 部 中 央 部 に大 き な指 頭 庄 痕 。

側 部 約 1／2 に黒 斑 。

片 側 端 部 の 一 部 欠

損 。

A －e類

〃 1 6 2 〃 一ケ 6 ．2 5 ．7 1 ．8 2 ．4 16 7 ．2

搬 入 品 。

A －e類

〃 1 6 3 〃 ク 7 ．5 5 ．9 （1 12 ．8 ）

搬 入 品 。

A －e 類
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F ig

N o ．

挿 国

番 号

出土 地 点 券　 種

法　 量 （Ⅷ ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

全 学 全 幅 仝 厚 溝 数 重 量 （g ）

F ig ．13 1 6 4 包 含 層 有 溝 土 錘 3 ．4 2 ．7 2 ．3 2 1 9 ．0

チ ャ ー トの 細 租 粒 砂 を わ ず か に 含 む 。

精 選 され た胎 土 。 橙 色 。 2 方 の 溝 を 有

す る 。 渡 部 は 板 目 状 の 痕 を残 す 。 工 具

指 圧 す る こ と に よ っ て成 形 。溝 断 面 はU

字 形 を呈 す る 。指 頭 庄 痕 が 認 め ら れ る 。

3 －1類

ク 1 6 5 ク 一ケ 7 ．2 3 ．3 2 ．8 2 59 ．1

チ ャ ー トの租 粒 砂 ～ 小 礫 、 赤 色 風 化 礫

の 細 租 粒 砂 、火 山 ガ ラ ス を含 む 。橙 色 。

2 方 の溝 を有 す る 。 溝 断 面 は ヘ ラ切 り

後 ナ デ て い るが Ⅴ字 形 を 呈 す る。 指 頭 圧

痕 顕 著 。 片 側 側 部 に 形 成 時 の お さ え こ

み の 圧 痕 が 認 め られ る。

B －1類

〃 1 6 6 ケ 〃 6 ．3 4 ．0 3 ．0 2 62 ．8

チ ャ ー トの 欄 租 粒 砂 を わ ず か に 含 む 。

精 選 さ れ た胎 土 。 橙 色 。 2 方 の 溝 を 有

す る 。 溝 断 面 は ナ デ て U 字 形 を呈 す る 。

側 部 の 片 面 に 指 頭 に よ る 大 き な 凹 み を

有 す る 。

側 線 部 の 一 部 欠 損 。

8 －1類　 ＿

ク 1 6 7 ケ 〃
6 ．3 4 ．1 3 ．8 2 87 ．5

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 ～租

粒 砂 を 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 2 方 の 溝

を有 す る 。溝 断 面 は一 部 Ⅴ字 形 に な る も、

全体 的 に はU 字 形 を呈 す る 。 落 部 に粘 土

の は み 出 しが 認 め ら れ る 。 指 頭 庄 痕 顕
著 。

B －1類

ク 1 6 8 〃 ク 6 ．3 4 ．0 3 ．8 2 8 3 ．3

チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫 、

石英 、火 山 ガ ラス を多 く含 む 。灰 白色 。

2 方 の溝 を有 す る。 溝 断 面 は U 字 形 を呈

す る 。側 線 部 に弱 い 凹 み が 認 め ら れ る 。

側 部 に人 差 し指 大 の 凹 み が 見 ら れ る 。

器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

側 部 の 一 部 欠 損 。

B －1類

〃 1 6 9 〃 ク 6 ．4 4 ．3 3 ．1 2 8 0 ．6

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～ 租

粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を わず か に 含 む 。 浅

黄 橙 色 。 2 方 の溝 を有 す る 。溝 断 面 はⅤ

字 形 を 呈 す る 。 片 方 の 側 部 は 大 き く凹

む。

側 線 部 の一 部 欠 損 。

B －1類

一ケ 1 7 0 〃 〃 6 ．2 4 ．4 3 ．6 2 ・93 ．7

チ ャ ー トの 租 粒 砂 ～ 小 礫 、 火 山 ガ ラ ス

を含 む 。 灰 白 色 。 2 方 の溝 を 有 す る 。

溝 断 面 は強 くナ デⅤ字 形 を 呈 す る。 側 線

部 に 凹 み が 認 め ら れ る。 指 頭 圧 痕 が 認

め られ る。

溝 部 と側 部 に黒 斑 。

B －1類

〃 1 7 1 ク ケ 6 ．8 3 ．9 3 ．5 2 83 ．°7
チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 ～ 小 礫

を多 く含 む 。 明 褐 灰 色 。 2 方 の 溝 を有

す る 。 溝 断 面 はⅤ字 形 を呈 す る 。 全 体 に

器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

側 線 部 の 一 部 欠 損 。

B －1類

ク 1 7 2 ク ク 6 ．5 4 ．5 3 ．5 2 8 6 ．6

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫

を多 く含 む 。 灰 白色 。 2 方 の 溝 を 有 す

る 。溝 断 面 はⅤ字 形 を呈 す る 。 側 線 部 に

凹 み が 認 め ら れ る 。 全 体 に 器 表 の 荒 れ

が 激 しい 。

一 部 に 黒 斑 。

B －1 類

ク 1 7 3 ク ク 6 ．6 4 ．6 4 ．0 2 ． 9 6 ．3

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～ 租

粒 砂 を少 量 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 2 方

の溝 を有 す る 。 溝 断 面 は ナ デ て Ⅴ字 形 を．
呈 す る。 側 線 部 に 弱 い 凹 み が 認 め られ

る 。 側 部 に お さ え こ み 痕 と思 わ れ る 凹

み を有 す る 。 指 頭 庄 痕 顕 著 。

B －1 類

〃 1 7 4 ク 〃 6 ．9 4 ．5 4 ．0 2 11 1 ．9

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を わ

ず か に 含 む 。 精 選 さ れ た 胎 土 。 に ぷ い

黄 橙 色 。 2 方 の 溝 を有 す る 。溝 断 面 はⅤ

字 形 を 呈 す る 。 側 部 中 央 部 に 大 き な 指

頭 庄 痕 を認 め る 。

B －1類

〃 1 7 5 〃 ク 7 ．5 4 ．7 3 ．4 2 11 1 ．4

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を少 量

含 む 。 橙 色 。 2 方 の 溝 を 有 す る 。 溝 断

面 はナ デ てⅤ字 形 を呈 す る 。 側 線 部 に 弱

い 凹 み が 認 め ら れ る 。 側 部 中 央 に多 数

の 指 頭 庄 痕 が 認 め られ る。

溝 側 側 線 部 の 一 部

欠 損 。

B －1類

ク 1 7 6 ク ク 7 ．3 4 ．0 3 ．3 2 ． 86 ．3

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 を 少

量 含 む 。 淡 橙 色 。 2 方 の溝 を 有 す る 。

溝 断 面 はヘ ラ切 りのⅤ字 形 を残 す よ う に

ナ デ 。 指 頭 庄 痕 顕 著 。

B －1類

〃 1 7 7 ケ 〃 7 ．2 4 ．3 4 ．1 2 1 04 ．7

チ ャー ト、赤 色風 化 礫 の 租 拉 砂 ～ 小 礫 、

長 石 の租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 黄

灰 色 。 2 方 の溝 を有 す る 。 溝 断 面 はⅤ字

形 を呈 す る。 側 線 部 に 弱 い 凹 み が 認 め

られ る 。 指 頭 庄 痕 が 認 め ら れ る 。

8 －1類

〃 1 7 8 ′ク 〃

7 ．5 4 ．2 3 ．9 2 1 14 ．3

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の租 粒 砂 、 赤 色 風 化

礫 の 細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 に

ぷ い 黄 橙 色 。 2 方 の溝 を有 す る 。 溝 断

面 はU 字 形 を 呈 す る 。 側 部 中 央 部 にヘ ラ

状 痕 が残 る 。 指 頭 庄 痕 が 認 め ら れ る 。

B －1 類
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F ig

No ．

挿 図

番 号

出 土 地 点 器　 種

法　 量 （cm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

全 長 全 幅 全 厚 構 数 重 量 （g ）

F ig ．14 1 7 9 包 含 層 有 構 土錘 7 ．0 4 ．1 3 ．3 2 8 9 ．9

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 粗 粒 砂 、租

粒 砂 を 含 む 。 にぷ い 黄 橙 色 。 2 方 の溝

を 有 す る。 溝 断 面 はⅤ字 形 を 呈 す る 。 指

頭 圧 痕 が 認 め られ る 。

側 線 中 央 部 の 一 部

欠 損 。側 部 に黒 斑 。

B －1類

〃 1 8 0 ク ク
7 ．3 4 ．5 2 ．．9 2 88 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～租

粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を 含 む 。 橙 色 。 2 方

の溝 を有 す る 。溝 断 面 はU 字 形 を 呈 す る 。

側 線 部 に 弱 い 凹 み を 認 め る 。 側 部 に径

約 7 m m 、 深 さ 約 4 m 血の 小 孔 が 認 め ら れ

る 。 側 部 に指 頭 庄 痕 が 認 め られ る 。

B －1類

ク 1 8 1 ク ク 7 ．3 4 ．3 3 ．6 2 10 1．9

チ ャ ー ト、赤 色風 化 礫 の租 粒 砂 を含 む 。

に ぷ い 橙 色 。 2 方 の 渚 を 有 す る 。 溝 部

は 強 い ナ デ で 断 面 U字 形 を呈 す る。 側 線

部 に 凹 み が 認 め ら れ る 。 側 部 両 側 か ら

の 指 圧 で 弱 く凹 む 。

側 線 部 の 一 部 欠 損 。

B －1類

〃 1 8 2 ク 〃 7 ．7 （4 ．7 ） 3 ．7 2 104 ．0

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 、 火 山

ガ ラ ス を少 量 含 む 。 橙 色 。 2 方 の 溝 を

有 す る。溝 断 面 は ナ デ てⅤ字 形 を 呈 す る。

溝 側 線 部 は ナ デ と 指 圧 で 調 整 。 指 頭 庄

痕 顕 著 。

片 側 側 線 部 の 一 部

欠 損 。

B －1類

ク 1 8 3 一ク ク
7 ．3 4 ．4 4 ．4 2 127 ．1

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫

を多 く、 火 山 ガ ラ ス を少 量 含 む 。 灰 白

色 。 2 方 の 溝 を 有 す る 。 溝 断 面 はU 字 形

を呈 す る 。 側 線 部 に 弱 い 凹 み が 認 め ら

れ る 。 側 部 に 形 成 時 の お さ え こ み と 思

わ れ る 大 き な 指 頭 庄 痕 を 認 め る 。 全 体

に 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

B －1類

〃 1 8 4 ク ク 7 ．8 4 ．2 3 ．5 2 ° 106 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～租

粧 砂 、 火 山 ガ ラ ス を を含 む 。 に ぷ い 黄

橙 色 。 2 万 の溝 を有 す る。 溝 断 面 は U 字

形 を 呈 す る 。 側 線 部 に弱 い 凹 み が 認 め

られ る。 指 頭 庄 痕 を認 め る。

側 線 部 の 一 部 剥 離 。

B －1類

ケ 1 8 5 ク ク 8 ．0 4 ．0 3 ．6 2 105 ．1

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫

を多 く含 む 。 灰 白 色 。 2 方 の 溝 を有 す

る 。 溝 断 面 はⅤ字 形 を呈 す る 。 側 線 部 に

弱 い 凹 み が 認 め ら れ る。 側 部 に 形 成 時

に お さ え こ ん だ 指 頭 庄 痕 が 顕 著 。 全 体

に 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。 ．

B －1類

ノシ 1 8 6 〃 〃・ 8 ．0 4 ．3 3 ．5 2 107 ．9

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～小

礫 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 浅 黄 橙 色 。 2
方 の 溝 を有 す る 。 溝 断 面 はⅤ字 形 を呈 す

る 。 側 部 に弱 い 凹 み が 認 め ら れ る 。 全

体 に 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

一 部 に 黒斑 。

B －1顆

ク 1 8 7 〃 ノン 8 ．2 4 ．4 3 ．7 2 124 ．9

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 、 泥 岩 の 租 粒 砂

を含 む 。 灰 白 色 。 2 方 の溝 を有 す る 。

渡 部 は 強 い ナ デ で 断 面 は Ⅴ字 形 を 呈 す

る 。 側 線 部 に 弱 い 凹 み が 認 め られ る 。

側 部 は 形 成 時 の お さ え こ み の 指 頭 圧 痕

が 顕 著 。

B －1類

ク 1 8 8 ク ク 7 ．9 5 ．0 3 ．7 2 1 2 1．6

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 ～ 小 礫

を 多 く含 む 。橙 色 。 2 方 の溝 を有 す る 。

簿 断 面 はⅤ字 形 を呈 す る 。 側 部 に指 頭 圧

に よ る 凹 み が 認 め られ る 。 側 部 に 指 頭

庄 痕 が 認 め ら れ る 。

側 部 の 一 部 欠 損 。

B －1 類

〃 1 8 9 〃 〃 8 ．0 4 ．2 4 ．2 2 1 25 ．9

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 ～ 小 礫

を 含 む 。 にぷ い 黄 橙 色 。 2 方 の溝 を有

す る 。 溝 断 面 はU 字 形 を 呈 す る 。 側 線 部

に 弱 い 凹 み が 認 め られ る 。 側 部 中 央 に

大 きな 指 頭 庄 痕 を 認 め る 。

B－1 類

ク 1 9 0 ク ク 7 ．9 4 ．0 3 ．4 2 8 8 ．7

チ ャー ト、赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 ～ 小 礫 、

火 山 ガ ラ ス を 含 む 。 浅 黄 橙 色 。 2 方 の

溝 を有 す る。 溝 断 面 は 残 存 部 はⅤ字 形 を

呈 す る が 全 体 的 に は 不 明 。 側 線 部 に弱

い 凹 み が 認 め ら れ る 。 側 線 部 中 央 部 指
頭 に よ り大 き く凹 む 。全 体 に摩 耗 す る 。

B－1類

F ig ．1 5 1 9 1 ケ 〃 8 ．1 4 ．9 3 ．8 2 139 ．8

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～租

粧 砂 を 含 む 。 浅 黄 橙 色 。 2 方 の 溝 を 有

す る 。 溝 断 面 はU 字 形 を 呈 す る 。 側 線 部

中 央 付 近 に弱 い 凹 み が 認 め ら れ る 。 側

部 中 央 部 に指 頭 に よ る 凹 み が 認 め ら れ

る 。

側 線 部 の 一 部 欠 損 。

溝 部 に搾 り 目。

B －1類

ケ 1 9 2 ク 〃 6 ，8 4 ．5 3 ．6 2 1 19 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 粗 粒 砂 ～ 小 礫

を 含 む 。浅 黄 橙 色 。 2 方 の 溝 を有 す る 。

溝 断 面 はU 字 形 を呈 す る 。 側 縁 部 に 凹 み

を 認 め る。

B －1類
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F ig

No ．

挿 図

番 号

出 土 地 点 器　 種

法　 量 （cm ）
特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

全 長 全 幅 仝 厚 溝 数 重 量 （g ）

F ig ．15 1 9 3 包 含 層 有 溝 土 錘 8 ．0 4 ．5 3 ．8 2 10 9 ．6

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 ～ 租

粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を 少 量 含 む 。 浅 黄 橙

色 。 2 方 の 溝 を 有 す る 。 溝 断面 はⅤ字 形

を 呈 す る 。 側 線 部 に 弱 い 凹 み が 認 め ら

れ る 。 側 部 に指 頭 庄 痕 が 認 め ら れ る 。

B －1 類

ク 1 9 4 ク 一ケ 8 ．1 4 ．6 3 ．9 2 1 08 ．3

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 を わ

ず か に 含 む 。 精 選 さ れ た胎 土 。 浅 黄 橙

色 。 2 方 の 溝 を 有 す る 。 溝 断面 はU 字 形

を 呈 す る 。 指 頭 庄 痕 を認 め る。

側 線 部 の 一 部 剥 離 。

約 1 ／2 に黒 斑

B －1 類

ノク 1 9　 5 ク ク 8 ．4 4 ．2 2 ．8 2 8 6 ．3

チ ャ ー トの 細 粒 砂 、 少 量 の 赤 色 風 化 礫

の 細 租 粒 砂 、 火 山 ガ ラ ス を含 む 。 に ぷ

い 黄 橙 色 。 2 方 の溝 を有 す る 。 溝 断 面

はⅤ字 形 を呈 す る。 溝 は 数 回 に渡 り切 ら

れ る。 側 部 は 形 成 時 の お さ え こ み で 両

面 が 凹 む 。

B －1類

ク 1 9 6 イ′ 〃 8 ．8 4 ．9 3 ．5 2 1 24 ．6

チ ャ ー トの 租 粒 砂 ～ 小 礫 、 火 山 ガ ラ ス

を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 2 方 の 溝 を有 す

る 。 溝 断 面 はU 字 形 を 呈 す る 。 側 線 部 に

弱 い 凹 み が 認 め ら れ る 。 指 頭 庄 痕 を 認

め る 。

側 線 部 の 一 部 欠 損 。

B －1類

〃 1 9 7 ク 〃 8 ．6 4 ．5 3 ．9 2 1 24 ．6

チ ャー ト、赤 色 風 化 礫 の粗 糖 砂 ～ 小 礫 、

火 山 ガ ラス を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 2 方

の溝 を有 す る 。溝 断 面 はⅤ字 形 を 呈 す る。
指 頭 圧 痕 が 認 め ら れ る 。

側 縁 部 の 一 部 欠 損 。

一 部 に 黒 斑 。
3 －1類

ク 1 9 8 〃 ク （5 ．0 ） 4 ．3 4 ．0 3 （79 ．4 ）

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 、 小 礫

を 含 む 。 橙 色 。 3 方 、 T 字 状 に 溝 を有

す る 。 3 方 の 溝 の うち 2 方 は 断面 がU 字

状 を な し幅 が 広 い が 、 1 方 は断 面 がⅣ字

形 を な し幅 は狭 い 。 指 頭 庄 痕 顕 著 。 落

部 に も指 頭 庄 痕 が 顕 著 に 残 る。

一 部 に 黒 斑 。

B －2 類

ク 1 9 9 ク 〃 7 ．0 4 ．4 3 ．5 3 8 4 ．6

チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。

橙 色 。 3 方 、 T 字 状 に 溝 を 有 す る 。 溝

断 面 はU 字 形 を 呈 す る。 指 頭 庄 痕 を認 め

る 。 全 体 に摩 耗 す る 。

B －2 類

ク 2 0 0 ク ク 7 ．4 5 ．0 4 ．5 3 16 0 ．2

チ ャ ー トの 細 租 粒 砂 ～ 租 粒 砂 を 含 む 。

に ぷ い 橙 色 。 3 方 、 T 字 状 に 溝 を有 す

る 。 溝 断 面 はⅤ字 形 を呈 す る 。 指 頭 圧 痕

顕 著 。

B －2 類

〃 2 0 1 〃 〃 8 ．0 3 ．9 4 ．1 3 （74 ．7）

チ ャ ー ト、 長 石 の 租 粧 砂 、 赤 色 風 化 礫

の 細 租 粧 砂 を 少 量 含 む 。 橙 色 。 3 方 、

T 字 状 に溝 を 有 す る 。 相 対 す る 2 方 の

溝 の 幅 は 広 い 。 溝 断 面 は 3 万 と もにⅤ字

状 を呈 す る 。 側 部 に 握 り痕 、 指 頭 庄 痕

が認 め られ る。

一 部 欠 損 。

〕－2 類

〃 2 0 2 ク ク （8 ．0 ） （4 ．0 ） 3 ．0 3 （87 ．5）

チ ャ ー ト、 赤 色風 化 礫 の 細 粗 糖 砂 ～ 小

礫 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 3 方 、 T 字 状

に溝 を 有 す る。溝 断 面 はⅤ字 形 を呈 す る 。

側 部 に 凹 み が 見 ら れ る 。指 頭 庄 痕顕 著 。

B－2 類

F ig ．16 2 0 3 〃 〃 8 ．9 5 ．0 3 ．6 3 12 0 ．2

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫

を 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 3 方 、 T 字 状

に溝 を有 す る 。溝 断 面 はⅤ字 形 を呈 す る 。
指 頭 庄 痕 顕 著 。

約 1／2 に 黒 斑 。

B －2類

ク 2 0 4 〃 〃 5 ．2 4 ．2 4 ．2 4 84 ．0

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫

を 含 む 。 橙 色 。 4 方 、 十 字 に 溝 を 有 す

る 。 溝 は 4 条 と もナ デ て い る が ヘ ラ 切

り痕 が残 る 。 溝 断 面 はⅤ字 形 を な す もの

が 2 条認 め られ る。指 頭 庄 痕 を認 め る 。

一 部 に黒 斑 。

B －3類

ク 2 0 5 ク ノシ 5 ．2 4 ．0 4 ．6 4 9 2 ．5

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、 租

粒 砂 、火 山 ガ ラス を含 む 。に ぷ い 橙 色 。

4 方 に 、 十 字 の 溝 を有 す る 。 溝 断 面 はU

字 形 。 渡 部 に粘 土 の は み 出 しが 認 め ら

れ る 。指 頭 圧 痕 が 認 め ら れ る。

B －3類

ク 2 0 6 〃 ケ 5 ．3 5 ．4 4 12 2 ．5

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を 含

む 。 にぷ い 橙 色 。 4 方 、 十 字 に溝 を 有

す る 。 溝 部 に粘 土 の は み 出 しが 認 め ら

れ る 。溝 断 面 はU 字 形 を呈 す る 。 側 部 に

指 頭 庄 痕 を認 め る。

B －3類

ク 2 0 7 ク ク 5 ．5 5 ．4 4 ．6 4 12 5 ．3

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 ～ 小

礫 、 火 山 ガ ラ ス を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。

4 方 。 十 字 に 溝 を有 す る 。 溝 断 面 はU 字

形 を 呈す る 。 指 頭 庄 痕 顕 著 。

B －3類
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F ig

N o．

挿図

番号
出土地点 許　 種

法　 呈 （cm）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考
全長 全 幅 全厚 孔 径 重量 （g ）

Fig．16 2 0 8 包含層 棒状 土錘 （3．3） 1．9 0．5 1 1．5

チ ャー ト、 赤色風 化礫 の細 租粒 砂 を少

量含む。 にぷ い橙色。片側端部 に約0．5

mmの孔 を穿つ 。指頭庄痕が顕著 。

片側部 は欠損。

C類

〃 2 0 9 ク ク
3．7 1．6 0．5 10．4

チ ャー トの細 租粒砂 をわずか に含む。
精遺 され た胎 土。浅 黄橙色 。片 側端部

に約 5 mmの孔 を穿 つ。上 下端部 はナ デ
に よ り面 をなす。指 頭庄痕 が認 め られ
る。

C類

ク 2 1 0 〃 〃 5．0 2．0 0．5 17．6

チ ャー ト、 黒色粒 、赤色風 化礫 の細租
粧砂 を含 む。橙 色。片側端部 に約0．5m m

の孔 を穿つ。に ぎった痕が認 め られる。

C類
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3．K区

（1）調査区の概要と基本層準

①調査区の概要（Fig．17）

調査対象地中央部の、南北に長い調査区である。南北約63m、幅約2．5m、面積158m2を

測る。

古代と弥生の自然流路が重複しつつ縦断している。SR3については他区と同様の状況で、

ここでは触れない。

②基本層準（Fig．17）

（71M）

南壁：SR5－1

SR5－2

SR5－3

SR5－4

SR5－5

（76M付近）

両壁：I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

黒色粘土質シルト。

暗褐色粘土質シルトに数皿～7cm大の礫を含む。

砂礫層（礫は数cm大）に黒褐色粘土質シルトが混ざる。

暗赤褐色シルト。

砂礫層（数mm～10数cm大）

黒褐色粘土質シルト。

暗褐色粘土質シルト。（土師器片と1cm～最大13cmまでの礫を含む）

にぷい黄褐色粘土質シルトに褐色粘土質シルトを含む。（土器含む）

にぷい黄褐色粘土質シルト。（地山）

（2）遺構と遣物

・i上拭

SK901（Fig．18～20）

調査区中央南寄りに位置する溝状土坑である。北西部は調査区外で、全容は不明である

が、3．54mを確認した。幅40cm、深さは北部で34cm、南部では20．1cmを測る。出土遺物は、

弥生土器壷（4，14）、同高杯（40）、同襲底部（52）である。

（塾溝跡

SD901

調査区南寄りに位置する。平面図が残存しないため、遺構の全容は不明である。出土遺

物は、弥生襲胴部（Fig．19図30）、同胴部（Fig．20図69）である。

③自然流路

SR5（Fig．17～21）

SR5は、SR3と重複を持ちながら検出された南北方向の流路で、調査区中央部で、西側の

区外へ延びる。埋土は黒褐色粘土質シルトである。出土遺物は、壷（3，5，6，7，10，15，

20～23）、壷胴部（18）、嚢（17，19，25，27）、鉢（31）、高杯（40）、高杯脚部（32～34）、

蓋（36）、嚢底部（42）、底部（43，45）、胴部（50，54，55，57～65）、土師器杯（68）、
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石庖丁（71）、石斧（74）である。

④ピット

P910（Fig．17）

調査区中央部付近に位置する。古代に属するピットで、出土遺物は須恵器杯（Fig．20図

66）である。

（3）遺物集中（Fig．17）

SR5底で4ヶ所の遺物集中を検出した。

①ユニット1（Fig．18～21）

調査区北寄り、東壁寄りに位置する。図示できる出土遺物は、弥生土器壷（8，11，16）、

同底部（38，44）、同嚢底部（46）、同底部（53）、磨製石斧（73）である。

②ユニット2（Fig．18～21）

調査区北寄り、西壁寄りに位置する。図示できる出土遺物は、弥生土器壷（2，9，13）、

同嚢（29）、同高杯脚部（35）、同賓底部（37）、同台付き鉢（39）、同底部（47，48）、打製

石包丁（70）、砥石（72）である。

③ユニット3（Fig．19，20）

調査区北部と中央部の間、西壁寄りに位置する。図示できる出土遺物は、弥生土器嚢（2

4，26）、同底部（49）である。

④ユニット4（Fig．18，20）

調査区中央部北寄り、西壁寄りに位置する。図示できる出土遺物は、弥生土器壷（1，12）、

同底部（56）である。
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71付近　両壁セクション
SR5－17．5YR21

－210YR3／4に数皿～7cm大の礫を含む
－3　砂礫層（数∽大の礫）に10YR3／2が混ざる　墨－
－4　2．5Y3／3チルト
ー5　砂礫膚

b

W－呂観一豊112・10
76付近　南壁セクション
I lOYR2／2

宗－

Ⅱ10YR3／3に土器片と1～最大13C皿までの礫を含む
Ⅲ10YR4／3に7．5YR4／6を含む。土器含む
Ⅳ10YR4／3（地山）

芯－

∑　　　　　　　　Z

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10m
」　　　　　　　　　．　　　　　　　　　1

Fig．17　K区全体図及びセクション図
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Fig．18　SK901遺構平面図及びエレベーション図、K区出土遺物実測図
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Fig．19　K区出土遺物実測図
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Fig．20　K区出土遺物実測図

56

、＼上／‘‘



［

く≦；三三∋

∈≡≡≡≡≡≡≡≡≡∋

＋
∴
「
｛
「
㌔
∴

9　　　　　　　19。m

Fig．21K区出土遺物実測図

57

9　　　　　10m



K区　遺物観察表（土器）

種 F i g 挿 図 法　 量 （c m ）

類

出 土 地 点

N o ． 番 号 口 径 器 高 胴 径 底 径 特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

弥

生

土

器

F ig ．1 8 1 S R 5 璽 1 4 ．8 （4 ．5）

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 面

縦 パ ケ ＋ 桟 ナ デ 。 口 唇 部 は 強 く 横 ナ デ し 、 2

条 の 沈 線 化 し た 凹 線 文 を 有 す る 。 内 面 は 剥 離

が 激 し く観 察 不 可 能 。

ク 2 一ケ 璽 1 4 ．7 （5 ．2）

チ ャ ー ト の 紳 租 粒 ～ 租 粒 砂 含 む 。 明 赤 褐 色 。

外 面 縦 パ ケ 。 口 縁 部 に 幅 約 1 7 m m の 粘 土 帯 を 貼

り つ け る 。 口 綾 部 は 面 を と る 。 口 縁 部 の 粘 土

帯 に 指 頭 庄 痕 。 器 表 の 荒 れ が 激 し い 。

ク 3 ク 望 1 3 ．6 （6 ．1）

チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫 を 含 む 。

橙 色 。 外 面 口 縁 部 幅 約 4 m m の 粘 土 帯 を 貼 りつ

け 、 左 下 が り の 列 点 文 を 有 す る 、 そ の 下 部 に

直 径 5 ～ 7 m m の 粘 土 塊 を 添 付 す る 。 口 唇 部 は 面

を な す 。

〃 4 S K 9 0 1 璽 1 3 ．8 （9 ．9 ）

チ ャ ー ト 、 長 石 の 租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。 外 面

縦 パ ケ ＋ 横 ナ デ 、 口 縁 部 に 3 条 の 凹 線 文 を 有

す る 。 内 面 横 パ ケ ＋ ナ デ 、 口 唇 部 は 強 い ナ デ

で 面 を な す 。 指 頭 圧 痕 顕 著 。

ク 5 S R 5 璽 1 8 ．0 （3 ．0 ） チ ャ ー トの 租 粒 砂 を 含 む 。橙 色 。外 面 縦 パ ケ 。

内 面 横 パ ケ 。

ク 6 ク 蟹 1 9 ．2 （3 ．9 ）

チ ャ ー ト の 租 粒 砂 ～ 小 礫 を 多 く含 む 。 橙 色 。

口 綾 部 外 面 に 帽 2 5 m m の 粘 土 帯 を 貼 り 付 け パ ケ
状 原 体 で 刻 目 を 入 れ 左 ← 右 方 向 に ナ デ る 。 口

緑 部 内 画 幅 約 4 m m の 粘 土 帯 を 3 本 貼 り付 け 5

m m 間 隔 で 摘 む 。 口 唇 部 は 面 を な し 上 下 端 部 に
刻 目 を 入 れ る 。 ロ 綾 部 に 径 3 m m 程 の 小 孔 を 内

－→外 へ 穿 つ 。

ク 7 ノシ 璽E

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。橙 色 。

外 面 パ ケ 調 整 、 6 条 の 凹 線 文 化 し た 沈 線 を 有

し 上 2 条 に 幅 4 m m 、 長 さ 6 m m 程 の 粘 土 帯 を 貼

り付 け る 。 ま た 線 斜 格 子 を 施 す 。 内 面 ナ デ 。

〃 8 ク 句至 1 4 ．7 （7 ．1）

チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫 を 含 む 。

橙 色 。・外 面 ハ ケ ＋ ナ デ 、 口 唇 部 強 く横 ナ デ で

面 を な し 下 方 に 僅 か に 拡 張 す る 。‘口 線 部 横 ナ

デ 、 頸 部 に 指 頭 庄 痕 が 認 め ら れ る 。 内 面 口 綾

部 は 横 ナ デ が み ら れ る が 、 剥 離 が 激 し く 観 察

不 可 能 。

ク 9 ク ち匿 1 3 ．9 （7 ．1）

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。 外 面 縦 パ ケ 。

内 面 横 パ ケ ＋ ナ デ 。 接 合 痕 及 び 指 頭 庄 痕 を 有

す る 。 口 唇 部 横 パ ケ 後 ナ デ で 面 を な す 。

ク 1 0 一ケ 璽 1 8 ．0 （7 ．5 ）

チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫 を 含 む 。

橙 色 。 外 面 凹 線 文 が 施 さ れ 幅 約 4 m m の 粘 土 帯

を 貼 り 付 け 摘 み 微 隆 起 帯 を つ く る 。 内 面 口 縁

端 部 付 近 に 、 帽 約 4 m m の 粘 土 帯 を 2 本 4 m m 間

隔 で 貼 り 付 け 刻 日 を 入 れ る 。 そ の 間 に 径 3 m m

程 の 小 孔 を 内 一→外 方 向 に 穿 つ 。 器 表 の 荒 れ が

激 し い 。

ク 1 1 〃 壷 1 0 ．0 3 ．7

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を わ ず か に 含 む 。 橙 色 。 外

面 縦 パ ケ 。 ロ 縁 部 に 幅 約 2 cm の 粘 土 帯 を 添 付

し 、 口 唇 部 は 強 い 横 ナ デ 。 ロ 緑 部 は 僅 か に 屈

曲 し 、 内 面 4 条 の 扇 形 文 を 有 す る 。 内 面 屈 曲

部 以 下 は 横 ナ デ 。 器 表 の 荒 れ が 激 し い 。

〃 1 2 ケ 壷 1 6 ．0 （1 0 ．7）

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 小 礫 を 含 む 。 橙 色 。

外 面 口 唇 郎 強 い 横 ナ デ で 面 を つ く り 、 下 端 部

は 下 垂 し 直 径 4 m m 程 の 竹 状 の 刺 突 痕 を 有 す る 。

頚 部 へ ラ で 不 規 則 に 文 様 を 施 す 。 肩 部 に 列 点

文 を 有 す る 。 内 面 器 表 の 剥 離 が 激 し い が 、 指

頭 庄 痕 が 認 め ら れ る 。

ク 1 3 ク 勺至 1 7 ．0 6 ．0

チ ャ ー ト 、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 浅 黄

橙 色 。 口 緑 部 に 指 頭 庄 痕 。外 面 頚 部 に 列 点 文 、

接 合 痕 が わ ず か に 残 る 。 胴 部 パ ケ 。 内 面 胴 部

は ナ デ 、 口 縁 部 横 パ ケ 、 口 唇 部 強 い 横 ナ デ で

面 を な し 、 下 方 に 拡 張 す る 。

〃 1 4 S K 9 0 1 ヨ芝 2 2 ．6 （4 ．5 ）

チ ャ ー ト 、 長 石 の 租 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。 口 縁

部 に 約 2 cm の 粘 土 帯 を 貼 り付 け 列 点 文 を 施 す 。

口 唇 部 は 強 い 横 ナ デ で 面 を な す 。 器 表 の 荒 れ

が 激 し い 。

〃 1 5 S R 5 璽 1 7 ．6 （6 ．0 ）
チ ャ ー ト 、石 英 、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。

浅 黄 橙 色 。 外 面 縦 パ ケ 、 頸 部 強 い ナ デ 。 内 面

ナ デ 、 口 唇 部 強 い 横 ナ デ で 上 下 に 拡 張 し 、 2

条 の 凹 線 文 を 有 す る 。

ク 1 6 ノク 壷 1 4 ．8

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 外

面 縦 パ ケ ＋ 横 ナ デ 、 口 唇 部 強 い 横 ナ デ で 下 方

に 拡 張 。 内 面 左 ← 右 方 向 の ケ ズ リ 後 、 パ ケ ＋

ナ デ 。 接 合 痕 、 指 頭 圧 痕 顕 著 。

58



種

類

F ig

N o ．
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番 号
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弥

生

土

器

F ig ．18 1 7 S R5 嚢 1 5 ．2

l

（18 ．0 ）

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。 浅 黄 橙 色 。 外 面 口

縁 郎 強 い 横 ナ デ 、 頚 部 縦 パ ケ 、 肩 部 上 下 か ら

指 頭 に よ っ て 粘 土 を集 め 突 帯 を 形 成 す る。 内

面 横 パ ケ ＋ ナ デ 、 指 頭 庄 痕 を 認 め る 、 口 唇 部

は 強 い 横 ナ デ で 面 を な す 。

胴 部 煤 け る。

ク 1 8 〃 璽
胴 部

（6 ．5 ） 2 1 ．0 チ ャ ー ト、 石 英 の租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 黄 褐

色 。 内 面 ナ デ 。 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

ク 1 9 ク 嚢 20 ，6

チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 ～小 礫 を 含 む 。

黄 橙 色 。 外 面 口唇 部 強 い ナ デ で 面 を な し、 外

方 に 拡 張 す る 、 ロ綾 部 強 い 横 ナ デ 、 頚 部 ハ ケ

後 ナ デ で 幅 約 3 m の 粘 土 帯 を貼 り付 け摘 み 出

した 後 ナ デ る 、 指 頭 庄 痕 が 認 め られ る。 内 面

ナ デ 、指 頭 庄 痕 が 認 め ら れ る 。

〃 2 0 ク 璽 16 ．4 （9 ．0 ）

チ ャ ー トの租 粒 砂 を 含 む。 に ぷ い褐 色 。 外 面

パ ケ ＋ ナ デ 。 肩 部 と 頚 部 に 形 の 異 な る列 点 文
を有 す る 。 ロ 縁 部 は 17 mm 程 の 粘 土 帯 を貼 り付

け 横 ナ デ し刻 目 を入 れ る 。 口 唇 部 は 強 い横 ナ

デ 。 内 面 ナ デ 。 指 頭 庄 痕 顕 著 。

ク 2 1 ク 蟹 2 6 ．0

チ ャー トの小 礫 、 租 粒 砂 を含 む 。にぷ い 橙 色 。

外 面 縦 パ ケ 後 口 緑 部 横 ナ デ 。 内 面 横 パ ケ ＋ 横

ナ デ 。 口唇 部 強 い横 ナ デ で 面 を な す 。

F ig ．1 9 2 2 ノケ 璽 18 ．7

チ ャ ー トの 租 粒 砂 、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～小

礫 を含 む 。 橙 色 。 外 面 口 唇 部 強 い 横 ナ デ で 画

を な し僅 か に凹 む 。 口縁 部 パ ケ 後 ナ デ 、 頚 部

縦 パ ケ ＋ ナ デ 、 肩 部 に幅 約 5 m m の 粘 土 帯 を貼

り付 け 、摘 み だ し貼 付 部 は 凹 む 、 胴 部 は パ ケ

後 ナ デ 。 内 面 ナ デ 、 頚 部 か ら胴 部 に か け て 指

頭 庄 痕 が 認 め られ 、 胴 部 に籾 殻 が 残 る。

ク 2 3 ク 互匿 （1 6 ．6 ）

チ ャ ー トの小 礫 、租 粒 砂 を 多 く含 む 。 橙 色 。

外 面 縦 パ ケ 、 頚 部 に 列 点 文 を有 す る 。 内 面 パ

ケ ＋ ナ デ 、接 合 痕 が 認 め ら れ る 。

ク 2 4 〃 嚢 1 2 ．0 7 ．2

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 外

面 へ ラ 磨 き。 肩 部 に刺 突 文 。 口 縁 部 横 ナ デ 。

口 唇 部 強 い 横 ナ デ で 面 を なす 。 内 面 胴 部 横 ナ

デ 。 口縁 部 横 パ ケ ＋ ナ デ 。 内 外 面 指 頭 庄 痕 が
僅 か に 残 る。

胴 部 に黒 斑 。

ク 2 5 ク 襲 1 5 ．4 （5 ．3 ）

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を含 む 。 外 面

胴 部 へ ラ ケ ズ リ か 、 頚 部 と 口縁 部 は横 ナ デ 。

内 面 横 ナ デ 、 接 合 痕 顕 著 、 口 唇 部 は 強 い 横 ナ

デで 、 下 方 に 僅 か に拡 張 しや や 凹 む。

ケ 2 6 ク 嚢 2 3 ．5

チ ャ ー トの租 粒 砂 を含 む 。 にぷ い 褐 色 。 外 面

に タ タ キ 。 内 面 ナ デ 。 指 頭 圧 痕 、 接 合 痕 が 認

め ら れ る 。

外 面 煤 け る 。

ク 2 7 ク 賓 14 ．0 （7 ．5 ）

チ ャ ー ト、石 英 の租 粒 砂 を 含 む。 明 赤 褐 色 。

外 面 胴 部 縦 パ ケ 、 頚 部 強 い ナ デ 。 内 面 胴 部 へ

ラ削 り、 ロ縁 部 ～頚 部 パ ケ ＋ ナ デ 。 口 唇 部 横

ナ デ し下 方 に摘 み 出 す 。

ク 2 8 〃 要 1 6 ．7

チ ャー ト、赤 色 風 化 礫 、長 石 の 粗 粒 砂 を 含 む 。

に ぷ い 褐 色 。外 面 胴 部 縦 ナ デ 、口 縁 部 横 ナ デ 。

内 面 胴 部 へ ラ ケ ズ リ 、 口 縁 部 横 ナ デ 、 口 唇 部

は 強 い 横 ナ デ で 下 垂 す る 。 頚 部 内 外 面 に指 頭

庄 痕 。

〃 2 9 ク 要 12 ．6 ．18 ．1 5 ．3

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を多 く含 む 。にぷ い 黄 橙 色 。

外 面 縦 パ ケ 、 口縁 部 横 ナ デ 、 口 唇 部 横 ナ デ の

後 口緑 部 内 面 を強 く横 ナ デ 。

内 外 面 煤 け る。

〃 3 0 SD 9 01 整

胴 部

（1 3 諸 ）
チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 ～ 小 礫 を 含 む 。

にぷ い 黄 橙 色 。外 面 パ ケ 、肩 部 は 強 い 横 ナ デ 、

頚 部 縦 パ ケ 。 内 面 パ ケ 十 へ ラ ケ ズ リ、 肩 部 指

頭 圧 痕 顕 著 、 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

外 面 煤 け る 。

〃 3 1 S R5 鉢 2 5 ．3 （5 ．8）
チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ

い 黄 褐 色 。 内外 面 と もナ デ 。 外 面 接 合 痕 が 僅
か に残 る 。 口 唇 部 強 い 横 ナ デ で 下方 に拡 張 す

る 。

一ケ 3 2 ク 高 杯 脚 チ ャ ー トの 租 拉 砂 を含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 外

面簾 状 文 、 櫛 描 沈 線 、 波 状 文 を施 す 。

ク 3 3 ケ 高 杯 脚

チ ャー ト、 長 石 の 細 租 粒 砂 を僅 か に含 む 。 に

ぷ い 黄 橙 色 。 外 面 パ ケ調 整 後 、 簾 状 文 、 波 状
文 を施 す 。

一ケ 3 4 〃 高 杯 脚

チ ャ ー ト、石 英 の 租 粒 砂 を 含 む 。に ぷ い 橙 色 。

外 面 パ ケ調 整 後 波 状 文 を施 し、 幅 約 6 mm の 断

面 三角 形 の 粘 土 帯 を 貼 り付 け る 。 内 面 ナ デ 、

接 合 痕 が 残 る 。
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生
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F ig ．1 9 3 5 SR 5 高 林 脚 4 ．5 10 ．0

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 の 粗 粒 砂 含 む 。 にぷ い

橙 色 。 外 面 縦 パ ケ 後 口縁 部 を横 ナ デ 。 内 面 横

ナ デ 。 脚 端 部 は 上 部 を摘 み 出 し横 ナ デ し 2 条

の 凹線 文 を有 す る。

一ケ 3 6 〃 蓋 （1．3）

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 上 下 面 放 射

状 に ナ デ 、 口 縁 部 は 上 に 約 4 m m 、 下 に 的 1 cm

の 粘 土 帯 を貼 り付 け て い た よ うで あ る が 下 方

は欠 損 。 口 唇 部 は 強 い横 ナ デ で 面 を な す 。

一ケ 3 7 〃 嚢 底 部 2 ．3 6 ．0

チ ャー トの 租 粒 砂 を多 く含 み 、 赤 色 風 化 礫 を

僅 か に 含 む 。 にぷ い橙 色 。内 面 へ ラ ケ ズ リ か 。

底 部 は摘 み 出す よ う に 上 げ 底 。

ク 3 8 ク 底 部 （3 ．6） 4 ．7 チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 外 面

ナ デ 。接 合 痕 、 指 頭 庄 痕 顕 著 。 内 面 ナ デ 。

ク 3 9 〃 台 付 鉢 5 ．3 4 ．1

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 を 含 む 。 浅 黄 橙 色 。 内

外 面 指 頭 庄 痕 顕 著 。 接 合 痕 が 認 め ら れ る。 器

表 の 荒 れ 及 び亀 裂 が 激 しい 。

ク 4 0 SK9 0 1 高 杯 （8 ．5） チ ャー トの 租 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。 外 面 パ ケ ＋

へ ラ ミガ キ 。 内 面 ナ デ 。 搾 り 目顕 著 。

ク 4 1 SR 5 高 杯 脚 （7 ．5） 1 5．3

チ ャー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 ～ 小 礫 を わず

か に 含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 外 面 上 → 下 方 向へ

パ ケ 後 へ ラ ミ ガ キ 、 据 部 強 い横 ナ デ 、 裾 端 部
上 下 に摘 み だ して横 ナ デ 。 内 面 ナ デ 。

ク 4 2 ケ 襲 底 部 （3 ．5 ） 6 ．8

チ ャ ー 工 長 石 の 粗 粒 砂 を 含 む 。 にぷ い橙 色 。

外 面 ナ デ 、胴 下 部 に指 頭 圧 痕 顕 著 。内 面 ナ デ 、

接 合 痕 顕 著 。 上 げ底 。

ク 4 3 〃 底 部 （5 ．1） 5 ．6

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粧 砂 を含 む 。 にぷ

い 黄 橙 色 。 外 面 パ ケ 後 へ ラ ケ ズ リ、 底 部 強 い
横 ナ デ 。 内 面 に指 頭 庄 痕 が 認 め られ る 。 上 げ

底 風 。

内 面 に黒 斑 。

ク 4 4 ク 底 部 （3 ．6 ） 6 ．4 チ ャ ー ト、 石 英 、 赤 色 風 化 礫 を 含 む 。 橙 色 。

外 面 パ ケ 。 内 面 へ ラ ケ ズ リ。

ケ 4 5 ク 底 部 （4 ．4 ） 6 ．2

チ ャ ー トの 細 租 粧 砂 を含 む 。 に ぷ い 橙 色 。

外 面 ナ デ 、 縦 ハ ケ が 僅 か に 残 る 。 内 面 へ ラ ケ

ズ リ の 痕 が 僅 か に残 る 。器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

F ig ．2 0 4 6 ク 嚢 底 部 （3 ．9 ） 7 ．0

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を多 く含 む 。 に ぷ い 橙 色 。

外 面 パ ケ ＋ ナ デ ＋ヘ ラ ミガ キ 。指 頭 庄 痕 顕 著 。

内面 は ヘ ラケ ズ リ。 底 部 上 げ 底 。

底 部 に黒 斑 。

ク 4 7 ク 底 部 （3 ．6 ） 7 ．3

チ ャ ー ト、石 英 、赤 色風 化 礫 を含 む 。明 褐 色 。

外 面 パ ケ 。 内 面 指 頭 庄 痕 、 指 紋 痕 顕 著 。 底 部

やや 上 げ 底 風 。

〃 4 8 〃 底 部 （5 ．5 ） 7 ．0

チ ャ ー トの 租 粧 砂 、赤 色 風 化 礫 を僅 か に 含 む 。

に ぷ い 橙 色 。 外 面 パ ケ。 内 面 剥 離 が 激 し く観

察 不 可 能 。 底 部 下 面 パ ケ 。

ク 4 9 ク 底 部 （5 ．5 ） 5 ．8

チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 を含 む。橙 色 。

外 面 上 ← 下 方 向 へ の パ ケ 。 内 面 ナ デ 。 指 頭 庄

痕 顕 著 。

〃 5 0 ク 底 部 （6 ．4 ） 6 ．1

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 を 含 む 。 にぷ

い黄 橙 色 。 外 面 へ ラ ケ ズ リ後 ナ デ 、 下 端 部 に
指 頭 庄 痕 が 認 め られ る 。 内 面 ナ デ 。 上 げ底 。

ケ 5 1 ク 底 部 （6 ．6 ） 7 ．1 チ ャ ー トの粗 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。外 面 へ ラ ミ

ガキ 。 内 面 へ ラ ケ ズ リ ＋ ナ デ 。

ク 5 2 S K9 0 1 襲 底 部 （6 ．1） 5 ．4

チ ャ ー トの 細 租 粒 砂 を含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。

外 面 縦 パ ケ 。 内 面 ナ デ で 、 底 部 へ ラ状 原 体 の

圧 痕 。 器 表 の 荒 れ が 激 しい 。 上 げ 底 。

ク 5 3 SR 5 底 部 （5 ．8 ） 8 ．8

チ ャ ー トの 租 粒 砂 を 多 く含 み 、 赤 色 風 化 礫 を

若 干 含 む 。 橙 色 。 器 表 の 荒 れ が 激 し い 。 底 部

は僅 か に 上 げ 底 。

底 部 に黒 斑 。

ク 5 4 ク 底 部 （7 ，4 ） 5 ．9

チ ャ ー ト、 長 石 の租 粒 砂 を 含 む 。 に ぷ い 黄 橙

色 。 外 面 パ ケ の 痕 跡 を残 す 。 内 面 剥 社 が 激 し

く、 観 察 不 可 能 。

一ケ 5 5 ク ．．
（14 ．9 ） 8 ．3

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 、 租 粒 砂 を

含 む 。 橙 色 。 外 面 パ ケ後 、 縦 方 向 に ヘ ラ ミ ガ

キ 、底 部 は 強 い 横 ナ デ 。 内 面 ナ デ 。 指 頭 庄 痕

が 顕 著 。

底 部 に黒 斑 。

一ケ 5 6 ク 底 部 （2 3 ．3 ） 22 ．4 7 ．1

チ ャ ー トの 小 礫 、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 を含

む。 橙 色 。 外 面 ナ デ ＋ヘ ラ ミ ガ キ 。 肩 部 に左

下 が りの 列 点 文 を有 す る 。 内 面 剥 離 が 激 し く

観 察 不 可 能 。 底 部 は上 げ底 。

60



種

類

F ig

N o ．

挿 図

番 号

出 土 地 点 器　 種

法　 量 （cm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考

口 径 器 高 胴 径 底 径

弥

器

土

器

F ig ．20 5 7 S R 5 胴 部

チ ャ ー トの 租 粒 砂 、小 礫 を 含 む 。 橙 色 。外 面

に 幅 2 ～ 4 m m の 断 面 三 角 形 の 粘 土 帯 を貼 りつ
け る 。

〃 5 8 〃 胴 部 チ ャ ー トの 租 粒 砂 ～小 礫 を 含 む 。 橙 色 。外 面

パ ケ 後 ナ デ。 簾 状 文 を有 す る 。

ク 5 9 一ケ 胴 部 チ ャ ー トの 租 粒 砂 を僅 か に 含 む 。 黄 橙 色 。 櫛

措 波 状 文 と簾 状 文 を施 す 。

〃 6 0 ク 胴 部

チ ャ ー トの 細 粗 粒 砂 を僅 か に含 む 。 に ぷ い 黄

橙 色 。 外 面 く し先 に よ る連 続 し た 刻 目 の 下 に

波 状 文 を有 す る 。

ク 6 1 ケ 胴 部

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を含 む 。 橙

色 。 外 面 パ ケ 。 簾 状 文 を有 す る 。 器 表 の 荒 れ

が 激 しい 。

ク 6 2 ク 胴 部

チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。

外 面 パ ケ 。 櫛 描 沈 線 が 施 さ れ 、 そ の 上 に 幅 約

5 m の粘 土帯 を 貼 り付 け 5 m m 間 隔 で 摘 む。

ク 6 3 ク 胴 部

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 含 む 。 に ぷ い

橙 色 。外 面 縦 パ ケ 後 ナ デ 。木 目 の粗 い 横 パ ケ 、

そ の 後 幅 約 3 mm の 粘 土 帯 を 貼 り付 け 刻 目 を施

し沈 線 文 を施 す 。

ク 6 4 ケ 胴 部

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。 黄 橙

色 。 外 面 櫛 先 を コ ン パ ス 状 に 使 用 し た 末 端 扇

形 文 と櫛 描 文 を 有 す る。

ク 6 5 ノシ 胴 部

チ ャ ー ト、赤 色 風 化礫 の 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。

外 面 波 状 文 と簾 状 文 が 施 さ れ幅 約 3mm の 断 面 三

角 形 に した粘 土帯 を貼 りつ け る 。

須

宙
蕊 〃 6 6 P 9 10 均こ （2 ．3） 8 ．0

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 を わ ず か に 含 む 。 灰 色 。 内

外 面 ナ デ 。高 台 は 僅 か に外 方 へ 突 出 す る 。

土

師

器

ク 6 7 SR 5 杯 1 5 ．6 5 ．7 6 ．4

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の袖 租 粒 砂 を含 む 。 淡 赤 橙

色 。 外 面 回 転 ナ デ 。 内 面 へ ラ ミ ガ キ 痕 。 高 台

は や や 内側 に つ き接 合 痕 顕 著 。

ク 6 8 ク 杯 12 ．6 2 ．9 6 ．5

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 を 僅 か に 含

む 。 に ぷ い 橙 色 。 内外 面 ナ デ 。 底 部 回 転 へ ラ

切 り後 ナ デ。

弥

生

土

器

ク 6 9 SD 90 1 胴 部 16 ．1

チ ャ ー ト、赤 色風 化 礫 の粗 粒 砂 ～ 小 礫 を含 む 。

に ぷ い 橙 色 。 外 面 パ ケ 後 へ ラ 調 整 。 内 面 左 ←
右 方 向 のヘ ラ ケ ズ リ、 頚 部 強 い ナ デ 。

遺物観察表（石器）

F ig

N o ．

挿 図

番 号
出土 地 点 器　 種

法　 量 （cm ）
材 質 特　　　　　　　　 徴

全 長 全 幅 全 厚 重 量 （g ）

F ig ．2 1 7 0 S R5
打 製

石 包 丁

6 ．3 3 ．8 1 ．3 34 ．5 頁 署
片 方 の 側縁 部 に半 円状 の 丁 寧 な決 りが 認 め ら れ る 。

〃 7 1 一ケ

打 製

石 包 丁
8 ．2 4 ．1 1 ．4 5 0 ．1 サ ヌ カ イ ト

平 面 長 方 形 。 直 線 刃 の 両 刃 。 刃 部 を両 面 か ら つ く り

出 して い る 。

ケ 7 2 ク 砥 石 10 ．6 5 ．3 2 ．3 2 6 9 砂 岩
使 用 面 2 両 。

ク 7 3 〃

磨 製

石 斧
18 ．6 7 ．4 5 ．5 1 ．15 Kg ミカ タ 緑 色 岩

全 面 に 敲打 痕 が 認 め られ る 。 刃 部 は 片 寄 って い る 。

ク 7 4 〃

磨 製

石 斧

1 5 ．7 6 ．5 4 ．7 8 5 0 ミカ タ緑 色 岩

刃 部 欠 損 。 基 部 近 く に は 散 打 痕 が 認 め られ る が 、 他

は丁 寧 に研 磨 さ れ て い る 。
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4．L・N区

（1）調査区の概要と基本層準

（丑調査区の概要（Fig．22）

調査対象地の南部に位置する南北方向に長い調査区である。南北約96m、幅約2．3m、

面積219㌦を測る。M区との交差部を境に、北側をL区、南側をN区と呼称するが、同じ

様相を呈するので一括して扱う。古代の自然流路SR3が検出された。

②基本層準（Fig．22）

N区南サブトレンチ

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

SR3－1

SR3－2

SR5

耕作土。

灰黄褐色粘土質シルトに数mm～数cm大の礫を含む。

黒褐色粘土質シルト。

灰赤色シルト。（地山）

黒褐色粘土質シルト。

砂と2～10cm大の礫。少量の土器片（土師器・須恵器）含む。

砂に数mm～数cm大の礫を含む。

（2）自然流路SR3と出土遺物

①自然流路SR3（Fig．23）

遺跡東側の段丘斜面下端に沿うように延び、幅約1．7m、深さ50～70cmを測る。SR3

は古代に埋没した自然流路である。

②出土遣物（Fig．23）

弥生土器壷（1，2，11）で、1と2は同一個体かと思われる。11はN区下層より半完形

の状態で出土した。その他弥生土器底部（3～7）、須恵器底部（8）、白磁Ⅳ類（9）、須恵

器高杯脚部（10）がある。

（3）ピット

N区から4つのピットが検出された。径32～40cm、深さ20cmを測る。流路との切り合

い関係は不明である。出土遣物はみられなかった。
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99 98 97　　　　　　　96　　　　　　　95

L区北側深堀セクション
I　砂礫
Ⅱ10YR4／1に3／4を含む（シルト）
Ⅲ10YR3／3に7．5YR2／2粒を含む。1～2cm大の礫を含む
Ⅳ　砂礫
V lOYR4／3（地山）

94 93　　　　　　92　　　　　　91　　　　　90

十「＼

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10m
Lて－‥．．．1　上　　　　　　　！

Fig・22　L・N区全体図及びセクション図
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Fig．23　L・N区出土遺物実測図
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L・N区　遺物観察表（土器）

種

類

F ig

N o ．

挿 図

番 号
出 土 地 点 器　 種

法　 量 （cm ）

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考
口径 器 高 胴 径 底 径

弥

生

土

器

F ig ．23 1 S R3 一＝と．宜 2 6 ．0 （3 ．0）

チ ャ ー トの 細 租 粒 砂 、赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂

～ 租 粒 砂 を 含 む 。 浅 黄 橙 色 。 外 面 縦 パ ケ 、 口
縁 部 内 外 面 と も 強 い 横 ナ デ を し面 を と り上 下

に 刻 み を い れ る 。 内 面 横 パ ケ ＋ ナ デ 、 口 縁 部
に幅 3 mm 程 の粘 土 帯 を貼 り付 け刻 み をい れ る、
口縁 部 に 径 2m m程 の 小 孔 を穿 つ 。

N G2 と同 一 個 体 か 。

ク 2 ク ＝量ゴ璽 2 6 ．4 （3 ．4 ）

チ ヤ ∵ トの 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。外 面 縦 パ ケ 。
内面 横 パ ケ ＋ ナ デ 。 口縁 部 内 面 に幅 3 mm 程 の 粘
土 帯 を貼 り付 け刻 み を い れ る。 口 唇 部 強 い 横

ナ デ で 面 を と り上 下 に刻 み を い れ る。 ・口 縁 部
に径 2 m m程 の 小 孔 を穿 つ 。

No l と　 同 一個 体 か 。

〃 3 ク 底 部
チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の細 租 粒 砂 を含 む 。 に
ぷ い 黄 橙 色 。 外 面 へ ラ ケ ズ リ、 パ ケ 痕 が 僅 か

に残 る 。胴 下 部 に指 頭 庄 痕 が 認 め ら れ る。

ク 4 ク 底 部 （5 ．0 ） 6 ．2

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の租 粒 砂 ～ 小 礫 、 火 山
ガ ラ ス の小 礫 、黒 色 粒 の租 粒 砂 ～ 小 礫 を含 む 。
外 面 ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リか 。 内 面 ナ デ 、 指 頭 庄
痕 が 認 め ら れ る 。 上 げ 底 風 。 器 表 の 荒 れ が 激

しい 。 、

ク 5 ク 底 部 （14 ．0 ） 4 ．6

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を含 む 。 淡 橙
色 。 外 面 頚 部 パ ケ、 胴 部 パ ケ 後 ナ デ 、 胴 下 端
部 に指 頭 庄 痕 顕 著 。 内 面 肩 部 ケ ズ リ ＋ ナ デ 、
接 合 痕 顕 著 、肩 部 ～ 胴 部 ナ デ 。指 頭 庄 痕 顕 著 。
上 げ 底 。

ク 6 ク 底 部 （6 ．0 ） 5 ．1

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を わ ず か に 含
む 。 橙 色 。 外 面 へ ラ ケ ズ リ ＋ ヘ ラ ミガ キ が 僅

か に残 る 、 指 頭 庄 痕 顕 著 。 内 面 へ テ ケ ズ リ＋
ナ デ 」 指 頭 庄 痕 が 認 め られ る。 上 げ底 風 。

外 面 に 黒 斑 。

ク 7 ク 底 部 5 ．0

チ ャ ー ト、 赤 色 風 化 礫 の 細 租 粒 砂 、 黒 色 粒 の
小 礫 を含 む 。 に ぷ い 黄 橙 色 。 外 面 ナ デ 。 内 面

ナ デ 、 指 頭 庄 痕 顕 著 。

底 部 に 黒斑 。

須
恵

器
ク 8 ク 底 部 （1 ．9） 9 ．7

チ ャー ト、 黒 色 粒 の 細 租 粒 砂 を 含 む 。 灰 色 。
内外 面 と もナ デ 。 高 台 部 強 い ナ デ で 凹 む 。

白

磁
〃 9 ク 口縁 部 16 ．2

白磁 Ⅳ類 。焼 成 良好 。灰 白色 。外 面 下 半 露 体 、

口縁 部 内 面 若 干 粕 薬 の た ま りが み ら れ る 。

須
恵

器
〃 1 0 ク 高 杯 脚

チ ャ ー ト、 黒 色 粒 の 租 粒 砂 を含 む 。 灰 黄 色 。
外 面 ナ デ 。 内 面 横 ナ デ 。 約 6 cm の す か し を も

つ 。

弥

生
土
器

ク 1 1 ク 土壁 8 ．5 9 ．5 4 ．0

チ ャ ー ト、赤 色 風 化 礫 の 租 粒 砂 を 含 む 。橙 色 。
外 面 口 唇 部 面 を取 る 部 分 が 一 部 あ る 、 口縁 部

ナ デ 、 肩 部 ～ 胴 部 に か け て パ ケ ＋ ナ デ 、 頚 部

パ ケ 、 底 部 ナ デ 。 内 面 口縁 部 ナ デ 、 頚 部 へ ラ
ケ ズ リ、 胴 部 強 い ナ デ 、 指 頭 庄 痕 顕 著 。
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第Ⅳ章　考察

ユニット7出土の土器

土器集中であるユニット7からは、土師質土器杯皿を中心に遣存度良好な土器が多数出土している。

ここではこの土器群について、所属時期をはじめとする検討を試みるとともに、本遺跡の古代におけ

る消長についても簡単にまとめる。

I．出土状態と資料の認定

ユニット7は流路SR3内からの出土ではあるが、1）約1．3×4．9mの範囲に極めて密度の高い塊と

なって検出されたこと、2）欠損や摩耗が比較的少なく、遺存状態の良いものが目立つ、3）以上の

状態が流路内でも特異であることが指摘できる。さらに後述するような土器の特徴もあわせると、多

くは同時に遺棄されたものとみられる。本稿では資料の信頼怪を高めるため、上の1）～3）の条件

を全て満たす遺物を対象に考察を進める。2）と3）については具体的には、口縁部から底部までを

図化・復元でき、且つ口縁部或いは底部の残存率（復元全周に対する残存弧の長さ）が4分の1を超

えることとする。例えば「ユニット7」の集中範囲内から出土していても、この残存度の条件に合致

しないものは、本稿の資料として採用しない。以上の条件に適合する遺物はNo．2～54（1）のうち5と10

を除く51点とNo．88で、合計52点である。

なお、多数を占める土師質土器杯の中には、わずかな部分を欠くのみで完形に近いものが10点、完

形のものが2点存在し、廃棄時の状態を窺わせる。

Ⅱ．分類（表1）

該当する遺物には土師質土器杯・皿、須恵器鉢が存在する。須恵器食膳具は存在しない。土師質土

器はその形態や手法において共通点が多い。初めに手法上の主な共通点を列挙すれば、成形には回転

台を使用し、切り離しは回転へラ切りによる。多くの場合、底部外面には粘土紐痕やヘラ切り痕が各々

単独或いは重複して観察できる。ミガキは、いずれの部位にも施さない。これらは全ての個体に共通

するので、以下では原則的に省略する。詳細については後述する。分類名称については、土佐の古代

前期からの流れを考慮した（2）。

1．土師質土器杯

平底のもののみを認める。器高指数により、杯Aと杯Dに大別できる

（Fig．24）。

杯A

杯45点中36点を占め、主要器形といえる。平底の底部から、体部が斜

直あるいはやや内湾して立ち上がる。Fig．25のごとく明確な法量分化は

示さないが、15、19、36は底径も大きいなど大柄で、杯AIとする。

小径の24は杯AⅢとする。他を杯AⅡとする。

杯D

杯A

杯D ・

Fig．24　杯の類型

器高指数が29～38で平均33と、杯Aに比して高く、法量も大きい。体部は直線的あるいはやや内湾

して立ち上がる。25、52は小型で杯DⅡに分類する。48、49は、器高指数だけでみると杯Aに相当す

るほど低いものである。
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2．土師質土器皿

法量分化は明瞭とはいえないが、大径の4点と小径の2点を分離した。平底のものは皿A、高台又

は脚を持つ2は皿B4に分類する。

3．須恵器　鉢

88のみが該当する。形態、底部回転糸切り、一定した器壁厚、整った回転ナデ痕、精選された胎土

が特徴的な篠窯の製品である。

Ⅲ．位置付け

1．土佐における古代後期土器研究の現状

1990年代を中心に、簡単にまとめておく。出土資料には地域的な偏りがあって、土佐中央部の高知

平野では一定の資料が得られているが、その他の地域では質と量が充実した一括資料は殆ど得られて

いない。90年代前半までは高知平野でも資料不足の感が否めなかったが、そのような状況の中で松田

直別氏は、「9世紀後半から12世紀初頭」を三期に区分する編年を発表し、続いて四国4県の概要を

まとめた（3）。この成果はその後の研究の基礎となっている。96年には小籠遺跡の報告の中で、出原恵

三氏が後述のSK130・136をはじめとする古代土器について考察した（4）。95年から始まった下ノ坪遺跡

の発掘調査では、同遺跡が古代においても一大活動期をなしていることが判明するとともに、それま

でに例のない質と量を備えた一括資料群が次々と検出された。これらの資料群は直ちに注目されると

ころとなり、96年の第8回四国中世土器研究会では、それらの位置付けに向けての速報が池澤によっ

て行われた（5）。97年には、吉成承三氏が新出資料を加えて古代後期から中世前期にわたる供膳具の様

相をまとめるとともに、播磨地方との関係についても言及した（6）。98年の第9・回四国中世土器研究会

では土器椀が主題とされ、竹村（現姓筒井）三菜氏が、新出資料を盛り込むとともに、比較的散発的に

出土していた土器椀の様相をまとめた（7）。同年の下ノ坪遺跡報告では、池樺が県下の他遺跡出土資料

をも含めた古代土器の分析と位置付けを行い、古代前期から後期への流れが把握できることとなった

（8）。99年には天崎遺跡の報告がなされ、当該期の様相が不明であった高知平野西部の資料を得ること

ができた（9）。また、池樺は平安時代を通じた編年を試みるとともに、土器椀についての検討を行った（1℃

このような現状の中で、以下ユニット7の位置付けを行う。

2．比較と位置付け

ユニット7は、池澤の古代土器編年試案Ⅱ期（以下Ⅱ期と省略）の範時に属する資料であることは

明らかである。Ⅱ期の内容、位置付け、画期、意義については註2にあり、ここでは割愛する。本項

では、最も近似した様相を呈する小籠遺跡SK130・136出土遣物群（以下小籠遺跡と呼称）との比較を

主な手掛りに、ユニット7のさらに詳細な位置付けを試みる。小籠遺跡はⅡ－2期の基準資料である。

主な対象は、同資料でも主体をなす杯A、杯D、皿である。

（1）法量

ユニット7に法量の縮小傾向を指摘できる。Fig．25からわかるように、杯Aでは口径の分布中心が

やや異なり、皿でも小籠遺跡にあった大径のものが存在しない。杯Dも口径、器高が共に顕著に縮小

しているように見えるが、ユニット7の時期に、より大型のものが存在しないのか否かについては即

断できない。確かなのは、ユニット7の杯Dが小籠遺跡にはなかった小法量のもので占められている

ことである。特に杯DⅡは小龍遺跡とはかけ離れた小ささで、後続期にはさらに縮小してゆく可能性

がある。

68



1　 －・‡′嵐 ／

▲　′　　　／
＼

●　 l

l

＼ ／　　 ＼ ／

＼ ／

l
／　 一‾　 、

／　 ●　 ＼

／

●

●　 ● ／

l 皿 A

、
ー－　　 lt．－d一

10　　　　12　　　　14

口　径（cm）

下ノ坪遺跡　SA4及びP14・15　※註2より転載

票票十

16　　　　18

2杯A：杯D　昌仙

小龍遺跡　SK130・136　※註4より転載。器種名は一部改変。

票寺

日

田

日　　 日

E l

日

日

。 。　 3 〇 ㌔

○ ＄ ㌔ ◇ 。

0

0

0　　 0

0

10　　　　12　　　　14

（cm）

◎皿　◇杯A田　杯D

下ノ坪遺跡　ユニット7

Fig．25　土師質土器杯皿径高分布

（2）皿の形態

皿は形態にも相違を指摘でき、律令期的な箱形のシルエットを保つものが小籠遺跡には一定数存在

するが、ユニット7には存在しない。ユニット7の皿は全て、形態や底径において杯との共通性が強

くなったもので、体部の作り方で杯にも皿にもなる、という製作法によるものと考えられる。

（3）編年的位置付け

法量変化の傾向をみるために、Fig．25にはⅡ－1期の基準資料である下ノ坪遺跡P14・15及びSA
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4も掲げた。これらのグラフから、まず杯A・皿A

については、法量が縮小したり、大法量のものが欠

落してゆく傾向が看取できる。杯DはⅡ－2期より

確認できる器種である。以上の諸様相からみて、ユ

ニット7は小籠遺跡SK130・136より後出する資料

と考えられ、Ⅱ－3期を与えておく。年代観について

は、篠窯産鉢を手掛りにできる。篠窯製品に関する

伊野・石井の年代観によれば11、12）、小籠遺跡の土器

群に含まれる平安Ⅱ期中～新の黒色土器椀との関係

にも矛盾は生じない。

なお、椀や小径の皿・杯の存在からユニット7よ

り後出する資料と考えられる奥谷南遺跡K－1出土

土器群中には、小籠遺跡に匹敵する大法量の杯Dが

含まれており（13）、同器種の法量推移についてはなお

検討を要する。

Ⅳ．群・製作手法

1．群の設定

ユニット7では、細部の形態やつくり、胎土、調

整にバリエーションが認められる。多数を占める杯

Aではそれらの間に相関関係が表れたので、2つの

群を設定する（表1，Fig．26）。なお、形態分類のモ

デルや呼称は註2に準ず。

I群

胎土に0．5mm以下の石英等の砂粒を比較的多く含み、

粗い触感がある。表1のごとく、口縁端部は素直に

丸くおさめるC形態で比較的厚いものが多くを占め

る他、ごく弱い凹線が過りb形態に分類できるもの

も2点認める。Ⅱ群に比べ器壁が厚い。立上り部が

特に厚いものが多く、11はこの部分に明確な接合痕

を認めるが、同様の痕跡を他にも普遍的に認める訳

ではない。底部外面は、粘土紐やヘラ切りの痕跡を

目立たなくなる程度にナデ消すものが多い。また、

図 版

番 号

実測

番号 器 種 口径

器

高

器 高

指数

胎

土

口緑

形態 外 底 調整 備 考

3 12 6 皿A I 12 ．8 1．8 14 I

2 0 13 6 杯 A Ⅱ 12 ．6 2．7 2 1 I C ナ デ 摩

9 12 8 杯 A Ⅱ 12．7 2．9 23 I C ナ デ 内 擦

2 1 1 16 杯 A Ⅱ 12．2 2．8 2 3 I C 丁 寧 ナデ

2 3 13 8 杯A Ⅱ 12．8 3．0 2 3 I C ナ デ 内 擦

1 6 10 3 杯A Ⅱ 12．1 2．9 2 4 I C 丁 寧 ナデ 内擦

1 1 1 1 1 杯A Ⅱ 12．5 3．0 2 4 I C ナ デ 体 部 を接 合

3 5 12 4 杯A Ⅱ 12．4 3．0 2 4 I C ナ デ

1 3 10 0 杯A Ⅱ 12．2 3．0 2 5 I ナ デ 内擦

3 3 13 4 杯A Ⅱ 12．0 3．0 2 5 I C ナ デ

24 13 2 杯A Ⅲ 1 1．4 2．9 2 5 I C 弱 ナデ

2 2 10 5 杯A Ⅱ 12．0 3．1 2 6 I b ナ デ 連続 的 巻 上 げ

4 1 12 0 杯A Ⅱ 12．5 3．4 2 7 I b ・ ナ デ

連続 的 巻 上 げ

， 内擦
2 9 1 18 杯A Ⅱ 12．0 3．5 2 9 I ナ デ 内擦

4 8 14 2 杯 D I 13．0 3．8 2 9 I C ナ デ

4 7 10 9 杯 D I 12．7 4 ．3 3 4 I 丁 寧 ナデ

6 10 2 皿A I 13．4 1．6 12 Ⅱ g 未 口薄

8 12 9 皿A I 12．8 2．4 19 Ⅱ 薄

1 5 15 6 杯A I 13．4 2．6 19 Ⅱ g 丁寧 ナ デ 極丁 寧

36 15 8 杯A I 13．1 3．1 2 4 Ⅱ g 弱 ナデ

薄 ，連 続 的巻

上 げ

19 13 1 杯A I 13．2 3．2 2 4 Ⅱ g 弱 ナデ 薄

1 7 10 7 杯A Ⅱ 12．2 3．0 2 5 Ⅱ g ナデ

3 1 1 12 杯A Ⅱ 12．6 3．1 2 5 Ⅱ g 未 連続 的 巻上 げ

3 2 15 5 杯A Ⅱ 12．1 3．0 2 5 Ⅱ g 弱 ナデ 連続 的 巻上 げ

3 0 15 9 杯A Ⅱ 12．0 3．0 2 5 Ⅱ C 弱 ナデ 連 続 的 巻上 げ

3 9 12 5 杯A Ⅱ 12．9 3．3 2 6 Ⅱ g 未

薄， 連 続 的巻

上 げ

4 4 11 7 杯A Ⅱ 12．6 3．3 2 6 Ⅱ C 末 連 続 的 巻上 げ

3 8 11 9 杯A Ⅱ 12．1 3．2 2 6 Ⅱ g 弱ナ デ

5 3 9 8 杯A Ⅱ 12．5 3．5 2 8 Ⅱ C 未

2 5 12 7 杯D Ⅱ 11．6 3．6 3 1 Ⅱ g 未 薄

4 15 3 皿A Ⅱ 11．6 1．7 1 5 C

7 10 6 皿A Ⅱ 1 2．2 1．9 1 6 未

2 13 5 皿B 4 1 3．6 1．5 1 1 器 高 は皿 部

3 7 14 0 杯A Ⅱ 13．0 2．7 2 1 C 弱ナ デ 体 部 を接 合

12 1 4 8 杯A Ⅱ 1 2．2 2．7 2 2 C 摩

2 7 13 3 杯A Ⅱ 1 2．4 3．0 2 4 C ナデ

18 12 1 杯A Ⅱ 1 2．2 3．0 2 5 g 丁 寧 ナ デ 薄

3 4 1 4 6 杯A Ⅱ 1 2．6 3．1 2 5 ナデ

4 0 1 5 7 杯A Ⅱ 1 2．0 3．0 2 5 C 摩

14 1 04 杯A Ⅱ 12．1 3．1 2 6 C ナデ 口薄

5 0 1 3 7 杯A Ⅱ 1 1．7 3．0 2 6 g 未 内擦

5 4 1 2 3 杯A Ⅱ 1 1．8 3．1 2 6 g 弱 ナ デ

5 1 1 0 1 杯A Ⅱ 1 2．5 3．4 2 7 C 弱 ナ デ

2 8 1 4 5 杯A Ⅱ’1 1．6 3．2 2 8 C ナ デ

2 6 1 2 2 杯 A Ⅱ 1 2．2 3．5 ‘2 9 C ナ デ 連 続 的巻 上 げ

4 9 1 30 杯 D I 1 3．8 4．1 30 ナ デ

5 2 1 10 杯 D Ⅱ 1 0．9 3．5 3 2 C 極 弱 ナデ

4 3 1 54 杯 D I 1 3．2 4．3 3 3 g

4 6 1 14 杯 D I 1 3．0 4．6 3 5 C ナ デ

4 5 1 08 杯 D I 1 3．1 5．0 38 弱 ナデ 内 擦

4 2 1 13 杯 D I 1 2．0 4．6 38 g ナ デ

註）1．「丁寧ナデ」は底部の各痕跡が消され、
「弱ナデ」は痕跡がやや明瞭に残る。「末」は未調整。

2．「摩」は摩耗寂著。．「内擦」は内面擦痕。
「薄」は薄手、「口薄」は口縁部が薄手。

3．その他は本文参照。

表1ユニット7該当の土師質土器杯皿一覧

ナデは外底の周縁部が丁寧で、その周縁部は若干上

反し、立上り部はⅡ群のように段状にならないものが多い。また、体部内面に回転力による擦痕を認

めるものがあり、工具を当てて回転調整を行った可能性がある。
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Ⅱ群

精選された胎土で砂粒が少なく、滑らかな触感である。全体に薄手、或いは口縁

部を薄く作るものが目立ち、口縁部は外反するg形態が多数を占める。底部外面の

ナデはI群に比べて弱く、未調整のものも少なからず存在する。立上り部で剥離せず、

むしろ粘土紐が底部から体部へ連続するとみられるものが多い。底部外面の形状は

I群と異なった傾向があり、周縁部が持ち上がらず、立上りは段状になる例が多い。

このような全体的なシルエットは、Ⅲ期になって顕在化するとした「D相」により

巨≡ク
I群（16）

∈♂
Ⅱ群（17）

Fig．26I，Ⅱ群
の形態例

良く合致するものである（14）。なお、群を問わず器形の歪みが少なくない中、15、19は均整のとれた形

で胎土も精良である。特に15は丁寧なつくりで、立上がり外面の段も丁寧に調整され明瞭かつ整美で

あり、Ⅱ群及びD相の一つの指標となる個体である。

2．本遺跡への土器供給

上記のような諸要素の相関性は、工房レベルの差異を想定させる。同じ規格で同じ用途の土器が、

2つ以上の最小生産単位から供給されているということになる。

3．製作手法についての覚え書き

上記のような群の問題とも関係して、ユニット7にみる製作手法に関する痕跡は画一的とは言い難い。

成形方法では、I群杯Aの中にみられる、底部の周縁に体部を庄着しつつ立ち上げる方法、Ⅱ群杯A

に目立つ、立上がり部に際立った接合痕が認められず、連続的な巻き上げの傾向が強いものなどがある。

しかし、それらがはっきりしないものも存在し、I群・Ⅱ群の分類と、想定できる手法との関係等は、

本稿では結論できない。

さて、小籠遺跡出土資料に関し、出原恵三氏は立上がり部での剥離や、底部外面の切り離し痕の不

明瞭さを根拠に「分割成形技法」の成立を唱え、以後中世まで当地の土器生産上「規定的役割」を果

たしたものとした（15）。ユニット7との比較の為に改めて小籠遺跡資料を実見すると、たしかに、立上

がり部に接合痕を有す例や、そのような手法が立ち上がり部の形態に表れている例を特に杯Dに認める。

しかしユニット7では、そのような例は杯Dにおいても少なかった。I群に多い、立上がり部が肥厚

する断面形は、11の立上がり部の痕跡に注目すると、底部の周縁部に体部を庄着したことによると考

えられるが、19、22、37のように剥離が底部から体部へと螺旋状に連続する例もある。以上の諸様相

をまとめると、細部形態と製作痕跡、胎土群といった諸要素が、比較的に多様かつ混在しているとい

うのが、ユニット7及びⅡ期全体に関する現時点での所見である。これらの諸要素をもっと整理でき

るのか否かは今後の課題となる。

V．土佐における、篠窯産鉢からみた土器・陶器の様相について

ここでは既に発表した集計結果に基いて述べる（16）。ユニット7には篠窯産の鉢（以下篠鉢）が含ま

れていた。篠鉢の出土例をまとめると表2のようになり、幾つかの特徴を指摘することができる。ま

ず遺跡の立地や性格としては、水運至便な拠点及び寺院関連とみられる遺跡である。時期的には表2

のごとく、10世紀中葉頃とされる製品が多い。またこの時期は、黒色土器や施粕陶器の搬入が当地と

して既に本格化しており、表2の遺跡でもそれらが必ず揃って出土している。これらの遺物が多く出

土する遺跡は、律令期の拠点的遺跡とは異なるか、あるいは同じ遺跡でも立地や性格に変化のある遺

跡が多く、また黒色土器や緑粕陶器の出土量は律令期の搬入品に比べて多量である。これらのことから、

当該期の新たな拠点的遺跡に関わった富裕層が、平安京的な搬入品を獲得し、それらによる生活様式（17）
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遺跡名 点数 出土位置 段階（18） 遺跡の立地

下ノ坪 1 ユニット7 H 期 水陸交通の要衝に設けられた拠点

奥谷南 4 包含層 H 期 山腹の寺院関連施設か

船戸 3 S R 2 I期 水運の拠点

風指 1 包含層 J期 近隣に船戸遺跡

表2　土佐出土の篠鉢　　※各遺跡に関する文献は註19他。

を一部導入したことが窺える。その展開と定着の程度については、今後の課題となろう。

さてここで、これらをめぐる覚え書きを、断片的ながら記しておきたい。その一つは煮炊具の変化

と新器形の導入である。上記の時期に該当する遺跡では「摂津型」の羽釜が少なからず出土するのが

通例で、その出土の様相からは比較的急速な普及が窺え、煮炊具における一つの画期と言える。なお、

ここで詳説できないが、その細部形態や胎土にはいくつかのバリエーションがある。食膳具においては、

Ⅱ－1期より律令期を脱却した新たな様相を呈し、Ⅱ－3期に後続する段階では平高台椀が出現するが、

煮炊具においても、摂津型の羽釜がⅡ－3期頃に導入されるものとみられる。また既述した篠鉢の出現

時期も、当該期とほぼ一致している。第2はユニット7における篠鉢の出土状態である。表2の、ユ

ニット7を除く出土例は何れも口縁部の断片や底部の一部であるが、ユニット7では一部が欠けるも

のの全体が復元できる遺存状態であった。冒頭に記したユニット7及びその周辺の状態から考えると、

篠鉢88は他の土師器食膳具と共に、未破損のものを遺棄した可能性がある。

Ⅵ．まとめ－遺跡の消長について一

既報告のように、下ノ坪遺跡の古代における繁栄期の開始は、8世紀前半代に求めることができた

（20、21）。検出遺構を概観すると、大型掘立柱建物などがH区に出現した後、建物をはじめとする遺構が

継続的に営まれるが、9世紀前半頃の最大級の建物群の後に遺構は激減・小規模化する。遣物につい

ても、搬入の土師器・黒色土器、緑粕陶器火合、四仙騎獣八稜鏡、佐波理容器を含めて大量に出土し

た遣物の出土量は、全体的には遺構と消長を共にする。ただ、遺跡東辺を流れる流路SRl～3ではそ

れに後続する遺物の出土が続くが、それらも11世紀末～12世紀前半頃を最後にほぼ途絶し、流路は埋

没する。ユニット7はその様な流路の中位で出土している。この様な遺構・遣物の検出状況からみると、

調査の及んだ沖積地に展開した建物群の廃絶後、遺跡は東の段丘上を中心に営まれた可能性がある。

何れにせよ本遺跡ではH区の大型建物群廃絶後も、篠鉢（出土点数1）や黒色土器（同3）、緑粕陶器（同2）

などが搬入され（22）、土師器供膳具の多数廃棄が行われることもあった。しかしそれらも、13世紀を待

つことなく繁栄を終えるのである。今回調査の及んでいない段丘上の様相については勿論不明であるが、

10世紀から12世紀にかけての時期は、土佐全域で建物跡をはじめとする諸様相が判然としないのが特

徴であり、資料の蓄積が待たれる（23）。

最後になったが、伊野近富氏には篠窯産鉢、松田直別氏・吉成承三氏には、ユニット7をはじめと

する本遺跡出土遣物に関して多大なご教示を賜った。記して感謝申し上げます。　　（池揮俊幸）
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とすい

2．南四国の土錘

～古代の土錘を中心にして～

吏谷大介

下ノ坪遺跡報告書も、今回の「下ノ坪遺跡Ⅲ」をもって完結となるが、この下ノ坪遺跡を漁捗の

面からとらえてみると、土錘が県内でも特に多量に出土した。

周知の通り、土錘とは漁網などを水中に沈めたり、浮子と併用して漁網を水中に直立させたりす

るための道具である。石器時代から、人間の狩りとしての生業のうち、最も歴史の古いもののひと

つに釣りがある。しかし釣りでは大量の魚を一度に漁獲出来ないため、漁業の中心は網漁へと移っ

ていざ1）その結果網具類が発達していった。弥生時代以降、漁襟の中心的位置を占めるものは漁網

であり、土錘はその実体を示す数少ない人工遺物の1つである（雲土錘を検討し、錘の大きさや形態、

重量で分類することは漁網の操業単位を考えるうえでも重要である。しかし、南四国における土錘

の本格的な検討はまだなされていないのが現状である。

下ノ坪遺跡では、H区・拡I・Ⅱ包含層をはじめとして、多量の土錘が出土しており、ほぼ全て

が古代に属する。（H区・拡I・Ⅱ包含層とは略称であり、H区包含層・拡張区I包含層・拡張区

Ⅱ包含層を指す）。そこで、このH区・拡I・Ⅲ包含層出土の土錘を基準に、「下ノ坪遺跡Ⅱ」で報

告された遺構出土の土錘、及び県下の古代に属する土錘を集成して、形態、特徴などを述べていき

たい。また古代以外の土錘についても、可能な限り時期を明らかにしてみる。時期については、弥

生・古墳・古代・中～近世に分類する。
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（1）下ノ坪遺跡出土の土錘

①　H区・拡l・II包含層出土土錘

H区・拡I・Ⅱ包含層から、総数263点の土錘が出土した。すべて包含層のものであり詳細な

時期比定は難しいが、他の出土遺物からみて、古代に属するものとして把握することが出来る。

263点の土錘を、まず大きく形態によって3つに分類した。また、遺存状態が良好な95点を図化し、

これに全体の形態が把握できる109点を加算、不明なもの59点を含む計263点について、形態、重

量を基準に分類をおこなった。そして、H区・拡I・Ⅱ包含層以外の遺構出土のものについても、

この基準に基づいて分類し、若干の考察をおこなう。

（a）土錘の分類

土錘の形態分類にあたっては、管状土錘については、漁網への装着法を含めた形態と、おもり

（沈子）として最も重要と思われる重量で分類し、有溝土錘については漁網へ装着する溝の数で

分類をした。

土錘の種類であるが、「管状土錘」「有藩士錘」「棒状土錘」「有溝管状土錘」「有溝穿孔土錘」

があるが、この中で下ノ坪遺跡H区・拡I・Ⅱ包含層から出土しているのは、「管状土錘」「有溝

土錘」「棒状土錘」の3種だけである。

表1．土錘形態分類表

形態分類

土錘

A 類．管状土錘

B 類．有溝土錘

C 類．棒状土錘

土錘総数263点中の割合

A類．管状土錘

A類「管状土錘」は、仝体形が管状をなし、長軸中央の孔を利用して漁網に装着するタイプ

である。

H区・拡I・Ⅱ包含層出土の、A類「管状土錘」は、総数138点（52．5％）で、図化できるも

のは48点である。
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B類．有藩士錘

B類「有溝土錘」は、全体形が楕円形の滑車状で、長軸両線の溝を利用して漁網と装着する

タイプである。

H区・拡I・Ⅱ包含層出土の、B類「有藩士錘」は、総数122点（46．4％）で、図化できるも

のは44点である。

C類．棒状土錘

C類「棒状土錘」は、全体形が棒状をなし、長軸両端又は片端の孔を利用して漁網と装着す

るタイプである。

H区∴拡I・Ⅱ包含層出土の、C類「棒状土錘」は、総数3点（1．1％）である。

（b）A類「管状土錘」
管状土錘は、H区・拡I・Ⅱ包含層から、土錘総点数263点中、138点と半数を超える出土点数

であり、土錘総点数の52．5％を占めている。

管状土錘を重量で分類すると下表のようになる。

表2．管状土錘　重量分類表

形態分類 一重量分類 重量分類 点数 －・

A － a 類 10．0 g 以下 8点

A － b 類 10．1 g ～30．0 g 68点

A － C 類 30．1 g ～50．0 g 28点

A － d 類 50．1 g ～ 110．0 g 4点 ・

A － e 類 110．1 g 以上 3点

A － f 類 不 明 2 7点

A－a類（Fig．11116～119）

10．0g以下の小型の管状土錘で、比較的、全長と全幅の比率関係が大きく、細長いタイプで、

形態には「紡錘形」と「円筒形」がみられる。A－a類は8点出土しており、図化できるもの

は4点である。

A－b類（Fig．11120～143）

10．1g～30．0gまでの管状土錘で、全長と全幅の比率関係が大きく細長いタイプである。形態

には「紡錘形」と「円筒形」がみられる。A－b類は68点出土しており、図化できるものは24

点である。

A－C類（Fig．11．12144～156）

30．1g～50．0gまでの管状土錘で、全長と全幅の比率関係が比較的小さい。形態には「紡錘形」

と「円筒形」がみられる。A－C類は28点出土しており、図化できるものは13点である。
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A－d類（Fig．12157～160）

50．1g～110．0gまでの管状土錘で、全長と全幅の比率関係が小さい。形態には「紡錘形」と

「円筒形」がみられる。A－d類は4点出土しておりそのすべてを図化した。

A－e類（Fig．12161～163）

110．1g以上の管状土錘で、全長と全幅の比率関係が小さい。形態は大型の「円筒形」である。

A－e類は3点出土しており、そのすべてを図化した。そのうち2点が搬入品である。

A－f類

欠損の度合いが激しく、全体形が不明であり、重量を推定することも困難なものが27点出土

しているが、図化しない。

管状土錘を重量で分類すると、

A－a類、A－b類の30．0gまでの

管状土錘と、A－C類、A－d類、

A－e類の30．1g以上の管状土錘で

は30．0gを境に、形態的に大きくか

わっている。30．0g以下のものは、

全長と全幅の比率が比較的大きく、

幅が細くて細長いタイプで、30．1g

以上のものは全長と全幅の比率が

比較的小さく、短くて太いタイプと

なっている。

（C）B類「有溝土錘」
有溝土錘は、H区・拡I・Ⅱ包含層から、土錘総点数263点中、122点を数え、土錘総点数の46・

4％を占める。

有溝土錘を長軸の溝数で分類すると下表のようになる。

表4．有藩士錘　溝数分類表

形態分類一溝数分類 溝数分類 点数

B － 1 類 2 条の溝を有するもの 71点

B － 2 類 3 条の溝 を有するもの 13点

B － 3 類 4 条の溝 を有す‾るもの 6点

B － 4 類 溝数が不明なもの 32点
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B－1類（Fig．13．14．15191～197）

長軸両線に2条の溝を有する有溝土錘で、71点出土しており、図化できるものは34点である。

溝の断面形をみてみると、溝断面形がU字形を呈するものが38点あり、Ⅴ字形を呈するものは

32点みられる。その他に溝部が欠損していて断面形が不明なものが1点みられる。B－1類の

重量は19．0gの小型品から127．

1gまで分布している。形態は「楕

円形」か「菱形」を呈しており、

中でも「楕円形」を呈するもの

が圧倒的に多い。B－1類71点

中、43点が「楕円形」を呈して

おり、「菱形」が15点、形が明

確に分かり得ない不明なものが

13点みられる。

B－2類（Fig．15．16198～203）

長軸にT字状で3条の溝を有する有溝土錘で、13点出土しており、図化できるものは6点であ

る。溝をみてみると、すべてこのタイプの有溝土錘は、向かい合わせの2条の溝に比べて、も

う一方の溝は溝幅が細くなっており溝の深さも浅くなっている。溝の断面形をみてみると、溝

断面形がU字形を呈するものが1点、Ⅴ字形を呈するものが11点、向かい合った溝2条がU字形

で、残る1条がⅤ字形を呈するものが1点みられる。B－2類の重量は、一部欠損している（74．

7）gから120．2gまでに分布している。形態は「楕円形」か「菱形」を呈しており、B－2類13

点中、6点が「楕円形」を呈しており、「菱形」が7点みられた。

B－3類（Fig．16　204～207）

長軸両線に4条の溝を有する有藩士錘で、6点出土しており、図化できるものは4点である。

溝の断面形をみてみると、溝断面形がU字形を呈するものが5点、Ⅴ字形を呈するものが1点み

られる。B－3類の重量は84．0gから125．3gまで分布している。形態的特徴をみてみると、B－

3類は全て球形を呈している。

B－4類

欠損の度合いが激しく、全体形が不明であり、溝数も不明なものである。32点を数えたが、

図化できるものはない。溝の断面形を可能な限りでみてみると、B－4類32点中、U字形を呈

するものが8点、Ⅴ字形を呈するものが4点みられる。溝部が欠損しており不明なものは20点を

数える。
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（d）C類「棒状土錘」

棒状土錘は、H区・拡I・Ⅱ包含層から、土錘出土総点数263点中、3点のみであり、土錘総点

数の1．1％である。（Fig．16　208～210）

棒状土錘は点数が少なくこれ以上の分類はしない。

高知県全体でも、下ノ坪遺跡3点を含む6点の出土例しかなく、比較検討できない。

②　下ノ坪遺跡全体の出土土錘について

前章では、下ノ坪遺跡の中でも、最も一括資料が多く得られたH区・拡I・Ⅱの包含層出土の土

錘を分類してきたが、それらを踏まえて下ノ坪遺跡全体の土錘について、調査区ごとに触れてみた

い。

（a）　B区出土土錘

B区については「下ノ坪遺跡I」で説明されているので、ここでは概要は省き、土錘について

のみ述べる。

B区包含層から、管状土錘A－a類が1点確認できた。報告書では図示及び説明はされていな

い。小型品で一部欠損しているが、円筒形を呈している。

（b）　C・E区出土土錘

C・E区については「下ノ坪遺跡Ⅱ」で説

明されているので、ここでは概要は省き、土

錘についてのみ述べる。C・E区からは、土

錘6点が出土している。その内5点は「下ノ坪

遺跡Ⅱ」C・E区に図示されている。

種類別にみてみると、管状土錘5点、有藩士

錘1点である。出土地点はすべてSR2からで、

時期は出土遺物からみて古代に位置づけること

ができる。

管状土錘は、A－a類が2点、A－b類が2点、

A－C類が1点である。

有溝土錘はB－1類が1点で、形態は「楕円形」

を呈しており、溝断面形はU字形を呈する。
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（C）　G区出土土錘

G区については「下ノ坪遺跡Ⅲ」で説明されているので、ここでは概要は省き、土錘について

のみ述べる。

G区からは、土錘9点が出土してい

る。その内8点は「下ノ坪遺跡Ⅲ」G

区に図示されている。

種類別にみてみると、管状土錘8点、

有溝土錘1点である。出土地点は、管

状土錘1点がS B6からの出土で、そ

の1点を除いては、すべてSR3から

の出土である。時期はSB6が古代、

SR3も古代の自然流路であり、9点とも古代と位置づけることができる。

管状土錘は、A－a類が2点、A－b類が4点、A－d類が1点、A－e類が1点である。A－a類は

2点とも小型品で、「紡錘形」を呈しているが、1点は「算盤玉形」に近い形を呈している。A－b

類の4点中、3点が全長と全幅の比率関係は短く幅が広い。この3点は重量18．5g～19．7gで　あり、

形態も「紡錘形」を呈しており、似たような様相である。

A－d類の1点は、器表が著しく荒れており若干欠損もしているが、孔径は大きい。A－e類は

1点あるが、重量が108．8gと本来ならば、A－d類に属するのだが、一部欠損しており、その部分

を足すと推定ではあるが、大型品のA－e類に分類ができる。形態は「紡錘形」を呈している。

次に、有溝土錘はB－1類が1点で、形態は「菱形」を呈しており、溝断面形はU字形を呈する。

（d）　H区遺構出土の土錘

H区から、117点の土錘が出土している。その内47点は「下ノ坪遺跡Ⅱ」H区に図示されてい

る。

先ほど分類したH区・拡I・Ⅱ包含層とは別であり、H区出土の土錘はすべて古代の遺構から

出土したものである。H区については「下ノ坪遺跡Ⅱ」で説明されているので、ここでは概要は

省き、土錘についてのみ述べる。

分類をおこなうと、管状土錘71点、有溝土錘46点である。

SK15

管状土錘8点、有溝土錘9点の計17点が出土している。A－b類が3点、A－f類が5点、有藩士

錘B－1類が6点、B－2類が1点、B－4類が2点である。

SK16

有藩士錘が1点出土している。全体形は「楕円形」を呈しており、溝数は3条である。溝断面
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形は3条ともⅤ字形を呈する。B－2類に属する。

SK20

有藩士錘が1点出土しているが、過半が欠損しており全体は不明であるが、溝数は2条で、溝断

面形はU字形を呈する。B－1類に属する。

SK21

有溝土錘が1点出土しているが、約1／2が欠損しているため全体は不明であるが、溝数は3条で、

溝断面形はU字形を呈する。B－2類に属する。

SK22

管状土錘が4点出土している。A－a類、A－C類、Aqd類、A－f類が各1点ずつである。

SK27

有溝土錘が1点出土しているが、約1／2程欠損しており全体は不明であるが、溝数は2条で、溝

断面形はU字形を呈する。B－1類に属する。

SK30

有溝土錘が1点出土している。「楕円形」を呈しており、2条の溝を有する。溝断面形はⅤ字形

を呈しており、B－1類に属する。

SK33

管状土錘が2点出土している。2点ともA－b類に属し、形態は「紡錘形」を呈している。

SK34

管状土錘4点と有溝土錘3点の計7点が出土している。管状土錘はA－a類が1点、A－b類が1点、

A－f類が2点である。有藩士錘は2条溝のB－1類が3点である。3点とも形態は「楕円形」を呈

している。

SD32

管状土錘が2点出土している。1点は約1／2が欠損しているため全体は不明であるが、10．0g以下

だと推定が出来る。もう1点の形態は「紡錘形」を呈しており、2点ともA－a類に属する。

SD35

管状土錘が1点出土している。A－b類に属し、形態は「紡錘形」を呈する。

SD40

管状土錘が2点出土している。2点とも同じ様な様相を呈しており、形態も「紡錘形」でA－b

類に属する。

SD41

管状土錘2点、有藩士錘1点の計3点が出土している。管状土錘は2点ともA－C類に属し、有溝

土錘はB－1類が1点である。

SD43

管状土錘1点、有溝土錘1点の計2点が出土している。A－b類が1点、B－1類が1点である。

SD44

有溝土錘2点が出土している。2点とも全体形は「楕円形」を呈している。B－1類に属する。
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SBll

有溝土錘1点が出土している。全体形は「楕円形」を呈している。溝断面形はU字形を呈する。

B－1類に属する。

SB12

有溝土錘が1点出土している。全体形は「菱形」に近い「楕円形」を呈しており、溝断面形は

U字形を呈する。B－1類に属する。

SB14

管状土錘が1点出土している。A－a類に属する。

SB15

管状土錘が9点出土している。A－b類に属するものは3点で、うち1点は両端部を欠損してい

る。A－C類に属するものは5点で、A－f類に属するものは1点である。

SB16

管状土錘が1点出土している。形態は「円筒形」に近い「紡錘形」で、A－b類に属する。

SB17

管状土錘が1点出土している。形態は「円筒形」に近い「紡錘形」で、A－b類に属する。

SB19

管状土錘が2点出土している。A－b類、A－f類が各1点である。

SB20

管状土錘7点、有藩士錘4点の計11点出土している。管状土錘はA－b類が4点、A－C類が1点、

A－f類が2点である。有溝土錘はB－1類が3点、B－2類が1点である。．A－f類の2点は、欠損

していて全体は不明ではあるが、孔径などをみてみると、かなりの大型品だと思われる。

SB21

管状土錘11点、有溝土錘13点の計24点出土している。A－aが3点、A－bが3点、A－fが5

点である。有溝土錘はB－1類が11点、B－2類が2点である。

SA4

管状土錘2点が出土している。A－a類が1点、A－b類が1点である。

SX6

管状土錘1点、有溝土錘1点の計2点が出土している。A－b類が1点、B－1類が1点である。

P4

有溝土錘2点が出土している。B－1類が2点である。

P14

管状土錘4点、有溝土錘2点の計6点が出土している。A－a類が2点、A－b類が2点、有溝土錘

は2点ともB－2類に属する。

P15

管状土錘6点、有溝土錘1点の計7点が出土している。管状土錘はA－a類が4点、A－b類が1点、

A－d類が1点である。有溝土錘の1点については、一部欠損のため溝の数が不明であるためB－4

82



類に属する。

③下ノ坪遺跡出土土錘のまとめ

下ノ坪遺跡からの土錘で、図化した

もの155点、図化し得なかった241点の

合計396点を、分類、細分化をおこな

った。H区・拡I・Ⅱ包含層で一括し

て263点もの土錘が出土したため、H

区拡I・Ⅱ包含層を基準に細分化を試

みた。しかし、包含層からの出土のた

め時期比定については若干大きな幅が

あるものの、この包含層から出土した

遺物から判断をすると古代のものであ

るといえる。その他の調査区の遺構か

ら出土した土錘もすべてが、古代に位

置づけることができる。

下ノ坪遺跡全体では、A類の管状土

錘は総数223点、B類の有藩士錘が170

点、C類の棒状土錘が3点である。
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A類（管状土錘）

A類の管状土錘を重量別にみる

と、A－a類が28点、A－b類が

102点、A－C類が38点、A－d

類が7点、A－e類が4点、A－f

類が44点であり、A－b類が圧倒

的に多く出土しており、10．0g前

後から30．0g前後の管状土錘が主

流を占めていたものと思われる。

形態的には、「紡錘形」が圧倒

的に多く、中には「円筒形」や、

「算盤玉形」も数点みられた。

B類（有藩士錘）

有藩士錘の溝数をみてみると、

B－1類（2条溝）が108点、B－

2類（3条溝）が21点、B－3類（4

条溝）が6点、B－4類（溝数不明）

が35点であり、2条の溝を有する

B－1類が圧倒的に多く、形態的

には「楕円形」を呈するものが多

く、「菱形」を呈するものもある。

B－3類は全て球形である。

C類（棒状土錘）

C類の棒状土錘は、下ノ坪遺跡土錘総点数396点中、3点のみである。先にも述べたとおり、

高知県全体でも、下ノ坪遺跡3点を含む、深渕遺跡、曽我遺跡、船戸遺跡から各1点の、計6点

の出土例しかなく、比較検討できない。
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下ノ坪遺跡土錘（報告書掲載分）
下 ノ坪遺跡報告 挿 図番号 種類 細分類 全長 （cm ） 全幅 （cm ） 仝厚 （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ） 出土地点

Ⅱ F ig ． 5－　 1 7 有 溝 土 錘 B －1 8 ．6 4 ．0 4 ．2 1 3 1．1 C ．E 区 S R 2 上 層

Ⅱ F i g ． 5－　 1 8 管 状 土 錘 A －b 5 ．5 2 ．0 0 ．6 1 5 ．3 C ．E 区 S R 2 上 層

Ⅱ F i g ． 5 －　 1 9 管 状 土 錘 A －a 3 ．7 1 ．1 0 ．3 3 ．5 C ．E 区 S R 2 上 層

Ⅱ F i g ． 7 －　 7 6 管 状 土 錘 A －a 3 ．9 1 ．2 0 ．4 4 ．4 C ．E 区 S R 2　 下 層

Ⅱ F i g ． 8 －　 9 5 管 状 土 錘 A －C 5 ．9 2 ．7 0 ．6 3 4 ．4 E 区 S R 2 最 下 層

Ⅱ F i g ．35 － 1 2 5 管 状 土 錘 A －a 3 ．7 1 ．7 0 ．5 7 ．3 H 区 S D 3 2

Ⅱ F i g ．35 － 12 6 管 状 土 錘 A －a （2 ．2 ） （1 ．3） （0 ．4 ） （3 ．3 ） H 区 S D 3 2

Ⅱ F i g ．5 0 －　 2 3 8 管 状 土 錘 A －b 5 ．8 2 ．2 0 ．7 2 3 ．0 H 区 S B 1 5 P 8

Ⅱ F i g ．5 0 － 2 3 9 管 状 土 錘 ・A －b 4 ．3 2 ．0 0 ．7 1 2．9 H 区 SB 1 5 P 3 下 層

Ⅱ F i g ．5 0 － 24 0 管 状 土 錘 A －b 5 ．8 1 ．9 0 ．6 1 7．4 H 区 SB 1 5 P 3 下 層

Ⅱ F i g．5 0 －　 24 1 管 状 土 錘 A －C L　 4 ．6． 2 ．9 0 ．9 3 6 ．4 H 区 SB 1 5 ．P 5

Ⅱ F i g．5 0 － 24 2 管 状 土 錘 A －C 4 ．6 2 ．9 1 ．0 3 3．2 H 区 SB 1 5 P 3 下 層

Ⅱ F i g．5 0 －　 24 3 管 状 土 錘 A －C 4 ．4 2 ．8 0 ．9 3 3．1 H 区 SB 1 5 P 5

Ⅱ F i g．5 0 － 2 4 4 管 状 土 錘 A －C 4 ．2 2．7 0 ．9 3 2 ．8 H 区 SB 1 5 P 5

Ⅱ F i g．5 0 － 2 4 5 管 状 土 錘 A －C 4 ．6 3．1 0 ．9 4 1．0 H 区 S B 1 5 P 9 上 層

Ⅱ F i g ．5 卜 2 6 8 管 状 土 錘 A －b 5 ．2 2．0 0 ．6 1 8 ．7 H 区 S B 1 6 P ロ2

Ⅱ F i g ．5 2 －　2 7 9 管 状 土 錘 A －b 6 ．5 2 ．1 0．8 2 6 ．1 H 区 S B 1 7 P l

Ⅱ F i g ．5 6－ 3 3 9 管 状 土 錘 A －f 2 ．3 （4 6 ．0 ） H 区 S B 2 0 P 2 6

Ⅱ F i g ．5 6－　 3 4 0 管 状 土 錘 A －b 4 ．3 2 ．0 0．6 1 3 ．3 H 区 S B 2 0 P 2 5

Ⅱ F i g ．5 6－　 3 4 1 管 状 土 錘 A －b 4 ．9 2 ．0 0 ．6 1 4 ．4 H 区 S B 2 0 P 2 3

Ⅱ F i g ．5 6－　 3 4 2 管 状 土 錘 A －C 7 ．3 2 ．2 0 ．9 3 4 ．6 H 区 S B 2 0 P 1 3

Ⅱ F i g ．5 6－　 3 4 3 管 状 土 錘 A －f （3 7 ．0 ） H 区 S B 2 0 P 2 7

Ⅱ F i g ．5 7－　 3 4 4 有 溝 土 錘 B －1 6．5 4 ．2 3 ．4 8 7 ．0 H 区 S B 2 0 P 2 3

Ⅱ F i g ．5 7－　 3 4 5 有 溝 土 錘 B －1 8．0 4 ．8 4 ．0 1 4 1．7 H 区 S B 2 0 P 2 3

Ⅱ F i g ．5 7－　 3 4 6 有 溝 土 錘 B －2 8 ．3 4 ．2 3 ．2 9 2 ．3 H 区 S B 2 0

Ⅱ F i g ．59 －　 3 7 4 管 状 土 錘 A －a 4 ．7 1．7 0 ．6 9 ．0 H 区 S B 2 1 P ロ1

Ⅱ F i g ．59 －　 3 7 5 有 溝 土 錘 B －1 7 ．4 3 ．1 2 ．8 5 7 ．9 H 区 S B 2 1 P ロ2

Ⅱ F i g ．59 －　 3 7 6 有 溝 土 錘 B －2 8 ．1 5 ．0 4 ．2 1 5 9 ．9 H 区 S B 2 1 P イ2

Ⅱ F i g ．6 9 － 4 9 1 有 溝 土 錘 B －1 H 区 S K 2 0

Ⅱ F i g ．7 1－　 5 3 6 有 溝 土 錘 B －2 3 ．5 H 区 S K 2 1

Ⅱ F i g ．7 3 －　 5 9 6 管 状 土 錘 A －d 7 ．1 3 ．2 0 ．9 6 2 ．7 H 区 S K 2 2

Ⅱ F i g ．7 3 －　 5 9 7 管 状 土 錘 A －f 3 ．1 1 ．0 H 区 S K 2 2

Ⅱ F i g．7 5 －　 6 3 2 有 溝 土 錘 B －1 3．4 H 区 S K 2 7 上 層

Ⅱ F i g．8 4 －　 7 5 8 有 溝 土 錘 B －1 7 ．5 4 ．2 3．7 1 1 0 ．3 H 区 SK 3 0 上 層

Ⅱ F i g．8 6 －　 78 8 管 状 土 錘 A －b 4 ．9 2 ．1 0 ．5 2 0 ．3 H 区 SK 3 3 上 層

Ⅱ F i g．8 9 －　8 5 8 管 状 土 錘 A －a 3 ．0 1 ．2 0．5 2 ．8 H 区 SK 3 4　 ■層

Ⅱ F i g．8 9 －　8 5 9 管 状 土 錘 A －b 6 ．1 2 ．3 0 ．8 2 3．9 H 区 SK 3 4 Ⅵ 層

Ⅱ F i g．8 9 －　8 6 0 有 溝 土 錘 B －1 7 ．3 3 ．3 2 ．8 （6 6 ．0 ） H 区 SK 3 4

Ⅱ F i g ．8 9 －　8 6 1 有 溝 土 錘 B －1 6 ．6 3 ．3 （6 6 ．0 ） H 区 SK 3 4

Ⅱ F i g ．8 9 －　8 6 2 有 溝 土 錘 B －1 7 ．8 5．4 3 ．2 1 4 2 ．4 H 区 SK 3 4 Ⅹ 層 直 上

Ⅱ F ig ．9 4 －　9 3 7 管 状 土 錘 A －b 5 ．7 2 ．2 0 ．5 1 9 ．7 H 区 SD 4 0

Ⅱ F i g ．9 4－ 9 3 8 管 状 土 錘 A －b 5 ．3 2 ．2 0 ．6 1 9 ．0 H 区 SD 4 0

Ⅱ F i g ．9 8 －10 0 7 管 状 土 錘 A －a 2 ．7 1．9 0 ．4 4 ．1 H 区 P 1 5

Ⅱ F i g ．9 8－10 0 8 管 状 土 錘 A －a 3 ．9 1．3 0 ．5 5 ．4 H 区 P 1 5

Ⅱ F i g ．9 8－10 0 9 管 状 土 錘 A －a 4 ．3 1．2 0 ．3 4 ．3 H 区 P 1 5

Ⅱ F i g ．9 8－10 1 0 管 状 土 錘 A －a 3．5 1．8 0 ．6 8 ．5 H 区 P 1 5

Ⅱ F i g ．9 8－10 1 1 管 状 土 錘 A －a 4 ．2 1．7 0 ．4 9 ．4 H 区 P 1 4

Ⅱ F i g ．98 －10 1 2 管 状 土 錘 A －a 4 ．8 1．7 0 ．7 1 0 ．0 H 区 P 1 4

Ⅱ F i g ．98 －10 1 3 管 状 土 錘 A －b 5．3 1．6 0 ．5 1 2 ．4 H 区 P 1 5

Ⅱ F i g ．9 8 －1 0 1 4 管 状 土 錘 A －d 7 ．2 3 ．0 1 ．3 6 5 ．3 H 区 P 1 5

Ⅱ F i g ．9 8 －1 0 1 5 有 溝 土 錘 B －4 6 ．1 4 ．0 （5 3 ．9） H 区 P 1 5

Ⅱ F i g ．9 8 －1 0 1 6 有 溝 土 錘 B －2 7 ．6 4 ．7 4 ．7 1 5 4 ．3 H 区 P 1 4

Ⅲ F i g ． 7 ニー　 96 管 状 土 錘 A －a 3 ．0 2 ．0 1 ．9 0 ．6 9 ．1 G 区 S R 3

Ⅲ F i g ． 7 －　 9 7 管 状 土 錘 A －a ．3 ．7 1 ．6 1 ．7 0 ．5 7 ．3 G 区 S R 3

Ⅲ F i g ． 7 －　 9 8 管 状 土 錘 A －b 3 ．7 2 ．6 2．5 0 ．7 1 8 ．9 G 区 S R 3

Ⅲ F i g ． 7 －　 9 9 管 状 土 錘 A －b 3 ．7 2 ．7 2．5 0 ．7 1 9 ．7 G 区 S R 3

Ⅲ F i g ． 7 － 10 0 管 状 土 錘 A －b 4 ．4 1 ．8 1．7 0．7 1 3．5 G 区 S R 3

Ⅲ F i g． 7 － 10 1 管 状 土 錘 A －b 4 ．5 2 ．7 2 ．6 0．9 1 8 ．5 G 区 S R 3

Ⅲ F i g． 7 － 10 2 管 状 土 錘 A －e 6 ．8 4 ．4 4 ．5 1．4 1 0 8 ．8 G 区 SR 3

Ⅲ F i g． 7 － 10 3 有 溝 土 錘 B －1 7 ．9 （3 ．8 ） 4 ．0 1 0 7 ．9 G 区 SR 3

Ⅲ F i g ．1 1 － 1 1 6 管 状 土 錘 A －a 4 ．4 1 ．6 0 ．5 0 ．5 8 ．3 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1 － 1 1 7 管 状 土 錘 A －a 4 ．5 1．5 1．6 0 ．6 8 ．9 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 卜 1 1 8 管 状 土 錘 A －a 5 ．5 1．4 1．5 0 ．5 8 ．0 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1 － 1 1 9 管 状 土 錘 A －a 4 ．9 1．6 0 ．6 0 ．5 9 ．0 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1 － 12 0 管 状 土 錘 A －b 4 ．1 2 ．0 2 ．0 0 ．6 1 5 ．2 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1－ 12 1 管 状 土 錘 A －b 4 ．4 1．9 2 ．0 0 ．6 1 5 ．8 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1－ 12 2 管 状 土 錘 A －b 4 ．4 2 ．1 1．8 0 ’．5 1 6 ．7 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1－ 12 3 管 状 土 錘 A －b 5 ．3 1．9 0 ．7 0 ．7 1 3 ．5 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1－ 12 4 管 状 土 錘 A －b 4 ．7 2 ．0 2 ．1 0 ．5 1 8 ．4 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1－ 12 5 管 状 土 錘 A －b 5 ．2 1．5 1．7 0 ．5 1 1．9 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1－ 12 6 管 状 土 錘 A －b 5 ．3 2 ．1 1．8 0 ．4 1 3 ．2 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1－ 12 7 管 状 土 錘 A －b 5．0 1．9 1．9 0 ．6 1 6 ．3 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1－ 1 2 8 管 状 土 錘 A －b 5．1 2 ．0 2 ．1 0 ．6 1 8 ．9 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．1 1－ 1 2 9 管 状 土 錘 A －b 4 ．9 2 ．1 2 ．2 0 ．7 1 9 ．2 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．1 卜 1 3 0 管 状 土 錘 A －b 5．1 2 ．1 2 ．2 0 ．6 2 0 ．9 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 1 3 1 管 状 土 錘 A －b 5 ．0 2 ．3 2 ．2 0 ．5 2 2 ．4 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 1 3 2 管 状 土 錘 A －b 5 ．0 2 ．2 2 ．1 0 ．6 2 3 ．3 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．1 卜 1 3 3 管 状 土 錘 A －b 5 ．2 2 ．0 2 ．1 0 ．7 1 7 ．9 H 区 拡 I ・ Ⅱ 包 含 層
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下ノ坪遺跡報告日 挿図番号 種類 細分類 全長 （cm ） 全幅 （cm） 全厚 （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ） 出土地点

Ⅲ F i g ．1 卜 1 34 管 状 土 錘 A －b 5 ．2 2 ．2 2 ．1 0 ．6 2 3 ．5 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 1 3 5 管 状 土 錘 A －b 10 ．3 2 ．3 0 ．7 0 ．8 1 8 ．8 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 1 3 6 管 状 土 錘 A －b 5 ．6 2 ．1 0 ．7 0 ．6 2 0 ．9 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 1 3 7 管 状 土 錘 A －b 5 ．5 2 ．2 1 ．9 0 ．7 2．2 ．0 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 1 38 管 状 土 錘 A －b 5 ．9 ・2 ．3 2 ．2 0 ．7 2 3 ．2 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 1 39 管 状 土 錘 A －b 6 ．0 2 ．3 2 ．3 0 ．8 2 3 ．1 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 14 0 管 状 土 錘 A －b 5 ．5 2 ．5 2 ．5 0 ．7 2 7 ．9 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 14 1 管 状 土 錘 A －b 6 ．1 1 ．7 1 ．7 0 ．7 1 6 ．0 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 14 2 管 状 土 錘 A －b 6 ．7 2 ．0 2 ．1 0 ．6 2 6 ．0 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 14 3 管 状 土 錘 A －b 7 ．1 1 ．9 1 ．8 0 ．6 2 3 ．3 H 区 拡 I ・・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 14 4 管 状 土 錘 A －C 5 ．1 2 ．6 2 ．4 0 ．8 3 1 ．9 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 卜 14 5 管 状 土 錘 A －C 4 ．6 3 ．1 2 ．8 1 ．0 3 5 ．2 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

IⅡ F i g ．1 1－ 14 6 管 状 土 錘 A －C 4 ．7 3 ．0 2 ．8 0 ．9 3 3 ．6 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 14 7 管 状 土 錘 A －C 4 ．8 3 ．2 3 ．1 1 ．1 4 0 ．3 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 14 8 管 状 土 錘 A －C 5 ．0 3 ．0 3 ．0 0 ．8 4 0 ．9 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 14 9 管 状 土 錘 A －C 4 ．9 3 ．1 3 ．1 0 ．9 4 0 ．4 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 1 5 0 管 状 土 錘 A －C 5 －．3 3 ．4 3 ．5 1 ．4 4 8 ．0 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．1 1－ 1 5 1 管 状 土 錘 A －C 5 ．2 3 ．1 3 ．0 0 ．8 4 4 ．2 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 1 52 管 状 土 錘 A －C 5 ．8 3 ．2 3 ．1 1 ．0 4 4 ．7 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 1 5 3 管 状 土 錘 A －C 6 ．8 2 ．7 2 ．4 0 ．8 3 0 ．9 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 1 54 管 状 土 錘 A －C 6 ．0 2 ．6 2 ．6 0 ．8 3 4 ．3 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 1 5 5 管 状 土 錘 A －C 6 ．2 2 ．7 2 ．9 0 ．7 3 6 ．4 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 1 56 管 状 土 錘 A －C 5 ．5 2 ．2 2 ．1 0 ．9 3 0 ．7 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 1 5 7 管 状 土 錘 A －d 6 ．3 3 ．3 3 ．3 1 ．0 6 0．5 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 1 58 管 状 土 錘 A －d 6 ．0 4 ．2 4 ．1 1 ．4 8 7 ．7 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 1 59 管 状 土 錘 A －d 7 ．8 4 ．0 3 ．8 1 ．2 （9 8．0 ） H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 1 60 管 状 土 錘 A －d 6 ．7 3 ．2 3 ．0 0 ．9 （6 1．8 ） H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 16 1 管 状 土 錘 A－e 6 ．6 4 ．4 4 ．4 1 ．6 1 1 8．5 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 16 2 管 状 土 錘 A －e 6 ．2 5 ．7 1 ．8 2 ．4 1 6 7．2 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．12 － 16 3 管 状 土 錘 A－e 7 ．5 5 ．9 （1 12 ．8 ） H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 16 4 有 溝 土 錘 B －1 3 ．4 2 ．7 2 ．3 1 9．0 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 65 有 溝 土 錘 B －1 7 ．2 3 ．3 2 ．8 5 9．1 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 6’6 有 溝 土 錘 B －1 6 ．3 4 ．0 3 ．0 6 2．8 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 6 7 有 溝 土 錘 B －1 6 ．3 4 ．1 3 ．8 8 7．5 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 16 8 有 溝 土 錘 B －1 6 ．3 4 ．0 3 ．8 8 3．3 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 69 有 溝 土 錘 B －1 6 ．4 4 ．3 3 ．1 8 0．6 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 70 有 溝 土 錘 B －1 6 ．2 4 ．4 3 ．6 9 3．7 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 7 1 有 溝 土 錘 B －1 6 ．8 3 ．9 3 ．5 8 3．7 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 72 有 溝 土 錘 B －1 6 ．5 4 ．5 3 ．5 8 6．6 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 7 3 有 溝 土 錘 B－1 6 ．6 4 ．6 4 ．0 9 6．3 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 74 有 溝 土 錘 B －1 6 ．9 4 ．5 4 ．0 ． 1 1 1．9 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g‘．13 － 1 7 5 有 溝 土 錘 B －1 7 ．5 4 ．7 3 ．4 1 1 1．4 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 76 有 溝 土 錘 B －1 7 ．3 4 ．0 3．3 8 6．3 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 7 7 有 溝 土 錘 B －1 7 ．2 4 ．3 4 ．1 1 04 ．7 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．13 － 1 78 有 溝 土 錘 B －1 7 ．5 4 ．2 3 ．伊・ 1 14 ．3 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 1 79 有 溝 土 錘 B －1 7 ．0 4 ．1 3 ．3 8 9．9 H 区 拡 I ・ Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 1 80 有 溝 土 錘 B －1 7 ．3 4 ．5 2 ．9 8 8．2 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 1 8 1 有 溝 土 錘 B －1 7 ．3 4 ．3 3．6 1 0 1．9 H 区 拡 I ・ Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 1 82 有 溝 土 錘 B －1 7 ．7 （4 ．7） 3．7 1 04 ．0 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 1 8 3 有 溝 土 錘 B －1 7 ．3 4 ．4 4 ．4 1 2 7．1 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 1 84 有 溝 土 錘 B －1 7 ．8 4 ．2 3．5 1 0 6．2 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 1 8 5 有 溝 土 錘 B －1 8 ．0 4 ．0 3．6 1 0 5．1 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 1 86 有 溝 土 錘 B －1 8 ．0 4 ．3 3．5 1 0 7．9 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 1 87 有 溝 土 錘 B －1 8 ．2 4 ．4 3．7 1 24 ．9 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 1 88 有 溝 土 錘 B－1 7 ．9 5 ．0 3．7 1 2 1．6 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 1 89 有 溝 土 錘 B －1 8 ．0 4 ．2 4 ．2 1 2 5．9 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．14 － 19 0 有 溝 土 錘 B－1 7 ．9 4 ．0 3．4 88 ．7 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．15 － 19 1 有 溝 土 錘 B－1 8 ．1 4 ．9 3．8 1 39 ．8 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．15 － 1 92 有 溝 土 錘 B－1 6 ．8 4 ．5 3．6 1 19 ．2 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．15 － 1 93 有 溝 土 錘 B－1 8 ．0 4 ．5 3．8 1 09 ．6 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．15 － 1 94 有 溝 土 錘 B －1 8 ．1 4 ．6 3．9 1 08 ．3 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．15 － 1 9 5 有 溝 土 錘 B －1 8 ．4 4 ．2 2 ．8 86 ．3 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．15 － 1 96 有 溝 土 錘 B －1 8 ．8 4 ．9 3．5 1 24 ．6 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．15 － 1 9 7 有 溝 土 錘 B －1 8 ．6 4 ．5 3．9 1 24 ．6 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．15 － 1 98 有 溝 土 錘 B －2 （5 ．0 ） 4 ．3 4 ．0 （79 ．4 ） H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

IⅡ F i g ．15 － 1 99 有 溝 土 錘 B －2 7 ．0 4 ．4 3．5 84 ．6 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．15 － 2 0 0 有 溝 土 錘 B －2 7 ．4 5 ．0 4 ．5 1 60 ．2 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．15 － 2 0 1 有 溝 土 錘 B －2 8 ．0 3 ．9 4 ．1 （74 ．7 ） H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．15 －　2 0 2 有 溝 土 錘 B －2 （8 ．0 ） （4 ．0 ） 3 ．0 （8 7．5 ） H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．16 －　2 0 3 有 溝 土 錘 B －2 8 ．9 5 ．0 3 ．6 1 2 0．2 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．16 － 2 04 有 溝 土 錘 B －3 5 ．2 4 ．2 4 ．2 84 ．0 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．16 － 2 0 5 有 溝 土 錘 B －3 5 ．2 4 ．0 4 ．6 9 2．5 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F i g ．16 － 2 0 6 有 溝 土 錘 B －3 5 ．3 5 ．4 1 2 2．5 H 区 拡 I ・ Ⅱ包 含 層

Ⅲ F i g ．16 －　2 0 7 有 溝 土 錘 B －3 5 ．5 5 ．4 4 ．6 1 2 5．3 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．16 －　2 0 8 棒 状 土 錘 C （3 ．3 ） 1 ．9 0 ．5 1 1．5 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層

Ⅲ F ig ．16 － 2 0 9 棒 状 土 錘 C 3 ．7 1 ．6 0 ．5 1 0．4 H 区 拡 I ・Ⅱ包 含 層

Ⅲ F ig ．16 －　2 1 0 棒 状 土 錘 C 5 ．0 2 ．0 0 ．5 1 7．6 H 区 拡 I ・Ⅱ 包 含 層
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（2）南四国全体の土錘

南四国から報告されている土錘は、下ノ坪遺跡を含む49遺跡から報告されており、総点数1468

点を数える。土錘の種類をみてみると、管状土錘（A類）1270点、有溝土錘（B類）191点、棒

状土錘（C類）6点、その他の主錘1点が報告されている。その中でも古代の土錘に注目し、弥生

時代、古墳時代、古代、中～近世、時期不明なものに分類する。土錘の詳細な法量などは、最後

に遺跡別に観察表を掲載する。なお、時期の幅が広いものや、少しでも疑問が残る土錘について

は、筆者の力量不足によりすべて時期不明に含める事とする。
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表13　　　遺跡別土錘出土総数一覧表

市 町 村 名 遺　 跡　 名 （註） （土錘総数） 《管状土錘 ≫　 【有溝土錘】 〈棒状土錘〉 〔その他土錘〕

．野　 市　 町

下ノ坪遺跡し3ノ　　　 （396）　　　 《223≫

深渕遺跡（4）　　 （ 6）　　　 《　5≫

【170】　　　 〈　3〉　　　 〔つ

【－】　　　 く 1〉　　　 〔つ

芸悪霊離； （1㌢＋ ㍑　 上4】 上1；　 昌

香或美∴吋豊艶＿　 甘 ・紹「1 手「 二；　 昌

土佐山田町
握 葦 漱 凝「手 写 で
票芸遺跡（14）昌；　 侶　　 昌 ：二「　 昌

高柳土居城跡（15）　 （ 1）　　 《 1≫　　　 「 】　　 〈－〉　　 〔つ

香　 北　 町 美良布遺跡（lbJ　 （10）　　　 《10≫　　　　 「 】　　 く－〉　　 〔つ

南・国　市
塁萱葦萱i「。23）i3畑 i‘i4十十

高　 知　 市

高知城跡（Z4ノ　　　 （10）　　　 《10≫　　　　 「 】　　 〈－〉　　 〔－〕
介良遺跡（25）　　 （ 2）　　 《　2≫　　　 「 】　　 〈－〉　　 〔つ

尾立遺跡（26）　　 （14）　　 《14≫　　　 「 】　　 く－〉　　 〔つ

春　 野　 町
南浦遺跡tZ’り　　　 （ 1）　　　 《 1≫　　　　 「 】　　 〈－〉　　 〔つ

吉良城跡（28）　　 （ 3）　　 《　3≫　　　 「 】　　 く－〉　　 〔つ

土　 佐　 市 林口遺跡tZリノ　　　 （ 1）　　　 《 1≫　　　 【－】　　 く－〉　　 〔つ

伊　 野　 町 八田神母谷遺跡（3UJ ・（ 1）　　　 《 1≫　　　　 「 】　　 〈－〉　　 〔－〕

日　 高　 村 本郷遺跡し3日　　　 （ 1）　　　 《 1≫　　　 【－】　　 〈－〉　　 〔つ

須　 崎　 市 飛田坂本遺跡し3ZJ　 （．3）　　　 《　3≫　　　　 「 】　　 〈－〉　　 〔つ

佐　川　町
華至芸蓋還讐；（33） ：1：； ；1芝　 目　 日　 日

大　方　町
環　 持「 3i位 ：3「 圭　 H

西　土　佐　村 大宮・宮崎遺跡（4UJ （3）　　　 《　3≫　　　　 「 】　　 〈一〉　　 〔つ

中　村　市

燻 ∴ 筆　新 冠 て 「

蕪（つ1畑1畑十「
宿　　 毛　　 市 宿毛貝塚（川　　　 （ 1）　　　 《 1≫　　　 「 】　　 〈－〉　　 〔つ

計 4 9 遺跡　　　　 （1468）　　　 《1270≫　　　 【191】　　　 〈6 〉・　　 〔1 〕
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①　弥生時代の土錘

弥生時代に属すると思われる

土錘総点数は9点である。内訳は、

管状土錘（A類）7点、有溝土錘

（B類）1点、その他の土錘1点

である。これらの土錘は5遺跡か

ら出土しており、遺跡ごとに順

を追って説明していく。なお、

細部に触れることができず特徴

のある土錘についてのみ説明を

加える。

田村遺跡

管状土錘4点、その他の土錘1点の合計5点が出土している。その他の土錘とはLoc．35A、SR2

からの出土で、約1／2が欠損していて全体形は不明ではあるが、形態は有溝土錘に似ており、

溝がなく、中央付近に孔を穿（うが）ってある。弥生中期に属し南四国で1例しかみられない。

早咲遺跡

弥生終末の有溝土錘が1点出土している。E区、ST－8出土で、溝が十字にクロスしている。こ

のタイプの有溝土錘は、南四国で1例しかみられない。

ひびのきサウジ遺跡

管状土錘1点が出土している。ST8出土で、出土土器からヒビノキⅡ式と時代を特定すること

ができる。

二ノ部遺跡

管状土錘1点が出土している。B区、ST－203出土で、弥生後期後半～終末に属する。

本村遺跡

管状土錘1点が出土している。SD6出土で弥生中期末～後期に属する。
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②　古墳時代の土錘

古墳時代に属すると思わ

れる土錘総点数は10点であ

る。内訳は、管状土錘（A

類）6点、有溝土錘（B類）

2点、棒状土錘（C類）2点

である。これらの土錘は6遺

跡から出土しており、遺跡

ごとに順を追って説明する。

早咲遺跡

管状土錘1点、有溝土錘2点の合計3点が出土している。管状土錘はC区、SX－4出土で、有溝

土錘は2点ともB区、SX－3出土である。3点とも6世紀前半に属する。

深渕遺跡

管状土錘1点、棒状土錘1点の合計2点が出土している。管状土錘はF区、ST2出土で、棒状

土錘はF区、STl出土である。2点とも古墳時代に属する。

介良遺跡

管状土錘2点が出土している。SRl、Ⅵ層とⅦ層から各1点づつ出土している。2点とも古墳

時代に属する。

具同中山遺跡

管状土錘1点が出土している。SF21出土で、古墳時代に属する。

船戸遺跡

棒状土錘1点が出土している。I区、Ⅴ層出土で、古墳時代に属する。

土佐国衝跡

管状土錘1点が出土している。P－10出土で、6世紀～7世紀前半に属する。
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③　古代の土錘

南四国から出土の、古代に属

すると思われる土錘は、総数482

点を数える。形態分類の内訳は、

管状土錘（A類）302点、有溝土

錘（B類）176点、棒状土錘（C

類）4点である。その中で、下ノ

坪遺跡でおこなった分類をもと

に、古代の土錘について遺跡別

に分類をおこなった。

宮崎遺跡

管状土錘30点が出土している。分類をみてみると、A－a類が24点、A－b類が3点、A－C類が3点

である。

田村遺跡
I

管状土錘6点、有藩士錘2点の合計8点が出土している。分類をみてみると、A－a類が3点、A－b

類が2点、A－e類が1点、B－1類が1点、B－3類が1点である。

土佐国衝跡

管状土錘12点が出土している。分類をみてみると、A－a類が2点、A－b類が5点、A－C類が1点、

A－f類が4点である。

具同中山遺跡

管状土錘11点が出土している。分類をみてみると、A－a類が6点、A－b類が3点、A－f類が2点で

ある。

曽我遺跡

管状土錘5点、有溝土錘4点、棒状土錘1点の合計10点が出土している。分類をみてみると、A

－a類2点、A－b類3点、B－1類3点、B－2類1点、C類1点である。

十万遺跡

管状土錘4点が出土している。分類をみてみると、A－f類が4点である。

深渕遺跡

管状土錘4点が出土している。分類をみてみると、A－f類が4点である。

風指遺跡

管状土錘2点が出土している。分類をみてみると、A－f類が2点である。

ひびのきサウジ遺跡

管状土錘2点が出土している。分類をみてみると、A－b類が1点、A－d類が1点である。
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林田遺跡

管状土錘2点が出土している。分類をみてみると、A－f類が2点である。

楠日遺跡

管状土錘1点が出土している。分類をみてみると、A－f類が1点である。

下ノ坪遺跡を含まない、他の11遺跡

（86点）をまとめてみると、A類の管状

土錘は79点で、A－a類37点、Aqb類17点、

A－C類4点、A－d類1点、A－e類1点、A－f

類19点とA－a類が最も多い。次にB類の

有溝土錘は6点で、B－1類4点、B－2類1

点、B－3類1点である。次にC類の棒状

土錘は1点である。

南四国における古代に属する土錘

（482点）を下ノ坪遺跡に準ずる分類を行

った結果（下ノ坪遺跡も含む）、A－a類6

5点、A－b類119点、A－C類42点、A－d類8

点、A－e類5点、A－f類63点、B－1類112点、

B－2類22点、B－3類7点、B－4類35点、C類

4点である。

以上、南四国の古代に属する土錘を

紹介した。A類の管状土錘ではA－b類が

最も多く出土しており、南四国におけ

る古代に属する管状土錘の標準的な形態

であることがいえる。また、B類の有溝

土錘では、B－1類の2条の溝を有するタイ

プが圧倒的に多い。
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④　中～近世の土錘

中～近世に属すると思われる土錘総点数

は329点である。内訳は、管状土錘（A類）

320点、有溝土錘（B類）9点で15遺跡から

出土している。ここでは遺跡ごとに点数だ

けを述べていき、土錘の詳細な法量等につ

いては観察表を参照してもらいたい。

表19　中～近世の土錘割合表

有溝土錘
9点

（2．7％）

了
田村遺跡

管状土錘223点、有溝土錘9点の合計232点が出土している。

アゾノ遺跡

管状土錘28点が出土している。

岩井口遺跡

管状土錘16点が出土している。

扇城跡

管状土錘14点が出土している。

拝原遺跡

管状土錘9点が出土している。

土佐国衝跡

管状土錘6点が出土している。

二ノ部遺跡

管状土錘5点が出土している。

早咲遺跡

管状土錘4点が出土している。

江ノ村遺跡

管状土錘4点が出土している。

西谷遺跡

管状土錘3点が出土している。

尾立遺跡

管状土錘3点が出土している。

美良布遺跡

管状土錘2点が出土している。
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上美都岐遺跡

管状土錘1点が出土している。

ひびのきサウジ遺跡

管状土錘1点が出土している。

山田三ツ又遺跡

管状土錘1点が出土している。

表20

南四国の土錘　遺跡別・時代別点数表
（単位：点）

遺　 跡　 名
弥　 生 古　 墳 古　 代 中 、近 世 総 合

点 数管状 有溝 棒状 その他 総数 管状 有溝 棒状 総数 管状 有溝 棒状 総 数 管状 有溝 棒状 総数

下 ノ坪 遺 跡 2 2 3 1 7 0 3 3 9 6 3 9 6

田 村 遺 跡 4 1 5 6 2 8 2 2 3 9 2 3 2 2 4 5

具 同 中 山 遺 跡 1 1 1 1 1 1 1 2

ア ゾ ノ 遺 跡 2 8 2 8 2 8

土 佐 国 街 跡 1 1 1 2 1 2 6 6 1 9

船 戸 遺 跡 1 1 1

風 指 遺 跡 2 2 2

宮 崎 遺 跡 3 0 3 0 3 0

岩 井 口 遺 跡 1 6 1 6 1 6

拝 原 遺 跡 9 9 9

扇 城 跡 1 4 14 1 4

十 万 遺 跡 4 4 4

尾 立 遺 跡 3 3 3

曽 我 遺 跡 5 4 1 1 0 1 0

早 咲 遺 跡 1 1 1 2 3 4 4 8

美 良 布 遺 跡 2 2 2

上 美 都 岐 遺 跡 1 1 1

ひ び の きサ ウ ジ 遺 跡 1 1 2 2 1 1 4

深 渕 遺 跡 1 1 2 4 4 6

二 ノ部 遺 跡 1 1 5 5 6

江 ノ村 遺 跡 4 4 4

西 谷 遺 跡 3 3 3

介 良 遺 跡 2 乙 2

林 田 遺 跡 2 2 2

本 村 遺 跡 1 1 1

山 田 三 ツ 又 遺 跡 1 1 1

楠 目 遺 跡 1 1 1

合 計 2 7 遺 跡 7 1 1 9 6 2 2 1 0 3 0 2 1 7 6 4 4 8 2 3 2 0 9 3 2 9 8 3 0

※時期が不明な土錘は除く。
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⑤　南四国の土錘まとめ

太平洋の海原に面する高知県は大小の河も流れ、昔から漁業とは密接な関係にあったと思われる。

南四国における土錘は、遅くても弥生中期には田村遺跡に出現し、中期末～後期に本村遺跡、後期

後半～終末にかけて二ノ部遺跡で管状土錘が出現し、終末には早咲遺跡から有溝土錘も出現する。

古墳時代になると、探測遺跡からは棒状土錘も出現するが、土錘点数の急激な増加はみられず、

弥生時代から古墳時代をとおして、緩やかに各地域に広がりをみせながら浸透していったものと考

えられる。

古代に入ると、出土量が飛躍的に増加し、その種類も豊富となる。

下ノ坪遺跡は、古代に属する管状土錘（A類）、有溝土錘（B類）、棒状土錘（C類）の3種が同時

期に使用されている。形態的特徴が全く違うこの3種類の土錘を同時期にどう使い分けていたのか

は、今後の研究に委ねなければならない。他にこの3種が出土している遺跡は、県内では野市町の

曽我遺跡のみであり、下ノ坪遺跡同様、古代に属する土錘である。そして、下ノ坪遺跡では県下で

は類をみない土錘も確認されている。本文中では説明できなかったが、H区・拡I・Ⅱ包含層出土

の、Fig．12図156は、須恵質の管状土錘であり、断面八角形を呈している。このタイプの土錘は県

内全域をみても類をみない。県下では出土例が比較的少ない有溝土錘（B類）においても、ここで

はまとまって確認されており、溝数も形態的にもバラエティーに富んでいる。

古代の土錘は、遺跡によって出土量に極端な違いがあることも指摘できる。当該期の遺跡として

曽我遺跡や十万遺跡が挙げられる。下ノ坪遺跡では調査面積6，230nfで古代に属する土錘は396点で

ある。一方、曽我遺跡は、調査面積約1，000m？で古代に属する土錘は10点、十万遺跡は、調査面積

約4，200m？で古代に属する土錘は4点である。これらの遺跡は古代官衝的要素を有する遺跡であるが、

下ノ坪遺跡と比較すると明確な違いがでている。

中～近世においては、そのほとんどが管状土錘に統一されていく。有溝土錘は減少していき、棒

状土錘は使用されていない。南四国における中心的な集落、田村遺跡において土錘は、中世に急激

な増加をみせており、その中でも14世紀～15世紀がもっとも多い。

人々の生業形態が農耕活動となった弥生時代以降も、漁扮活動とその伝統は生活の中に今日まで

生き続けている讐）近年まで網錘として土錘は使用されており、錘の材質は変化をみせてはいるもの

の、錘の役割は昔も現代も変わっていない。

しかし土錘の用途はまだ特定されているわけではなく、釣錘、綱錘など広い意味での水上生産活

動にかかわる錘と考えられており、現段階では、その当時の漁法や漁業を考えるには困難な状態で

あり、今後の調査・研究に期待をしたい。

末筆になったが、南四国の土錘を集成するにあたり、‘高知県埋蔵文化財センターの出原恵三氏に

助言をいただいたこと、未熟な筆者に対してご指導いただいた埋蔵文化財センター整理作業員の皆

さんに深く感謝申し上げたい。

※1999年12月現在
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（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1997年

（15）山本哲也『高柳遺跡・高柳土居城跡発掘調査報告書　一明治地区圃場整備工事関連遺跡発掘調査－』

高知県土佐山田町教育委員会1992年

（16）出原恵三『美良布遺跡』高知県香北町教育委員会1991年

（17）浜田恵子・佐竹　寛・吉成承三・出原恵三「陣山遺跡」『陣山遺跡・陣山北三区遺跡』

（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1997年

（18）高知県教育委員会『高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　田村遺跡群　第3分冊』

高知県教育委員会1996年

高知県教育委員会『高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　田村遺跡群　第4分冊』

高知県教育委員会1996年

高知県教育委員会『高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　田村遺跡群　第5分冊』

高知県教育委員会1996年
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高知県教育委員会『高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　田村遺跡群　第6分冊』

高知県教育委員会1996年

高知県教育委員会『高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　田村遺跡群　第7分冊』

高知県教育委員会1996年

高知県教育委員会『高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　田村遺跡群　第8分冊』

高知県教育委員会1996年

高知県教育委員会『高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　田村遺跡群　第9分冊』

高知県教育委員会1996年

高知県教育委員会『高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　田村遺跡群　第10分冊』

高知県教育委員会1996年

出原恵三『高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査（山側進入灯設置区域）報告書　田村遺跡

群田中地区』高知県教育委員会1986年

（19）坂本憲昭・松田直別・山本哲也『西谷遺跡発掘調査報告書　一伝長宗我部氏屋敷跡の調査－』高知県

南国市教育委員会1991年

（20）岡本健児・森田尚宏・松田直則『岡豊城跡　一第1～5次発掘調査報告書－』高知県教育委員会

1990年

森田尚宏『岡豊城跡Ⅱ』（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1992年

（21）宅間一之・鹿田佳久・岡本健児『土佐国衝跡　第3集　一府中地区の調査－』高知県教育委員会

1982年

宅間一之・廣田佳久・岡本健児『土佐国衝跡　第4集　一府中・太郎三郎ヤシキ地区の調査－』

高知県教育委員会1983年

廣田佳久・岡本健児・宅間一之『土佐国衛跡　第5集　一堂ケ内・クゲ地区の調査－』

高知県教育委員会1984年

鹿田佳久・下村公彦・松田直別・岡本健児『土佐国衛跡　第6集　一一ノ坪・鍛冶給・桧ノ下地区の調

査－』高知県教育委員会1986年

森田尚宏『土佐国衛跡　第7集　一松ノ下・南屋敷地区の調査－』高知県教育委員会1987年

森田尚宏・鹿田佳久『土佐国衛跡　第8集　一松ノ下・金屋地区の調査－』高知県教育委員会

1988年

廣田佳久『土佐国衛跡　第9集　一金屋地区の調査－』高知県教育委員会1989年

廣田佳久『土佐国衛跡　第10集　一金屋地区・神ノ木戸地区の調査－』高知県教育委員会1990年

廣田佳久『土佐国衛跡　第11集　一金屋地区の調査－』高知県教育委員会1991年

（22）三谷民雄『岩村遺跡群　Ⅲ』1998年

（23）浜田恵子・佐竹　寛・吉成承三・出原恵三「陣山北三区遺跡」『陣山遺跡・陣山北三区遺跡』

（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1997年
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（24）近森泰子『史跡　高知城跡1　－御台所屋敷跡発掘調査報告書－』高知県教育委員会1994年

宮地早甫・曽我貴行『高知城跡　伝台所屋敷史跡整備事業に伴う発掘調査報告書』

（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1995年

（25）坂本憲昭・田坂京子『介良遺跡　一介良川都市小河川改修事業に伴う発掘調査概要報告書－』

（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1997年

（26）江戸秀輝『尾立遺跡　四国横断自動車道（南国～伊野）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』

（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1995年

（27）江戸秀輝『南浦遺跡埋蔵文化財発掘調査報告書　特別養護老人ホーム・デイサービスセンター建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1993年

（28）山本哲也『吉良城跡Ⅲ』高知県吾川郡春野町教育委員会1987年

（29）小野由香・岡本裕介・廣田佳久『林口遺跡　土佐市々道改良工事に伴う発掘調査報告書』

高知県土佐市教育委員会1998年

（30）久家隆芳『八田神母谷遺跡　四国横断自動車道（伊野～須崎間）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

書』（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1998年

（31）山本哲也「本郷遺跡」『日下川中小河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』1981年

（32）小嶋博満『飛田坂本遺跡　四国横断自動車道（伊野～須崎間）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』

（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1998年

（33）廣田佳久『上美都岐遺跡　佐川町斗賀野地区県営圃場整備事業に伴う発掘調査報告書Ⅱ』

高知県佐川町教育委員会1997年

（34）廣田佳久「岩井口遺跡」『岩井口遺跡・二ノ部遺跡・城跡　佐川町斗賀野地区県営圃場整備事業に伴う

発掘調査報告書』高知県佐川町教育委員会1995年

廣田佳久『岩井口遺跡Ⅱ　県道本郷・斗賀野停車場線改良工事に伴う発掘調査報告書』

高知県佐川町教育委員会1995年

（35）廣田佳久「二ノ部遺跡」『岩井口遺跡・二ノ部遺跡・城跡　佐川町斗賀野地区県営圃場整備事業に伴う

発掘調査報告書』高知県佐川町教育委員会1995年

（36）廣田佳久『早咲遺跡　県道大用大方線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』

高知県大方町教育委員会1991年

（37）山　正明・武吉眞裕・竹村三菜『曽我城跡　高知西南開拓建設事業ヤモウジ団地農地造成工事に伴う

発掘調査報告書』高知県大方町教育委員会1997年

（38）松田直別・堅田　至『西本城跡　一県道岡本大方線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－』

（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1999年

（39）鹿田佳久「宮崎遺跡」『竹シマツ遺跡・宮崎遺跡』高知県大方町教育委員会1992年

（40）出原恵三・前田光雄・芝　正司・今城宗久『大宮・宮崎遺跡』高知県幡多郡西土佐村教育委員会

1998年
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（41）出原恵三「アゾノ遺跡」『後川・中筋川埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ　風指遺跡　アゾノ遺跡』

高知県教育委員会1989年

（42）出原恵三「風指遺跡」『後川・中筋川埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ　風指遺跡　アゾノ遺跡』

高知県教育委員会1989年

（43）森田尚宏・吉成承三『扇城跡』（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1992年

（44）吉成承三『チシ古城跡　高知西南地区大規模農道整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』

（財）高知県文化財団塩蔵文化財センター1992年

（45）松田知彦・竹村三菜・松田直別『土佐中村一条氏遺跡確認調査報告書　一小姓町地区－』

高知県中村市教育委員会1997年

（46）前田光雄『江ノ村遺跡』高知県中村市教育委員会1990年

（47）松田直別・曽我貴行・竹村三菜「江ノ古城跡」『中村・宿毛道路関連遺跡発掘調査報告書Ⅱ　江ノ古城

跡・ハナノシロ城跡』高知県教育委員会1993年

（48）出原恵三・鹿田佳久・松田直別「具同中山遺跡群」『後川・中筋川埋蔵文化財発掘調査報告書　古津賀

遺跡　具同中山遺跡』高知県教育委員会1988年

前田光雄・松田直別『後川・中筋川埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ　具同中山遺跡群　第1分冊1989・

1990年度』高知県教育委員会・（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1992年

山　正明・武吉眞裕『具同中山遺跡群　県道中村下ノ加江線建設工事に伴う発掘調査概要報告書』

（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1998年

（49）松田直別『船戸遺跡　一中村・宿毛道路関連遺跡発掘調査報告書Ⅲ－』

高知県教育委員会・（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター1996年

（50）松田直別・曽我貴行・竹村三菜「江ノ古城跡」『中村・宿毛道路関連遺跡発掘調査報告書Ⅱ　江ノ古城

跡・ハナノシロ城跡』高知県教育委員会1993年

（51）下村公彦・山本哲也・森田尚宏・角谷和男『宿毛貝塚発掘調査報告書』1986年

（52）佐々木高明「はじめに」『狩猟と漁労　日本文化の源流をさぐる　小山修三編』雄山閣1992年
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南四国の土錘一覧表

田村遺跡（南国市）
l土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 （3 ．1 ） 1 ．4 0 ．4 （3 ．0 ） L o c ． 1 第 Ⅲ 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 ’（3 ．0 ） 0 ．9 0 ．3 2 ．4 L o c ． 1 第 Ⅲ 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．1） 1 ．3 0 ．5 （5 ．1 ） L o c ． 1 第 Ⅲ 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．8 0 ．4 8 ．1 L o c ． 1 第 Ⅲ 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 ．7 ．0 3 ．8 1 ．2 8 5 ．0 L o c ． 1 第 Ⅲ 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．5 1 ．1 0 ．3 L o c ． 3 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．3 ） 1 ．6 0 ．7 （8 ．3 ） L o c ． 4 P 2 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．4 0 ．4 1 0 ．2 L o c ． 4 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．7 ） 1 ．6 0 ．7 （6 ．4 ） L o c ． 4　S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．1 0 ．5 3 ．5 、 L o c ． 4 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 、 （2 ．1 ） 1 ．1 0 ．3 （2 ．5 ） L o c ． 4 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1 ．7 0 ．5 （8 ．9 ） L o c ． 4 S D 3 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．5 0 ．4 9 ．7 L o c ． 4　S D 3 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．6 ） 1 ．4 （0 ．°3 ） （5 ．1 ） L o c ． 4 S D 3 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．3 ） 1 ．3 0 ．5 （4 ．1 ） L o c ． 4 S D 3 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．3 1 ．9 0 ．6 1 6 ．6 L o c ． 4 S D 4 中 ～ 近 世 ‘

管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1 ．1 0 ．4 2 ．3 L o c ．・4 第 Ⅲ 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．6 2 ．7 （1 ．0 ） 1 7 ．6 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．3 0 ．5 4 ．9 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世 ・

管 状 土 錘 （2 ．5 ） 1 ．0 0 ．3 （2 ．1 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．0 ） 1 ．5 0 ．4 （2 ．7 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．4 0 ．5 5 ．5 L o c ． 4 第 Ⅲ 層 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．6 ） 1 ．8 0 ．4 （6 ．7 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．1 0 ．3 4 ．1 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．9 0 ．7 8 ．8 L o c ． 4 第 Ⅲ 層 ＿包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．9 1 ．6 0 ．6 9 ．0 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．2 ） 1 ．3 0 ．4 4 ．6 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．4 0 ．5 6 ．9 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．7 ） 1 ．4 0 ．6 （5 ．1 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世 ’

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．3 0 ．4 5 ．6 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．4 0 ．4 6 ．9 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．7 2 ．9 0 ．6 28 ．0 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．9 ） 1 ．2 0 ．4 （2 ．9 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．4 0 ．6 6 ．9 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．1 1 ．5 0 ．5 1 0 ．6 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．4 0 ．7 ・ 6 ．7 L o c ． 4 ‾第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1 ．5 0 ．6 （6 ．8 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．6 ） 1 ．4 0 ．4 （4 ．6 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 ・（2 ．8 ） 1 ．6 0 ．6 4 ．1 L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．7 ） 1 ．5 0 ．4 （6 ．9 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．7 ） 1 ．3 0 ．4 （2 ．9 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．3 ） 1 ．3 0 ．5 （2 ．5 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．1 ） 1 ．4 0 ．3 5 ．9 L o c ． 4 第 Ⅲ層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．4 ） 1 ．0 0 ．3 （1 ．3 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （1 ．3 ）‘ 0 ．9 0 ．3 （0 ．6 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．0 0 ．3 4 ．7 L o c ． 4 第 Ⅲ層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．7 ） 1 ．3 0 ．6 （4 ．0 ） L o c ． 4 第 Ⅲ層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．3 0 ．4 5 ．0 L o c ． 4 第 Ⅲ層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．3 0 ．5 4 ．2 L o c ． 4 第 Ⅲ層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．2 0 ．4 4 ．9 L o c ． 4 第 Ⅲ層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1 ．9 0 ．7 8 ．3 L o c ． 4 第 Ⅲ層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1 ．4 0 ．6 （3 ．7 ） L o c ． 4 第 Ⅲ層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．6 ） 1．2 0 ．3 2 ．6 L o c ． 4 第 Ⅲ層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．6 1．1 0 ．2 5 ．2 L o c ． 4 第 Ⅲ層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （1 ．9 ）・ 0 ．9 0 ．2 （1．2 ） L o c ． 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．4 1．1 0 ．3 5 ．6 L o c ． 6 P 7 不 明

管 状 土 錘 3 ．4 1．2 0 ．4 5 ．4 L o c ． 6 P 9 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1．4 0 ．5 7 ．3 L o c ． 6 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．1 0 ．3 5 ．9 L o c ． 6 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．0 1 ．0 0 ．4 4 ．9 L o c ． 6 S D 2 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．8 0 ．5 1 0 ．7 L o c ． 6 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．3 1 ．0 0 ．3 5 ．7 L o c ． 6 第 Ⅲ 層 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．3 1 ．4 0 ．5 9 ．0 L o c ． 6 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．2 0 ．9 0 ．3 4 ．2 L o c ． 6 第 Ⅲ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．5 1 ．1 0 ．3 7 ．2 L o c ． 6 第 Ⅳ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．1 1 ．3 0 ．4 6 ．8 L o c ． 6 第 Ⅳ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．5 0 ．6 8 ．6 L o c ． 6 第 Ⅳ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．4 0 ．5 8 ．1 L o c ． 6 第 Ⅳ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1 ．4 0 ．5 （4 ．5 ） L o c ． 6 第 Ⅳ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．3 1 ．2 0 ．4 7 ．5 L o c ． 6 ‘第 Ⅳ 層 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．3 0 ．5 5 ．9 L o c ． 6 第 Ⅳ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 ・ 4 ．7 0 ．9 0 ．4 4 ．1 L o c ． 6 第 Ⅳ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．4 1 ．3 0 ．5 7 ．2 L o c ． 6 第 Ⅳ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．1 0 ．3 3 ．5 L o c ． 6 第 Ⅳ 層　 包 含 層 中 ～ 近 世
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田村 遺 跡 （南 国市 ）

土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出土 地 点 時期 備 考
管 状 土 錘 4 ．7 0 ．9 0．4 4 ．5 L o c ．7 第 I 層 不 明

管 状 土錘 4 ．9 1．0 0 ．4 5 ．2 L o c ．7 第 I 層 不 明
管 状 土錘 5 ．1 1．2 0 ．4 7 ．1 L o c ．7 第 I 層 不 明
管 状 土錘 4 ．3 1．4 0 ．5 8 ．6 L o c ．7 第 I 層 不 明
管 状土 錘 4 ．1 1．1 0 ．4 4 ．7 L o c ．7 第 I 層　　 。 不 明
管 状 土錘 （2 ．8） 1．4 0 ．4 3 ．9 L o c． 7 第 Ⅲ層 不 明
管 状土 錘 5 ．0 1．2 0．3 6 ．3 L o c． 7 第 Ⅳ層 不 明
管 状土 錘 （2 ．9） 1．0 0．3 （2 ．8） Lo c． 7 第 Ⅳ層 不 明
管 状土 錘 （3 ．7） 1．1 0．3 4 ．2 L o c． 7 第 Ⅳ層 不 明

管状 土 錘 4 ．4 1．2 0．3 5 ．1 L o c． 7 第 Ⅳ層 不 明
管状 土 錘 （2 ．6） 1．0 0．3 （2．1） Lo c． 7 第 Ⅴ層 不 明
管状 土 錘 5．2 1．6 0．9 9．2 L o c． 8 第 Ⅳ層 不 明
管状 土 錘 5．0 1．5 0．7 8．0 L o c．10A S D lO 中 ～近 世
管状 土 錘 4．6 1．6 0．5 8．9 L o c．10A S D 8 中 ～近 世
管 状 土 錘 （2．8） 1．4 0．4 （3．1） Lo c．10B S B 3 6 中 ～近 世

管 状 土 錘 （2．8） 1．3 0．3 L o c．10 B S B 3 6 中 ～近 世
管 状 土 錘 （3．5） 1．3 0．5 （5．1） L o c．10 B 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 4．4 1．0 0．3 3．7 L o c．10 B 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 （3．5） 1．3 0．5 5．1 L o c ．10 B 第 Ⅱ層 不 明
管 状 土 錘 4 ．4 1．6 0 ．5 10 ．2 L o c ．11 第 I 層 不 明
管 状 土 錘 3 ．0 1．1 0 ．4 3 ．8 L o c ．11 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．2 ） 1．7 0 ．7 （5 ．8 ） Lo c ．12 P 6 不 明
管 状 土錘 （3 ．5 ） 0．9 0 ．4 2 ．6 L o c ．12 P 6 不 明

管 状 土錘 5 ．1 1．3 0 ．3 6 ．6 L o c ．12 第 Ⅲ層　 包含 層 不 明
管 状 土錘 4 ．5 1．3 0 ．4 6 ．4 L o c ．13 P 1 5 中～ 近 世
管 状土 錘 （4 ．6） 1．4 0 ．4 7 ．6 L o c ．13 P 1 8 中～ 近 世

管 状土 錘 5 ．0 1．1 0 ．4 6 ．3 L o c．13 P 8 中～ 近 世
管 状土 錘 （3 ．4） 1．3 0 ．7 （5 ．5） Lo c．13 SB I P l 中 ～ 近 世

管状 土 錘 4．6 1．5 0．5 8．7 L o c．13 S B 16 P l 中 ～ 近 世
管状 土 錘 （3．0） 1．2 0．3 （3．5） Lo c．13 S B 2 4 P l 中 ～近 世
管状 土 錘 4．8 1．1 0．5 5．6 L o c．13 S D l 中 ～近 世

管状 土 錘 3．5 1．2 0．4 4．1 L o c．13 S D l 中 ～近 世
管状 土 錘 3．2 1．6 0．4 5．8 L o c．13 S D lO 古 代

管 状 土 錘 （4．6） 1．4 0．5 8．1 L o c．13 S E l 不 明

管 状 土 錘 （3．4 ） 1．2 0．4 （4．5） Lo c．13 S K ll 中 ～近 世
管 状 土 錘 3．6 1．4 0．7 6．4 L o c．13　SK 1 2 中 ～近 世

管 状 土 錘 （3．2） 1．0 0．3 2．8 L o c ．13 S K 1 9 中 ～近 世

管 状 土 錘 4．5 1．8 0 ．5 9．9 L o c ．13 S K 7 中 ～近 世
管 状 土 錘 4 ．2 1．5 0 ．5 8 ．8 L o c ．13 S P l 不 明

管 状 土 錘 （5．4 ） 1．6 0 ．8 1 3．4 L o c ．13 S P l 不 明

管 状 土錘 5 ．2 － 1．7 0 ．6 1 1．5 L o c ．13 第 Ⅲ層 中 ～近 世
管 状 土錘 4 ．9 1．2 0 ．4 5 ．2 L o c ．13 第 Ⅲ層 中 ～近 世

管 状 土錘 （7 ．0 ） （5．1） （1．5） （85 ．0 ） Lo c．13 第 Ⅲ層 中 ～近 世

管 状 土錘 4 ．3 1．2 0 ．4 5 ．5 L o c．13 第 Ⅲ層 中 ～ 近 世
管 状土 錘 4 ．9 1．2 0 ．4 6 ．8 L o c．13 第 Ⅲ層 中 ～ 近 世

管 状土 錘 4 ．0 1．9 0 ．6 12 ．5 L o c．13 第 Ⅲ層 中 ～ 近 世
管状 土 錘 4 ．3 1．0 0．3 4 ．2 L o c．13 第 Ⅲ層 中 ～近 世

管状 土 錘 4．8 1．2 0．4 7．9 L o c．13 第 Ⅲ層 中 ～近 世

管状 土 錘 5．4 1．6 0．6 9．1 L o c．13 第 Ⅲ層 中 ～近 世

管状 土 錘 （4．1） 1．6 0．7 （8．9） Lo c．13 第 Ⅲ層 中 ～近 世

管状 土 錘 8．5 4 ．5 1・．7 1 7 0．0 L o c．14 P 3 2 古 代
管状 土 錘 （3．6） （1．7 ） 0．7 8．0 L o c．14 P 3 8 古 代

管 状 土 錘 4．5 1．3 0．4 6．2 L o c．14 P 4 1 不 明

管 状 土 錘 （2．4） 1．1 0．4 （3．1） Lo c．14 S D l l 中 ～近 世

管 状 土 錘 4．7 0 ．9 0．3 3．8 L o c．14 第 Ⅱ層 不 明
管 状 土 錘 （3．5） 1．2 0．5 （3．9） Lo c．14 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 4．0 0 ．9 0．3 2．8 L o c．14 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 5．4 1．8 0．7 1 7．4 L o c ．14 第 Ⅲ層 不 明

管 状 土 錘 （2．8 ） 1．1 0．4 2．5 L o c ．14 第 Ⅲ層 不 明

管 状 土錘 4 ．0 1．3 0．5 4 ．6 L o c ．14 第 Ⅲ層 不 明

管 状 土錘 4 ．5 2 ．3 1．0 2 0 ．3 L o c ．14 第 Ⅳ層 不 明
管 状 土錘 4 ．1 1．2 0 ．4 4 ．1 L o c ．16 第 Ⅲ層 中 ～近 世

管 状 土錘 5 ．8 2 ．2 0 ．5 2 6 ．5 L o c ．18 P 6 中～ 近 世

管 状 土錘 5 ．0 2 ．0 0 ．5 2 3 ．0 L o c ．18 S B 5 P 4 中 ～近 世
管 状 土錘 4 ．5 0．9 0 ．4 9 ．8 L o c ．18 第 Ⅱ層 中～ 近 世

管 状 土錘 3 ．8 1．4 0 ．4 1 1．0 L o c ．18 第 Ⅱ層 中～ 近 世
管 状 土錘 4 ．9 1．4 0 ．6 7 ．3 L o c ．19 P l l 中～ 近 世

管 状 土錘 （3 ．3 ） 1．0 0 ．5 2 ．9 L o c ．19 P 1 2 中～ 近 世

管 状 土錘 （4 ．4） 1．8 0 ．6 （11．8） Lo c．19 P 9 中 ～ 近 世
管 状 土錘 （2 ．9） 1．1 0 ．4 （2 ．9） Lo c．19 SD l O 中 ～ 近 世

管 状土 錘 4 ．2 1．0 0．5 3 ．6 L o c．19 SD 4 中 ～ 近 世

管 状土 錘 4 ．5 1．1 0．5 4 ．2 L o c．19 S D 9 中 ～ 近 世

管状 土 錘 2 ．9 1．1 0．3 3 ．0 L o c．19 第 I ～ Ⅲ層 中 ～近 世

管状 土 錘 （2．9） 1．0 0．4 （2．7） Lo c．19 第 I ～ Ⅲ層 中 ～近 世

管状 土 錘 （3．0） 1．5 0．7 （3．5） Lo c．19 第 I ～ Ⅲ層 中 ～近 世

管 状 土 錘 3．8 1．2 0．3 3．3 L o c．19 第 I ～ Ⅲ層 中 ～近 世

管 状 土 錘 3．7 1．4 0．4 7．0 L o c．21 S B 3 4 中 ～近 世
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田村遺跡（南国市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 3 ．2 1 ．0 0 ．4 2 ．5 L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．2 0 ．4 L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．2 1 ．6 0 ．6 1 0 ．0 L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．9 ） 2 ．0 0 ．7 （1 1 ．0 ） L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．9 ） 1 ．5 0 ．6 （4 ．0 ） L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．4 ） 1 ．8 0 ．6 L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．6 ） 1 ．8 0 ．6 L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1 ．1 0 ．5 5 ．0 L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．1） 1 ．2 0 ．5 （2 ．0 ） L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．8 ） 1 ．6 0 ．6 （4 ．0 ） L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

有 溝 土 錘 7 ．8 5 ．3 L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1 ．1 0 ．5 3 ．0 L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．2 0 ．4 L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．1 0 ．4 2 ．5 L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．1 0 ．3 2 ．5 L o c ．2 1 S D 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．4 1．2 0 ．4 L o c ．2 1 SD 9 中 ～ 近 世 ’

管 状 土 錘 （3 ．6 ） 1．6 0 ．7 （7 ．5 ） L o c ．2 1 SD 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 2 ．6 0 ．8 0 ．4 2 ．0 L o c ．2 1 SD 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．6 1 ．3 0 ．3 9 ．5 L o c ．2 1 S E 3 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．1 0 ．4 2 ．5 L o c ．2 1 S K 4 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．6 2 ．0 （0 ．6 ） （6 ．0 ） L o c ．2 1 S K 7 0 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．7 ） 1 ．0 0 ．4 （2 ．5 ） L o c ．2 1 S K 7 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．8 ） 1 ．3 0 ．4 （5 ．0 ） L o c ．2 1 S K 8 1 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．2 0 ．4 5 ．0 L o c ．2 1 S K 8 1 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．8 ） 1 ．0 0 ．4 （2 ．6 ） L o c ．2 1 S P 2 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．4 1 ．0 0 ．4 4 ．3 L o c ．2 1 S P 2 中 ～ 近 世

有 溝 土 錘 8 ．0 5 ．3 L o c ．2 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1 ．6 0 ．4 （6 ．9 ） L o c ．2 4 第 Ⅲ 層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．5 0 ．7 5 ．0 L o c ．2 5 P l O 4 不 明

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．6 0 ．4 10 ．0 L o c ．2 5 SD l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 6 ．0 1 ．6 0 ．4 1 1 ．0 L o c ．2 5 SD l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．3 0 ．4 5 ．0 L o c ．2 5 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．1 0 ．4 3 ．9 L o c ．2 5 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．1 0 ．3 3 ．2 L o c ．2 5 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．2 ） 1 ．1 0 ．4 4 ．3 L o c ．2 5 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1 ．1 0 ．4 3 ．1 L o c ．2 5 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．0 ） 0 ．9 0 ．2 （1 ．3 ） L o c ．2 5 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．8 0 ．6 1 2 ．1 L o c ．2 5 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．7 0 ．4 1 0 ．4 L o c ．2 5 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．4 1 ．2 0 ．4 3 ．7 L o c ．2 5 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．8 1 ．8 0 ．4 1 6 ．7 L o c ．2 5 S D l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．7 ） 1 ．6 0 ．5 1 3 ．7 L o c ．2 5 第 I 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．2 0 ．3 4 ．4 L o c ．2 5 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．3 ） 1 ．5 0 ．4 7 ．0 L o c ．2 5 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 5 ．7 2 ．6 0 ．5 3 2 ．8 L o c ．2 5 第 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．6 ） 1 ．2 0 ．5 4 ．8 L o c ．2 5 第 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．3 1 ．0 0 ．5 3 ．0 L o c ．3 0 P 12 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．4 0 ．5 6 ．2 L o c ．3 0 P 14 不 明

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．2 0 ．6 6 ．8 L o c ．3 0 P 17 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．4 0 ．5 9 ．0 L o c ．3 0 P 19 不 明

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．2 0 ．5 4 ．2 L o c ．3 0 P 3 1 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．3 0 ．4 6 ．4 L o c ．3 0 P 3 3 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 1 ．5 0 ．5 7 ．1 L o c ．3 0 P 3 8 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．1 0 ．4 5 ．7 L o c ．3 0 P 4 6 不 明

管 状 土 錘 5 ．2 3 ．8 1 ．5 5 0 ．9 L o c ．3 0 P 5 1 不 明

管 状 土 錘 （2 ．2 ） 0 ．8 0 ．3 （1 ．4 ） L o c ．3 0 S B 13 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．7 0 ．5 1 2 ．5 L o c ．3 0 S B 3 0 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．2 ） 1 ．6 0 ．4 （5 ．5 ） L o c ．30 S B 3 5 不 明

管 状 土 錘 3 ．2 1 ．8 0 ．5 1 0 ．3 L o c ．30 S D 13 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．0 0 ．5 4 ．1 L o c ．3 0 S D 2 2 不 明

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．7 0 ．5 1 1 ．7 L o c ．3 0 S D 2 3 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．0 ） 1 ．1 0 ．4 （2 ．6 ） L o c ．3 0 S K 12 1 不 明

管 状 土 錘 2 ．9 1 ．6 0 ．5 7 ．6 L o c ．3 0 S K 12 1 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．＿4 0 ．5 2 ．9 L o c ．3 0 S K 4 0 不 明

管 状 土 錘 2 ．8 1 ．4 0 ．5 4 ．3 L o c ．3 0 第 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．0 0 ．5 2 ．9 L o c ．3 0 第 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．5 ） 1 ．2 0 ．5 （6 ．3 ） L o c ．3 0 第 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 2 ．9 1 ．7 0 ．5 8 ．1 L o c ．3 0 第 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．3 ） 1 ．3 0 ．5 7 ．1 L o c ．3 0 第 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 （2 ．5 ） 1 ．3 0 ．4 （3 ．0 ） L o c ．3 1A P lO 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．1 0 ．3 3 ．0 L o c ．3 1A S B 2 9 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．3 1．6 0 ．6 3 ．0 L o c ．3 1A S K 4 2 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．1 1 ．2 0 ．7 7 ．0 L o c ．3 1B SD 3 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 6 ．2 4 ．2 1 ．8 7 0 ．0 L o c ．3 1B 第 Ⅲ層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．2 0 ．3 3 ．7 L o c ．3 2 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．0 ） 1 ．2 0 ．5 （4 ．3 ） L o c ．3 2 第 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．8 0 ．5 3 ．7 L o c ．3 3 P 7 中 ～ 近 世
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土 錘 の 種類 全長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出土 地 点 時 期 備 考

管 状 土錘 （5 ．0 ） 1．8 0 ．9 15 ．9 L o c ．33 S B 5 P l 中 ～近 世
管 状 土錘 （3 ．7 ） 0．9 0 ．4 2 ．7 L o c ．33 S D l 中 ～近 世

管 状 土錘 （2 ．6 ） 1．1 0 ．4 （6 ．9） Lo c．34 A S K 5 8 不 明

管 状 土錘 5 ．4 2．2 0 ．5 2 9 ．6 L o c．34 A SK 5 9 弥 生
そ の他 土 錘 （4 ．1） 4．0 （0．5） （35．0） Lo c．35 A SR 2 弥 生

管 状土 錘 6 ．4 3．4 0．8 7 2．5 L o c．36 B SR 2 弥 生

管状 土 錘 ・ 3 ．5 1．6 0．4 6．1 L o c．39 P l 中 ～ 近 世 須 恵 質
有 溝土 錘 7．6 4．9 1 1 0．0 L o c．39 S B lO P 5 古代

管状 土 錘 4．5 1．7 0．6 9．0 L o c．39 S B 13 P 2 古代
有溝 土 錘 7．8 4 ．5 8 6．0 L o c．39 S B 13 P 4 古代

有構 土 錘 ．8．0 5．4 1 2 6．0 L o c．39 S D l 中 ～近 世

有藩 士 錘 6．7 5．5 8 5．0 L o c．39 S D l 中 ～近 世
有 構 土 錘 7．0 4 ．9 L o c．39 S D l 中 ～近 世

管状 土 錘 3．5 2．2 0．6 2 0．5 L o c．39 S D l 中 ～近 世

有 溝 土 錘 6．5 4 ．5 1 1 5．0 L o c．39　SD l 中 ～近 世
有 溝 土 錘 8．1 4 ．3 1 2 6．．0 L o c．39 S D l 中 ～近 世

有 溝 土 錘 9．1 4 ．2 1 1 6．0 L o c．39 S D l 中 ～近 世
有 溝 土 錘 7．3 5 ．1 1 2 6．0 L o c．3 9 S D l 中 ～近 世

管 状 土 錘 4．4 2 ．2 1 8．7 L o c．39 S D l 中 ～近 世

管 状 土 錘 （3．8 ） 1．7 0．6 8．7 L o c．39 A S K 7 6 中 ～近 世
管 状 土 錘 4 ．6 2 ．5 0．8 18 ．7 L o c．39 A S K 7 6 中 ～近 世

管 状 土錘 5．3 2 ．1 0．7 2 2．5 L o c．39 B S D 12 古 代

管 状 土錘 4 ．7 1．9 0．4 12 ．5 L o c ．39 B S D 1 2 古 代
管 状 土錘 4 ．2 1．2 0 ．5 7．0 L o c ．39 B S D 6 中 ～近 世

管 状 土錘 4 ．5 1．6 0 ．6 10 ．0 L o c ．39 B S D 6 中 ～近 世

管 状 土錘 4 ．4 1．9 0 ．7 12 ．5 L o c ．39 B S D 6 中 ～近 世

管 状 土錘 4 ．6 1．3 0 ．5 7 ．5 L o c ．39 B S D 6 中 ～近 世

管 状 土錘 4 ．2 1．2 0 ．4 6 ．2 L o c ．39 C P 1 4 中 ～近 世

管 状土 錘 4 ．5 1．7 0 ．5 1 1．6 L o c ．39 C P 2 1 中 ～近 世

管 状土 錘 4 ．5 1．4 0 ．5 13 ．4 L o c ．39 C P 2 1 中 ～近 世

管 状土 錘 3 ．8 2．1 0．6 12 ．2 L o c．39 C P 2 4 中 ～近 世

管 状土 錘 4 ．0 1．4 0．3 9 ．9 L o c．39 C P 28 中～ 近 世

管 状土 錘 （3 ．9） 1．4 0．8 （5 ．1） Lo c．39 C P 34 中 ～ 近 世

管状 土 錘 4．3 1．8 0．4 1 3．3 L o c．39 C S D l 不 明
有 溝土 錘 9．7 5．1 13 0 ．0 L o c．39 C S D l 不 明

有 溝土 錘 7．4 3．3 9 5．0 L o c．39 C S D l 不 明

管状 土 錘 4．0 1．3 0．6 4．1 L o c．39C S D l 不 明
管 状 土 錘 3．9 2 ．2 0．8 1 4．5 L o c．39C S D l 不 明

管 状 土 錘 8．6 4 ．9 1．9 1 6 6．0 L o c．39C S D l 不 明
管 状 土 錘 7．1 4 ．0 1．4 1 0 1．0 L o c．39C S D l 不 明
有 溝 土 錘 8．2 5 ．0 1 4 4．0 L o c．39C S D 2 中 ～近 世

管 状 土 錘 5．0 1．7 0．3 1 6．7 L o c．39C S D 9 中 ～近 世
管 状 土 錘 4．6 2 ．1 0．5 1 7．7 L o c．39 C S D 9 中 ～近 世

管 状 土 錘 4．0 1．8 0．6 9．6 L o c．39 C S K l l l 中 ～近 世

管 状 土 錘 3．8 2 ．4 0．8 1 7．7 L o c．39 C S K 2 2 7 中 ～近 世

管 状 土 錘 5．0 1．4 0．5 7．5 L o c．39 C S K 2 8 中 ～近 世

管 状 土 錘 （4 ．2） 2 ．3 0．6 （19．5） Lo c ．39 C S K 6 0 中 ～近 世

管 状 土 錘 4 ．3 1．8 0．3 1 2．6 L o c ．39 C S K 6 6 中 ～近 世

管 状 土 錘 4 ．4 1．8 0．6 12 ．9 L o c ．39 C 第 I 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1．5 0 ．3 （7．7） Lo c ．4 1 P 2 不 明
管 状 土錘 4 ．2 1．0 0 ．3 3 ．8 L o c ．4 1 S K 2 7 中 ～近 世

管 状 土錘 4 ．2 1．7 0 ．6 10 ．2 L o c ．42 S D 1 3 中 ～近 世

管 状 土錘 3 ．9 1．2 0 ．4 5 ．0 L o c ．42 S D 1 3 中 ～近 世

管 状 土錘 4 ．1 1．6 0 ．4 5 ．0 L o c ．42 S D 1 4 中 ～近 世

管 状 土錘 3 ．6 0．8 0 ．3 2 ．5 L o c ．42 S D 2 中 ～近 世

管 状土 錘 3 ．2 0．7 0 ．3 2 ．0 L o c ．42 S D 2 中～ 近 世
管 状土 錘 3 ．5 0．9 0 ．3 3 ．0 L o c ．42 SD 2 中～ 近 世

管 状土 錘 3 ．4 0．8 0 ．4 2 ．5 L o c ．42 ．SD 2 中～ 近 世

管 状土 錘 5 ．5 1．1 0 ．5 6 ．0 L o c ．42 SD 2 中～ 近 世

管 状土 錘 （2 ．1） 0．9 0 ．4 2 ．0 L o c．42 SD 2 中 ～ 近 世

管 状土 錘 （4 ．3） 1．8 0 ．3 （12 ．5） Lo c．42 SD 2 中 ～ 近 世

管 状土 錘 3 ．8 0．9 0 ．4 3 ．0 L o c．42 SD 2 中 ～ 近 世

管 状土 錘 3 ．6 0．9 0 ．4 2 ．5 L o c．42 SD 2 中 ～ 近世

管 状土 錘 3 ．5 0．9 0 ．5 2 ．5 L o c．42 SD 2 中 ～ 近 世

管 状土 錘 3 ．1 1．0 0 ．3 3 ．0 L o c．42 SD 2 中 ～ 近世

管 状土 錘 3 ．3 0．8 0 ．2 2 ．5 L o c．42 S D 2 中 ～ 近世

管状 土 錘 3 ．2 0．9 0 ．2 3 ．0 L o c．42 S D 2 中 ～ 近世

管状 土 錘 3 ．1 1．0 0．3 3．5 L o c．42 S D 2 中 ～ 近世
管状 土 錘 （3．3） 1．0 0．4 2．5 L o c．42 S D 2 中 ～ 近世

管状 土 錘 3．6 0．9 0．3 3．0 L o c．42 S D 2 中 ～ 近世

管状 土 錘 4．1 0．9 0．3 3．0 L o c．42 S D 2 中 ～近 世

管状 土 錘 （3．0） 0．9 0．3 2．5 L o c．42 S D 2 中 ～近 世

管状 土 錘 4．8 1．3 0．5 7．0 L o c．42 S D 2 中 ～近 世

管状 土 錘 （3．9） 1．0 ．0．3 2．5 L o c．4 2 S D 2 中 ～近 世

管状 土 錘 4．3 0．9 0．4 3．0 L o c．4 2 S D 2 中 ～近 世

管 状 土 錘 3．8 0．9 0．3 4．0 L o c．4 2 S D 2 中 ～近 世

管 状 土 錘 4．3 1．6 0．3 1 0．0 L o c．42 S D 7 中 ～近 世
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田村遺跡（南国市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 （2 ．8 ） 1 ．5 0 ．3 （5 ．7 ） L o c ．4 2 S D 7 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．7 0 ．5 7 ．5 L o c ．4 2 S D 7 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．5 ） 1 ．5 0 ．5 （5 ．0 ） L o c ．4 2 S D 7 中 ～ 近 世
管 状 土 錘 （4 ．3 ） 1 ．9 0 ．5 （1 2 ．5 ） L o c ．4 2 S K 7 5 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （5 ．4 ） 2 ．5 0 ．6 1 6 ．0 L o c ．4 2 S K 7 7 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．2 1 ．1 0 ．4 2 ．5 L o c ．4 2 第 Ⅲ 層 不 明
管 状 土 錘 （3 ．3 ） 3 ．6 0 ．8 （4 4 ．0 ） L o c ．4 5 S D l 弥 生

管 状 土 錘 3 ．4 1 ．2 0 ．4 2 ．6 L oc ．4 8 S D 6 中 ～ 近 世
管 状 土 錘 （2 ．3 ） 1 ．4 0 ．5 3 ．0 L o c ．4 8 S K 4 1 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．9 1 ．9 0 ．7 1 3 ．9 L o c ．4 8 第 Ⅲ 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．4 ） 1 ．5 0 ．4 （4 ．6 ） L o c ．4 8 第 Ⅲ 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 l （3 ．3 ） 1 ．8 0 ．8 （7 ．5 ） L o c ．4 8 第 Ⅲ 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．0 0 ．5 3 ．4 L o c 2 5 第 Ⅱ層 不 明
管 状 土 錘 2 ．9 2 ．2 0 ．4 田 中 地 区 S K －2 7 弥 生

具同中山遺跡（中村市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 2 ．2 1 ．4 0 ．5 5 ．1 B 区 S K l 古 代

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．7 0 ．5 9 ．6 B 区 S K l 古 代
管 状 土 錘 4 ．7 2 ．1 0 ．5 15 ．8 B 区 S K l 古 代

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．5 0 ．5 7 ．1 B 区 S K l 古 代

管 状 土 錘 3 ．1 1 ．4 0 ．5 5 ．5 B 区 S K l 古 代

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．6 0 ．7 9 ．6 B 区 S K l 古 代

管 状 土 錘 5 ．1 1 ．4 0 ．5 8 ．4 B 区 S K l 古 代

管 状 土 錘 5 ．9 1 ．9 0 ．7 14 ．3 E 区　 Ⅱ 層 古 代

管 状 土 錘 2 ．0 1 ．1 0 ．4 1 ．4 E 区　 Ⅱ 層 古 代

管 状 土 錘 4 ．4 1．4 0 ．5 6 ．5 E 区　 Ⅱ 層 古 代

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．9 0 ．6 9 ．5 E 区　 Ⅴ 層 古 代

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．3 0 ．3 8 ．0 P 2 6 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．4 0 ．6 9 ．0 P 4 0 不 明

管 状 土 錘 5 ．3 1 ．7 0 ．6 12 ．5 P 4 1 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．7 0 ．5 8 ．0 P 4 5 不 明

管 状 土 錘 5 ．4 3 ．4 0 ．9 5 2 ．0 P 4 5 不 明

管 状 土 錘 6 ．2 3 ．8 1 ．4 8 5 ．0 P 4 7 不 明
管 状 土 錘 5 ．5 4 ．1 1 ．2 8 4 ．0 P 4 7 不 明

管 状 土 錘 5 ．6 3 ．4 0 ．7 5 5 ．2 P 5 0 不 明
管 状 土 錘 （4 ．2 ） 1 ．6 0 ．6 （7 ．5 ） P 5 1 不 明

管 状 土 錘 3 ．0 1 ．4 0 ．6 5 ．0 P 5 1 不 明

管 状 土 錘 5 ．7 3 ．6 1 ．2 6 7 ．0 P 5 1 不 明
管 状 土 錘 6 ．9 4 ．2 1 ．3 9 5 ．0 P 5 5 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．2 0 ．4 5 ．0 S B 2 6 不 明

管 状 土 錘 4 ．6 3 ．0 0 ．5 S D l 不 明
管 状 土 錘 （5 ．5 ） 3 ．8 1 ．0 S D l 不 明

管 状 土 錘 5 ．1 3 ．2 0 ．8 S D l 不 明
管 状 土 錘 5 ．6 3 ．5 0 ．8 S D l 不 明

管 状 土 錘 5 ．4 3 ．5 0 ．9 S D l 不 明

管 状 土 錘 （5 ．1 ） 3 ．7 1 ．0 S D l 不 明

管 状 土 錘 5 ．3 3 ．6 0 ．8 S D l 不 明

管 状 土 錘 5 ．4 3 ．4 0 ．8 S D l 不 明

管 状 土 錘 5 ．3 3 ．3 0 ．9 S D l 不 明
管 状 土 錘 5 ．1 3 ．1 0 ．8 － S D l 不 明

管 状 土 錘 （4 ．6 ） 1 ．7 0 ．6 S D 2 不 明

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．3 0 ．5 7 ．0 S D 2 不 明
管 状 土 錘 （3 ．8 ） 1 ．4 0 ．4 S D 6 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．9 0 ．2 ‘10 ．5 S F 17 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．5 0 ．4 7 ．0 S F 18 不 明
管 状 土 錘 3 ．4 1 ．7 0 ．3 S F 2 1 古 墳

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1 ．4 0 ．3 （7 ．0 ） S K 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．7 0 ．6 14 ．0 S K 13 不 明
管 状 土 錘 5 ．3 3 ．4 1 ．0 6 0 ．0 S X 13 不 明

管 状 土 錘 5 ．3 3 ．3 1 ．1 6 0 ．0 S X 1 4 不 明

管 状 土 錘 5 ．5 3 ．6 0 ．9 6 3 ．0 S X 1 4 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 2 ．8 0 ．8 3 0 ．0 S X 1 4 不 明
管 状 土 錘 6 ．2 3 ．7 0 ．8 9 0 ．0 S X 1 5 不 明

管 状 土 錘 5 ．5 4 ．4 0 ．8 12 0 ．8 S X 1 5 不 明

管 状 土 錘 5 ．6 3 ．4 1 ．0 5 1 ．0 S X 1 5 不 明
管 状 土 錘 （2 ．7 ） 1．5 0 ．5 4 ．7 Ⅳ 層 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．0 0 ．4 4 ．4 Ⅳ 層 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．5 0 ．5 6 ．8 Ⅴ 層　 包 含 層 不 明
管 状 土 錘 （2 ．5 ） 1 ．2 0 ．4 （2 ．9 ） Ⅴ 層 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．4 1 ．5 0 ．4 7 ．7 不 明 不 明
管 状 土 錘 4 ．1 1 ．0 0 ．4 5 ．0 包 含 層 不 明
管 状 土 錘 3 ．0 1 ．5 0 ．5 5 ．2 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．2 0 ．4 4 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．4 0 ．4 5 ．7 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．1 0 ．3 5 ．7 包 含 層 不 明
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具 同 中 山遺 跡 （中 村 市 ）

土 錘 の 種類 全長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状土 錘 4 ．0 1．3 0．5 5 ．2 包 含 層 不 明
管 状土 錘 4 ．6 1．2 0．4 5．1 包 含 層 不 明
管 状土 錘 4 ．5 1．3 0．4 5．8 包 含層 不 明
管 状土 錘 6 ．5 4．2 1．3 9 5．5 包 含層 不 明
管状 土 錘 5．3 3．5 1．1 6 0．0 包 含層 不 明

管状 土 錘 6．5 4 ．6 1．0 1 3 1．6 包 含層 不 明
・管状 土 錘 3．6 1．3 0．4 3．5 包 含層 不 明
管 状 土 錘 4．3 1．1 0．4 4．0 包 含層 不 明

管 状 土 錘 5．1 1．3 0．5 5．8 包含 層 不 明
管 状 土 錘 5．4 3 ．5 0．9 6 2．3 包含 層 不 明

管 状 土 錘 5．1 1．2 0．4 7．2 包含 層 不 明

管 状 土 錘 6．4 3 ．8 1．2 52 ．5 包含 層 不 明
管 状 土 錘 3．2 1．2 0 ．4 4 ．5 包含 層 不 明

管 状 土 錘 5．4 3 ．5 0 ．9 60 ．0 包含 層 不 明
管 状 土 錘 6．1 3 ．8 0 ．9 8 4 ．5 包含 層 不 明
管 状 土 錘 4 ．1 1．2 0 ．4 4 ．7 包 含 層 不 明

管 状 土錘 4 ．4 1．4 0 ．4 4 ．0 包 含 層 不 明
管 状 土錘 5 ．6 4．9 0 ．9 13 0 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土錘 5 ．9 1．7 0 ．6 1 1．0 包 含 層 不 明
管 状 土錘 4 ．5 2．9 1．1 3 2 ．5 包 含 層 不 明

管 状土 錘 3 ．9 1．2 0．6 5 ．0 包 含 層 不 明
管 状土 錘 3 ．4 1．4 0．5 5 ．1 包 含 層 不 明
管 状土 錘 6 ．4 4．4 0．8 12 5．0 包 含 層 不 明

管状 土 錘 4．8 1．2 0．3 6．6 包 含 層 不 明
．管状 土 錘 6．0 3．9 1．0 8 5．0 包 含層 不 明

管状 土 錘 6．7 4．5 1．4 1 2 0．0 包 含層 不 明

管状 土 錘 5．6 3．6 0．9 7 5．0 包 含層 不 明
管状 土 錘 6．3 4 ．1 0．8 1 2 5．0 包 含層 不 明
管 状 土 錘 3．0 1．4 0．5 5．1 包 含層 不 明

管 状 土 錘 5．1 1．2 0 ．5 4 ．0 包含 層 不 明
管 状 土 錘 4．7 3 ．3 0 ．9 5 3．7 包含 層 不 明

管 状 土 錘 5．9 1．5 0 ．5 1 0．8 包含 層 不 明

管 状 土 錘 6．3 4 ．5 0 ．9 12 5 ．0 包含 層 不 明
管 状 土錘 5．8 4 ．0 1．0 8 5 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土錘 5 ．7 3．8 0 ．9 6 8 ．4 包 含 層 不 明
管 状 土錘 7．5 1．8 0 ．6 9 ．7 包 含 層 不 明
管 状 土錘 4 ．8 1．3 0 ．4 5 ．8 包 含 層 不 明

管 状 土錘 5 ．6 3．3 0 ．9 5 3 ．7 包 含 層 不 明
管 状 土錘 （4 ．0 ） 1．2 0 ．4 （4 ．0） 包 含 層 不 明
管 状 土錘 3 ．4 1．2 0 ．4 4 ．8 包 含 層 不 明

管 状土 錘 4 ．5 1．2 0．4 4．0 包 含 層 不 明
管 状土 錘 5 ．2 3．2 0．9 5 3．5 包 含 層 不 明

管状 土 錘 5．5 3．6 1．0 8 0．0 包 含層 不 明

管状 土 錘 3．5 1．8 0．4 7．2 包 含層 不 明
管状 土 錘 3．5 1．5 0．5 5．4 包 含層 不 明

管状 土 錘 4．4 1．3 0．6 6．0 包 含層 不 明
管 状 土 錘 4．2 1．4 0．5 7．2 包 含層 不 明
管 状 土 錘 6．2 4 ．0 0．9 1 0 5．0 包 含層 不 明

管 状 土 錘 4．7 1．7 0．7 9．8 包 含層 不 明
管 状 土 錘 6．3 4 ．5 1．1 1 2 0．0 包 含層　 － 不 明

管 状 土 錘 3．9 1．4 0．5 4 ．4 包含 層 不 明
管 状 土 錘 5．2 4 ．3 0．9 1 0 5．0 包含 層 不 明
管 状 土 錘 5．9 4 ．2 0 ．8 12 2 ．0 包含 層 不 明

管 状 土 錘 5．4 4 ．1 0 ．9 9 0 ．0 包含 層 不 明
管 状 土錘 6．2 4 ．1 0 ．9 1 10 ．0 包含 層 不 明
管 状 土錘 6．0 4 ．4 0 ．9 1 15 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土錘 4 ．9 3 ．7 1．1 6 0 ．0 包 含 層 不 明
管 状 土錘 5 ．8 4 ．6 1．0 10 2 ．8 包 含 層 不 明

管 状 土錘 4 ．2 1．4 0 ．5 6 ．2 包 含 層 不 明

管 状 土錘 5 ．5 3．6 1．0 6 0 ．0 包 含 層 不 明
管 状 土錘 6 ．3 4．1 0．9 12 0 ．0 包 含 層 不 明
管 状 土錘 6 ．5 4．0 1．1 1 10 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土錘 5 ．2 4．1 1．2 8 0 ．0 包 含 層 不 明
管 状土 錘 5 ．4 4．0 1．2 8 0 ．0 包 含 層 不 明
管 状土 錘 3 ．9 1．2 0．6 3．0 包 含 層 不 明

管 状土 錘 5 ．7 3．8 0．9 8 0．0 包 含 層 不 明
管状 土 錘 5 ．3 1．7 0．6 9．5 包 含層 不 明

管状 土 錘 4 ．8 1．1 0．4 4．4 包 含層 不 明
管状 土 錘 6．5 4 ．3 1．0 1 2 0．0 包 含層 不 明
管状 土 錘 5．8 1．4 0．4 9．0 包 含層 不 明

管状 土 錘 6．0 4 ．4 1．0 1 2 0．0 包 含層 不 明
管 状 土 錘 4．9 1．3 0．4 6．5 包 含層 不 明
管 状 土 錘 6．0 1．2 0．4 6．6 包 含層 不 明

管 状 土 錘 6．4 3 ．5 1．2 8 0．0 包含 層 不 明
管 状 土 錘 4．9 1．5 0．5 9．0 包含 層 不 明
管 状 土 錘 3．7 1．2 0 ．3 5 ．0 包含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1．3 0 ．4 4 ．5 包含 層 不 明
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具同中山遺跡（中村市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．7 0 ．5 4 ．3 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．6 3 ．7 1 ．1 7 5 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．6 1 ．3 0 ．3 8 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．9 1 ．2 0 ．5 4 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．4 1 ．8 0 ．4 4 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．8 0 ．5 9 ．3 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．0 3 ．5 1 ．1 7 1 ．6 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．2 0 ．5 5 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．2 1 ．1 0 ．3 6 ．1 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．3 0 ．4 5 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．3 0 ．4 6 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．5 3 ．5 0 ．9 7 4 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．0 0 ．4 3 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．5 3 ．5 0 ．9 6 2 ．9 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．2 4 ．6 0 ．8 12 4 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 7 ．1 3 ．8 1 ．3 9 5 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．8 3 ．9 1 ．0 8 7 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．7 3 ．5 1 ．0 6 6 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．4 4 ．5 0 ．8 1 19 ．2 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．4 1 ．4 0 ．4 6 ．9 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．2 0 ．4 3 ．8 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．4 0 ．4 8 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．1 0 ．4 3 ．3 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．5 4 ．2 0 ．9 10 1 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 7 ．2 1 ．8 0 ．7 9 ．9 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．5 3 ．7 0 ．9 7 5 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．1 0 ．4 4 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．2 3 ．6 1 ．1 6 0 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．1 0 ．4 3 ．2 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 7 ．5 1 ．7 0 ．7 9 ．6 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．3 0 ．4 7 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．6 1 ．3 0 ．4 7 ．8 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．3 0 ．4 3 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．1 0 ．3 3 ．6 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．2 1 ．2 0 ．6 6 ．2 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．1 0 ．4 3 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．5 3 ．9 0 ．9 8 5 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 3 ．8 0 ．9 7 0 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．4 1 ．3 0 ．4 9 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．3 4 ．4 1 ．1 12 0 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 3 ．6 0 ．8 6 6 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．2 0 ．4 3 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．3 3 ．9 1 ．0 9 7 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．2 1 ．8 0 ．7 9 ．4 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．1 0 ．4 4 ．1 包 含 層 不 明

アゾノ遺跡（中村市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 （4 ．8 ） 1 ．3 0 ．3 P l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．3 ） 1 ．2 0 ．3 P l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．2 ） 1 ．1 0 ．5 P 14 中 ～ 近 世 ・

管 状 土 錘 （2 ．9 ） 1 ．2 0 ．4 P 14 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．9 ） 1 ．4 0 ．4 P 14 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1 ．2 0 ．4 P 15 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．4 0 ．5 P 15 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．7 ） 1 ．2 0 ．4 P 15 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．7 ） 1 ．2 0 ．3 P 16 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1 ．2 0 ．5 P 2 0 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．9 ） 1 ．1 0 ．4 P 2 0 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．2 0 ．5 P 2 0 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．2 0 ．4 P 2 0 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．2 0 ．4 P 2 0 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．4 ） 1 ．3 0 ．5 P 2 2 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 ′ 4 ．4 1 ．0 0 ．3 P 2 4 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （．3 ．4 ） 1 ．3 0 ．4 P 3 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．3 0 ．3 P 3 1 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．5 ） 1 ．5 0 ．5 P 4 3 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．7 ） 1 ．1 0 ．4 S B L P 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．6 ） 1 ．2 0 ．4 S B L P l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．8 ） 1 ．1 0 ．4 S K 12 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．7 ） 1 ．1 0 ．5 S K 13 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．8 ） 1 ．7 0 ．6 S K 16 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．7 ） 1 ．3 0 ．5 S k 2 1 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．3 ） 1 ．3 0 ．5 S K 2 2 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．6 ） 1 ．3 0 ．5 S K 2 3 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．1 ） 1 ．2 0 ．4 S K 4 中 ～ 近 世
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アゾノ遺跡（中村市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 4 ．2 1．3 0 ．6 5 ．4 包 含 層 不 明
管 状 土 錘 6 ．5 4 ．1 1 ．1 1 14 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1 ．6 0 ．4 （8 ．1） 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．0 4 ．8 1 ．0 12 6 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．2 0 ．5 4 ．3 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．6 4 ．2 0 ．9 1 15 ．8 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．3 0 ．6 3 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．9 1 ．2 0 ．5 4 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．0 1 ．2 0 ．4 3 ．2 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．2 0 ．7 2 ．6 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．3 ） 1 ．4 0 ．4 （4 ．5 ） 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．2 0 ．4 4 ．1 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．3 0 ．4 5 ．4 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．2 1 ．1 0 ．3 3 ．8 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．9 3 ．9 1 ．0 9 0 ．4 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．0 1 ．1 0 ．3 3 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 （2 ．6 ） 1 ．3 0 ．4 （3 ．1 ） 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．5 0 ．7 4 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．3 1 ．4 0 ．4 5 ．1 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．4 0 ．8 5 ．1 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．4 0 ．4 4 ．8 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．2 0 ．4 4 ．8 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．2 0 ．6 3 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．9 1 ．4 0 ．5 4 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．2 1 ．2 0 ．5 3 ．7 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．2 0 ．3 5 ．2 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．1 0 ．3 2 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．6 1 ．2 0 ．4 7 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．1 0 ．4 3 ．9 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．5 0 ．4 7 ．2 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．3 ‘0 ．4 7 ．6 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．1 1 ．8 0 ．5 9 ．7 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．9 1 ．4 0 ．3 9 ．3 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．4 ．0 ．3 6 ．7 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 1 ．3 0 ．5 7 ．8 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．8 ） 1 ．2 0 ．4 （2 ．5 ） 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．5 4 ．0 0 ．9 9 1 ．6 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．4 0 ．5 7 ．3 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．1 1 ．3 0 ．6 4 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 （2 ．9 ） 1 ．5 0 ．6 （4 ．5 ） 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 3 ．0 1 ．1 3 4 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1 ．4 0 ．4 （5 ．2 ） 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 2 ．9 0 ．9 3 9 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．8 4 ．9 1 ．0 15 8 ．6 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．5 3 ．7 1 ．0 8 5 ．2 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．2 0 ．4 5 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．3 0 ．3 5 ．1 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．9 1 ．4 0 ．5 7 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．1 1 ．2 0 ．6 5 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．4 0 ．3　° 5 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．9 1 ．4 0 ．7 5 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．9 3 ．2 1．1 3 8 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．4 0 ．4 5 ．6 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．3 1 ．4 0 ．7 5 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 1 ．1 0 ．3 5 ．9 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．4 0 ．4 6 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．4 0 ．5 6 ．1 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．3 0 ．5 5 ．9 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．3 0 ．3 6 ．3 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．3 0 ．4 5 ．5 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 6 ．1 3 ．1 1．0 7 4 ．0 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．8 0 ．6 1 2 ．5 包 含 層 不 明

土佐国衝跡（南国市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．4 0 ．5 B 地 区 S B －2 0 不 明

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．5 0 ．6 B 地 区 S K －2 2 不 明

管 状 土 錘 6 ．7 3 ．4 0 ．9 P －1 0 古 墳

管 状 土 錘 4 ．4 2 ．2 0 ．6 1 3 ．8 P －2 不 明

管 状 土 錘 7 ．0 2 ．5 0 ．8 3 4 ．0 P l 古 代

管 状 土 錘 4 ．9 1 ．5 0 ．3 6 ．8 P l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．7 ） 1 ．4 0 ．7 5 ．8 SA －2 2 不 明

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1 ．9 0 ．5 （1 2 ．0 ） S B 5 0 P －5 古 代

管 状 土 錘 5 ．1 1 ．7 0 ．4 SD 5 1 古 代

管 状 土 錘 ．　 5 ．5 1 ．4 0 ．4 S E －0 1 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．9 0 ．5 1 5 ．7 S K －1 0 1 古 代 須 恵 質
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土佐国衝跡（南国市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．8 0 ．5 13 ．6 S K －9 0 古 代

管 状 土 錘 4 ．7 ． 1 ．5 0 ．5 9 ．1 S K －9 7 古 代

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．2 0 ．3 5 ．0 S K 5 9 古 代

管 状 土 錘 4 ．9 2 ．0 0 ．4 13 ．0 S K 6 1 古 代

管 状 土 錘 （4 ．7 ） 2 ．3 0 ．5 （2 2 ．0 ） S K 6 8 古 代

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．9 0 ．6 13 ．0 S K 6 9 古 代

管 状 土 錘 2 ．6 1 ．2 0 ．5 2 ．9 S X － 1 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．5 0 ．5 7 ．6 S X － 1 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．5 0 ．8 6 ．2 S X －　6 不 明

管 状 土 錘 ． 2 ．7 1 ．3 0 ．5 4 ．5 S X －　6 不 明

管 状 土 錘 3 ．3 1 ．4 0 ．6 5 ．4 S X －　6 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．0 0 ．4 3 ．9 SX － 6 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．6 0 ．5 7 ．3 S X －　6 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．4 0 ．6 7 ．2 SX －　6 不 明

管 状 土 錘 3 ．3 1 ．4 0 ．5 5 ．3 SX －　6 不 明

管 状 土 錘 3 ．3 1 ．5 0 ．6 6 ．2 SX －　6 不 明

管 状 土 錘 6 ．0 2 ．1 0 ．7 2 3 ．0 S X －　9 不 明

管 状 土 錘 5 ．1 1 ．5 0 ．5 9 ．5 S X － 9 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 2 ．2 0 ．7 2 0 ．1 S X －1 0 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．6 0 ．5 ’1 0 ．7 S X －12 不 明

管 状 土 錘 3 ．6 1 ．4 0 ．4 5 ．7 S X －14 不 明

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．9 0 ．5 1 7 ．0 S X －15 不 明

管 状 土 錘 （4 ．5 ） 1 ．4 0 ，5 （7 ．8 ） 第 I 層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 2 ．0 ．0 ．6 1 5 ．5 第 I 層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 （5 ．0 ） 2 ．0 0 ．3 （1 4 ．2 ） 第 I 層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．8 2 ．3 0 ．6 2 2 ．5 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．5 ） 1 ．8 0 ．5 （9 ．0 ） 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 2 ．3 0 ．6 1 5 ．5 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．9 0 ．6 1 0 ．0 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 2 ．2 0 ．6 1 5 ．3 第 Ⅱ層 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 1 ．8 0 ．6 1 3 ．5 第 Ⅱ層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．3 0 ．5 7 ．5 第 Ⅱ層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．9 0 ．6 15 ．0 第 Ⅱ層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 2 ．4 0 ．5 15 ．9 第 Ⅱ層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 2 ．2 0 ．7 16 ．7 第 Ⅱ層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．6 0 ．5 8 ．7 第 Ⅱ層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 2 ．3 0 ．8 2 7 ．2 第 Ⅱ層　 包 含 層 不 明 須 恵 質

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．4 0 ．5 9 ．8 第 Ⅱ層　 包 含 層 不 明 須 恵 質

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．7 ‘0 ．6 1 1 ．4 第 Ⅱ層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 2 ．9 1 ．2 2 3 ．3 第 Ⅱ 層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．9 0 ．6 16 ．7 第 Ⅱ 層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 2 ．4 0 ．6 2 6 ．9 第 Ⅱ 層　 包 含 層 不 明 須 恵 質

管 状 土 錘 4 ．2 1．1 0 ．4 第 Ⅲ 層 中 世

管 状 土 錘 （5 ．6 ） 2 ．0 0 ．7 （16 ．0 ） 第 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．5 1 ．5 0 ．3 第 Ⅲ 層 中 世

管 状 土 錘 （5 ．3 ） 1 ．4 0 ．4・ 第 Ⅲ層 中 世

管 状 土 錘 6 ．0 1 ．3 0 ．5 第 Ⅲ層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．0 ） 1 ．4 0 ．3 第 Ⅲ層 中 世

管 状 土 錘 （4 ．3 ） 1 ．3 0 ．4 第 Ⅲ層 中 世

管 状 土 錘 5 ．1 2 ．0 0 ．7 第 Ⅲ層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．7 ） 1 ．3 0 ．4 第 Ⅳ 層 古 代

管 状 土 錘 7 ．6 2 ．6 0 ．6 4 2 ．0 第 Ⅳ層 不 明

管 状 土 錘 5 ．9 2 ．2 0 ．5 2 5 ．0 第 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．9 1 ．4 0 ．4 第 Ⅳ 層 古 代

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．6 0 ．8 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．5 0 ．4 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．2 0 ．3 不 明 不 明

管 状 土 錘 （4 ．5 ） 1 ．2 0 ．3 不 明 不 明

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1 ．4 0 ．8 不 明 不 明

管 状 土 錘 （5 ．0 ） 1 ．5 0 ．8 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．1 1 ．5 0 ．8 不 明 不 明

管 状 土 錘 （4 ．3 ） 1 ．3 0 ．5 不 明 不 明

管 状 土 錘 （4 ．2 ） 1 ．5 0 ．3 不 明 不 明

管 状 土 錘 （3 ．0 ） 1 ．3 0 ．4 不 明 不 明

！管 状 土 錘 （4 ．1 ） 1 ．4 0 ．5 包 含 層　 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．2 ） 1 ．5 0 ．4 包 含 層　 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．4 0 ．5 包 含 層　 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 （5 ．3 ） （1 ．7 ） 0 ．5 包 含 層　 Ⅲ層 不 明 灰 白 色

船戸遺跡（中村市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 5 ．6 4 ．0 1 ．1 8 5 ．1 I 区 SR l 不 明

管 状 土 錘 （2 ．7 ） 1 ．1 0 ．5 （1 ．6 ） I 区 SR l 不 明
管 状 土 錘 4 ．6 1 ．2 0 ．4 5 ．7 I 区 S R l 不 明

管 状 土 錘 5 ．6 4 ．8 0 ．8 1 18 ．5 I 区 S R l 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．3 0 ．5 5 ．4 I 区 S R l 不 明
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船戸遺跡（中村市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 3 ．3 1 ．2 0 ．5 4 ．3 I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （4 ．3 ） 1 ．4 0 ．4 （6 ．5 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1 ．5 0 ．3 （3 ．1 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （6 ．4 ） 1 ．3 0 ．5 （7 ．1 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 5 ．9 1 ．3 0 ．3 8 ．0 I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （4 ．1 ） 1 ．2 0 ．5 （4 ．4 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．9 0 ．6 （12 ．3 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （3 ．2 ） 1 ．1 0 ．4 （2 ．7 ） I ‘区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （3 ．1 ） 1 ．3 0 ．4 （3 ．8 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （4 ．2 ） 1 ．5 0 ．4 （6 ．5 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （5 ．8 ） 2 ．3 0 ．5 （2 5 ．9 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （4 ．4 ） 2 ．7 1 ．0 （2 0 ．6 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．3 0 ．5 6 ．1 I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （3 ．9 ） 1 ．3 0 ．4 （4 ．8 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 5 ．6 2 ．4 0 ．5 25 ．0 I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （4 ．5 ） 1 ．4 0 ．5 （5 ．8 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （3 ．5 ） 1 ．5 0 ．5 （6 ．1 ） I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．4 0 ．5 6 ．3 I 区 S R 2 不 明

管 状 土 錘 （4 ．4 ） 1 ．3 0 ．4 （5 ．1 ） I 区 SR 2 不 明

管 状 土 錘 （3 ．6 ） 1 ．4 0 ．5 （4 ．6 ） I 区 SR 2 不 明

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．6 0 ．5 6 ．7 I 区 SR 2 不 明

管 状 土 錘 （2 ．4 ） 1 ．0 0 ．4 （1 ．7 ） I 区 SR 2 不 明

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．1 0 ．4 4 ．7 I 区 SR 2 不 明

管 状 土 錘 （4 ．4 ） 1 ．4 I 区　 Ⅴ 層 古 墳

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．3 0 ．5 7 ．7 I 区 包 含 層 I 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．5 0 °．4 6 ．0 I 区 包 含 層 I 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．1 0 ．4 4 ．0 I 区 包 含 層　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．6 0 ．6 5 ．9 I 区 包 含 層　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．3 0 ．3 5 ．0 I 区 包 含 層　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．6 ） 1 ．6 0 ．4 （5 ．0 ） I 区 包 含 層　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 2 ．1 0 ．6 13 ．7 I 区 包 含 層　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 （5 ．0 ） 1 ．1 0 ．3 （5 ．0 ） I 区 包 含 層　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．5 0 ．4 7 ．0 I 区 包 含 層　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．5 1 ．2 0 ．5 6 ．5 I 区 包 含 層　 Ⅶ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．2 0 ．5 4 ．1 Ⅱ 区　 ル ンチ内 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．2 0 ．4 4 ．4 Ⅱ区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．5 ） 1 ．2 0 ．6 （4 ．0 ） Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．3 ） 1 ．6 0 ．2 （11 ．4 ） Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．0 ） 1 ．3 0 ．5 （3 ．5 ） Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1 ．4 0 ．5 （5 ．3 ） Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．2 ） 1 ．4 0 ．5 （4 ．1 ） Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．2 0 ．4 4 ．2 Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 （2 ．9 ） 1 ．2 0 ．4 （3 ．9 ） Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．3 ） 1 ．4 0 ．5 （5 ．5 ） Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．2 0 ．4 4 ．2 Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．4 0 ．5 6 ．0 Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明 ‾

管 状 土 錘 （2 ．4 ） 1 ．5 0 ．2 （5 ．4 ） Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 1 ．3 0 ．4 Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．5 0 ．9 0 ．4 1 ．7 Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 2 ．5 1 ．3 0 ．5 2 ．9 Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．2 0 ．4 Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．．6 1 ．1 0 ．4 2 ．8 Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1 ．4 0 ．6 （5 ．9 ） Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 （2 ．9 ） 1 ．0 0 ．4 （1 ．6 ） Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1 ．5 0 ．5 （5 ．7 ） Ⅱ 区　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．3 0 ．4 4 ．8 Ⅱ 区　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．2 0 ．5 3 ．6 Ⅱ 区　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．4 0 ．4 6 ．7 Ⅱ 区　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．2 0 ．4 4 ．4 Ⅱ 区　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．5 0 ．4 8 ．2 Ⅱ 区　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．2 1 ．5 0 ．5 8 ．1 Ⅱ 区　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．4 0 ．3 1 0 ．1 Ⅱ 区　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．4 0 ．4 5 ．9 Ⅱ 区　 Ⅴ 層 不 明

管 状 土 錘 （5 ．4 ） 1 ．8 0 ．6 Ⅱ 区　 Ⅵ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 2 ．1 0 ．7 18 ．8 Ⅱ 区 Ⅵ 層 不 明

管 状 土 錘 ’ （4 ．0 ） 1 ．1 0 ．5 Ⅱ 区 Ⅵ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．2 0 ．4 4 ．9 Ⅱ 区 ．Ⅵ 層 不 明

管 状 土 錘 （2 ．1 ） 1 ．8 0 ．6 （5 ．4 ） Ⅱ 区 Ⅵ 層 不 明

管 状 土 錘 2 ．7 1 ．0 0 ．4 2 ．4 Ⅱ 区 Ⅵ 層 不 明

管 状 土 錘 （2 ．7 ） 1 ．1 0 ．5 （2 ．2 ） Ⅱ 区　 Ⅵ 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．6 ） 1 ．6 0 ．5 （8 ．2 ） Ⅱ 区 Ⅵ 層 不 明

管 状 土 錘 （2 ．5 ） 0 ．9 0 ．4 （1 ．5 ） Ⅱ 区 表 採 不 明

管 状 土 錘 （2 ．4 ） 1．0 0 ．3 （2 ．5 ） Ⅱ 区 表 採 不 明
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風指遺跡（中村市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 （3 ．9 ） 1 ．3 0 ．4 S K 1 7 古 代

管 状 土 錘 6 ．7 3 ．3 1 ．2 S K 1 7 古 代

管 状 土 錘 5 ．4 3 ．6 1 ．0 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．8 1 ．5 0 ．5 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 1 ．4 0 ．3 不 明 不 明

管 状 土 錘 （3 ．9 ） 2 ．4 1 ．0 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．8 1 ．6 0 ．3 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．3 1．5 0 ．2 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 2 ．7 0 ．8 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．4 1 ．5 0 ．4 不 明 不 明

管 状 土 錘 （4 ．5 ） 2 ．8 0 ．9 不 明 不 明

管 状 土 錘 2 ．0 1 ．1 0 ．5 不 明 不 明

管 状 土 錘 （4 ．5 ） 2 ．5 0 ．7 不 明 不 明

管 状 土 錘 （5 ．0 ） 1 ．7 0 ．4 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 2 ．8 0 ．8 不 明 不 明

管 状 土 錘 （5 ．1 ） 2 ．0 0 ．7 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．6 3 ．5 1 ．1 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．7 2 ．8 0 ．7 不 明 不 明

管 状 土 錘 （7 ．3 ） 3 ．1 0 ．9 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 3 ．2 0 ．8 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 2 ．9 0 ．8 不 明 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．8 0 ．4 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 2 ．3 0 ．6 不 明 不 明

管 状 土 錘 （5 ．1 ） 2 ．6 0 ．6 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 2 ．7 0 ．8 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．7 1 ．3 0 ．4 不 明 不 明

管 状 土 錘 （4 ．2 ） 2 ．6 1 ．0 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．6 2 ．8 0 ．7 不 明 不 明

管 状 土 錘 6 ．0 3 ．0 1 ．0 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．2 1 ．5 0 ．4 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．6 2 ．8 0 ．7 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．5 2 ．9 0 ．7 不 明 不 明

管 状 土 錘 （3 ．8 ） 2 ．7 0 ．9 不 明 不 明

管 状 土 錘 （4 ．8 ） 3 ．1 1 ．0 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．9 2 ．9 0 ．9 不 明 不 明

管 状 土 錘 （4 ．6 ） 2 ．6 0 ．8 不 明 不 明

管 状 土 錘 （4 ．3 ） 2 ．6 0 ．7 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 3 ．2 1 ．2 不 明 不 明

岡豊城跡（南国市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．5 0 ．5 8 ．3 T 1 3 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．5 0 ．5 9 ．2 T 1 5 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．4 0 ．4 5 ．0 T 4　 3 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．2 1 ．4 0 ．4 5 ．0 T 4　 4 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．4 0 ．4 6 ．8 T 6　 3 層 不 明

管 状 土 錘 （4 ．4 ） 1 ．3 0 ．6 （5 ．8 ） T 6　 3 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．3 0 ．4 8 ．0 T 9　 4 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．6 1 ．6 0 ．5 7 ．9 三土
日ロ

不 明

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．3 0 ．4 6 ．0 詰 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．5 0 ．5 8 ．4 詰 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．3 0 ．4 5 ．1 詰 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．5 0 ．5 8 ．1 詰 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 2 ．0 0 ．4 1 4 ．1 詰 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．8 0 ．4 1 1 ．7 三士
ロロ

不 明

管 状 土 錘 4 ．9 1 ．6 0 ．4 1 0 ．9 三士
ロロ

不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．6 0 ．6 1 0 ．1 三士
ロロ

不 明

管 状 土 錘 5 ．0 1 ．4 0 ．4 1 0 ．4 詰 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．6 0 ．5 9 ．8 至士
ロロ

不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．5 0 ．5 8 ．6 詰 不 明

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．7 0 ．3 10 ．8 三 ノ段 不 明

管 状 土 錘 4 ．7 1 ．3 0 ．3 6 ．2 三 ノ段 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．5 0 ．5 7 ．5 三 ノ段 不 明

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．6 0 」5 8 ．8 三 ノ段 不 明

管 状 土 錘 3 ．8 1 ．6 0 ．4 9 ．9 三 ノ段 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．5 0 ．4 8 ．7 三 ノ段 不 明

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．2 0 ．3 4 ．5 表 採 不 明

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．6 0 ．6 1 ．5 堀 切 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．6 0 ．6 1 ．2 堀 切 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．5 0 ．3 1 ．2 堀 切 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．6 0 ．5 1 ．2 堀 切 不 明

管 状 土 錘 4 ．4 1 ．7 0 ．6 1 ．3 堀 切 不 明

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．8 0 ．6 1 ．5 堀 切 不 明
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宮崎 遺 跡 （大 方 町 ）

土 錘 の 種類 全長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重量 （g ） 出 土 地 点 時期 備 考
管 状 土錘 （4 ．1） 1．8 0．7° （7．5） A区　 第 Ⅲ層 古代
管 状土 錘 8 ．2 2．6 0．8 4 7．0 A区 第 Ⅲ層 古 代

管 状土 錘 3 ．3 1．8 0．6 （2．5） A区 第 Ⅲ層 古 代

管 状土 錘 7 ．6 3．0 0．7 4 5．0 A 区 第 Ⅲ層 古 代
管 状土 錘 3．9 1．3 0．5 2．5 A 区 第 Ⅲ層 古 代

管状 土 錘 4．6 1．5 0．6 5．0 A 区 第 Ⅲ層 古 代

管状 土 錘 5．6 2 ．7 1．0 3 2．0 A 区 第 Ⅲ層 古 代
管 状 土 錘 3．0 1．6 0．5 5．0 A 区 第 Ⅲ層 古 代

管 状 土 錘 （4．4） 1．7 0．6 （6．0） A 区 第 Ⅲ層 古 代
管 状 土 錘 3．6 1．4 0．6 4 ．0 B 区　 Ⅳ層 古 代

管 状 土 錘 4．．8 1．2 0 ．5 4 ．0 B 区　 Ⅳ層 古 代

管 状 土 錘 5．0 1．5 0 ．4 5 ．0 B 区 第 Ⅳ層 古 代

管 状 土 錘 3．1 1．2 0 ．4 4 ．3 B 区 第 Ⅳ層 古 代
管 状 土 錘 （4 ．8 ） 1．8 0 ．7 （8 ．0 ） B 区 第 Ⅳ層 古 代

管 状 土 錘 3 ．3 1．4 0 ．5 5 ．0 B 区 第 Ⅳ層 古 代

管 状 土錘 3 ．3 1．3 0 ．5 5 ．0 B 区 第 Ⅳ層 古 代
管 状 土錘 5 ．1 1．8 0 ．5 13 ．0 B 区 第 Ⅳ層 古代
管 状 土錘 4 ．7 1．4 0 ．4 5 ．0 B 区 第 Ⅳ層 古代
管 状土 錘 4 ．3 1．4 0 ．5 5．0 B 区 第 Ⅳ層 古代
管 状土 錘 5 ．0 1．3 0．5 4．0 B 区 第 Ⅳ層 古代
管 状土 錘 3．8 1．7 0．6 7．0 B区 第 Ⅳ層 古代
管状 土 錘 4．5 1．8 0．7 9．0 B区 第 Ⅳ層 古 代
管状 土 錘 4．3 1．4 0．6 5．0 B 区 第 Ⅳ層 古 代
管状 土 錘 4．1 1．3 0．5 5．0 B 区 第 Ⅳ層 古 代
管状 土 錘 3．3 1．4 0．6 4．5 B 区 第 Ⅳ層 古 代
管 状 土 錘 3．6 1．3 0．5 3．5 B 区 第 Ⅳ層 古 代
管 状 土 錘 3．8 1．9 0．6 1 1．0 B 区 第 Ⅳ層 古 代
管 状 土 錘 （4．8 ） 1．8 0 ．6 （10．0 ） B 区 第 Ⅳ層 古 代
管 状 土 錘 3．3 1．3 0 ．4 4 ．0 C 区　 Ⅳ層 古 代
管 状 土 錘 4 ．2 1．4 0 ．4 7 ．1 C 区 第 Ⅳ層 古 代

岩 村遺 跡 （南 国 市 ）

土 錘 の 種類 全長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地点 時期 備 考
管 状 土錘 3 ．1 2．1 0 ．6 0 ．6 13 ．8 Ⅴ 区 SK l 不 明
管 状 土錘 3 ．3 1．7 0 ．6 0 ．5 7．2 Ⅴ区 SK l 不 明
管 状土 錘 3 ．7 1．6 0 ．5 5．0 6．7 Ⅴ区 包含 層 不 明
管 状土 錘 3 ．5 1．9 0 ．7 0．7 9．9 Ⅴ区 包含 層 不 明
管状 土 錘 3．5 1．4 0 ．6 0．6 5．5 Ⅴ区 包含 層 不 明
管状 土 錘 3．2 1．3 0 ．4 0．6 3．8 Ⅴ区 包含 層 不 明
管状 土 錘 3．8 1．8 0 ．7 0．6 9．4 Ⅴ区 包 含 層 不 明
管状 土 錘 3．7 1．8 0 ．6 0．7 9．7 Ⅴ区 包 含 層 不 明
管状 土 錘 4．9 1．3 0．4 0．5 8．3 Ⅴ区 包 含 層 不 明
管 状 土 錘 3．8 1．9 0．6 0．6 Ⅴ区 包 含 層 不 明
管 状 土 錘 （3．2） 1．6 0．5 0．6 （7．7） Ⅴ 区 包 含 層 不 明
管 状 土 錘 4．2 1．5 0．5 0．7 8 ．9 Ⅴ 区 包 含 層 不 明
管 状 土 錘 （3．5） 1．4 0．5 0．6 （7．3 ） Ⅴ 区 包 含 層 不 明
管 状 土 錘 3．6 1．8 0．6 0 ．6 9 ．3 Ⅴ 区 包 含層 不 明
管 状 土 錘 4 ．0 2 ．1 0．6 0 ．8 13 ．6 Ⅴ 区 包 含層 不 明
管 状 土錘 3 ．2 0 ．8 0．3 0 ．3 2 ．7 Ⅴ 区 包 含層 不 明
管 状 土錘 2 ．6 1．3 0．4 0 ．7 4 ．1 Ⅴ層 包 含層 不 明
管 状 土錘 4 ．6 1．8 0．7 0 ．5 Ⅶ 区 内 掘 不 明
管 状 土錘 4 ．1 1．9 0 ．5 0 ．5 Ⅶ 区 内 堀 不 明
管 状 土錘 4 ．7 2．0 0 ．7 0．5 Ⅶ 区 内堀 不 明
管 状土 錘 （3 ．0） 1．1 0 ．4 0．4 Ⅶ区　 内堀 不 明
管 状土 錘 3 ．9 1．5 0 ．5 0．5 Ⅶ区 内堀 不 明

岩 井 口遺 跡 （佐 川 町）

土錘 の種 類 全 長 （cm） 全幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出土 地 点 時期 備 考
管状 土 錘 （3．2） 1．2 0．3 （3．1） P －13 5 不 明
管状 土 錘 3．5 1．3 0．3 P l 1 3 中 ～近 世

l 管状 土 錘 （3．4） 1．4 0．4 P l 14 中 ～近 世
管 状 土 錘 4．0 1．3 0．4 P l 15 中 ～近 世
管 状 土 錘 4．5 ＿ 1．3 0．4 5．7 S B－10 1 中 ～近 世

管 状 土 錘 4．8 1．3 0．4 5．4 S B－10 7 中 ～近 世
管 状 土 錘 5．6 1．5 0．6 8 ．1 S B－113 中 ～近 世
管 状 土 錘 4．4 1．5 0．6 7．5 S b－114 中 ～近 世
管 状 土 錘 4．9 1．6 0 ．5 1 1．4 S B－117 中 ～近 世
管 状 土 錘 3．9 1．1 0 ．3 3 ．4 ‘ SD－10 2 中～ 近 世
管 状 土 錘 4 ，7 1．4 0 ．3 6 ．2 S D－10 2 中～ 近 世
管 状 土 錘 （3．0） 1．4 0 ．6 S D－10 3 中～ 近 世
管 状 土 錘 4 ．9 1．4 0 ．5 8 ．1 S D－10 6 中～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1．5 0 ．3 S D－20 1 中 ～ 近 世
管 状 土錘 4 ．3 1．4 0 ．5 7 ．3 S K－10 2 中 ～ 近 世
管 状 土錘 5 ．5 1．4 0 ．4 7 ．1 S K－10 3 中 ～ 近世

管 状 土錘 （2 ．7） 1．3 0 ．6 S K－10 3 中 ～ 近世

111



拝原遺跡（香我美町）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 4 ．9 1 ．7 0 ．7 12 ．9 P 2 5 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．5 2 ．0 0 ．7 12 ．9 P 3 2 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．4 0 ．5 6 ．1 P 6 0 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．8 ） 1 ．4 0 ．6 （3 ．5 ） P 7 5 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．6 0 ．5 7 ．3 P 9 6 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．7 ） 1 ．6 0 ．5 （7 ．7 ） S D 2 I 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 5 ．3 1 ．7 0 ．7 1 3 ．3 S D 2 I 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．5 ） 1 ．6 0 ．6 （4 ．7 ） S D 2 I 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 6 ．4 2 ．3 0 ．7 2 5 ．0 S X 2 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 6 ．0 2 ．1 0 ．4 19 ．4 S X 5 不 明

管 状 土 錘 5 ．6 1 ．8 0 ．5 1 4 ．3 包 含 層　 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．4 2 ．2 0 ．6 2 6 ．3 包 含 層　 Ⅲ 層 不 明

管 状 土 錘 5 ．0 1 ．5 0 ．5 7 ．8 包 含 層　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．6 1 ．4 0 ．5 6 ．7 包 含 層　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1．3 0 ．6 5 ．7 包 含 層　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．1 0 ．5 5 ．3 包 含 層　 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 （5 ．0 ） 2 ．0 0 ．6 （1 4 ．9 ） 包 含 層　 Ⅳ 層 不 明

扇城跡（中村市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 3 ．6 1 ．4 0 ．5 5 ．2 2 郭 1 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．3 1 ．0 0 ．4 2 ．4 2 郭 E 1 3　 2 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．4 1 ．1 0 ．3 2 ．6 3 郭 C ．D ．E ．3 ．4 ． 1 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 2 ．4 0 ．9 0 ．3 1 ．6 3 郭 C 5 ．6 ．7 1 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．5 1 ．2 0 ．4 4 ．6 6 郭 E 14　 2 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．3 0 ．5 4 ．8 6 郭 E 14　 2 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．3 ） 1 ．4 0 ．5 （3 ．6 ） 6 郭 E 14 ．15　 2 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．2 0 ．4 5 ．1 6 郭 F 13　 2 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．7 ） 1 ．1 0 ．4 （2 ．2 ） 6 郭 F 14　 2 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．6 1 ．1 0 ．4 2 ．．7 6 郭 F 14　 2 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．3 ） 1 ．2 0 ．5 （2 ．4 ） 6 郭 F 14　 2 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 4 ．1 1 ．3 0 ．5 5 ．9 6 郭 F 15　 2 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．5 ） 1 ．2 0 ．4 （2 ．6 ） 7 郭 L 2 1 層 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．2 0 ．5 4 ．1 7 郭 L 2 1 層 中 ～ 近 世

十万遺跡（香我美町）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 4 ．0 2 ．7 0 ．6 S D 2 古 代

管 状 土 錘 （3 ．7 ） 1 ．7 0 ．7 S D 2 古 代

管 状 土 錘 4 ．7 2 ．6 0 ．6 S D 2 古 代

管 状 土 錘 5 ．8 2 ．2 0 ．5 S K 5 0 古 代

管 状 土 錘 6 ．3 2 ．5 0 ．5 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．9 1 ．7 0 ．6 不 明 不 明

管 状 土 錘 （2 ．6 ） 1 ．8 0 ．8 不 明 不 明

管 状 土 錘 （3 ．9 ） 1 ．3 0 ．4 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．1 1 ．5 0 ．4 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．2 1 ．6 0 ．4 不 明 不 明

管 状 土 錘 5 ．3 2 ．1 0 ．7 不 明 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 2 ．9 0 ．9 不 明 不 明

管 状 土 錘 3 ．9 1 ．5 0 ．4 不 明 不 明

管 状 土 錘 4 ．0 1 ．6 0 ．5 不 明 不 明

尾立遺跡（高知市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 （4 ．1 ） 1 ．2 0 ．4 5 ．0 1－2 区 北 P l l 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．2 ） 1 ．2 0 ．4 5 ．0 ト 3 区 2 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （3 ．7 ） 1 ．2 0 ．4 （5 ．0 ） ト 3 区 1 P 1 3 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．8 ） 1 ．1 0 ．4 7 ．5 2 －1 区 南 2 不 明

管 状 土 錘 6 ．0 1 ．8 0 ．5 2 1 ．0 2 －1 区 南 SD l 不 明

管 状 土 錘 （3 ．1 ） 1 ．2 0 ．5 （5 ．0 ） 2 －1 区 南 SD l 不 明

管 状 土 錘 （4 ．8 ） 1 ．2 0 ．4 7 ．0 2 －1 区 南 1 不 明

管 状 土 錘 （4 ．2 ） 1 ．6 0 ．5 （9 ．0 ） 2 －1 区 南 1 不 明

管 状 土 錘 （4 ．2 ） 1 ．0 0 ．4 （4 ．0 ） 2 －1 区 南 1 不 明

管 状 土 錘 （3 ．0 ） 1 ．3 0 ．4 （7 ．0 ） 2 －1 区 南 1 不 明

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．6 0 ．4 10 ．0 2 －1 区 南 1 S D l 不 明

管 状 土 錘 （4 ．2 ） 1 ．7 0 ．6 9 ．0 2 －1 区 南 1 S D l 不 明

管 状 土 錘 （2 ．2 ） 1 ．2 0 ．4 （5 ．0 ） 2 －1 区 南 2 不 明

管 状 土 錘 （2 ．6 ） 1 ．1 0 ．4 （2 ．5 ） 2 －1 区 南 2 不 明

曽我遺跡（野市町）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 5 ．9 2 ．9 0 ．7 3 9 ．1 3 区　 Ⅳ層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．4 1 ．9こ 0 ．4 1 1 ．1 5 区 S K 5 古 代

有 構 土 錘 8 ．0 4 ．2 10 8 ．8 5 区 S K 5 古 代

管 状 土 錘 5 ．8 4 ．6 1 ．2 9 4 ．0 5 区　 Ⅴ 層　 包 含 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．7 0 ．4 10 ．0 7 区 P 2 0 古 代
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曽我遺跡 （野市町）

土錘の種類 全長 （cm） 全幅 （cm） 全厚 （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ） 出土地点 時期 備考
管状土錘 3．6 1．8 0．5 12．0 7区 P20 古代
有溝土錘 5．1 3．5 56．0 7区 P20 古代
管状土錘 4．0 1．9 0．5 14．2 7区　 Ⅲ層下 包含層 古代
有溝土錘 7．2 4．8 85．0 7区　 Ⅲ層下 包含層 古代
有構土錘 1　 5．5 3．7 56．8 7区　 Ⅲ層 下 包含層 古代

管状土錘 2．8 1．9 0．7 9．0 7区　 Ⅲ層 上 包含層 古代
棒状土錘 （7．2） 1．7 0．7 （27．0） 7区　 Ⅲ層 上 包含層 古代

管状土錘 4．1 2．8 0．7 22．4 1区　 Ⅱ層　 包含層 不 明

早咲遺跡 （大方 町）
土錘 の種類 全長 （cm） 全幅 （cm） 全厚 （cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ） 出土地点 時期 備考
管状土錘 （3．7） 1．3 0．4 （5．5） B区 P－2 不明
管状土錘 （3．7） 1．4 0．3 （5．7） B区 SK－18 中～近世
有構土錘 （4．8） 5．2 2．7 （4 6．0） B区 SX－3 古墳
有溝土錘 （4．5） （4．2） 3．2 （50．0） B区 SX－3 古墳
管状土錘 （2．5） 2．2 0．6 （10．3） C区 SX－4 古墳
管状土錘 （3．6） 1．0 0．4 （2．8） D区 P8 不明
管状土錘 （5．0） 1．1 0．4 （4．9） D区 SX－7 中～近世
管状土錘 （2．8） 0．9 0．3 （1．9） D区 SX－7 中～近世
管状土錘 （3．0） 1．2 0．4 （4．2） D区 第 I層 不明
管状土錘 （4．3） 1．3 0．5 （8．1） D区 第 I層 不明
管状土錘 3．0 2．5 0．8 15．5 E区 SK－100 中～近世

有溝土錘 4．2 2．7 1．6 6．5 E区 ST－8 弥生

美 良布遺跡 （香北 町）

土錘 の種類 全長 （cm） 全幅 （cm） 全厚 （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ） 出土地点 時期 備考
管状土錘 4．2 1．8 0．5 第 I 区 包含層 不 明
管状土錘 （4．5） 3．1 （1．4） 第 Ⅱ区 PlOO 中～近世
管状土錘 （4．7） 1．3 0．5 第 Ⅱ区 P82 中～近世
管状土錘 5．1 1．5 0．5 第 Ⅱ区 包含層 不明
管状土錘 5．1 2．1 0．7 第 Ⅱ区 包含層 不明
管状土錘 （3．0） 1．1 0．5 第 Ⅱ区包含層 不明
管状土錘 （3．2） 1．4 0．4 第 Ⅱ区包含層 不明
管状土錘 4．1 1．3 0．4 4．5 第 Ⅲ区 P 7 不 明
管状土錘 5．2 2．0 0．8 第 Ⅲ区 包含層 不 明
管状土錘 （3．3） 2．0 0．6 第 Ⅳ層包含層 不 明

高知城跡（高知市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考
管 状 土 錘 4 ．0 1 ．4 0 ．6 6 ．0 I 層 不 明
管 状 土 錘 4 ．7 1 ．7 0 ．6 1 0 ．8 下 段 南 石 垣 下 1 層 下 不 明
管 状 土 錘 3 ．7 1 ．2 0 ．5 3 ．6 下 段 南 石 垣 下 I 層 下 不 明
管 状 土 錘 5 ．1 1 ．1 1 ．0 0 ．5 3 ．9 Ⅲ 区 ・Ⅲ 層 不 明
管 状 土 錘 （3 ．9 ） 1 ．2 1 ．2 0 ．4 4 ．6 Ⅲ 区 ・ I 層 不 明
管 状 土 錘 （3 ．5 ） 1 ．3 1 ．1 0 ．6 3 ．2 Ⅲ 区 ・Ⅲ 層 不 明
管 状 土 錘 4 ．6 1 ．3 1 ．2 0 ．4 5 ．3 Ⅲ 区 ・S K l 不 明
管 状 土 錘 （3 ．6 ） 1 ．3 1 ．3 0 ．4 4 ．8 Ⅲ 区 ・S K l 不 明
管 状 土 錘 （2 ．7 ） 1 ．0 1 ．0 0 ．4 2 ．1 Ⅲ 区 ・P 2 6 不 明
管 状 土 錘 （3 ．4 ） 1．2 1 ．1 0 ．4 3 ．5 Ⅲ 区 ・P 3 0 不 明

上美都岐遺跡（佐川町）
土 錘 の 種類 全長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地点 時期 備 考
管 状土 錘 （4 ．0） 2．0 0．7 A 区 第 Ⅳ層 不 明
管 状土 錘 （3 ．9） 2．2 0．6 A区 第 Ⅳ層 不 明
管状 土 錘 （5．7） 1．7 0．6 A区 第 Ⅳ層 不 明
管状 土 錘 （3．0） 1．2 0．6 A区 第 Ⅳ層 不 明
管状 土 錘 （3．1） 1．2 （0．4） A 区 第 Ⅳ層 不 明
管状 土 錘 （3．5） 1．5 0．6 A 区 第 Ⅳ層 不 明
管状 土 錘 （3．3） 1．1 0．5 2．7 A 区 第 Ⅳ層 不 明
管状 土 錘 （5．3） 1．9 0．6 SF －2 不 明
管 状 土 錘 5．8 2 ．4 0．7 S K －19 中 ～近 世

ひ び の きサ ウジ 遺跡 （土 佐 山 田 町）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出土 地 点 時 期 備 考
管 状 土 錘 （3．9） 1．1 0．5 （4 ．3 ） P 17 1 1 不 明
管 状 土 錘 4 ．4 1．4 0．6 0．2 10 ．0 P 5 3 不 明
管 状 土 錘 4 ．1 2 ．8 0 ．8 2 4 ．0 S E I I 層 上 古 代
管 状 土錘 5．9 4 ．3 1．1 8 5 ．0 S E I I 層 上 古代
管 状 土錘 （3 ．1） 2 ．1 （0 ．6 ） （7 ．8 ） S K 4 中～ 近 世
管 状 土錘 （3 ．5 ） 1．2 0 ．6 （3 7 ．0） S T 8 弥 生
管 状 土錘 （3 ．5 ） 1．9 0 ．6 （9 ．5） Ⅲ層 不 明
管 状 土錘 3 ．2 1．0 0 ．3 2 ．4 表 採 不 明

探渕遺跡（野市町）
全幅（cm）全長（cm）
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深渕遺跡（野市町）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 4犬土 錘 3 ．3 2 ．0 0 ．6 E ．上’凶　 包 官 層　 Ⅱ J曹 百 1て
管 状 土 錘 4 ．2 1 ．2 0 ．3 E ．F 区 包 含 層　 Ⅳ 層 古 代

棒 状 土 錘 （2 ．7 ） 1 ．8 0 ．4 F 区 S T l 古 墳

管 状 土 錘 3 ．9 0 ．8 0 ．3 F 区 S T 2 古 墳

土佐山田北部遺跡群（土佐山田町）
土 錘 の 種類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出土 地 点 時 期 備 考

管 状 土錘 （3．7） 1．6 0 ．3 C－89 不 明

管 状 土錘 （2．7） 2 ．0 （0 ．8） B－43 不 明
管 状 土錘 4 ．6　r 2 ．3 （0 ．8） B－43 不 明

管 状 土錘 4 ．0 2 ．2 0 ．7 C－70 不 明
管 状 土 錘 3．6 2 ．1 0 ．5 C－87 不 明

管 状 土錘 4 ．2 1．5 0 ．5 C－89 不 明

祁遺 跡 （佐 J 町）
土 錘 の 季重類 全長 ・（cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出土 地 点 時 期 備 考

管 状 土錘 （3．3 ） 1．5 0 ．5 0 ．8 B 区 ST －203 弥 生

管 状 土錘 4 ．4 1．3 0 ．3 C 区 中 ～ 近 世

管 状 土錘 4 ．9 1．4 0 ．3 C 区 中 ～近 世

管 状 土 垂 （2 ．7 ） 1．4 0 ．4 C 区 P－327 中 ～近 世
管 状 土錘 5 ．2 1．4 0 ．5 7 ．3 C 区 SB－301 中 ～近 世

管 状 土錘 （3 ．7 ） 1．4 0 ．4 （0 ．73） SD－202 中 ～近 世

江ノ村遺跡（中村市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 4 ．5 1．9 0 ．3 5 ．6 B 8 －P 6 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （2 ．8 ） 1．9 0 ．5 （4 ．5 ） B 8 －P 8 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 （4 ．0 ） 1．8 0 ．6 C 8 －P 2 中 ～ 近 世

管 状 土 錘 3 ．4 1．8 0 ．2 4 ．8 E 3 －P l O 中 ～ 近 世

西本城跡（大方町）
土 錘 の種 類 全長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 時期 備考

管 状 土錘 （3 ．4 ） 1．2 0 ．5 竪 堀 1 不 明

’管 状 土錘 （2 ．7 ） 1．2 0 ．4 竪 堀 1 不 明
管 状 土錘 （2 ．6 ） 1．1 0 ．4 竪 堀 2 不 明

管 状土 錘 （3 ．1） 1．2 0 ．4 竪 堀 2 不 明

大宮・宮崎遺跡（西土佐村）
土錘 の種 類 全長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重量 （g ） 出 土 地点 時期 備 考

管状 土 錘 5 ．2 1．5 0．5 S K 3 不 明
管 状土 錘 （3 ．1） （1．5） 0．5 S K 3 不 明

管状 土 錘 4 ．4 1．5 0．5 8．5 包 含層 不 明

西谷遺跡（南国市）
土錘 の種 類 全長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地点 時期 備 考

管状 土 錘 5 ．6 1．3 0．5 調査区中央部礎石列周辺部 中 ～近 世
管状 土 錘 4 ．3 1．5 0．6 調査 区中央部礎石列周辺部 中 ～近 世

管状 土 錘 （4・．7） 1．7 0．5 調査 区中央部礎石列周辺部 中 ～近 世

吉良城跡（春野町）
土錘 の種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土地 点 時期 備 考

管状 土 錘 （3．6） 1．5 0．3 A ル ンチ 北 不 明
管 状 土 錘 （5．0） 1．4 0．6 A ル ンチ 北 不 明

管 状 土 錘 （3．3） 1．3 （0．5） A ル ンチ北 不 明

土佐中村一条氏遺跡（中村市）
土 錘 の種 類 全 長 （cm ） 全幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出土 地 点 時 期 備 考

管 状 土 錘 （4．0） 1．5 0．5 集 石遺 構 不 明
管 状 土 錘 4．5 0．9 0．4 集 石遺 構 不 明

管 状 土 錘 4．7 1．2 0．4 集 石遺 構 不 明

飛田坂本遺跡（須崎市）
土 錘 の 種 類 全 長 （cm ） 全 幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土 地 点 － 時 期 備 考

管 状 土 錘 4 ．3 1 ．3 0 ．4 4 ．0 C 区 遺 構 外 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．5 1 ．2 0 ．4 3 ．3 C 区 遺 構 外 Ⅳ 層 不 明

管 状 土 錘 3 ．7 1 ．1 1 ．0 0 ．3 4 ．2 D 区 B 地 点 遺 構 外　 Ⅲ 層 不 明

原遺跡（土佐山田町）
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介良遺跡（高知市）

林 田遺 跡 （土 佐 山 田 町）

土錘 の種 類 全 長 （cm ） 全幅 （cm ） 全 厚 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ） 出 土地 点 時期 備 考
管状 土 錘 3．5 0．9 0．5 T R －K 古代

（3．8） 2 ．3 0．6 T R －K 古 代

本村遺跡（野市町）
全長（cm） 全幅（cm）

チシ古城跡（中村市）
全長（cm） 全幅（cm）

南浦遺跡（春野町）
全長（cm） 全幅（cm）

曽我城跡（大方町）
全長（cm） 全幅（cm）

山田三ツ又遺跡（土佐山田町）
全長（cm） 全幅（cm）

陣山遺跡（南国市）
全長（cm） 全幅（cm）

楠目遺跡（土佐山田町）
全長（cm） 全幅（cm）

SB－l Pl 代

ハナノシロ城跡（中村市）
全長（cm） 全幅（cm）

高柳土居城跡（土佐山田町）
全長（cm） 全幅（cm）

本郷遺跡（日高村）
全長（cm） 全幅（cm）

林口遺跡（土佐市）
全長（cm） 全幅（cm）

八田神母谷遺跡（伊野町）
全長（cm） 全幅（cm）

宿毛貝塚（宿毛市）
全長（cm） 全幅（cm）
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第Ⅴ章　下ノ坪遺跡出土鍛冶・鋳銅関連遺物の金属学的調査

大澤正己・鈴木瑞穂

概　要

8～9世紀前半に比定される下ノ坪遺跡出土の鍛冶・鋳銅関連遺物（椀形鍛冶津、羽口、

相場、鉄製品など）を調査して次の事が明らかになった。

〈1〉　鍛冶作業は鉄器製作を目的とした鍛錬鍛冶工程が中心に行われた可能性が高い。

鉄素材は廃鉄器リサイクルと、従来の鉱石系鉄塊が原料となる。また、鉄素材の酸化防止

に粘土汁を塗布する工程を伴った形跡を残す。

〈2〉　鉄斧刃先破片や銑鉄（まだら鋳鉄、ねずみ鋳鉄）は鍛冶原料鉄の廃鉄器であっ

た可能性がある。廃鉄器を原料鉄とする場合、鉄津の脈石成分（TiO2、Ⅴ、MnO、CaO＋

MgO）は低減傾向になる。また、従来の鉄塊は純度の高い高品位材の搬入があったとみえ

て鉄津の爽雑成分は低目となる。

〈3〉　鉄製品としての袋状鉄斧は、極軟鋼（0．1％C）母材に浸炭処理を施した材質強

化の熱処理品であった。焼戻しの痕跡も認められて一定水準の産物と評価される。

〈4〉　鍛冶羽口の胎土成分は鉄分や塩基性成分（CaO＋MgO）が低めで羽口先端孔づ

まりを配慮した品質であった。また、耐火度は14500Cを確保する性状であった。鍛冶の折

返し曲げ鍛接の高温作業に十分耐えうる羽口の調達と考えられる。

〈5〉当地では取鍋が出土しており、鍛冶作業以外に非鉄金属の細工作業が想定された。

内面溶融金属は純銅粒であった。

1　いきさつ

下ノ坪遺跡は高知県香美郡野市町上岡に所在する、弥生時代から中世にわたる複合遺跡

である。農業農村活性化農業構造改善事業上岡地区区画整理工事に従って発掘調査が行わ

れた。古代（8C～9C前半）の掘立柱建物跡・土坑などから鍛冶関連遺物が検出され、これ

らを通して当時の鉄生産・鉄器製作の実態を把握する目的から金属学的調査を行った。

2　調査方法

2－1　供試材

Table．1に供試材20点の履歴を示す。

2－2　調査方法

（1）　肉眼観察

遺物の肉眼観察所見。これらの所見をもとに分析試料採取位置を決定する。必要に応じ

て試料採取時の切断面の所感を加えている。

（2）　マクロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体

像を、投影機の10倍もしくは20倍で撮影したものを指す。当調査は、顕微鏡検査による

よりも広い範囲にわたって、組織の分布状態、形状、大きさなどの観察ができる利点があ
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る。

（3）　顕微鏡組織

切り出した試料をベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の削50、＃240、舶20、鵬00、

削000と順を迫って研磨し、最後は被研磨面をダイヤモンドの3〟と1〟で仕上げて光学顕

微鏡観察を行った。なお、金属鉄の炭化物は、ピクラル（ピクリン酸飽和アルコール液）

で、フェライト結晶粒はナイタル（5％硝酸アルコール液）で、腐食（Etching）している。

（4）　ピッカース断面硬度

鉄津の鉱物組成と、金属鉄の組織同定を目的として、ピッカース断面硬度計（Ⅵ。kes

HardnessTbster）を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨した試料に1360の頂

角をもったダイヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除

した商を硬度値としている。試料は顕微鏡用を併用した。

（5）　CMA（ComputerAidedX－RayMicroAnalyzer）調査

EPMA（ElectronProbeMicroAnalyzer）にコンピューターを内蔵させた新鋭分析機

器である。旧式装置は別名Ⅹ線マイクロアナライザーとも呼ばれる。分析の原理は、真空

中で試料面（顕微鏡試料併用）に電子線を照射し、発生する特性Ⅹ線を分光後に画像化し、

定性的な結果を得る。更に標準試料とⅩ線強度との対比から元素定量値をコンピューター

処理してデータ解析を行う方法である。化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域

の組織同定が可能である。

（6）　化学組成分析

供試材の分析は次の方準で実施した。

全鉄分（TbtalFe）、金属鉄（MetallicFe）、酸化第一鉄（FeO）：容量法。

炭素（C）、硫黄（S）、：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化珪素（SiO2）、酸化アルミニウム（血203）、酸化カルシウム（CaO）、酸化マグネ

シウム（MgO）、酸化カリウム（K20）、酸化ナトリウム（Na20）、酸化マンガン（MnO）、

二酸化チタン（TiO2）、酸化クロム（Cr203）、五酸化燐（P205）、バナジウム（Ⅴ）、銅（Cu）、：

ICP（InductivelyCoupledPlasmaEmissionSpectrometer）法：誘導結合プラズマ発光
分光分析。

（7）　耐火度

耐火度の加熱に耐える温度とは、溶融現象が進行の途上で軟化変形を起こす状態度の温

度で表示することを定め、これを耐火度と呼んでいる。試験には三角コーン、つまりゼー

ゲルコーンが溶倒する温度と比較する方法を用いている。

3　調査結果

SMT－1椀形鍛冶津

①　肉眼観察：鍛冶炉の炉底に堆積形成された椀形鍛冶津。平面は不整六角形で側面5

面は破面、厚手の椀形津である。上面はやや流動状の凹凸を持ち、光沢のある黒色ガラス

質である。下面には淡褐色の鍛冶炉床土が厚く固着している。炉床土部と椀形浮部が接す

る部分で細かな気孔が集中する。

②　顕微鏡組織：Photo．1①～⑤に示す。鉱物組成は、白色粒状結晶のヴスタイト

（Wtistite‥FeO）が局部的に凝集し、淡灰色木ずれ状結晶の（Fayalitx，：2FeO・SiO2）、
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白色多角形結晶のマグネタイト（Magnetite：Fe304）が基地の暗黒色ガラス質スラグに品

出する。ヴスタイト粒内には微小析出物が認められる。へ－シナイトHercynite：（FeO・

A1203）の可能性が考えられる。また、⑤では一部鋳化鉄（Goethite）を残存させる。

該品は鉄素材の繰り返し折り曲げ鍛接の高温作業で排出された鍛錬鍛冶津に分類される。

なお、鉄素材の酸化防止に塗布された粘土汁の影響からファイヤライトやガラス質成分が

若干多いめになっている。

③　化学組成分析：Table．2に示す。比較的鉄分少なくガラス質の多い成分系である。全

鉄分（TbtalFe）41．05％に対して、金属鉄（MetallicFe）0．14％、酸化第1鉄（FeO）38．83％、

酸化第2鉄（Fe203）15．34％の割合である。ガラス質成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋

K20＋Na20）は40．92％でそのうち塩基性成分を（CaO＋MgO）1．73％含む。砂鉄特有成

分の二酸化チタンは（TiO2）0．50％、バナジウム（Ⅴ）0．01％とやや低値である。酸化マン

ガン（MnO）0．07％、銅（Cu）0．002％などが検出された。磁鉄鉱系鉄素材の鍛錬鍛冶津の

成分系である。それも酸化マンガンが0．1％を割るので、廃鉄器を鍛冶原料鉄とした可能性

が考えられる。

SMT－2　椀形鍛冶津

（9　肉眼観察：平面は不整六角形を呈する椀形鍛冶津である。表面に分厚く黄褐色の酸

化土砂が固着し地の観察が困難であり、明確な破面は確認されない。やや厚手で小振りの

形状である。上面はほぼ平坦で下面には細かな木炭痕を僅かに残す。

②　顕微鏡組織：Photo．1⑥～⑧に示す。鉱物組成は白色粒状結晶のヴスタイト

（Wiistite：FeO）、淡灰色木ずれ状結晶のファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）が基

地の暗黒色ガラス質スラグに品出する。結晶は一部風化傾向にある占　また、⑧では鋸化鉄

（Goethite）が認められた。フェライト（Ferritx））素地にとパーライト（pearlite：フェラ

イトとセメンタイトが交互に重なり合って構成された層状組織）の痕跡が確認できる。パ

ーライトの占める面積は炭素含有量の増加に伴って増し、焼きならし状態では0．4％で約半

分、0．77％で全部パーライトなる。この面積率で含鉄部の炭素量を推定すると0．1％C程度

の極軟鋼である。

③　ピッカース断面硬度：Photo．1⑥に示す。白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。

462Hvであった。ヴスタイトの文献硬度値が450～500Hvであり（注1）、この範囲内であ

るため　ヴスタイトに同定される。

④　化学組成分析：Table．2に示す。鉄分多く脈石成分（Ti、Ⅴ、MnO）は低減する成分

系である。全鉄分（TbtalFe）50．79％に対して、金属鉄（Metallic Fe）0．54％、酸化第1

鉄（FeO）37．04％、酸化第2鉄（Fe203）30．68％の割合である。ガラス質成分（SiO2＋Al203

＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）23．96％で、このうちに塩基性成分（CaO＋MgO）1．45％を

含む。チタン（Ti）0．33％、バナジウム（Ⅴ）＜0．01％、酸化マンガン（MnO）0．06％、銅

（Cu）0．005％など随伴微量元素が少なく、核品も廃鉄器を素材とした鍛錬鍛冶津に分類さ

れる。

SMT－3　鉄斧刃先

①　肉眼観察：袋状上部を欠損し、板状を呈する鉄斧刃部破片と思われる。鋳化が進行
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し皮金と芯金に沿って大きく層状に放射割れが進行する。また、表面剥落が数個所に認め

られる。刃部端部より分析試料採取。皮金は芯金より鋳化が激しく、両方とも鋸化が進行

して金属鉄は残存しない。

②　マクロ組織：Photo．14に示す。芯金が一部と皮金の片側を供試材とする。心金と皮

金は折返し曲げ鍛接線の痕跡は認められるが熱処理に関する情報は不明瞭である。

③　顕微鏡組織：Photx）．2①～③に示す。金属鉄は既に残留せず鋸化鉄（Goethite）とな

る。かろうじて皮金側で一部フェライト（Ferrite）結晶粒及びパーライトの痕跡を留める。

0．25％C前後の炭素含有量がみられる低炭素鋼であった。該品も鍛冶原料鉄の一種であろう

か。

SMT－4　鍛冶津

①　肉眼観察：やや流動状に細長く伸びた不定形の鍛冶津である。上面は幅1cm程の木

炭痕による凹凸が顕著である。側面はやや二段気味の外観を呈する。

②　顕微鏡組織：Photo．2④～⑧に示す。④は一部に鋳化鉄（Goethite）と鉄津が共存す

る組織である。鉱物組成は、大粒の白色粒状結晶ヴスタイト（Wustite：FeO）が凝集した

状態で品出し、その粒間に僅かに淡灰色木ずれ状結晶のファイヤライト（Fayalite：2FeO・

SiO2）が暗黒色ガラス質スラグ中に認められる。結晶に一部風化が認められる。鍛錬鍛冶

津の品癖である。

③　ピッカース断面硬度：Photo．2⑦⑧に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。⑦風化

のためか411Hvとヴスタイトの文献硬度値450～500Hvの下限を僅かに切るが、ヴスタイ

ト（Whstite：FeO）に同定される。⑧は風化した結晶であるために296Hvと異常値を呈

したがヴスタイト（Wtistite：FeO）とみてよかろう。

SMT－5　ガラス質津

①　肉眼観察：小型で表面流動状のガラス質津である。色調は黒色または緑色を呈する。

破面には中小の気孔がかなり密に認められる。非常に軽い質感の津であり表面には長さ1

～2cm大の木炭痕をまばらに残す。

②　顕微鏡組織：Photo．3①～③に示す。気泡を点在させた暗黒色ガラス質スラグ中に微

細な金属鉄粒と微小析出物が認められる。核品は赤熱鉄素材の酸化防止に塗布された粘土

汁が溶融してガラス化した津である。

SMT－6　椀形鍛冶津

①　肉眼観察：小型でほぼ完形の椀形鍛冶津である。78gを測る。上下面には細かい木

炭痕が散在する。表面には褐色の酸化土砂が付着する。また、酸化土砂中にわずかに細か

い鍛造剥片が固着する。注（2）

②　顕微鏡組織：Photo．3④～⑧に示す。④は付着鍛造剥片である。鍛造剥片は鉄素材を

大気中で加熱、鍛打するとき表面の酸化膜が剥離、飛散して生じたものである。鍛冶工程

の進行により、表面荒れ肌の厚手から平滑薄手へ色調は黒褐色から青味を帯びた銀色へ変

化する。鍛打作業の実証と鍛冶の段階を押える上で重要な遺物である。

鍛造剥片の被膜構成は通常、微厚の外層へマタイト（Hematite：Fe203）、中間層マグネ
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タイト（Magnetite：Fe304）、内層ヴスタイト（Whstite：FeO）で構成される。当試料は

風化のためか外層へマタイトは明瞭に確認できないが、中間層マグネタイト、内層ヴスタ

イトの非晶質が確認でき、鍛打作業後半段階の派生品と推定される。

椀形津の鉱物組成は白色粒状結晶のヴスタイト（Whstite：FeO）、淡灰色木ずれ状結晶

のファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）が基地の暗黒色ガラス質スラグに品出する。鍛

錬鍛冶津の品癖である。

③　ピッカース断面硬度：Phot0．3の⑧に示す。白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。

硬度値は465Hvでヴスタイト（Wilstite：FeO）に同定される。

④　化学組成分析：Table．2に示す。全鉄分（TbtalFe）47．76％に対して、金属鉄（Metallic

Fe）0．18％、酸化第1鉄（FeO）51．98％、酸化第2鉄（Fe203）10．26％の割合となる、ガ

ラス質成分（SiO2＋Al203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は34．27％あり、このうちに塩基

性成分（CaO＋MgO）3．59％を含む。随伴微量元素は少なめで、二酸化チタン（TiO2）0．35％、

バナジウム（Ⅴ）＜0．01％、酸化マンガン（MnO）0．08％、銅（Cu）0．002％あった。前述

してきたSMT－1、SMT－2と同系成分である。鍛錬鍛冶津に分類される。

SMT－7　椀形鍛冶津

①　肉眼観察：側面2両が破面の椀形鍛冶津である。上面はほぼ平坦で5mm程の細かい

木炭痕がわずかに認められる。破面には細かい気孔を発生する。やや軽い質感の津である。

②　顕微鏡組織：Phob．4①～③に示す。椀形津の鉱物組成は白色粒状結晶のヴスタイト

（Whstite：FeO）、淡灰色木ずれ状結晶のファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）が基

地の暗黒色ガラス質スラグに品出する。鍛錬鍛冶浮の品癖である。

③　ピッカース断面硬度：Photo．4③に示す。白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。亀

裂のため378Hvと低値であるがヴスタイト（Wtistite：FeO）とみてよかろう。

SMT－8　椀形鍛冶津

①　肉眼観察：完形の椀形鍛冶津である。上面には1cm程の大きさの木炭痕が顕著に認

められる。下面にも細かい木炭痕を一面に残す。また、一部に淡褐色の炉床粘土が付着す

る。やや軽い質感の津である。

②　顕微鏡組織：Photo．4④～⑧に示す。鉱物組成は、④は暗黒色ガラス質スラグ中に淡

灰色盤状結晶のファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）が品出する。また、僅かに鋸化鉄

（Goethite）の痕跡も認められる。⑤～⑧淡灰色盤状結晶のファイヤライト（FayalitB：

2FeO・SiO2）、白色樹枝状結晶の微小ヴスタイト（Wtlstite：FeO）が基地の暗黒色ガラス

質スラグに品出する。粘土汁塗布の影響が現れた鍛錬鍛冶津の品癖である。

SMT－9　椀形鍛冶津

①　肉眼観察：平面が不整台形を呈する側面1両が大きく欠損した椀形鍛冶津である。

上面はほぼ平坦で、下面は中小の木炭痕が一面に認められる。撤密で重量感のある津であ

る。破面では細かい気孔が下面側に集中する。

②　顕微鏡組織：Phot0．5の①～③に示す。鉱物組成は白色粒状結晶のヴスタイト

（Wtlstite：FeO）、淡灰色木ずれ状結晶のファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）が基
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地の暗黒色ガラス質スラグに品出する。鍛錬鍛冶浮の品癖である。

③　ピッカース断面硬度：Photo．5①に示す。白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。割

れのため417Hvとヴスタイトの文献硬度値450～500Hvの値をやや下まわるが、ヴスタ

イトに同定される。

SMT－10　羽口

①　肉眼観察：羽口の先端部破片である。先端の表面はガラス質化し細かい気孔が発生

する。被熱痕跡から炉への装着角度は浅いものと思われる。胎土は淡褐色の撤密な粘土質

で、僅かに植物の種子痕が認められる。

②　顕微鏡組織：Photo．5④～⑧に示す。④は羽口胎土部分である。微細な鱗片状粘土鉱

物セリサイト（Cerisite）は被熱のため溶融気味である。0．1mm以下の破片鉱物は石英で

あろうか。⑤～⑧は先端溶融物の鉱物組成は暗黒色ガラス質スラグ中に白色多角形結晶の

マグネタイト（Fe304）と淡灰色多角形結晶のへ－シナイト（Hercynite：FeO・Al203）な

どが品出する。羽口先端溶融物としては典型的な組織である。

③　化学組成分析：Table．2に示す。胎土の強熱減量のIgLossは3．22％で熱影響を受け

かけた部分の分析となる。鉄分（Fe203）2．49％、塩基性成分（CaO＋MgO）1．18％と低く

軟化性には良好な成分系であるが、酸化アルミニウム（血203）16．07％と低く耐火度には

若干不利である。僅かに砂鉄粒子を粘土中に含むのか二酸化チタン（TiO2）0．93％、バナジ

ウム（Ⅴ）＜0．01％であった。古代製鉄の炉材類としての一般的性状を有した成分系である。

④　耐火度：胎土をゼーゲルコーンという三角錐の試験片を造り、1分間あたり100Cの

速度で温度上昇して、変化を起こしたところから昇温温度を40Cにおとし、荷重なしに自重

だけで軟化し崩れる温度は14500Cであった。該期の鍛冶羽口として十分な耐火性が得られ

ている。

SMT－11取鍋

①　肉眼観察：片口を持つ取鍋の破片である。内面口縁部に沿って溶融ガラス質化する。

ガラス質部分の色調は黒色または緑色、また特に片口付近は赤褐色を呈する。胎土は長石・

砂粒を多量に混和させる。植物の種子痕も認められる。内面表面の溶融ガラス質部分を供

試材とした。

②　顕微鏡組織：Phot0．6の①～⑤に示す。取鍋の器壁内表面は溶融金属に触れて被熱溶

融ガラス質化している。さらにガラス質スラグ中に多量の微細な銅粒（Cu）、及び微小析出

物の品出が認められる。

③　CMA調査：ガラス質スラグ中の球状析出物の分析を行った。Photo．17のSE（2次

電子像）に見られる暗黒色ガラス質スラグ中に品出した金属粒の高速定性分析結果をFig．1

に示す。A－Rankで検出された元素は銅（Cu）をはじめ、鉄（Fe）、マンガン（Mn）、

ガラス質成分（Si＋Al＋Ca＋Mg＋K＋Na）、燐（P）、酸素（0）、などである。

この高速定性分析結果を視覚化した面分析の特性Ⅹ線像と定量分析結果をPhoto．17に示

す。SEに1の番号つけた球状析出物は銅（Cu）に白色輝点が集中し、定量分析値は99．947％

Cu組成となり純銅（Cu）と同定された。銅細工に使用された取鍋か相場であろう。
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SMT－12　椀形鍛冶津

①　肉眼観察：小型で厚手の椀形鍛冶津の破片である。上面一部ガラス質部が認められ

る。羽口由来の溶融物であろう。下面は細かい木炭痕を極く薄く残すが、きれいな曲面を

呈する。破面は光沢を発生す。撤密で重量感のある津である。

②　顕微鏡組織：Photo．6⑥～⑧に示す。鉱物組成は淡灰色盤状結晶のファイヤライト

（Fayalite：2FeO・SiO2）、白色粒状結晶のヴスタイト（Wtlstite：FeO）が基地の暗黒色

ガラス質スラグに品出する。粘土汁多用の鍛錬鍛冶津の品癖である。

③　ピッカース断面硬度：Photo．6⑥に示す。淡灰色盤状結晶の硬度測定の圧痕を示す。

ファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）の文献硬度値は600～700Hvであり、718Hv

と上限を僅かに越えるがファイヤライトに同定される。

④　化学組成分析：Table．2に示す。鍛冶津にしては鉄分が少なく、ガラス質の多い成分

系となっている。全鉄分（TbtalFe）32．08％に対して、金属鉄（Metallic Fe）0．69％、酸

化第1鉄（FeO）23．97％、酸化第2鉄（Fe203）18．24％の割合である、ガラス質成分（SiO2

＋Al203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）48．12％、このうちに塩基性成分（CaO＋MgO）2．71％

を含む、随伴微量元素は砂鉄特有元素の二酸化チタン（TiO2）0．27％、バナジウム（Ⅴ）＜

0．01％と低値である。酸化マンガン（MnO）は1．09％と高値である。銅は（Cu）0．002％。

マンガンが多いのは鍛冶原料鉄が廃鉄器ではない鉄塊の充当が考えられる。

鉱物相、成分系から鉄素材の酸化防止粘土汁を多用した鍛錬鍛冶作業時に生成された椀

形鍛冶浮の可能性が考えられる。

SMT－13　鍛冶津

①　肉眼観察：不整形小型の鍛冶津である。表面には淡褐色の土砂が付着する。鋸化に

より茶褐色に変色した部分が認められ、金属探知器の反応は無いものの小さな鉄部を含む

資料であったと思われる。また表面には灰色の浮部と黒色ガラス質部分が残存する。

②　顕微鏡組織：Photo．7①～⑤に示す。鉱物組成は淡灰色木ずれ状結晶のファイヤライ

ト（Fayalite：2FeO・SiO2）、白色樹枝状結晶の微小ヴスタイト（Wilstite：FeO）が基地

の暗黒色ガラス質スラグに品出する。粘土汁多用の鍛錬鍛冶津の品癖である。

③　ピッカース断面硬度：Photo．7①に示す。淡灰色木ずれ状結晶の硬度測定の圧痕を示

す。硬度値は687Hvとファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）の文献硬度値の範囲内で

あり、ファイヤライト（2FeO・SiO2）に同定される。

SMT－14　椀形鍛冶津

①　肉眼観察：平面形が半円状を呈する厚手の椀形鍛冶津である。側面2両は大きく破

面、他に3面破面。約1／2が残存する破片である。表面は黄褐色の酸化土砂に覆われる。

上面は平坦で1cm程の木炭痕が認められる。側面も1cm大の木炭痕が顕著である。撤密で

重量感のある津である。

②　顕微鏡組織：Photo．7⑥～⑧に示す。鉱物組成は淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト

（Fayalite：2FeO・SiO2）、ごく少量の白色樹脂状結晶ヴスタイト（Wもstite：FeO）が基

地の暗黒色ガラス質スラグに品出する。これも前述したSMT－13と同系の粘土汁多用の鍛

錬鍛冶津の品癖である。
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③　ピッカース断面硬度：Photo．7⑥に示す。淡灰色木ずれ状結晶の硬度測定の圧痕を示

す。割れのため557Hvとファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）の文献硬度値を下回る

が、ファイヤライトといえよう。

SMT－15　椀形鍛冶津

①　肉眼観察：平面不整五角形を呈する厚手の椀形鍛冶津である。側面5両は破面。上

面は一部黒色ガラス質部分が認められ、表面は比較的滑らかであや。裏面は一部に淡褐色

の鍛冶炉床土の付着がある。徹密な粘土質で長石粒・砂粒を僅かに含む。

②　顕微鏡組織：Photo．8①～⑤に示す。鉱物組成は白色粒状結晶のヴスタイト

（Wもstite：FeO）と、淡灰色木ずれ状結晶（Fayalite：2FeO・SiO2）が基地の暗黒色ガラ

ス質スラグに品田する。ヴスタイト粒内には微小析出物のへ－シナイト（Hercynite：FeO・

Al203）とウルボスピネル（Uk6spinel：2FeO・TiO2）の混合組成が認められる。鍛冶原料

鉄は廃鉄器でなしに鉄塊である。荒鉄の成分調整と不純物除去の精錬鍛冶の終末段階か、

鍛錬鍛冶津か微妙な鉱物相である。

③　ピッカース断面硬度：Photo．8①に示す。白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬

度値は483Hvであった。ヴスタイトの文献硬度値が450～500Hvであり、この範囲内に収

まるのでヴスタイトに同定される。

④　CMA調査：Photo．18のSE（2次電子像）にある鉱物相4種の高速定性分析結果を

Fig．2に示す。検出された元素はA－Rankで鉄（Fe）、チタン（Ti）、ガラス質成分（Si

＋Al＋Ca＋Mg）、酸素（0）、B－Rankでカリウム（K）である。

高速定性分析結果を視覚化した面分析の特性Ⅹ線像と定量分析値をPhoto．18に示す。SE

番号1は淡灰色盤状結晶であり、鉄（Fe）と珪素（Si）に白色輝点が集中する。定量分析

値は64．7％Fe0－30．6％SiO2組成が得られた。ファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）

が同定される。SE番号2は白色粒状結晶であり、白色輝点は鉄（Fe）と酸素（0）に集中

する。定量分析値は98．6％FeO組成が得られ、ヴスタイト（Wtlstite：FeO）に同定される。

SE番号3は白色粒状結晶粒内の淡茶褐色微小析出物であり、定量分析値13．1％A1203－

2．2％TiO2－80．2％甘eoが得られた。へ－シナイト（Hercynite：FeO・Al203）とウルボス

ピネル（Ulv6spinel：2FeO・TiO2）の混合組成と考えられる。ただしチタン濃度がすこぶ

る淡い。SE番号4は基地の暗黒色ガラス質スラグである。白色輝点は珪素（Si）、アルミ

ニウム（Al）、カリウム（K）などに集中する。定量分析値：56．9％SiO2－24．2％A1203－

5．8％K20－5．8％FeO組成となる。ガラス質成分で珪酸系である。鍛冶原料は砂鉄系鉄素材

と考えられるが、チタン濃度が弱いので磁鉄鉱系を全面的に否定はできないであろう。今

後の研究課題となってくる。

⑤　化学組成分析：Table．2に示す。全鉄分（TbtalFe）37．22％に対して金属鉄（Metallic

Fe）0．04％、酸化第1鉄（FeO）38．76％、酸化第2鉄（Fe203）10．08％の割合である。ガ

ラス質成分（SiO2＋Al203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）48．17％で、このうち塩基性成分

（CaO＋MgO）が4．22％と高値である。二酸化チタン（TiO2）0．51％、バナジウム（Ⅴ）

＜0．01％、酸化マンガン（MnO）0．35％、銅（Cu）0．002％なども多く、特にマンガン量が

高めなので鉄塊を鍛冶原料とした成分系と推定される。廃鉄器の鍛冶ではないと考えられ

る。
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SMT－16　椀形鍛冶津

（9　肉眼観察：平面不整六角形を呈する椀形鍛冶津である。側面6面は破面。上面は平

坦気味で大きなもので径3mm程の気孔が散在する。木炭痕は径1cm程の大きさのものが

数個所散在するがいずれも痕跡は薄い。下面は径1cm程の木炭痕による凹凸が顕著である。

表面黒色ガラス質部分が認められる。下面に広くガラス質淳が付着するのは奇異な感じを

受ける。木炭痕が下面に顕著なことから鍛冶炉床土が溶融したのではないと思われる。

②　顕微鏡組織：Photo．8⑥～⑧に示す。鉱物組成は白色粒状結晶のヴスタイト

（Wtlstite：FeO）、淡灰色木ずれ状結晶のファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）、白色

多角形結晶のマグネタイト（Magnetite：Fe304）が基地の暗黒色ガラス質スラグに品田す

る。鍛錬鍛冶津の品癖である。

③　ピッカース断面硬度：Photo．8⑧に示す。⑦は白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。

硬度値は516Hvとヴスタイトの文献硬度値の上限を僅かに上回るがヴスタイト（Wiistite：

FeO）に同定される。⑧は白色多角形結晶の硬度測定の圧痕である。硬度値は582Hvであ

った。マグネタイト（Magnetite：Fe304）の文献硬度値は500～600Hvであり、その範

囲内に収まるのでマグネタイトに同定される。

SMT－17　鉄製品（半製品）

①　肉眼観察：鋳化による錆膨れ・変形が著しいが板状の鉄片である。層状に鋳化割れ

を起こしており少なくとも鍛打工程を経たものであることが分かる。鋸化のため明確では

ないが、短軸両端を整などで切断した素材的な鉄片の可能性がある。

②　マクロ組織：Photo．14に示す。切断面は折返し鍛錬した板状の鉄製品を芯に、更に

外側に鉄板を巻いたような状態を呈している。鋳化が進行し、鋸膨れが著しい鉄片である。

③　顕微鏡組織：Photo．9①～③に示す。金属鉄は残存せず、鋳化鉄（Goethite）に辛う

じてパーライト痕跡を留める。炭素含有量は0．1％以下の極軟鋼である。①③には鋳化鉄

中に非晶質珪酸塩系の鍛打展進過程の非金属介在物を示す。

②　CMA調査：Photo．19・20に示す。2視野を調査した。まず、Photo．19は鋸化鉄の

基地の分析である。

高速定性分析結果がFig．3である。A－Rankの検出元素が鉄（Fe）、珪素（Si）、燐（P）、

酸素（0）などである。珪素（Si）は汚染物質の影響である。地鉄からは特別の情報は得ら

れない。

SEの番号8を定量分析したところ66．2％Fe－32．9％0となった。鋳化鉄（Goethite）が

同定されたのみである。

次はPhoto．20の鉄中非金属介在物の高速定性分析がFig．4である。A－Rankの検出元

素は鉄（Fe）、珪素（Si）、硫黄（S）、酸素（0）となる。

SEに番号7をつけた介在物は、白色輝点が鉄（Fe）と酸素（0）に集中し、定量分析

値は89．8％FeO組成が得られた。酸化第一鉄のヴスタイト（Wtlstite：FeO）である。

この介在物は、本来の状態は暗黒色ガラス質スラグが帯状に伸びたなかに含まれた酸化

第一鉄である。鉄素材の繰返し折曲げ鍛接時の粘土汁塗布で溶融派生したものであろう。
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SMT－18　袋状鉄斧

①　肉眼観察：完形の袋状鉄斧である。袋部の断面形は隅丸方形で袋部の合わせ目が大

きく開いている。袋部は上部を鍛打により耳状にたたき伸ばした後折り曲げて加工したも

のと考えられる。　刃部側面から袋部端部にかけて鋸化割れが顕著である。

埋込み試料は刃部端部と、袋部合わせ目側表皮から採取した。刃部には金属鉄が残存し

ている。

②　マクロ組織：Photo．15に示す。写真上側が刃部金属鉄である。折返し鍛接線が細か

いピッチで走り鍛造品を明瞭に表わす。また刃先外表面に沿って炭素量が多い黒色領域が

あって浸炭処理が想定される。写真下側の表層の鋳化鉄が採取されている側が袋部合わせ

目の試料である。

③顕微鏡組織：Photo．10～12に示す。Photo．10①は刃先断面の組織である。先端左

側が表面側の浸炭部で、右側の内部が地鉄母材の組織となる。表面は浸炭されて炭素量を

増し亜共析鋼ながら0．6％前後の炭素量が含有されて、右側の内部に進むにつれて白いフェ

ライトが現れて0．1％程度の地鉄となる。②③は浸炭層から地鉄へと移動する拡散層で、灰

色塊状組織は0．2～0．3％炭素含有のベイナイト（Bainite：フェライトと炭化物の混合物）

であり、この組織の析出から比較的急速冷却であったと窺われる。④⑤は刃先先端部の組

織である。黒色塊状組織を詳細に観察すると、微細な針状組織で低温変態パーライト組織

もしくは下部ベイナイト組織（Lower Bainite StruCture）が生成している。以上の金属

組織からみて、当該鉄斧の刃先は9500C程度に加熱され刃先部は浸炭処理したのちに小容積

放冷された可能性をもつ。

次にPhoto．11は鉄斧の刃部の上側断面組織を示す。金属組織は、片状フェライト境界部

に炭化物が列状に微細に生成した0．1％以下の低炭素組織である。①は低倍率50倍のマク

ロ写真、②④は100倍の組織で片状フェライトに取り残された領域に黒色の低温変態パー

ライト組織が観察される。また、③⑤は400倍の拡大組織であって、これから低温変態パ

ーライト組織が分解して球状化を呈して焼戻し処理が施されていると知れる。通常、この

ような組織は7000C程度に再加熱されたと解釈される。ところが刃先側は放冷組織をもって

いた。上部側は焼戻し処理が読みとれて、この両者の食違いはどう解釈すればよいのだろ

うか。

いずれにしろ該品は極軟鋼（0．1％C）を繰返し折曲げ鍛接し、袋状鉄斧に成形後、刃先

部は木炭粉にまぶし加熱することにより浸炭させて外周部の炭素含有量を増加させ共析鋼

（0．77％C）のもつ強度向上の対策がとられた製品である。現実には浸炭表層部は鋸化して

0．6％Cレベルしか確認できなかった。

Photo．12の①に袋部合せ目表層の鋳化鉄の組織を示す。ゲーサイト（Goethite：α－FeO・

OH）になるが刃部上側断面と同じ組織の片状フェライトに球状化低温変態パーライト組織

の痕跡が読みとれた。②～⑤は金属鉄の鉄中の非金属介在物である。暗黒色ガラス質スラ

グは鍛打によって展伸し、白色粒状ヴスタイト（Whstite：FeO）を内蔵して存在する。鉄

肌に生じたヴスタイトと酸化防止に塗布された粘土汁から派生した介在物である。

④　ピッカース断面硬度：Photo．12の⑥～⑨に示す。炭素含有量の異なる領域の4箇所

を測定している。⑥は炭素量が0．1％以下で117Hv、⑦は炭素量0．4％前後で155Hv、⑧⑨

は炭素量が0．6％領域で214Hv～220Hvであった。炭素量に対して妥当な硬度であろう。
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⑤　CMA調査：Photo．21のSEに示した鉄中非金属介在物の高速定性分析結果がFig．5

である。A－Rankで鉄（Fe）、チタン（Ti）、ガラス質成分（Si＋Al＋Ca＋Mg＋K）、燐（P）、

酸素（0）が検出された。

SE（2次電子像）につけた番号の5は白色粒状結晶であり、白色輝点は鉄（Fe）、酸素（0）

に集中する。定量分析値は99．2％FeOとなり、ヴスタイト（Whstite：FeO）が同定され

る。

SEの番号6は暗黒色スラグに微細羊歯の葉状の結晶を含む個所を5〟mエリアで定量

分析値を測定したところ51．6％Fe0－34．8％SiO2組成でファイヤライト（Fayalite：2FeO・

SiO2）、これに5．5％A1203－4．2％Ca0－2．7％K20組成のガラス質が検出された。砂鉄特

有成分の二酸化チタン（TiO2）は0．9％で磁鉄鉱系の鉄素材と推定される。

SMT－19　鋳造品

（9　肉眼観察：ごく緩やかに攣曲する板状の鋳造品である。用途不明。一端に向かって

徐々に厚みを減じている。凸面側には赤褐色の付着物が認められる。表面は黄褐色の酸化

土砂に覆われる。また、鋳化割れも各所にみられる。

②　マクロ組織：Photo．15に示す。鋳化して自然腐食で自鋳鉄のセメンタイトと一部黒

鉛化しておりまだら鋳鉄（Mottled Castiron）の組織を表わしている。砕いて言うとね

ずみ鋳鉄と自鋳鉄とが混合している鋳鉄である。

③　顕微鏡組織：Photo．13①～⑨に示す。自鋳鉄の組織が点在して認められる。鋳化の

進行のため自然腐食されている。自鋳鉄組織の周辺は鋸化鉄（Goethite）となっているが片

状黒鉛及びパーライト痕跡が認められ、ねずみ鋳鉄であることが分かる。

④　ピッカース断面硬度：Photo．13⑤にレデブライト組織個所での硬度測定の圧痕を示

す。硬度値は580Hvであった。自然腐食を受けているがそれ程不自然な値ではない。

SMT－20　鋳造品

①　肉眼観察：平面不整四角形を呈するやや攣曲した板状の鋳造品である。用途不明。

周囲は全面破面。表面は黄褐色の酸化土砂の付着が顕著で、長さ1cm程の木炭も一部認め

られる。

②　マクロ組織：Photo．16に示す。こちらも鋳化鉄となるが片状黒鉛の析出痕跡からね

ずみ鋳鉄（Graycastiron）と判定される。

③　顕微鏡組織：Photo．9④～⑨に示す。金属鉄は認められず鋸化鉄（Goethite）となる

が、片状黒鉛及びパーライト痕跡が認められる。ねずみ鋳鉄であることが分かる。

銑鉄は凝固冷却速度が速くなければセメンタイト（Cementite：Fe3C）を品出し白鋳鉄

となり、おそくなれば黒鉛が析出してねずみ鋳鉄となる。前者は破面が銀白色、後者はね

ずみ色を呈するので呼び名もそれにならってつけられた。

4　まとめ

下ノ坪遺跡は古代（8～9C代）の巨大建物群と、八稜鏡、銅椀をはじめ緑粕陶器や各種

陶硯、革帯装飾具など特殊遺物を出土して地方官衛的な性格が指摘されている。注（3）この遺

跡内より鍛冶関連遺物が出土した。鍛冶内容は、廃鉄器リサイクルを想定させる脈石成分
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（Ti、Ⅴ、Mn）の低い成分系の椀形鍛冶浮が存在し、かつ、並列的に高品位鉄塊を鍛冶原

料とした痕跡をもつ鍛冶津が検出された。一般集落では10世紀以降に廃鉄器リサイクル鍛

冶が散見されるのに対し、注（㊨　今回の下の坪遺跡における廃鉄器リサイクル鍛冶が8～9世

紀代の少々早い時期の操業である。

これが官営鍛冶としての一つの特質であるのか他に要因があったのか気になるところで

ある。今後の類例に注目してゆきたい。

一方、鍛冶原料鉄の産地同定も大きな問題である。高知県内では中村市の金ケ浜や平野

浜に砂鉄の賦存が知られている。ここの砂鉄の特徴は高クロム含有（Cr203：1．4％台）で

ある。この含クロム鉄津としては、土佐山田町に所在する近世の製鉄遺跡である入野南山

ノ陰遺跡出土製錬津で確認されているが注（5）、今回の下の坪遺跡出土鍛冶浮からはクロムの

検出はなかった。8～9世紀の高知県例での製錬は不鮮明であり今後の研究課題でもある。

なお、下の坪遺跡の鉄埠系遺物を処理した際の鍛冶津は磁鉄鉱系らしくもあり、供給鉄素

材は山陽道側の産物かも知れない。四国における古代製鉄の研究は日も浅く今後に期待し

てゆきたい。

注

（1）日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968　ヴスタイトは450～500Hv、

ファイヤライトは600～700Hv、マグネタイトは500～600Hvの範囲が提示されている。

（2）大澤正己「房総風土記の丘実験試料と発掘試料J・『千葉県立房総風土記の丘年放15』

（平成3年度）千葉県立房総風土記の丘1992

（3）野市町教育委員会『下の坪遺跡発掘調査』記者発表・現地説明会資料1998．7．4

（4）・大澤正己「いわき市タタラ山遺跡出土鉄津と鉄塊系遺物の金属学的調査」『常磐自動

車道遺跡調査報告4』（福島県文化財調査報告大316集）福島県文化財センター、福島

県教育委員会1995（10世紀後半）

・大津正己「姥久保遺跡出土椀形鍛冶津の金属学的調査」『姥久保遺跡』日野駅北土

地区画整理地区遺跡調査団1996（中世後半）

・大澤正己「諏訪町C遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『神奈川県平塚市諏訪町

C遺跡』諏訪町C遺跡発掘調査団1997

・大澤正己「長崎遺跡出土鍛冶津の金属学的調査」『長崎遺跡Ⅵ』＜遺物・考察編＞（静

岡県埋蔵文化財調査報告第5集）静岡県埋蔵文化財調査研究所1995（10世紀後半）

・大澤正己「頭地松本B遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『頭地松本B遺跡（2）』

（熊本県文化財調査報告第174集）熊本県教育委員会1999

（5）大澤正己・鈴木瑞穂「入野南山ノ陰遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査」『高知県

香美郡土佐山田町所在入野南山ノ陰遺跡発掘調査報告書』（土佐山田町埋蔵文化財報

告書第　集）土佐山田町教育委員会2000

127



TabIe．1供試材の履歴と調査項目

符号 遺 跡 名 出土 位置 遺 物 名称 推定 年代 計 測 値
メタル
反応

調査 項 目 備 考

大きさ（m m ） 重 量（g）
マクロ
組 織

顕 微 鏡
組 織

ピッカース
断面 硬度 X 線 回折 C M 化学 分析 耐 火 カロリ

S M T －1 下 ノ坤 SB 18 椀 形鍛 冶津 8～9C 50 ×88 ×32 208．0 なし ○ ○

S M T －2 下 ノ坪 SB20 椀 形鍛 冶津 8～9C 53 ×67 ×36 12 1．0 なし ○ ○ ○

SM T ＿3 下 ノ坪 SB20 鉄 斧刃 先 8～9c 52 ×48 ×12 105．5 あり ○ ○

S M T ＿4 下 ノ坪 SB2 1 鍛 冶津 8へ′9C 60 ×112 ×36 225．0 なし ○ ○

S M T －5 下 ノ坪 SK 15 ガラス質津 8～9C 55 ×31 ×36 25．1 なし ○

S M T －6 下 ノ坪 SK15 椀 形鍛 冶淳 8～9C 48 ×47 ×23 77．7 なし ○ ○ ○

S M T －7 下 ノ坪 SK15 椀 形鍛 冶淳 8～9c 79 ×50 ×37 3 1．2 なし ○ ○

S M T －8・下 ノ坪 SK15 椀 形鍛 冶津 8～9C 82 ×68 ×35 102．0 なし ○

S M T －9 下 ノ坪 SK15 鍛 冶津 8～9C 83 ×49 ×28 155．3 なし ○ ○

S M T －10 下 ノ坪 SK 15 羽 ロ 8～9C 110．0 なし ○ ○ ○

S M T ＿11 下 ノ坪 SK21 取 鍋 8～9c 115．6 なし ○ ○

S M T ＿12 下 ノ坪 SK22 椀 形鍛 冶淳 8～9C 148．0 なし ○ ○ ○

S M T －13 下 ノ坪 SK33 椀 形鍛 冶津 8～9C 4 1×30 ×23 29．4 なし ○ ○

S M T －14 下 ノ坪 SK34 椀 形鍛 冶津 8～9C 91 ×65 ×42 263．0 なし ○ ○

S M T －15 下 ノ坪 不明 椀 形鍛 冶津 8－9C 81 ×70 ×35 206．0 なし ○ ○ ○ ○

S M T －16 下 ノ坪 SX3 椀 形鍛 冶津 8～9C 86 ×71 ×33 279．6 なし ○ ○

S M T －17 下 ノ坪 SX4 鉄 製品 8～9C 55 ×29 ×20 29．1 なし ○ ○

S M T －18 下 ノ坪 包含 層 袋 状鉄 斧 8～gc 650．0 あり ○ ○ ○ ○

S M T －19 下 ノ坪 包 含 層 鋳 造品 8～9C 900．0 あり ○ ○ ○ ○

S M T －20 下 ノ坪 包含 層 鋳 造品 8～9C 313．0 あり ○ ○

Table．2　供試材の化学組成
＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃：lgIoss　　　　　　　　　　　∑＊

試 料 番 遺 跡 名 出 土 位置 遺 物 名 称 年代 推 定

全 鉄 分 金 属鉄 酸 化

第 1 鉄

酸 化

第 2 鉄

二 酸 化

珪 素

（SiO 2）

酸 化 7 ノ

ミ‾ウム

酸 化力

J ウム

酸 化 マク

ネ亡ウム

酸 化

か ウム

酸化 ナト

lウム

酸 化 マン

が、

二 酸 化

タ、

酸 化

ム

硫黄 五酸化 炭素 八°ナゾウム 銅 耐火 度

造淳成 分

造津成分 T iO 2

（To ta I

Fe）

（M eta ‖

Fe ）

（FeO ） （F e20 3） 仙 20 3）
ソ

（c ao ）

ソ

（M gO ）
J

（K20 ）

ノ

（Na20 ）

ノ

（M nO ）
チ　 ノ

（T iO 2）

クロ

（Cr20 3）

（S ） （P20 5） （C ） （∨） （C u） T ota lF e T o ta lF e

S M T －1 下 ノ坪 S B 1 8 形鍛 冶 ； 8 ～9 C 4 1．05 0．14 3 8．83 15 ，3 4 3 0．4 5 6 ．33 0．7 7 0 ．96 1．5 2 0 ．89 0．0 7 0 ．50 0．0 2 0 ．02 0．4 3 0 ．09 0．0 1 0．00 2 4 0．92 0 ．99 7 0 ．02 1

S M T －2 下 ノ坪 S B 2 0 形鍛 冶 ； 8 ～9 C 50 ．79 0 ．5 4 3 7．04 30 ．6 8 17．38 4 ．0 6 0．88 0 ．57 0．60 0 ．47 0．0 6 0 ．33 0．0 2 0 ．04 0．4 6 0 ．16 く0．0 1 0．00 5 2 3．96 0 ．47 2 0 ．00 6

S M T －6 下 ノ坪 SK 15 形鍛 冶 ・ 8 ～9 C 4 7．76 0 ．18 5 1．98 10 ．2 6 2 4．0 8 4 ．90 2．54 1 ．0 5 1．0 6 0 ．64 0．0 8 0 ．35 0．0 2 0 ．01 0．3 8 0 ．06 く0．0 1 0．00 2 L3 4．2 7 0 ．71 8 0 ．00 7

S M T －10 下 ノ坪 SK 15 羽 ロ 8 －9 C 2 ．49 0．0 1 0 ．52 2 ．9 7 7 0．50 16 ．0 7 0．46 0 ．72 1．84 0 ．42 0．0 7 0 ．93 0．0 4 0 ．00 0．5 6 ＃3．22 く0．0 1 0．0 02 1450 9 0．0 1 36 ．14 9 0 ．37 3

S M T －12 下 ノ坪 SK 2 2 形 鍛冶 ； 8 ～ 9C 32 ．08 0．6 9 2 3．97 18．2 4 3 6．39 5 ．96 1．82 0 ．89 2．0 7 0 ．99 1．0 9 0 ．27 0．0 2 0 ．02 0．9 0 0 ．12 く0．0 1 0．00 2 4 8．12 1．5 0 ．00 8

S M T －15 下 ノ坪 不 明 形鍛 冶 ； 8 ～ 9C 3 7．22 0．0 4 3 8．76 10．0 8 3 2．86 7 ．12 2．36 1 ．86 2．4 2 1．55 0．3 5 0 ．51 0．0 2 0 ．02 0．4 1 0 ．03 く0．0 1 0．∝）2 4 8．1 7 1．294 0．0 1‘4

T8bIe．3出土遺物の調査結果のまとめ

符 号 遺 跡 名 土 位 遺 物 名 称
占 年 ‘

顕徹 鏡 組 織 調 査 項 目
所 見

疋 T o tal

F e

F e 20 3 塩 基 性

成 分

T iO 2 ∨ M n O ガラス賞

成分

C u

S M T －1 下 ノ坪 S B 18 椀 形 鍛 冶 ・ 8 ・｝9C W （粒 内微 小 析 出 物 ）＋F＋M 、鋳 化 鉄 4 1．05 15 ．34 1．7 3 0．5 0 0 ．0 1 0．0 7 4 0．9 2 0 ．0 0 2 磁 鉄 鉱 系 鉄 素 材 の 鍛 錬 鍛 冶浮 く廃 鉄 器 が 鍛 冶 原 料 ）

S M T －2 下 ノ坪 S B 20 椀 形 鍛 冶 ； 8 ～ 9C W ＋F 、銃 化 鉄（パ ー ライ ト痕 跡 ） 50 ．79 30 ．6 8 1．4 5 0．3 3 く0．0 1 ‘0．0 6 2 3．9 6 0 ．00 5 鍛 錬 鍛 冶 淳 、上 と同 系

S M T －3 下 ノ坪 S B 20 鉄 斧 刃 先 8 ′－9C 銃 化 鉄 （パ ーラ イト痕 跡 ）亜 共 析 鋼 廃 鉄 器 鍛 冶 原 料 鉄 か

S M T －4 下 ノ坪 S B 2 1 鍛 冶 津 8 ′｝9C W 凝 集 、鋳 化 鉄 鍛 錬 鍛 冶 浮 ．

S M T －5 下 ノ坪 S K 15 ガ ラス質 津 8 ・－9C ガ ラス 質ス ラグ 、微 小 析 出物 赤 熱 鉄 素 材 の 酸 化 防 止 に 塗 布 され て 溶 融 したス ラグ

S M T －6 下 ノ坪 S K 15 椀 形 鍛 冶 i 8 ～ 9c 鍛 造 剥 片 付 着 （3層 分 離 型 内 層W 非 晶 質 ）、W ＋F 47 ．76 10 ．2 6 3．5 9 0．3 5 く0．0 1 0．0 8 3 4．2 7 0 ．00 2 鍛 錬 鍛 冶 津 、S M T －1 、S M T －2 と同 系で あ る

S M T －7 下 ノ坪 S K 15 椀 形 鍛 冶 7 8 ・－9C W ＋F 鍛 錬 鍛 冶 津

S M T －8 下 ノ坪 S K 15 椀 形 鍛 冶 ； 8 ・－9C F ＋W 粘 土 汁 多 用 塗 布 の 鍛 錬 鍛 冶津

S M T 19 下 ノ坪 S K 15 鍛 冶 津 8 ・－9C W ＋F 鍛 錬 鍛 冶 津

S M T －10 下 ノ坪 S K 15 羽 ロ 8 ～ 9C 粘 土 鉱 物 、ガ ラス 質 スラ グ 中M ＋H 晶 出 2 ．49 2 ．9 7 1．1 8 0．9 3 く0．0 1 0．0 7 9 0．0 1 0 ．00 2 鍛 冶 用 羽 口耐 火 度 1 45 0℃

S M T －11 下 ノ坪 S K 21 取 鍋 8 ～ 9C ガ ラス 質ス ラグ 、銅 粒 銅 粒 は 純 銅 （99 ．9％C u ）

S M T －12 下 ノ坪 S K 22 椀 形 鍛 冶 ； 8 ～ 9C W ＋F 32 ．08 18 ．24 2．7 1 0．2 7 く0．0 1 1．0 9 4 8．12 0 ．00 2 廃 鉄 器 で は ない 鉄 塊 を 原料 とした 鍛 錬 鍛 冶 淳

S M T －13 下 ノ坪 S K 33 椀 形 鍛 冶 ； 8 ′｝9C F ＋W 粘 土 汁 多用 の 鍛 錬 鍛 冶 津

S M T －14 下 ノ坪 S K 34 椀 形 鍛 冶 ； 8 ～ 9C F ＋W 粘 土 汁 多用 の 鍛 錬 鍛 冶 津

S M T －15 下 ノ坪 不 明 椀 形 鍛 冶 ； 8 ～ 9C W （粒 内微 小 析 出 物 ：F el 羊A H ヒ合 物 ） 3 7．2 2 10 ．0 8 4．2 2 0．5 1 く0．0 1 0．3 5 4 8．17 0 ．00 2
W 粒 内微 小析 出 物は ∪＋H 、廃鉄 巻 ではない 鉄塊 を原料 とした
精錬 鍛 冶津 もしくは鍛 錬鍛 冶津

S M T －16 下 ノ坪 S X 3 椀 形 鍛 冶 ； 8 ～ 9C W ＋M ＋F 鍛 錬 鍛 冶 津

S M T －17 下 ノ坪 S X 4 鉄 製 品 8 一一9 C 鋳 化 鉄 （パ ー ライト痕 跡 ）、介 在 物 ガ ラス 質 スラグ 中 に Fe O 板 状 芯 を 更 に鉄 板巻 付 け極 軟 鋼 製 品 （器 種 不 明）

S M T －18 下 ノ坪 包 含 層 袋 状 鉄 斧 8 ・－9 C 刃 先高 炭素 域、浸炭 処理 0．1％母材 へ浸 炭0 ．6％C 確 認、介 在物 W 焼 戻 し処 理 鉱 石 系 鍛 造 品

S M T －19 下 ノ坪 包 含 層 鋳 造 品 8～ 9 C 白鋳 鉄 とね ず み 鋳 鉄 の 混 合 した 組 織 ま だら （斑 ）鋳 鉄

S M T －20 下 ノ坪 包 含 層 鋳 造 品 8一一9 C 鋳 化 鉄 （ね ず み 鋳 鉄 、片状 黒 鉛 り く－ ライト痕 跡 ） ね ず み 鋳 鉄

W．WustitO（FeO）、F．FayalIte（2FeO・SiO2）、M：Magnetite（Fe304）、H：HorcynIte（F60TAl203）、U：UlvOspinO（2FeO・Tl02）
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高知下ノ坪
SMT－lA

椀形鍛冶澤
①×50②×100③×400

ヴスタイト（粒内微小折出物）

局部凝集・ファイヤライト

④×100

マグネタイトファイヤライト

⑤×100

鋳化鉄（Goethite）

＋ファイヤライト

．顧
ユ

SMT2

椀形鍛冶澤
（り×200　硬度圧痕：ヴスタイト

462Hv

（∋×100

ヴスタイト・ファイヤライト

（紗×100

ヴスタイト・ファイヤライト

＋鋳化鉄（Goethite）

パーライト痕跡

Photo．1椀形鍛冶淳の顕微鏡組織
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S M T －3

鉄 斧 刃 先

（D X lOO　 誘化鉄 （G o ethite）

②×4 00 （D の拡大

パーライト痕跡

③×40 0　 鋳化鉄 （G o ethite）

パーライト痕跡
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SMT－5

ガラス質澤
（力×100　ガラス質スラグ

（診×100（郭×400　ガラス質スラグ

中の微小金属鉄粒

●i　戚‾し一です

・J∵㌔・庭

＼＿＿議　．　　　　◎

こ、tヽ：＿　申
●　　’

．’G　′●ヽ

SMT－6

椀形鍛冶揮
（初×400　付着鍛造剥片

⑤×100（む×400ヴスタイト

ファイヤライト

（診×100　ファイヤライト

⑧×200　硬度圧痕：ヴスタイト

465Hv

1

J

j

．

†・・
．－1

1

億

Photo．3　ガラス質澤・椀形鍛冶澤の顕微鏡組織
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SMT－7

椀形鍛冶淳
（丑×200　硬度圧痕：ヴスタイト

378Hv

（診×100（劃×400

ヴスタイトファイヤライト

SMT－8

椀形鍛冶淳
④×100　ファイヤライト

＋ガラス質スラグ

⑤×100⑥×400　ファイヤライト

ヴスタイト

⑦×100（む×400　同上

Photo．4　椀形鍛冶淳の顕微鏡組織
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SMT－9

椀形鍛冶淳
（DX200　硬度圧痕：ヴスタイト

417Hv

②×100③×400

ヴスタイトファイヤライト

SMT－10

羽口
④×100　羽口胎土：粘土鉱物

⑤×100⑥×400ガラス質スラグ

中のマグネタイトとベシナイト

（∋×100⑧×400　同上

Photo．5　椀形鍛冶澤・羽口の顕微鏡組織
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SMT－11

取鍋
（DXlOO　ガラス質スラグ中の

銅粒（Cu）

②×100（3×400ガラス質スラグ

中の銅粒と微小折出物

（動×100⑤×400ガラス質スラグ

中の銅粒

SMT－12

椀形鍛冶澤
⑥×200　硬度圧痕：ファイヤ

ライト　718Hv

⑦×100⑧×400　ヴスタイト

ファイヤライト

♂一．F

ノ

喜ナ

Lで粘

Photo．6　取鍋・椀形鍛冶津の顕微鏡組織
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SMT－13

鍛冶澤
（DX200　硬度圧痕：ファイヤ

ライト　687Hv

②×100③×400ヴィスタイト

ファイヤライト

（彰×100⑤×400　ヴィスタイト

ファイヤライト

SMT－14

椀形鍛冶澤
⑥×200　硬度圧痕：ファイヤ

ライト　557Hv

⑦×100⑧×400　ファイヤライト

微小粒状ヴィスタイト

Photo．7　椀形鍛冶淳の顕微鏡組織
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SMTt15

椀形鍛冶揮
（DX200　硬度圧痕：ヴスタイト

（粒内Al系折出物）483Hv

（診×100（3×400ヴスタイト

（粒内Al系折出物）ファイヤライト

（彰×100（9×400　同上

SMT－16

椀形鍛冶淳
（む×100　ヴスタイト

ファイヤライト

（カ⑧×200　硬度圧痕：

⑦ヴスタイト　516Hv

⑧マグネタイト　582Hv

Photo．8　椀形鍛冶澤の顕微鏡組織
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SMT－17

鉄製品（半製品か？）
（DXlOO　誘化鉄（Goethite）

中の介在物？

②×100（郭×400

鋳化鉄（Goethite）中の介在物？

パーライト痕跡

．さ＼　　　　　　．．

′
．　　、　．

了∴、・工′　一

、憲薄

予づ一、－、Jヽ、

包料ごィ㌦

木工昔時
tメ′・r一
．ナノ．J　・シナ
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・　b
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了L
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二V
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‘事

．メ
い

ノ1・

（動×50⑤×100⑥×400

誘化鉄（Goethite）

片状黒鉛・パーライト痕跡

ねずみ鋳鉄

（訂×100⑧×400　同上

Photo．9　鉄製品の顕微鏡組織
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SMT－18（彰
袋状鉄斧
（D～⑤ナイタルetch

①×50　鉄斧刃部上側断面

②×100③×400　端部

フェライト・少量パーライト

④×100⑤×400　端部

フェライト・少量パーライト

非金属介在物・ヴスタイト
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Photo．11鉄斧の顕微鏡組織
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S M T －1 8 （郭

袋 状 鉄 斧

① ×4 0 0　 誘 化 鉄 パ ーライト痕 跡

② × 10 0 ③ ×4 00 介 在 物 ヴスタイト

④ × 10 0 ⑤ ×4 00 介 在 物 ・ガラス質

（微 小 折 出 物 あり）

⑥ ～ ⑨ ×2 0 0 ナ イタルe tc h 硬 度圧 痕

⑥ フェライト・少 量 パ ーライト11 7 H v

⑦ パ ーライト・フェライト1 5 5 H v

⑧ パ ーライト2 14 H v⑨ パ ーライト2 2 0 H v
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Photo．12　鉄斧の顕微鏡組織
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SMT－19

鉄製品
（DX50②×100③×400

白鋳鉄＋ねずみ鋳鉄

④×400　自然腐食鋳鉄

⑤×200　硬度圧痕：レデブライト

580Hv

⑥×100（診×400　白鋳鉄

＋ねずみ鋳鉄

⑧×100⑨×400　誘化鉄・片状

黒鉛痕跡

■■

■■

CF

l■4

，●
●

「1

l．1

ヽ

Photo．13　鉄製品の顕微鏡組織

141



142

Photo．14

上段：鉄斧刃先（SMT－3）
のマクロ組織（×10）

下段：鉄製品（SMT－17）
のマクロ組織（×5）



Photo．15　上段：鉄斧（SMT－18）のマクロ組織（×20）
下段：鉄製品（SMT－19）のマクロ組織（×10）
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Photo．16　鉄製品（SMT－20）のマクロ組織（×5）
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Photo．17　相場（SMT－11）溶融物中の析出物の特性X線像と定量分析値
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98．332　　99．689　　95．827　　93．808
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Element　　　8

Na20

MgO

A1203

Si O．668

P205

S

K20

CaO

uO2

MnO

Fe　　　　　　66．227

ZrO2

V203

0　　　　　　　32．889

P O．216

Total lOO．000

Photo．19　鉄製品（鋳化鉄）（SMT－17）鉄基地の特性X線像と定量分析値
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J

SMT－17

Element

Na20

MgO

A1203

SiO2

P205

S

K20

7

0．017

0．030

0．336

0．101

0．176

CaO

uO2　　　　　　0．057

MnO O．026

FeO　　　　　　89．773

ZrO2　　　　　　0．051

V203

Total 90．567

Photo．20　鉄製品（鏡化鉄）（SMT－17）鉄中非金属介在物の特性X線像と定量分析値
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SMT－18

Element　　　5　　　　6

Na20　　　　　0．027　　0．372

MgO O．182　　0．511

A1203　　　　　0．451　　5．491

SiO2　　　　　　0．057　34．847

P205　　　　　0．006　　1．350

S O．037

K20　　　　　　　　　　　　2．702

CaO　　　　　　　　　　　4．156

uO2　　　　　　0．921　　0ユ90

MnO O．189　　0．193

FeO　　　　　99．161　51．623

ZrO2　　　　　　0．020　　－

V203　　　　　　0．125　　　－

Totd lOl．139　101．472

Photo．21鉄斧（SMTT18）鉄中非金属介在物の特性X線像と定量分析値
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Fig．27　相場（SMT－11）溶融物中の析出物のコンピュータープログラムによる
高速定性分析結果（Photo．17に対応）
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Fig．28　椀形鍛冶澤（SMT－15）鉱物相のコンピュータープログラムによる
高速定性分析結果（Photo．18に対応）
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Fig．29　鉄製品（鋳化鉄）（SMT－17）鉄基地のコンピュータープログラムによる
高速定性分析結果（Photo．19に対応）
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プログラムによる高速定性分析結果（Photo．20に対応）
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Fig．31鉄斧（SMT－17）鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる
高速定性分析結果（Photo．21に対応）
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G区SD17　検出状況
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G区ユニット7　遺物出土状況（下層）

G区ユニット7付近　完掘状況
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G区　遺物出土状況



G区SR　完掘状況

G区SR　完掘状況（北側）
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K区SR5　検出状況（南）

K区SR5　検出状況
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K区SR5　完掘状況

K区SR3　完掘状況
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K区SR3　完掘状況
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K区SK－901遺物出土状況

K区　遺物出土状況
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K区SR5　遺物出土状況



K区　完掘状況（北）

N区　遺物出土状況
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N区SR3　完掘状況
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K・L・N区出土　弥生土器
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K－20

K区出土　弥生土器
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K区出土　弥生土器・G区・H区拡I・Ⅱ包含層出土須恵器
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重訂．・・．ニ

G区・H区拡I・Ⅱ包含層出土　土師器　皿・坪
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PL16

G区・H区拡I・Ⅱ包含層出土　土師器坪
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PL17

K区出土　土師器坪・H区拡I・Ⅱ包含層出土　土師器蓋　須恵器皿・坪
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PL18

H－85

頸開騨

G区・H区拡いⅡ包含層出土　須恵器　杯・蓋
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PL19

G区・H区拡Ⅱ包含層出土　黒色土器

同上裏面
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PL20

、∴．、▼u r　こし・

＿．、・・も・－L・、、一寸

K・L区出土　弥生土器
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PL21

＼、・

＼、

G区・H区拡I・Ⅱ包含層出土　須恵器
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